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第一章★★★見果てぬ想い







１




　雨季が完全に終結した――と、ジェノスの人々に見なされたのは、朱しゆの月の三日のことだった。雨季が本格的に始まったと見なされたのは茶の月の四日のことであったから、おおよそ二ヶ月が経過したのちのことである。

　その数日前から青空が覗のぞく時間が長くなり、雨量も格段に減って、なおかつ気温も上がってきていた。そうして朝から快晴となり、もう長なが袖そでの上着など暑くて着ていられない、という朱の月の三日を迎むかえて、ついに「雨季が終わった」と人々に認められることになったわけであった。

　むろん、それですぐに宿場町の賑にぎわいが元通りになることはない。シムやジャガルや遠方の町から訪おとずれる人々は、これから腰こしを上げることになるのだ。気の早い者であればもう事前からトトスを走らせているのかもしれないが、何にせよ、少しばかりのタイムラグは生じてしまうことだろう。

　ただし、ジェノスに住んでいる人々は、心置きなく外出できるようになっている。それだけで、宿場町の大通りはもう格段に活気を増していた。それにジェノスの近在の町からは、雨季の終わりを待ちかまえていた旅人や商人などがこぞって訪れてきている。それにつれて、俺おれたちの屋台の売上も日増しに上じよう昇しようしていくことになったのだった。

　ティノやタラパやプラなどが扱あつかえるようになるのは、これから半月ばかりが過ぎてからのことだ。それまでは、雨季の野菜で対応することになる。『トライプのクリームシチュー』を筆頭とする俺たちの新しいメニューは、あらためて人々から賞賛の言葉を届けられることになった。

　そして、雨季とは直接関係はないのだが、もうひとつ特筆するべき出来事があった。ミケルに依い頼らいしていた石いし窯がまが、ついに完成したのである。その報が届けられたのも、奇くしくも朱の月の三日であったのだった。

「うわあ、これは見事な仕上がりですね！」

　宿場町での商売の後、ルウの集落に立ち寄った俺は、思うさま感かん嘆たんの声をあげることになった。石窯が築かれたのは、ミケルたちの住んでいる家のかまど小屋の横合いだ。ミケルはそこに革かわ張ばりの屋根を建てて、何日もかけて煉れん瓦がの石窯を作製してくれたのだった。

　いちどきに大量のポイタンが焼けるように、石窯は大きく造られている。横よこ幅はばは二メートル、高さと奥おくゆきは一メートルばかりもあっただろう。ただし、内部の熱を逃にがさないように、外がい壁へきや屋根は煉瓦を重ねて分厚く仕上げられていた。

　煉瓦は町で購こう入にゆうしたものであり、それを繋つなぐ粘ねん土どは森辺で採取したものだ。もともと石のかまどの隙すき間まを埋うめるために使われていた粘土であるので、耐たい久きゆう性せいなどに問題はない。そして、取り出し口の戸にだけは鉄板が使われていた。さすがに煉瓦や粘土だけで、戸を作製することはかなわなかったのだ。厚みが一センチばかりもある鉄板を、横側から差し込こむ格好である。その戸がジャストフィットするように煉瓦にはくぼみが掘ほられており、鉄板のほうには鈎かぎが引っ掛かけられるように金属の円えん環かんが取りつけられていた。

「ただのフワノやポイタンを焼くには大おお仰ぎような仕し掛かけだが、余熱も使えるので薪まきを節約する役ぐらいには立つことだろう」

　ミケルは、ぶすっとした顔でそのように言っていた。その場に立ちあっていたミーア・レイ母さんは、「ありがたい話だねえ」と微笑ほほえんでいる。ミケルはまだ片足が不自由な身であるので、実際にこれを組み上げてくれたのはルウ家の女衆であるはずだった。

「とにかく商売用のフワノやポイタンを焼くだけでも、レイナたちは大変そうだったからさ。こいつを他の家にもこしらえれば、さぞかし仕事も楽になるだろうさ」

「そうですね。それに、石窯ならではの料理にも挑ちよう戦せんできるようになるはずですよ」

　石窯ならば、かまどよりも遥はるかに高温を維い持じすることができる。なおかつ、赤外線によって食材を内側から温める効果もあるので、直焼きや蒸むし焼きともまた異なる美お味いしさを追つい及きゆうできるはずだった。

「……それでお前は、こいつの作り方をトゥランの北の民たちにも教えたいと考えているわけか？」

　と、ミケルが不ふ機き嫌げんそうに俺のほうをにらみつけてくる。

「はい。北の民たちにはフワノの蒸し饅まん頭じゆうの作り方を伝授しましたけど、雨季が終わってポイタンの収しゆう穫かく量りようがもとに戻もどったら、北の民たちもまたそちらを食することになるはずですからね。でも、水で練っても固まりにくいポイタンを蒸し饅頭に仕上げるのは難しいでしょう？　それでまたポイタン汁じるをすすることになったら気の毒ですから、なんとか石窯の作り方を伝えてあげたいんです」

「……その話は、すでに貴族に通しているのか？」

「いえ、貴族どころか族長たちにもまだ相談していません。何せ、北の民にはあまり関わるなと貴族たちにたしなめられている立場ですので」

　しかし、北の民たちには鉄てつ鍋なべぐらいしか調理器具を与あたえられていない。それでは時間と燃料がかかりすぎるので、ポイタンの生き地じを一枚ずつ焼いていくというのは難しいことだろう。石窯さえあれば、そういった諸もろ々もろの問題をクリアできるはずであった。

「しかし見ての通り、石窯には鉄の戸が必要だ。これだけでも、それなりの銅貨が必要になることだろう」

「はい。ですが、長い目で見れば得な話だと思うのですよね。薪を集める労力や炭を買う銅貨を節約できるわけですから」

「そもそも、今まで通りポイタン汁を食べさせておけば、薪や炭を余分に使うことにもならないのだろうが？」

「はい。だけどやっぱり美味しい食事を食べたほうが元気に働くことができて、結果的にはそれがジェノスの富にも結びつくという話は、貴族たちも認めてくれていますので……」

　そのような話は、ルウ家でお世話になっているミケルも、すでに承知しているはずだった。足に負担をかけないよう木箱に座すわったミケルは、「ふん」と鼻を鳴らしている。

「そういう理り屈くつで、お前たちは北の民に美味なる料理の作り方の手ほどきをしたそうだな。そのあげくに、今後は北の民に関わるなと貴族どもにたしなめられたのではないのか？」

「は、はい。仰おつしやる通りです」

「ならば、このような世話を焼こうとしても、また叱しかりつけられるだけではないのか？　ましてや、森辺に道を切り開こうという話はすでに終わっている。北の民の面めん倒どうを見る筋合いなど、今のお前たちにはいっさい存在しないはずだ」

「はい。ですからまあ、駄だ目めでもともとという覚かく悟ごで進言してみるつもりなのですが……」

　ミケルは、不機嫌そうな視線をミーア・レイ母さんのほうに転じた。

「そんな進言をされたら、森辺の族長たちはどのように反応するのだろうな？」

「ううん、難しいところだねえ。貴族たちには、北の民に関わるなとはっきり申しつけられてるわけだし……しかもそれは、森辺の民の立場が悪くならないようにっていう意味合いもあるんだろう？　それなら、貴族の言葉に従っておくべきだと考えるかもしれないね」

「でも、ジェノスの貴族たちも北の民の扱いに関しては色々と考えなおすべきだ、と思案しているようでもあるんです。それなら、頭から拒きよ絶ぜつされることもないんじゃないでしょうか？」

　ミーア・レイ母さんは、俺をなだめるように微び笑しようする。

「だけど、貴族たちは自分たちにまかせてほしいって言ってたんだろう？　そこで口をはさもうとするのは、やっぱり大きなお世話ってもんなんじゃないのかねえ」

「で、でも、貴族たちは煉瓦で窯かまを造る方法なんて知らないでしょうから……こんな助言も有効なのではないかと……」

　懸けん命めいに反論しつつ、俺はだんだん自信がなくなってきてしまう。確かにメルフリードたちは、森辺の民の今後をも考えて「北の民に関わるな」と忠言していたのだ。その忠言をないがしろにするような真ま似ねは、つつしむべきなのかもしれなかった。

「……だったら、俺が貴族に申し入れをすればいいのではないか？」

　と、ミケルがふいにそのようなことを言いだした。俺もミーア・レイ母さんも、ついでに同席していたマイムも「え？」と目を丸くする。

「俺は森辺の民ではなく、トゥランの民だ。俺が北の民にまつわる事柄で貴族に申し入れをするというのは、べつだんおかしな話でもなかろう」

「申し入れって、この石窯ってやつの話をかい？」

「ああ。貴族どもとて、美う味まい食事が北の民に力を与えるという話には納なつ得とくしているのだろう？　だったら、その方法を教えてやる代わりに褒ほう賞しよう金きんをよこせとでも言ってやればいい」

　不機嫌そうな表情のまま、ミケルはそのように言いつのった。

「この俺は、まごうことなき貧びん乏ぼう人にんだ。貧乏人が褒賞金を目当てにあれこれ頭を働かせるのは不自然な話ではあるまい。実際、俺は北の民に情けをかけているわけではないしな。王都の視察団とかいう連中に内情を探さぐられても、危あやういことにはならないだろう」

　確かにメルフリードたちが一番に慮おもんぱっかているのは、王都から訪れる視察団とやらの目であるのだった。辺境の地に住まうジェノスの貴族たちが、おかしな形で北の民を優ゆう遇ぐうしていると疑われることを恐おそれているのである。

「どうせ貴族などというものは、欲得ずくで動くものだからな。こちらも欲得ずくで動いていると思わせれば、不ふ審しんの念を抱いだかれることもあるまい」

「だけどミケルは、貴族を毛け嫌ぎらいしているのですよね？　それなのに、そんな矢や面おもてに立つような真似をしてしまっていいのですか？」

　俺の言葉に、ミケルはいっそう眉まゆをひそめた。

「こちらは恩義を返そうとしているのだから、いちいち文句をつけるな。口やかましい小こ僧ぞうだな、お前は」

「す、すいません。決して口やかましくしているつもりはないのですが……」

「もう、父さんったら。アスタは父さんの気持ちを思いやってくれただけでしょ」

　マイムが笑いながら、父親の右みぎ腕うでにそっと手をかける。ジェノスの貴族たるサイクレウスに逆らったばかりに傷つけられることになった、ミケルの右腕である。

「……何にせよ、決断を下すのはジェノスの貴族どもだ。北の民などポイタン汁をすすらせておけばいいとあいつらが考えているならば、わざわざこのようなものを造らせることもないだろう」

「その点は、きっと大だい丈じよう夫ぶだと思います」

　雨の中で働く北の民の姿を見つめていたメルフリードや、お茶会で感謝の言葉を述べていたリフレイアの姿を思い出しながら、俺はそのように答えてみせた。サイクレウスが独断でジェノスに招き入れた北の民の処しよ遇ぐうを巡めぐって、彼かれらこそが一番頭を悩なやませているのだ。それならば、俺たちからのささやかな提案を無下にすることはないように思われた。

　ともあれ、石窯の件はそのような形で落着した。それから数日後、族長たちからの許しをもらった上で、ミケルが俺を通してポルアースへと言葉を届けると、無事にトゥランでも石窯が作製される運びとなったのである。

　それからミケルは、護衛役のバルシャをともなって、何日かトゥランに通うことになった。北の民たちにあてがわれた宿舎のかまど小屋に、いくつもの石窯が作製されたのだ。俺がそれを目にする機会は今後も訪れないのかもしれないが、エレオ＝チェルたちが美味しい焼きポイタンを食べられるようになれば、それだけでもう十分であった。

　斯か様ようにして、朱の月も粛しゆく々しゆくと過ぎ去っていったのだが――その内に、俺たちはいくつかの変転や騒そう動どうを迎えることにもなった。

　その変転や騒動というのも、やはり雨季が明けたことによって生じたものなのかもしれない。俺がそのように考えたのは、森辺にひとつの習わしが存在したためであった。掟おきてやしきたりなどの話ではなく、習慣だとか慣例だとかに属する話だ。こうするべき、と意識的に打ち立てられたものではなく、自然発生的に生まれた習わしである。

　それはすなわち、婚こん儀ぎにまつわる話であった。

　雨季の間は、広場を使って祝しゆく宴えんを行うことができない。よって、森辺においては雨季が明けると、こぞって婚儀の祝宴が行われる習わしにあったのである。それはきっと、雨季の間は狩人かりうどの仕事を休む日も多いので、その機会に男女の愛が育まれやすい、という側面もあったのだろう。身近なところでは、この雨季の間にフォウおよびランとスドラの間で、いわゆる「お見合い」に相当する晩ばん餐さん会かいなどが執とり行われていた。

　また、それは特とく殊しゆな例であったとしても、雨季の間は仕事を休んだ男衆が血族の家を訪れたりして、交流を結ぶ機会が増えるものであるらしい。そうして伴はん侶りよに相応ふさわしい相手を見み出いだした人々が、雨季の終わりを待って婚儀をあげるのである。

　俺が伝え聞いただけでも、ミンとムファ、ガズとマトゥア、リッドとハヴィラで新しい夫ふう婦ふが誕生していた。ハヴィラというのは初めて聞く名前であったが、どうやらスンよりも北側に住む、ザザの眷けん族ぞくであるらしい。リッドとは家も遠かったが、荷車を使っておたがいの家を行き来して、ついに新たな血の縁えんが結ばれたのだそうだ。

　その三組の中に直接の知り合いはいなかったが、それでもおめでたい話であることに違ちがいはない。二ヶ月も続いた雨季の暗あん鬱うつを払はらいのけてくれる、とても晴れがましい出来事であろう。

　しかしまた――色いろ恋こいの話というのは、ただ幸福なだけでは終わらないこともある。それを証明するかのように、俺たちはいくつかの変転や騒動を迎えることになってしまったのだった。




　まず最初の騒動がファの家にまでもたらされたのは、朱の月の五日のことだった。

　雨季が明けて三日目のことで、ようやくミケルの提案に族長たちから了りよう承しようをもらえた頃ころ合あいである。この日、俺は宿場町で働く料理人のヤンからポルアースにミケルの言葉を伝えてもらう予定でいた。

　しかしそれとは関係なしに、騒動の種が舞まい込んできた。朝方に近在の氏族の女衆とともに商売のための下ごしらえを済ませて、いざ宿場町に――というタイミングで、北の方角からトトスが接近してきたのである。

　トトスは荷車を引かされておらず、鞍くらに一人の狩人を乗せていた。ギバの毛皮を頭からかぶった、北の一族の狩人だ。何か急報を届けるために、ルウやサウティの集落を目指しているのだろう。俺たちはそれを邪じや魔ましないように、道に出る寸前で荷車を停めて、彼をやりすごそうとした。

　が、俺たちの姿に気づいた狩人は、いったん道を走り抜ぬけてから、Ｕターンをして近づいてきた。そしてトトスを飛び降りるや、いきなり俺の胸むなぐらをひっつかんできたのだった。

「いいところで会ったな、ファの家のアスタよ！　お前に言っておきたいことがある！」

　身長百八十センチを超こえる大おお柄がらの体たい躯くに、火のように燃える黒い瞳ひとみと、右眉に刻まれた大きな古傷。それはザザ本家の末まつ弟ていにして次代の家長候補たるゲオル＝ザザであった。

「ゲ、ゲオル＝ザザでしたか。そんなに慌あわてて、いったいどうしたのです？」

「これが慌てずにいられるか！　何も知らずに、呑のん気きな顔をしおって……！」

「な、何も知らないのですから、呑気でいるのはしかたないでしょう？」

　そんな間の抜けたやりとりをしている内に、異変に気づいたアイ＝ファが風にように駆かけ寄ってきた。

「ザザ家の末弟か。今すぐその手を離はなさなければ、ファの家に敵意を持つものと判断させてもらう」

　ひさかたぶりに、アイ＝ファもその目に怒いかりの炎ほのおを燃やすことになった。

　ゲオル＝ザザは「ふん！」と鼻を鳴らしてから、俺の身体を突つき放はなす。

「これは、本を正せばファの家に責任があるはずだ！　お前たちを野放しにしていた結果が、これなのだからな！　どうあれ、お前たちにも責任を取ってもらうぞ！」

「ゲ、ゲオル＝ザザ、いったい何をそんなお怒りになっているのですか？」

　と、荷車から慌てた様子でトゥール＝ディンが姿を現す。その小さな姿を目にすると、ゲオル＝ザザはほんの少しだけ眼光をやわらげた。

「トゥール＝ディンか。お前もたしか、こいつらにひっついて何度となく城下町を訪れていたはずだな。ちょうどいいので、お前からも話を聞かせてもらおうか」

「城下町？　いったいどのようなお話なのでしょう？」

「どのようなもへったくれもない。俺も親おや父じも、貴族どもと関わったせいで頭を抱かかえることになってしまったのだ」

　怒りに引きつっていたゲオル＝ザザの形相が、だんだんすねた子供のような表情にと変じていく。この血の気の多い若者も、眷族たるトゥール＝ディンには意外に心を開いているように見受けられた。

「とにかく、落ち着いて話すがいい。城下町の貴族たちが、いったいどうしたというのだ？」

　俺をかばうような位置にまで歩を進めてから、アイ＝ファがそのようにうながした。他の女衆は、荷台の中からおそるおそるこちらの様子をうかがっている。それらの視線をはねのけるようにして、ゲオル＝ザザは高らかに言い放った。

「俺の姉スフィラが、貴族などに懸け想そうしてしまったのだ！　このような馬鹿げた話が許されるものか！　俺たちは、家族が貴族に嫁よめ入いりすることなど、断じて認めないからな！」

　俺たちは、のきなみ呆あつ気けに取られることになった。というか、その言葉を正しく理解することすら、なかなか難しいところであったのだ。

「ちょ、ちょっと待ってください。スフィラ＝ザザが貴族に懸想って……いったい彼かの女じよが、どこの誰だれに恋こい心ごころを抱いたというんですか？」

「あの、取りすました顔をしたレイリスとかいう若い貴族だ！　こんな馬鹿げた話があるか!?」

　そのようにわめきたてるゲオル＝ザザの顔にも、怒りだけではなく困こん惑わくと悲ひ嘆たんの表情が浮うかびあがっていた。

　それでも俺たちは、やっぱりなかなかこの突とつ拍ぴよう子しもない事態をきちんと把は握あくすることもかなわなかったのだった。




２




「どうもスフィラ＝ザザは、闘とう技ぎ会の祝賀会でレイリスと顔をあわせて以来、ずっと彼の存在が心にひっかかっていたみたいだね。それで、ダレイム伯はく爵しやく家けの舞ぶ踏とう会であらためて交流を深めて、それが恋心であったのだと気づかされてしまったみたいなんだ」

　宿場町に到とう着ちやくして、屋台の準備をしている間に、今度は俺が他の人々に説明する役割を担になうことになった。ゲオル＝ザザがどうして血相を変えてルウの集落に押おしかけることになったのか、みんながそれを知りたがったためである。

「スフィラ＝ザザも悩みに悩みぬいた上で、ついに家族に気持ちを打ち明けたらしい。舞踏会ってのは金の月の終わりに行われたから、二ヶ月以上も一人で思おもい悩んでいたことになるね」

　そしてその期間に、北の集落では収しゆう獲かく祭が行われていた。収獲祭においては狩人の力比べや女衆の舞踏などがお披ひ露ろ目めされて、それをきっかけに婚儀の話が持ち上がることも多い。それでスフィラ＝ザザも、いっそう婚儀というものについて向き合う格好になったのかもしれなかった。

「だけどさ、そもそもスフィラ＝ザザはどうして貴族なんかに懸想することになっちゃったの？　闘技会と舞踏会の、たった二回しか顔をあわせてない相手だったんでしょ？」

　そのように問うてきたのは、ララ＝ルウだった。シーラ＝ルウやモルン＝ルティム、ツヴァイやヤミル＝レイなども、自分たちの仕事を進めながらこちらに耳を傾かたむけているようである。

「うん、やっぱり決め手は、彼が闘技会でゲオル＝ザザに勝利したことだったんじゃないのかな。ゲオル＝ザザってのは、北の集落でも八名の勇者に選ばれるぐらいの実力だったらしいしね」

「ふーん？　そりゃあ大したもんだとは思うけど、それだけで森辺の女衆が貴族なんかに懸想するものなのかなあ？」

「それだけの実力を持ちながら、普ふ段だんは穏おだやかで礼れい儀ぎ正ただしいっていうのがスフィラ＝ザザの好みに合ったのかもね。……そういえば、ララ＝ルウも祝賀会ではレイリスと顔をあわせてるんだよね？」

「うん、その貴族のことは覚えてるよ。やたらとシン＝ルウに喋しやべりかけてたしね」

　そのように述べてから、ララ＝ルウは記き憶おくを探るように「うーん」と視線をさまよわせた。

「確かにまあ……悪い人間には見えなかったかな。あたしが想像してたよりは、だけど」

「ああ、言ってみれば、シン＝ルウは彼のせいで闘技会なんかに引っ張り出されちゃったわけだもんね」

「そうそう！　卑ひ怯きような真似をしたのはそいつの父親なのに、どうしてシン＝ルウが苦労しなきゃいけないんだよ！　って、あたしはけっこう頭にきちゃってたからさ」

　レイリスの父親であるゲイマロスという人物はかつて城下町で剣けん技ぎの勝負を行った際、シン＝ルウにだけ騎き兵へい用の重い甲かつ冑ちゆうを準備するという卑ひ劣れつな真似に手を染めてしまったのだ。それでゲイマロスはサトゥラス騎き士し団だん長ちようという役職を失い、森辺の民ともいちおうの和解が果たされたのだが――そうすると今度は、息むす子このレイリスが思い詰つめることになってしまった。どうして父親がそのような罪を犯おかしてしまったのか、森辺の狩人というのはそれほどまでに凄すさまじい剣けん士しの集まりなのか――と、闘とう争そう心しんをかきたてられてしまったのである。

　しかしその後は闘技会に参戦したシン＝ルウやゲオル＝ザザと刀を交えたことによって、レイリスも気持ちにけじめをつけることができた様子だった。俺がダレイム伯爵家の舞踏会で再会した折には、憑つき物ものが落ちたように清すが々すがしげな笑え顔がおを見せていたものである。

「そういえば、舞踏会ではその貴族とスフィラ＝ザザが言葉を交かわしている姿を何度か見た覚えがあります。何もおかしな様子ではなかったので、特に気に留めてはいなかったのですが」

　そのように発言したのは、舞踏会に参席したシーラ＝ルウだ。俺もシーラ＝ルウと同様で、二人の様子にはべつだん関心を払っていなかった。むしろ、貴族と森辺の民の交流が深まれば幸い、というぐらいの気持ちであったのだ。

「何にせよ、森辺の女衆が貴族に懸想するってのは、ただごとじゃないよね！　それでスフィラ＝ザザは、貴族に嫁入りしたいとか言いだしちゃってるの？」

「いや、それが許されないのはわかっているし、自分も森辺の集落を捨てる気持ちにはなれない。ただ、どうしてもレイリスを想う気持ちを押し殺すことができないので、自分は森辺の民として間ま違ちがっているのだと叱りつけてほしい……って、父親のグラフ＝ザザに頼たのみ込んだらしいよ。森辺の族長として、自分を正しい道に導いてほしい、っていう感じでさ」

「うわー、そんなこと言われたら、グラフ＝ザザのほうこそ困り果てちゃうじゃん！　お気の毒な話だねー！」

　ララ＝ルウの反応が、俺にはちょっと意外であった。

「グラフ＝ザザがお気の毒なのかい？　それはまあ苦しい立場だというのはよくわかるけど」

「グラフ＝ザザだって、スフィラ＝ザザに負けないぐらいお気の毒でしょ！　ドンダ父さんだってヴィナ姉の件では頭を悩ませてたけど、これはそれ以上に素すっ頓とん狂きような話だもん！」

　なるほど、苦く悩のうする父親として、グラフ＝ザザの姿が自分の父親と重なったわけだ。確かにこれは、ヴィナ＝ルウとシュミラルにまつわる話よりも素っ頓狂で悩ましい案件であるはずだった。

「それでドンダ父さんやダリ＝サウティにまで相談を持ちかけようって考えたってことは、グラフ＝ザザもそれだけ困り果ててるってことでしょ。いったいどうなっちゃうんだろうね？」

「うーん、それは俺にもわからないけど……やっぱり貴族と森辺の民で婚儀をあげるってのは、色々な面で難しいんだろうね」

「フン！　貴族が森辺に婿むこ入いりなんてするわけはないからネ。ましてや、懸想してるのはスフィラ＝ザザのほうなんだからサ」

　ツヴァイなどは、呆あきれ返った様子で肩かたをすくめている。逆の側では、ヤミル＝レイがけだるげに溜ため息いきをついていた。

「それにしても、まさかあのスフィラ＝ザザがそんな思いを抱え込むことになるなんてね。何が起きるかわからないものだわ」

　この両名は、かつてスン家の人間として眷族のスフィラ＝ザザと親交があったのだ。そしてスン家の罪が暴あばかれたのちは、スフィラ＝ザザに厳しい態度を向けられてもいたのだった。

「よりにもよって貴族に懸想するなんて、トチ狂くるってるとしか思えないヨ。ディック＝ドムは、いい面の皮だネ」

　ツヴァイがそのように述べたてると、モルン＝ルティムが「え？」と反応した。

「ツ、ツヴァイ、ディック＝ドムがどうかしましたか？　これはザザ家の問題でしょう？」

「ン？　スフィラ＝ザザは、ディック＝ドムと婚儀をあげる予定だったはずだヨ。少なくとも、周りの人間はみんなそう思ってたネ」

　モルン＝ルティムはぐらりとよろめき、屋台にもたれかかってしまった。

　ララ＝ルウが、慌てた様子でその肩に手をかける。

「どうしたの？　顔が真っ青だよ、モルン＝ルティム！」

「い、いえ、何でもありません……そ、そろそろ鍋なべも温まってきたのではないでしょうか？」

　そのように述べながら、モルン＝ルティムはそそくさと自分の屋台に戻ってしまった。俺はいくぶん心配になりながら、ヤミル＝レイを振ふり返る。

「あの、スフィラ＝ザザとディック＝ドムが婚儀をあげる予定だったっていうのは本当の話なんですか？　俺も初耳なのですけれど」

「いや、きっとそうなんだろうなと、そういう雰ふん囲い気きができあがっていただけよ。ザザとドムの絆きずなを深めるには最高の組み合わせだし、スフィラ＝ザザはディック＝ドムの妹であるレム＝ドムとたいそう仲良くしていたしね」

　そういえば、レム＝ドムのほうはゲオル＝ザザとそういう雰囲気であったのだと聞いた覚えがある。レム＝ドム本人は否定していたが、少なくともゲオル＝ザザの側はレム＝ドムを伴侶に迎えるつもりであったようなのだ。

（その四人は、だいたい同じぐらいの年とし頃ごろなんだよな。それならまあ、そういう話が持ち上がっても不思議はないわけか。ザザとドムの本家同士で、血筋としては申し分ないんだろうしな）

　しかしそうなると、今度はザザとドムの関係性が心配になってきてしまう。狩人として生きることになったレム＝ドムはゲオル＝ザザと婚儀をあげるつもりなど毛頭ないようであるし、スフィラ＝ザザは貴族などに懸想してしまった。二つの縁えん談だんがいちどきに台無しになってしまうというのは、いかにも不ふ穏おんである。

（いや、だけど、スフィラ＝ザザとレイリスが結ばれる可能性なんてのはほぼ皆かい無むなんだろうし……何も心配することはないのかな？）

　俺としては、話が丸く収まるよう、母なる森に祈いのるばかりであった。

　しかし、この騒動の決着を見るには、もう数日ばかりの時間とさまざまな苦労を経る必要があったのだった。




　翌日の、朱の月の六日である。

　その日の朝にファの家を訪れたのは、ちょっとひさびさのレム＝ドムであった。

「おひさしぶりね、アスタ。元気そうで何よりだわ」

「やあ、レム＝ドム。そちらも相変わらずみたいだね」

　昨日のゲオル＝ザザと同じように、レム＝ドムはトトスにまたがってファの家を訪れていた。時刻は昨日よりもやや早めで、俺たちはちょうど屋台の料理の下ごしらえを終えて、それを荷台に詰め込もうとしているさなかであった。

「申し訳ないけれど、少し時間をもらえるかしら？　例の一件について、あなたの意見を聞きたいのよ」

「例の一件ってのは、もちろんスフィラ＝ザザのことだよね？　……トゥール＝ディン、申し訳ないけど、積つみ込みの仕事をおまかせしていいかな？」

「ごめんなさいね、トゥール＝ディン。あなたも元気そうで何よりだわ」

　レム＝ドムが声をかけると、トゥール＝ディンは嬉うれしげに「はい」とうなずいた。ザザを親筋とする血族同士であり、一時期は一いつ緒しよに働く機会の多かった彼女たちは、意外に仲良しコンビであったのだ。

　ともあれ、積み込みの仕事は他の女衆に託たくして、俺はレム＝ドムと一緒に家の横手まで移動することにした。

「本当に、身体のほうはすっかりよくなったみたいね。最後に会ったときはずいぶん痩やせ細ほそってしまっていたから、これでも心配していたのよ？」

「うん、あのときは心配をかけてしまったね。お見み舞まいに来てくれて嬉しかったよ」

「当たり前じゃない。あなたとアイ＝ファには感謝しきれないぐらい世話になっていたもの」

　そのように言って、レム＝ドムは静かに微笑んだ。レム＝ドムは会うたびに、狩人としての精せい悍かんさを増していっているように感じられる。それにつれて、以前の荒あら々あらしさが抑よく制せいされているようにも感じられるのが、俺には興味深かった。

　もちろん外見上は、以前よりも逞たくましくなっているぐらいである。俺より長身で、腕うでや足には筋肉が目立ち、腹筋も六つに割れている。アイ＝ファ以上に女狩人の名に相応しい風ふう貌ぼうだ。しかし、その眼まな差ざしには落ち着いた光が宿り、表情なども格段に大人びたように感じられるのだった。

「それじゃあ、本題に入らせてもらうけれど……あなたもレイリスという貴族とは交流があったのよね、アスタ？」

「うん。顔をあわせたのは二回だけだけどね。サトゥラス伯爵家での会食と、ダレイム伯爵家での舞踏会だ」

「ああ、闘技会の祝賀会というやつには参加していなかったの？」

「うん。あれに参加したのは族長筋の人間だけだよ。俺は闘技場の外で屋台を開いて、その後にちょっと観戦をさせてもらったぐらいさ」

「それじゃあ、レイリスという貴族とゲオル＝ザザの勝負は見ていたのね」

　レム＝ドムは、わずかに身を乗り出してきた。

「それはいったい、どういう形で決着がついたのかしら？　ゲオル＝ザザはあまり語ってくれないし、しつこく聞くのも気の毒だから、いまひとつ内容がわからないのよ」

「どういう形でって言われると説明が難しいけど……どちらも疲つかれ果てている状態で、レイリスがぎりぎりで勝利をもぎ取った感じかな。二人とも、その前の試合が大激戦だったんだよ」

　レイリスはシン＝ルウと、ゲオル＝ザザはメルフリードと対戦し、激戦の末に敗北してしまったのである。それで両者は、三位決定戦で対戦する段に至ったわけであった。

「印象としては、ゲオル＝ザザもシン＝ルウも、甲冑を纏まとって戦うのがすごく窮きゆう屈くつそうだったね。俺なんて闘技に関しては素人しろうとだけど、甲冑を纏わずにやりあっていれば、ゲオル＝ザザも貴族たちには負けなかったんじゃないかと思ったよ」

「なるほどね。でも、闘技の取り決めに文句をつけても始まらないわ。どのような取り決めであれ、森辺の狩人が敗北するっていうのはちょっと尋じん常じような話じゃないんだろうしね」

「それは俺も同感だよ。レイリスもメルフリードも、大した剣士なんだろうと思う。……そうそう、メルフリードのほうなんて、もともとはアイ＝ファにジザ＝ルウと同じぐらいの実力者なんじゃないかって言われてたぐらいだしね」

　その言葉に、レム＝ドムはきらりと黒い瞳を光らせた。

「そういえば、そのメルフリードという貴族は、スン家の大罪人を斬きり捨てた男じゃなかったかしら？」

「ああ、テイ＝スンのことか。……うん。その人物で、間違いないよ」

「そうか。そう考えたら、森辺の狩人が貴族に後おくれを取ることもありうるってことよね。少しだけ、スフィラ＝ザザの気持ちがわかったような気がするわ」

「そうなのかい？」と、俺は首を傾かしげることになった。

「ほんのちょっぴりだけよ」と、レム＝ドムは肩をすくめる。

「北の集落では、強さこそが正しさであるとされているからね。余よ所その氏族の女衆よりも、強い人間にひかれるように育てられているのよ。だったら、ゲオル＝ザザを負かした貴族に心をひかれてしまってもしかたがないでしょう？」

「うん、まあ、それはそうかもしれないけど……でもたぶん、レイリスよりはディック＝ドムのほうが強いんじゃないかなあ？」

「ディック？　どうしていきなりディックの名前が出てくるの？」

「あ、いや、スフィラ＝ザザはディック＝ドムと婚儀をあげる予定だったっていう噂うわさを耳にしたもんだからさ」

「ああ……それはただ、北の集落で一番相応しい組み合わせであると見なされていただけよ。ザザの姉たちはドム以外の氏族に嫁入りしていたから、なおさらね」

　そうしてレム＝ドムは長い黒くろ髪かみをかきあげつつ、溜息をついた。

「まあ、わたしが嫁入りなどできない立場になってしまったから、ディックとスフィラ＝ザザが婚儀をあげてくれれば、一番安心だったけど……しばらくは、そんな話もできなくなってしまうでしょうね。スフィラ＝ザザはああ見えて情が深いから、しばらくは他の男衆との婚儀なんて考えられないはずだわ」

「ああ、うん。彼女だってこの二ヶ月間、なんとか自分の恋心を打ち捨ててしまおうと努力してきたんだろうしね」

「当然よ。貴族と森辺の民が婚儀をあげるなんて、さすがにありえないもの」

　しかしそれでも、昨晩の緊きん急きゆう族長会議は何の進展もないままに終わってしまったのだと聞かされていた。

　いっそのこと、レイリスに事情を伝えた上で、はっきり断ってもらったほうが、まだしもスフィラ＝ザザも救われるのではないか――いやしかし、サトゥラス伯爵家とはリーハイムとレイナ＝ルウの一件でひと悶もん着ちやくあったのだから、こちらの側から色いろ恋こい沙ざ汰たの面倒をかけてはあまりに体面が悪すぎるのではないか――と、さまざまな意見が飛び交ったらしい。

「……スフィラ＝ザザ自身は、いったいどんな様子なのかな？」

「表面上は、いつも通りよ。でもきっと、裁きを下される前の罪人みたいな気持ちなんでしょうね。父親であり族長であるグラフ＝ザザを悩ませることになって、申し訳なさでいっぱいでしょうよ」

　つくづく、気の毒な話である。そもそも自分だけでは想いを断たち切ることができないので、この恋心は間違ったものであると叱りつけてほしい――などと願い出るのは、気の毒の極きわみであろう。

「なんとも悩ましい話だね。外部の人間と絆を深めるべきだって主張してきた身としては、心苦しい限りだよ」

「あら、ゲオル＝ザザなんかの言葉を真に受けているの？　そんな泣き言を言うのはあなたらしくないわね、アスタ」

「うん。これまでの行いが間違っていたなんてことは絶対に思わないけど、スフィラ＝ザザの心情を思うと、やっぱりやりきれないよ」

「あなたは他人の心情を思いやりすぎよ。……まあ、わたしなんかはそれで大いに助けられたわけだけどね」

　そのように言いながら、レム＝ドムはずいっと顔を近づけてきた。

「だいたい、他人の色恋に頭を悩ませている場合なの？　アイ＝ファとは、その後どうなのよ？」

「え？　べ、別にどうもこうもないけど」

「そうなの？　病びよう魔までやつれたあなたとそれに寄り添そうアイ＝ファは、まるで夫婦のように睦むつまじく見えていたけれどね」

　レム＝ドムの顔に、じわじわと猛たけ々だけしい表情が浮かびあがってくる。以前は、これが彼女の常態であったのだ。

「ねえ、アスタ……あなたにはとても感謝しているし、あなたのように愉ゆ快かいな人間はとても魅み力りよく的てきだとも思うわ。……でも、女狩人として比類なき力を見せているアイ＝ファは、わたしにとってかけがえのない存在なの」

「う、うん。それはもちろんわきまえているよ」

「……そんなアイ＝ファが普ふ通つうの女衆として婚儀をあげてしまったら、わたしは森辺でたった一人の女狩人になってしまうのよね」

「そんな心配をしていたのかい？　俺とアイ＝ファが婚儀をあげる予定はないよ」

　俺がそのように答えると、レム＝ドムはうろんげに眉をひそめた。

「ずいぶんあっさりと言いきるのね。あなたはアイ＝ファを女衆としても好いているのでしょう？」

「あ、朝っぱらから俺を追い詰めないでもらえるかな？　……そうだとしても、俺はアイ＝ファの気持ちを尊重したいんだよ」

　レム＝ドムは、食い入るように俺の瞳を覗き込んできた。

「ああ、そうなの……あなたは相当な覚悟をもって、そのように決断したみたいね」

「うん、そりゃまあね」

「……だとしたら、今度はあなたのほうが気の毒に思えてしまうわ、アスタ」

　レム＝ドムの瞳に、また新たな光が浮かぶ。ねっとりとした、見る者を包み込むような妖あやしい眼差しだ。その舌が、ぺろりと自分の唇くちびるをなめた。

「だったらわたしが、あなたの苦悩を少しでもやわらげてあげましょうか、アスタ？」

「き、君のその目つきは苦手だよ。以前にも、そんな目つきでロクでもない提案をしてくれたしね」

「あら、ロクでもない提案とはご挨あい拶さつね。子を生さないように快楽だけをむさぼる手段を教えてあげようとしただけなのに」

　そうしてレム＝ドムは、再び悪あく魔まの囁ささやきを俺の耳に吹ふき込んできた。

「だけど確かに、興味のない女衆と快楽をむさぼりあったって、楽しさは半減だものね……だったらわたしが、その手管をアイ＝ファに伝えてあげましょうか……？　そうしたら、心ゆくまで愛するアイ＝ファと快楽をむさぼることができるわよ……？」

「と、とんでもないことを思いつくんだな、君は！」

　俺はほとんど飛び上がるようにして、レム＝ドムから身を離した。

「ぜ、絶対にそんなことはやめてくれ！　俺は非力なかまど番だけど、そんな真似は腕ずくでも止めさせてもらうからな！」

「あら、ずいぶんムキになるのねえ。喜んでもらえると思ったのに……いったい何がそんなに不満なの？」

「ふ、不満に思うのが当たり前さ！　そんなの、森辺の習わしに背そむく行いだろう？」

「これまでさんざん森辺の習わしをくつがえしてきたあなたが、そんなことを気にするの？　そんなことは気にもならないぐらい、幸福な心ここ地ちになれると思うのに……」

「ま、万が一にもアイ＝ファとそんな関係になってしまったら……俺はたぶん、気持ちに歯止めがきかなくなってしまうよ！　そうなったら、君だって困るだろう？」

　レム＝ドムはきょとんと目を丸くしてから、こらえかねたようにぷっとふきだした。

「あなたは意思が強いんだか弱いんだか、さっぱりわからないわねえ。でも、とってもあなたらしいわよ、アスタ」

「ああ、そうかい。面おも白しろがってもらえたのなら幸いだよ」

「そんなに怒おこらないでよ。あなたが喜ぶと思ってのことなんだから。……別に喧けん嘩かをしてるわけじゃないから心配しないでね、アイ＝ファ」

　その言葉に、俺は総毛立つ思いであった。

　そうしておそるおそる振り返ってみると……レム＝ドムが口にした通りの人物が、家の陰かげから姿を現したところであった。

「だったら、何をわめきあっていたのだ？　アスタは取り乱しきっているではないか」

「ア、ア、アイ＝ファ、いつから俺たちの話を聞いていたんだ？」

「話の内容までは聞き取れなかった。私に聞かれては都合の悪い話なのか？」

　アイ＝ファの目つきは、明らかにむくれていた。レム＝ドムがいなければ、遠えん慮りよなく唇をとがらせていたに違いない。

　俺は返す言葉も見つけられぬまま、恨うらみのこもった眼差しをレム＝ドムに突きつける。が、レム＝ドムは口もとを押さえて愉快そうに笑っていた。

「あなたたちが相変わらずで、安心したわ。どうかわたしのためにも、いつまでもそのままでいてね」
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「まったくわけがわからんな。お前などに指図されなくとも、私たちは私たちだ」

　その言葉を素す直なおに喜ぶべきなのかどうなのか、俺は溜息をつかざるを得なかった。すると今度はそんな俺に、アイ＝ファがぐぐっと顔を寄せてくる。

「お前が溜息をつける筋合いか。私に隠かくれて、何かよからぬことを企たくらんでいるのではあるまいな？」

「そんなことは、絶対にないよ！」

　俺は朝から、ぞんぶんに心をかき乱されることになってしまった。スフィラ＝ザザに比べれば、まだしも苦労は少ないほうなのか――まったく判断が難しいところである。

　ともあれ、周りの人間をやきもきさせながら、その日もスフィラ＝ザザとレイリスの一件は解決の目め処ども立たずに過ぎ去っていくことになったのだった。
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　さらに翌日の、朱しゆの月の七日である。

　その日にファの家を訪おとずれたのは、ディンとリッドの家長たちであった。

　時刻は夕暮れ時。ファの家の晩ばん餐さんを見本として、近在の氏族の女衆に調理の手ほどきをしていた頃ころ合あいだ。狩人の仕事を終えてファの家を訪れてきた両名は、開口一番、レイリスについて問うてきた。

「その貴族は、本当にゲオル＝ザザをも上回る勇者であったのか？　ゲオル＝ザザが油断していただけなのではないのか？」

「それに、人ひと柄がらはどうなのだ？　貴族など、高こう慢まんで鼻持ちならない人間ばかりではないのか？」

「ちょ、ちょっとお待ちください。お二人は、どうしてそんなにレイリスのことを気にかけておられるのですか？」

　俺が反問してみせると、リッドの家長たるラッド＝リッドは「それは気にかかって当然であろう」と腕を組んだ。

「ザザ家というのは族長筋であり、しかも俺たちにとっては親筋の氏族だ。そのザザの本家の人間が貴族などに懸想したと聞いて、黙だまっていられるものか。そのレイリスとかいう貴族がよほど立派な人間でない限り、納得がいかん」

「でも、たとえレイリスが立派であろうとなかろうと、スフィラ＝ザザの嫁入りが認められることはありませんよね？」

「当たり前だ！　そのように馬鹿げた真似は、グラフ＝ザザが決して許さぬだろう！　……しかし、ザザ家の人間が貴族などに懸想したという事実が消えることはないのだから、やはり放ってはおけぬではないか」

　どうやらラッド＝リッドたちも、ただひたすらに困惑したり動どう揺ようしたりしているだけであるようだった。直情的なラッド＝リッドはまだしも、厳格で沈ちん着ちやくなタイプであるように見受けられるディンの家長にしてみても、それは同様であるらしい。

　とにかく俺は、自分の知る限りのことを伝えてみせるしかなかった。しかし俺だって、そこまでレイリスのことを知り尽つくしているわけではない。くどいようだが、顔をあわせたのは二回きりであったし、ごくわずかな言葉を交わしただけの間あいだ柄がらに過ぎないのである。

「そういえば、見た目はどのような男なのだ？　年ねん齢れいは？　身体の大きさは？」

「年齢は俺と同じぐらいで、背は俺より少し高いぐらいでしょうかね。そんなにがっしりとした体格ではなく、見た目はまあ、いかにも貴族らしい風貌ですよ」

「貴族らしいなどと言われても、俺たちは貴族など目にしたこともないぞ」

「しかし、ゲオル＝ザザよりも小こ柄がらな体格であるのなら、それはなおさら大した話だな」

　どうも彼らは、レイリスがなるべく立派な人間であってほしいと願っているように見受けられた。森辺の女衆が余所の男に懸想するなら、それは格段に魅力的な相手でなければ納得がいかない、という思いからくるものなのであろうか。

　俺がそんな風に考えていると、難しい顔をしていたラッド＝リッドがぎょろりとした目を向けてきた。

「なあ、アスタよ。そのレイリスという貴族が森辺に婿入りしてくるということはありえぬのかな？」

「ええ？　それはさすがにありえないと思います。貴族は貴族で、自分たちの家や血筋というものを非常に重んじているでしょうからね」

「ふむ。しかし、リリン家の家人となったシュミラルという男衆は、家どころか神をも捨ててまで婿入りを願ったのであろう？」

「それはその、シュミラルの側が強く懸想する立場でありましたからね。今回は、森辺の民の側が懸想しているわけですから……」

「だが、そのレイリスという貴族とて、スフィラ＝ザザの気持ちを知れば、心を動かされるやもしれぬではないか？」

　執しつ拗ように食い下がるラッド＝リッドに、俺は首を傾げることになった。

「あの、ラッド＝リッドはレイリスが婿入りすることを望んでおられるのですか？」

「そんな面めん倒どうなことを、誰が望むものか！　……しかし、そこまでスフィラ＝ザザが思い詰めているというのなら、あまりに不ふ憫びんではないか」

　心情としては、俺も同感である。だけどやっぱり、レイリスが貴族としての身分を打ち捨てるというのは考えにくい。ましてや彼は、サトゥラス伯爵家の当主の甥おいという、それなりの身分にある人間であるのだ。父親はサトゥラス騎士団の団長であったという話であるし、貴族としての序列はかなり上位であるはずだった。

（族長たちの間でも最終的な決断を下せずにいるから、みんなも不安になってきているのかな）

　とりあえず、ラッド＝リッドたちは半刻ばかりも粘ねばってから、ようよう自分たちの家に戻もどっていった。

　では、晩餐の仕上げを――と思ったところで、今度はフォウやランの女衆がおずおずと声をかけてくる。

「あの、スフィラ＝ザザは貴族たちの舞踏会というものに参加していたのですよね？」

「そのときは、城下町の宴うた衣げい装しようというものを身に纏っていたのでしょう？」

「それは見事な宴衣装であったと、トゥール＝ディンからも聞いています。それならば、レイリスという貴族がスフィラ＝ザザを見み初そめることもありうるのではないでしょうか？」

　俺がびっくりして視線を巡らせると、その場に居残っていた女衆はみんな好こう奇き心しんをむきだしにして俺のことを見つめていた。普段通りの様子を見せているのは、トゥール＝ディンとユン＝スドラぐらいのものである。

「ど、どうしたのですか？　昨日や一昨日は、そんなに関心もなさそうだったではないですか？」

「それはだって……仕事の最中にそんな浮うわついた話をするわけにもいきませんでしたし……」

「それに、このような騒さわぎはすぐに族長たちの力で鎮しずめられるだろうと思っていたのですよね」

　どうやら彼女たちは、ごく女性らしい心情で今回の一件に好奇心を刺し激げきされたようだった。清せい廉れんなる森辺の女衆であっても、やはり色恋の話というのは興味深いものであるらしい。

「それはそうですよ。アスタのいない場所では、けっこうそのような話が取り沙ざ汰たされることは多いですよ」

　帰かえり際ぎわ、そのようにこっそりと教えてくれたのはユン＝スドラであった。

「アスタはかまど番であっても男衆ですから、みんなも普段はなるべくひかえるようにしているのでしょう。女衆というのは、色恋の話に関心をひかれるものであるのです」

「うん、今日はそいつを実感させられたよ。……でも、ユン＝スドラはあんまりそういう話に興味がなさそうだね」

「わたしは……他者の色恋沙汰ではしゃげるような立場ではありませんので」

　そうしてユン＝スドラは、切なげな微び笑しようを残して立ち去っていった。

　フォウやランとのお見合いはどうなったのか、彼女の口から語られることはない。しかし、おたがいの家で交流の晩餐会を繰くり返し行って、そろそろ嫁入りの話が具体的になってきている頃合いであるはずだった。

（やっぱり色恋の話っていうのは、楽しいだけじゃ済まないことも多いよな）

　ともあれ、ファの家においては一応の平和が保たれていた。

　今日もアイ＝ファは無事に帰り、小ぶりの若いギバを収獲していた。雨季が明けて、なお絶好調といった様子である。

　そんな家長に、俺は丹たん精せい込こめた晩餐を供してみせる。本日の献こん立だては、ショウガのごときケルの根を使って改良を重ねた『ミャームー焼き』を主菜として、まもなく市場から消えてしまう雨季の野菜をふんだんに盛もり込こんでいた。

「アイ＝ファはさ、オンダのことをどう思う？」

　もりもりと食事を進めるアイ＝ファに問うてみると、「どうとは？」と首を傾げられてしまった。

「いや、トライプとレギィは雨季の間じゃないと育てるのが難しいようだけど、オンダだったら準備自体はできるらしいんだよ。こいつは小屋の中で育てる特別な野菜だっていう話だからさ」

「ふむ。しかし私は、雨季の間しかこの野菜を見た記憶はないな」

「それはまあ、雨季の間に売り出すっていうのがダレイムの習わしだったからね。でも、あるていどの注文が見み込こめるなら作り続けてもかまわないって、ドーラの親父さんに言ってもらえたんだよ」

　オンダというのは、モヤシに似た野菜だ。炒いため物でも汁しる物ものでも使い勝手がいいので、俺は時節に関わりなくこのオンダを使いたいものだと願っていた。

「俺たちの屋台と宿屋に卸おろしている料理で使い続ければ、それだけでも発注の量は安定するからさ。宿屋のご主人たちやルウ家の人たちとも相談して、異論がないようだったら定期的な注文をお願いしようかと考えているんだ」

「お前がそのように考えたのなら、そうすればよい。私などの意見が必要か？」

「うん、まあ、個人的な興味として、アイ＝ファにとってオンダは好物と呼べるものなのかどうかを確かく認にんしておきたかったんだ」

「……私の好物は、お前の作る料理だ、アスタよ」

　そう言って、アイ＝ファはふっと口もとをほころばせた。

　不意打ちの笑顔に、俺はついついどぎまぎしてしまう。

「今日の料理も、どれも美味だ。ティノやタラパが使えるようになっても、オンダが邪じや魔まになることはあるまい。……ただし、はんばーぐの中にオンダが入っていたら、いささか驚おどろかされるかもしれんが」

「うん、そういう使い方は考えていなかったよ」

「ならば、問題はない」

　アイ＝ファは満足そうに言い、そのオンダがたっぷり使われたタウ油仕立てのギバ・スープをすすった。

　なんとも平へい穏おんな夜である。俺たちにとってはとても大事な、心安らぐひとときであった。

　が――それは時ならぬ喧けん騒そうに打ち破られることになった。食事を終えて、食器を片付けているさなかに、いきなり荒あらっぽく戸板が叩たたかれたのである。

　玄げん関かん口ぐちで丸くなっていたギルルはきょとんとした面おも持もちで顔を上げ、アイ＝ファはうろんげに眉まゆをひそめる。アイ＝ファは念のために刀を取り、それを引っさげて戸板の前に立った。

「このような夜よ更ふけに、何事だ？　名前を名乗るがいい」

「……ザザ家の、ゲオル＝ザザだ」

　アイ＝ファが無言で戸板を引き開けると、ゲオル＝ザザの巨きよ体たいが夜の闇やみを背景にぬうっと現れた。

「いきなり来訪して悪かったな。お前たちに話があってやってきた。家に入れてもらえればありがたい」

　まずは尋常な挨拶であるし、二日前のように激げき昂こうしている様子もない。アイ＝ファはその姿を上から下までねめつけてから、しかたなさそうに身を引いた。

　ゲオル＝ザザは、自分の乗ってきたトトスとともに玄関口の土間に踏ふみ込んでくる。昨日はレム＝ドムが乗っていた、ザザ家で新たに購こう入にゆうしたというトトスだ。そのトトスはギルルの姿を発見すると、自分もその隣となりに膝ひざを折った。

「ちょうど晩餐を終えたところか。それなら、幸いだ」

　アイ＝ファに腰こしの刀を預けると、ゲオル＝ザザは広間の下座にどかりと腰を下ろした。アイ＝ファはその正面にあぐらをかき、俺はその横に控ひかえてみせる。

「用件を問う前に、ひとつ聞いておこう。この夜も、族長たちはルウ家で会議をしているのではなかったか？」

「ああ。今も会議のさなかであるだろうさ」

「そうであるにも拘かかわらず、お前はファの家を訪れてきたのか？　家長が家を空ける際は、その跡あと継つぎたる人間が家を守るものであろう？」

「そのような習わしよりも、重んずるべきものはある」

　ゲオル＝ザザはあくまで落ち着いていたが、その黒い瞳ひとみはやはり毛皮のかぶりものの陰で爛らん々らんと燃えていた。

「なおかつ俺は、この足でルウの集落に向かうつもりでいる。族長たちの会議が終わる前には到着したいので、なるべく手短に話させてもらおう」

「うむ。そうしてもらえれば、我々も助かる」

「ファの家のアイ＝ファよ。お前は――あのレイリスという貴族の力量を、どう見る？」

　アイ＝ファは、いぶかしげに眉をひそめた。

「そのようなことは、実際に手をあわせたお前こそが、一番わきまえているのではないか？」

「俺は『弱者の眼力』などというものを持ち合わせておらんので、他者の力量を見み抜ぬくことが苦手であるのだ。だから、お前に問うている」

　そうしてゲオル＝ザザはぎらぎらと両目を燃やしながら、ぐっと首をのばしてきた。

「言葉を飾かざる必要はない。お前の目から見て、俺とあの貴族は……どちらが強者に見えるのだ？」

　アイ＝ファは立てた片かた膝ひざに腕を乗せ、ゲオル＝ザザの黒い瞳を真まっ直すぐに見返した。しかし、その唇が閉ざされたままであるので、ゲオル＝ザザは焦じれたように肩をゆする。

「なぜ、答えない？　言葉を飾る必要はないと言っているだろうが」

「言葉を飾ろうとしているわけではない。正しい言葉を探していたのだ。……そしてやっぱり、その言葉を見つけることは難しいようだ」

「なぜだ？　お前は『弱者の眼力』とやらを持っているのだろう？」

「それはあくまで、自分と相手の力量差を測る目だ。本来、他者と他者を比べるようなものではない」

「しかし、あの収しゆう獲かく祭の夜では、好きなように俺の力を測っていたではないか？」

「それを判じたのは、私ではなくチム＝スドラだがな。……何にせよ、お前とレイリスという貴族の力量を測るのは難しい」

「なぜだ？　わけを言え！」

「それは、私が感じるものとは異なる結果が、すでに出ているからだ」

　じわじわと猛たけっていくゲオル＝ザザとは対照的に、アイ＝ファは落ち着き払はらっていた。

「私には、お前のほうが強者だと感じられる。しかし、勝利を収めたのはレイリスという貴族のほうだった。だからやはり、他者と他者の力量を正確に測ることなど、なかなかできないということなのだろう」

「俺のほうが強者だというのなら、どうして俺はあいつに敗れたのだ!?」

「だから、それを問われても私には答えられん。私にとっては、お前のほうが強者だと感じられるというだけのことだ」

　ゲオル＝ザザは怒ど声せいをあげかけて、それをこらえるように唇を噛かみしめた。その火のような眼差しが、アイ＝ファの本心を探さぐるように鋭するどさを増していく。

「ファの家のアイ＝ファよ、お前は俺に勝つ自信があるのだという話だったな」

「うむ」

「それでもなお、あの貴族よりは俺のほうが強者であると感じるか」

「うむ」

「それでは、つまり――お前であれば、あのレイリスという貴族を容易たやすく打ち負かすことができるということか」

「うむ。……ただし、どのような取り決めの勝負であるか、というのが肝かん要ようになってくるのであろうな」

　そのように答えながら、アイ＝ファは金きん褐かつ色しよくの前まえ髪がみをかきあげた。

「たとえば森辺の力比べであれば、片かた腕うでを封ふうじられても私が負けることはないだろう。刀を使った勝負でも、それは同様かもしれん。……しかし、お前の挑いどんだあの闘とう技ぎ会というものの取り決めでは、私が敗北することもありうる」

「それはなぜだ？」

「知れたこと。あのように重くて窮屈な甲冑などというものを纏っては、私は十全に力をふるうこともかなわなくなる。お前やシン＝ルウでさえ、あれほどまでに動きを鈍にぶらせていたのだからな」

　ゲオル＝ザザは拳こぶしを床ゆかにつき、いっそう身を乗り出してきた。

「ああ、俺が聞きたかったのは、まさしくそういう話であったのだ。……あのようなものを纏っていては、お前でも危あやういか？」

「危ういであろうな」

「俺よりも強い力を持つと言い張る、お前でもか？」

「私は女衆で、身体も決して大きなほうではないからな。甲冑などというものを纏えば、お前やシン＝ルウよりもいっそう力は損そこなわれることになる。しかもあちらは甲冑というものを纏って戦うことに手て馴なれているのだから、なおさらであろう」

　ゲオル＝ザザは、ぎりっと奥おく歯ばを噛み鳴らした。

「では……やはり俺があの姿でレイリスという貴族に打ち勝つことは、難しいのだろうか？」

「それはわからん。しかしお前は、そのように立派な体たい躯くを有している。私やシン＝ルウよりは、力を損なわれることもないだろう」

「ふん！　そうであるにも拘らず、あのシン＝ルウめは俺が勝てなかったレイリスとメルフリードに打ち勝ったわけか」

　口くち惜おしそうに言いながら、ゲオル＝ザザは肩を震ふるわせた。

「俺には他者の力量など、よくわからん。しかし、あのシン＝ルウめが俺よりも手練であるということは認めざるをえまい」

「何も嘆なげくような話ではあるまい。お前とシン＝ルウならば、おそらくシン＝ルウのほうが年長なのだろうからな」

「そしてお前は、そのシン＝ルウよりも手練であると自負しているのだろうな。ルティムの家長と互ご角かくに近い力量を持つというなら、それも当然だ」

　そうしてゲオル＝ザザは、こらえかねたように自分の膝を拳で叩いた。

「俺など、まだまだ未熟者だ。それはすでに、痛いほど思い知らされている。……しかし、俺のせいでこれ以上、大事な家族や同どう胞ほうに迷めい惑わくをかけるわけにはいかん」

「ザザの末まつ弟ていよ、お前はさきほどからいったい何を――」

「俺はもう一度、あの貴族と勝負をする。それで、スフィラの目を覚ましてやるのだ」

　アイ＝ファの言葉をさえぎるようにして、ゲオル＝ザザはそのように言い放った。アイ＝ファは目を細め、「ふむ」と身じろぎをする。

「念のために聞いておくが、王国の法や森辺の掟おきてを踏みにじって、城下町に乗り込むわけではあるまいな？」

「次代の族長たる身で、そのような真ま似ねができるか。親おや父じたちに話を通して、勝負の場をもうけてもらうつもりだ」

「そうか。ならば、何も言うまい」

　そう言って、アイ＝ファはふっと眼光をやわらげた。

「以前にも同じようなことを言ったやもしれんが、シン＝ルウは数々の試練を経て、あそこまでの力量を身につけたのだ。お前が自ら試練に立ち向かうのならば、きっとこれまで以上の力を森から授さずかることができるだろう」

「ふん！　年長者面をするな、小こ憎にくたらしい女狩人め！」

　荒っぽく言いながら、ゲオル＝ザザは立ち上がった。

　その厳いかつい顔はほんの少しだけ、清すが々すがしげな表情を取り戻したように見えなくもなかった。
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　そうして日は過ぎ、朱の月の十二日である。

　ゲオル＝ザザがファの家を訪れた夜から五日後のその日に、闘技の力比べが決行されることになった。森辺の集落と城下町において協議が重ねられて、ついにゲオル＝ザザの提案が受け入れられることになったのだ。それはすなわち、ゲオル＝ザザが森辺の狩人としての力を示して、スフィラ＝ザザの心を少しでも慰なぐさめたいという提案であった。

　そもそもゲオル＝ザザがレイリスに敗北してしまったからこそ、スフィラ＝ザザには恋こい心ごころの萌ほう芽がが生まれてしまったのだ。その勝敗をくつがえすことができれば、まだしもスフィラ＝ザザの気持ちをなだめることができるのではないか――というのが、ゲオル＝ザザの言い分であった。

　はたから見れば、それほど意味のある行いには見えないのかもしれない。しかし、最終的にはドンダ＝ルウもダリ＝サウティも――そして城下町の貴族たちも、ゲオル＝ザザの言い分をはねのけようとはしなかった。それはおそらく、話がどのように転んでも、スフィラ＝ザザとレイリスが伴はん侶りよとなるようなことはありえない、と断じられていたためなのだろう。

　仮にゲオル＝ザザが再び敗北することになっても、状じよう況きようが変わることはない。スフィラ＝ザザには森辺や同胞を捨てる気持ちなどなかったし、それはレイリスの側も同様であったのだ。だからこれは、あくまで気持ちにけじめをつけるための行いに過ぎなかったのだった。

「貴族たちに面倒をかけない形で始末するのが一番であったが、嫁よめ入いりや婿むこ取とりなどありえないという前提で事情を打ち明けることができるのならば、それも悪い話ではないだろう」

　族長会議の折に、ダリ＝サウティなどはそのように言っていたらしい。

「そうして事情を打ち明ければ、自然にレイリスという貴族の心情を知ることもできるしな。……そうすれば、スフィラ＝ザザも想おもいを断ち切る覚かく悟ごを固められるのではないか？」

　そう、「レイリスが現在の身分を捨てるはずがない」というのは、あくまでこちら側の推測であったのだ。それが真実であるという確証を持てないまま想いを断ち切るというのは、スフィラ＝ザザにとって非常に苦痛であったに違ちがいない。その問題が解消されるだけでも、ゲオル＝ザザの言い分を受け入れる甲か斐いはある、とダリ＝サウティたちは考えたようだった。

　そうして翌日には、早々に城下町へとその提案が届けられることになり――俺たちは、俺たちの推測が真実であったことを知ることができた。

「確かにレイリスが森辺に婿入りすることなどありえないし、許されることでもない」

「しかし、闘技の試合をすることで少しでも気持ちが慰められるのならば、その要求に応じることはやぶさかではない」

　城下町の人々からは、そのような返答をもらうことになったのだ。これで実質、スフィラ＝ザザの想いが永久にかなわないということが決定されたようなものだった。その返答が届けられたとき、スフィラ＝ザザはどのような思いで、どのように振ふる舞まったのか――それが余所の家の人間に告げられることは、もちろん決してなかった。

　そうして、決戦の当日である。

　その闘技の試合は、城下町ではなく森辺の集落で執とり行われることになった。なるべく内密に話を進めたいという、メルフリードの判断だ。聞くところによると、このたびの話は城下町でもごく一部の内輪の人間にしか知らされていないのだという話であった。

　それで選ばれたのは、ルウ家の集落である。ザザ家の集落では、あまりに城下町から距きよ離りがありすぎるためであろう。また、時間は朝の早い刻限に定められた。上りの四の刻、感覚としては午前の九時頃である。これは、中天の前に勝負を終わらせれば、ギバ狩がりの仕事をおろそかにせずに済むという配はい慮りよであった。

　その日ばかりは、俺も宿場町での仕事を臨時休業として、ルウ家に駆かけつけることになった。外部の人間と正しい縁えんを紡つむぐべきであると主張し続けてきた人間としての、せめてものけじめである。アイ＝ファは異論をはさむことなく、俺に同行してくれた。

　ゆとりをもってルウの集落に到とう着ちやくすると、すでにそこには大勢の人々が集まっていた。ザザもサウティも、荷車で運べるだけの人数で駆けつけたらしい。特にザザ家は自前で新しいトトスを買っていたので、十名以上の人々が馳はせ参さんじていた。

　俺が知っている相手としては、ゲオル＝ザザ、スフィラ＝ザザ、グラフ＝ザザ、ディック＝ドム、レム＝ドム、ジーンの家長が顔をそろえていた。サウティのほうも、眷けん族ぞくの家長を中心に選出されているようだった。

　さらにそこには、ルウの眷族の人々も集まっている。六つの眷族の家長たちに、ダン＝ルティム、モルン＝ルティム、ヤミル＝レイ、ツヴァイ、オウラ、シュミラルと、俺にとって馴な染じみのある人々も数多く見受けられた。

　そういった人々は、大きな広場を囲む格好でたたずんでいる。中央の辺りに陣じん取どっているのは、三族長とゲオル＝ザザ、およびスフィラ＝ザザの五名だけだ。族長筋とは血の縁すら持たない俺とアイ＝ファも、もちろん人ひと垣がきの片かた隅すみでひっそりとレイリスたちの到着を待ち受けていた。

「ずいぶん待たせてくれるものだ。なんだか眠ねむくなってきてしまったぞ」

　と、俺たちのそばにいたダン＝ルティムがあくびを噛み殺している。よくよく考えると、ルティム本家の面々は長老のラー＝ルティムを除く全員が勢ぞろいしてしまっていた。ルティム家にはトトスのミム・チャーがいるので、フットワークが軽いのである。が、そこで分家の家長たちではなくツヴァイやオウラを引き連れてくるところが、なんともルティム家らしかった。

　ガズラン＝ルティムは普ふ段だん通りの沈着な面持ちをしており、モルン＝ルティムはたいそう心配そうに両手をもみ絞しぼっている。最近の彼かの女じよは、明らかに情じよう緒ちよが不安定であるように思えた。

（以前も彼女は、ディック＝ドムのからむ話で動揺してたんだよな）

　それはたしか、ドーラの親父さんたちをルウ家に招いた祝しゆく宴えんの際であった。あのときはさっぱり意味がわからなかったが、二度も続けば鈍どん感かんな俺でも色々と思うところがあった。きっとモルン＝ルティムは、ディック＝ドムに対してひとかたならぬ思いを抱いだいてしまっているのだ。

　そのディック＝ドムは、広場をはさんで向かい側に陣取っているので、頭にかぶっているギバの頭骨がちらちら見えているぐらいである。彼かれぐらい長身でなければ、それを見分けることさえ難しかっただろう。

「ううむ、眠い！　貴族どもが到着するまで、俺はひと眠りさせてもらうかな。ツヴァイ、ちょっとそこを通してくれ」

「落ち着きのないヤツだネ！　そんなに眠いなら、家で大人しくしていればよかったろうにサ！」

「こんな面白い見世物を見み逃のがせるものか！　森辺の狩人とまともにやりあえる人間など、町にはそうそういないはずなのだからな！」

「フン！　ザザ家にとっては誇ほこりをかけた大勝負でも、アンタにとっては見世物の力比べに過ぎないってこったネ！」

「それはそうであろう。ルティムとザザは血族でも何でもないし、そもそも貴族に嫁入りなどという話もすでに潰ついえてしまっているのだからな。これでは見世物として楽しむぐらいしかなかろうよ」

　そのように述べたててから、ダン＝ルティムはにんまりと微笑ほほえんだ。

「しかしお前さんたちは、スフィラ＝ザザという女衆とも縁があったのだったな。血の縁は絶たれても、友として大いに心配してやるがいい」

「スフィラ＝ザザとそんな心の温まる関係を結んだ覚えはないヨ！　泣き顔のひとつでも見せてもらったほうが楽しいぐらいサ！」

　ツヴァイはそのように述べていたが、スフィラ＝ザザはいつも通りの冷れい徹てつな面持ちでたたずんでいるばかりであった。

　彼女は広場の中央にいるので、その姿もよく見える。父親と弟の巨体にはさまれて、しっかりと頭をもたげたその姿は、決して弱みを見せることなく己おのれの運命に立ち向かおうとしているように見えた。

　ちなみに向かいの人垣には、ディンやリッドの人々も控えている。親筋たるザザ家の大事とあって、彼らもファファの荷車で駆けつけたのだ。その中にはトゥール＝ディンも含ふくまれているはずなので、きっと彼女は一心にスフィラ＝ザザを見守っていることだろう。レム＝ドムと同様に、トゥール＝ディンはスフィラ＝ザザともそれなりに交流を深めていたのだ。

　そして俺とアイ＝ファのかたわらには、バードゥ＝フォウとベイムの家長がそろっている。今日の顛てん末まつを小さき氏族に伝えるために、彼らも同行を願ってきたのだ。これほど数多くの氏族がルウの集落に集まるというのは、俺の知る限りでは初めてのことだった。

「すげー人数だな。まるで宴うたげみたいだぜ」

　と、こちらにひょこひょこと近づいてきたルド＝ルウが、そのように声をかけてきた。

「いったいどっちが勝つんだろうな。アイ＝ファはどう思う？」

「わからんな。本来の力量を考えればゲオル＝ザザであろうが、どうもあやつは腕わん力りよくに頼たよりすぎる節がある」

「ああ、ルウ家で言うと、ジィ＝マァムぐらいの力量かな。あれじゃあ、ルウ家では勇者になれねーよ」

　そのように述べてから、ルド＝ルウはきらりと瞳を光らせた。

「そういえば、ルウ家の収獲祭がもうじきなんだよな！　意外とギバの数が減らねーから、いっそのことジバ婆ばあの生誕の日と一いつ緒しよにしちまおうかって話になってんだよ」

「そうなのか。祝いの花だけでも届けることを許してもらえればありがたいのだが」

「そんなこと言わねーで、力比べにも参加してくれよ。みんなアイ＝ファと力を比べたいって思ってるんだからよ」

「……しかし、血族ならぬ人間があまり大きな顔をするべきではなかろう」

　アイ＝ファがそのように答えると、ルド＝ルウは「ふふん」と鼻を鳴らした。

「ひょっとしたら、アイ＝ファは自分が一番の勇者になって、ルウ家の面目を潰つぶすことになるんじゃねーかって心配してんのか？　言っておくけど、今回はそんな簡単にいかねーと思うぜ？　俺やジザ兄やダルム兄や、それにシン＝ルウやラウ＝レイやミダだって、みんな昔より力をつけてるんだからよ！」

「そのようなことは、わかりきっている。お前たちに勝つことが容易いなどとは、夢さら思ってはいない」

「そんならいいけどよ。……お、来たみたいだな」

　ルド＝ルウが発言してから数秒後に、俺の耳にも荷車の駆けてくる音が聞こえてきた。ざわざわとざわめいていた人々が、ほんの少しだけ静かになる。

　二頭のトトスに引かれた箱形の車が、続々と広場に入ってきた。その数は、三台。一台に十人以上が乗車できることを考えれば、なかなかの台数だ。

　車は族長たちの立ちはだかった場所から数メートルほど距離を置いて停止した。その中から、まずは白い甲冑を纏まとった衛兵たちが降りてくる。全員が白しろ革かわのマントを纏い、腰には立派な長ちよう剣けんをさげた、おそらくはメルフリード直属の部下である近この衛え兵へい団の一部隊だ。

　三十名近い衛兵が整列をすると、ようやくその主人たちが姿を現す。メルフリードとポルアース、それにレイリスの三名である。森辺の民との調停役である両者が、今回の試合の立会人として参上したのだった。

「……トトスと車は邪魔になるな。広場の外に出して、二名ずつその場で待機せよ」

　メルフリードに命じられて、六名の衛兵が車とともに退出していく。それをしばらく目で追ってから、メルフリードは族長たちの前に歩を進めた。本日は彼も、美々しい甲冑姿である。その兜かぶとには、誰だれよりも立派な房ふさ飾かざりがなびいていた。

「いささか準備に手間取って、刻限に遅おくれてしまったようだ。お詫わびの言葉を申し述べさせていただく」

「いや、無理な申し出をしたのはこちらなのだから、何も気にする必要はない。このような場所まで足を運んでいただき、感謝する」

　三族長を代表して、ダリ＝サウティがそのように応じた。メルフリードや衛兵たちは堂々としたものであるが、ポルアースは一人でおどおどとしている。貴族側で武官の身ならぬ人間は、ポルアース一人であったのだ。

「そ、それにしても、これだけの森辺の民が集まるというのは壮そう観かんですな。ざっと百名ぐらいは集まっておられるのかな？」

「数えてはいないが、それぐらいの数にはなっているかもしれない。決してあなたがたに害をなすことはないので、安心してもらいたい」

「も、もちろん僕ぼくは森辺の民との絆きずなを信じておりますけれどね」

　ポルアースは、見た目よりも肚の据すわった御ご仁じんである。だけどやっぱり、このような環かん境きように置かれては気が休まらないのだろう。

　もともとルウの集落に住まっている人々と、族長筋の関係者、および小さき氏族の数名を加えて、確かに百名近い人数になってしまっているに違いない。しかも、その半数以上は精せい悍かんなる狩人であるのだから、驚きよう嘆たんの度合いもひとしおであるはずだった。

「先日の会合の際にも申し述べたが、君主筋であるあなたがたをこちらの都合で呼びつけたことに関しても、非常に申し訳なく思っている。決してあなたがたの立場を軽かろんじているわけではないので、どうか信じてもらいたい」

「こちらも同じ答えを返したと思うが、そもそも森辺の民に闘技会への参加を呼びかけたのは、このわたしだ。それが火種となってこのような事態を招いたというのなら、こちらにも責任の一いつ端たんがあるのだろう」

　そうしてメルフリードは、低いがよく通る声でさらに言いつのった。

「また、サトゥラス伯はく爵しやく家けの第一子息や、かつての騎き士し団だん長ちようゲイマロスの乱心によって、森辺の民には多大な迷惑をかけたことがある。それを思えば、サトゥラス伯爵家がこのたびの申し出を断るわけにもいくまい」

「うむ。そのように言ってもらえれば、こちらもありがたい」

　それでどうやら、儀ぎ礼れいに則のつとった挨あい拶さつは終しゆう了りようしたようだった。

「では、さっそく準備を始めさせていただこう。甲冑と剣けんをこちらに」

　衛兵が二名、大きな木箱をメルフリードのもとまで運んでいった。

「前回の闘技会と同じものを準備した。何も細工などないことを事前にあらためていただきたい」

　これもまた、レイリスの父親であるゲイマロスがかつて細工をしてしまったために、必要とされるようになった措そ置ちなのだろう。ダリ＝サウティとグラフ＝ザザが木箱の中身をあらためている間に、俺はレイリスの様子をうかがってみた。

　レイリスはすでに、甲冑を纏っている。周囲の衛兵たちとはいくぶんデザインの異なる、白銀の甲冑だ。革の上から金属板を張りつけた、競技用の甲冑である。まだ面めん頬ぼおは上げられているが、この距離からでは表情をうかがうことはできない。ただ、ゲオル＝ザザやスフィラ＝ザザのほうに顔を向けつつ、その目は伏ふせられているように感じられた。

「問題はないようだ。グラフ＝ザザも、異存はないな？」

　グラフ＝ザザは、無言でうなずいた。自分の娘むすめや息むす子こたちによってこのような騒ぎを引き起こされて、いったいどのような心情であるのか。俺にはそれを知るすべもない。

「では、ゲオル＝ザザに甲冑の装着を。……その間に、こちらは試合の場を作らせていただく」

　メルフリードの指示で、二名の衛兵が奇き怪かいな動きを見せた。五メートルばかりの長さの荒あら縄なわを取り出すと、コンパスの要領で広場に巨きよ大だいな円を描えがき始めたのだ。

　衛兵の一人は広場の中心あたりで荒縄の端はしを握にぎりしめ、逆側の端を握りしめた衛兵がぐるりと一周して、地面に円を描いていく。木の棒で、地面に浅く溝みぞを作ったのだ。そうして直径十メートルていどの円が完成すると、十五名ばかりの衛兵たちがそれに沿って等とう間かん隔かくに整列した。

「試合は、この円の中で行ってもらう。円の外に一歩でも足を踏み出したら、その場で敗北となる。それ以外は、闘技会と同じ取り決めで問題はないだろうか？」

　衛兵の手によって甲冑を装着されているゲオル＝ザザは「ああ」と低い声で応じた。

「ずいぶん時間が経っているので、闘技の取り決めについても確認させていただこう。勝負の判定は、審しん判ぱんに生命の危険があると判断されたときと、あとは自ら敗北を認めたときのみに下される。剣が折れても交こう換かんは認められず、徒手による攻こう撃げきも有効とする。それでよろしいか？」

「ああ」

「では、族長たちも円の外に。審判は、わたしがつとめさせていただく」

　三族長とスフィラ＝ザザ、それに護衛の衛兵にはさまれたポルアースが円の外へと下がっていく。後に残されたのは、甲冑を装着したゲオル＝ザザとレイリス、それに審判役のメルフリードのみであった。

「両名、西方神に宣せん誓せいを」

「サトゥラス伯爵家の血族たるレイリスの名にかけて、正々堂々と戦うことを大いなるセルヴァに誓ちかう」

「森辺の族長グラフ＝ザザの子ゲオル＝ザザは、森辺の狩人として恥はじぬ戦いを見せることを、西方神と母なる森に誓おう」

　二人は同時に、鞘さやから長剣を引き抜ぬいた。やや細身に作られており、刃やいばは研とがれていない、競技用の長剣だ。

　メルフリードは右みぎ腕うでを上げ、「始め！」と鋭い声をあげた。それを見守る人々は、声をあげようともしない。ただ、百名近い人間の息づかいだけが広場を満たしていた。

　そんな中、両者はすり足で間合いを測っている。レイリスは両手で柄つかを持ち、剣の切っ先を相手に向けていた。ゲオル＝ザザは片手で剣を持ち、無造作にも見える姿で相手をにらみすえている。

　猪ちよ突とつ猛もう進しんのゲオル＝ザザも、いきなり斬きりかかろうとはしなかった。きっとレイリスの敏びん捷しようさを警けい戒かいしているのだろう。なおかつ、レイリスは突つき技を主体とする戦術であるはずだった。剣けん道どうよりはフェンシングに近いスタイルで、素す早ばやく剣を繰り出してくるのだ。

　むろん、剣の切っ先も刃は落とされているので、甲冑をつらぬくことなどはできない。しかしそれでも、長大な鉄の塊かたまりである。また、甲冑のほうも革に薄うすい鉄板を張っているだけの作りであるので、当たり所が悪ければ一いち撃げきで悶もん絶ぜつさせられるはずであった。

「あのときは、二人ともクタクタに疲つかれてたんだよな」

　重苦しい静せい寂じやくの中、ルド＝ルウが囁ささやくような声こわ音ねでつぶやいた。

「今日は二人とも元気だけど、そいつはどっちに有利に働くんだろうな」

　しばらくはどちらも手を出さず、ゆっくりと円を描くように間合いを測りあっていた。見ているだけで胃い袋ぶくろが縮むような、心理戦である。

　ふいに、その静寂が破られた。レイリスが、剣を繰り出したのだ。ゲオル＝ザザは野や獣じゆうのような俊しゆん敏びんさで後方に跳とびすさり、その過程で右手につかんでいた剣を撥はね上げた。おそらくは、レイリスの剣をそれで弾はじこうとしたのだろう。だが、レイリスは素早く剣を引いていたので、おたがいの斬撃がぶつかることはなかった。

　ゲオル＝ザザが遠ざかった分、レイリスがじりじりと前進する。すると今度は、ゲオル＝ザザが大きく剣を振り払った。左から右へ、真横に剣を一いつ閃せんする形だ。

　レイリスは身を引いてから、素早く踏み込もうという素そ振ぶりを見せた。しかしその頃ころには、ゲオル＝ザザの腕うでがもとの位置に戻されていた。たたらを踏んだレイリスは、追つい撃げきを警戒してさらに後ずさる。

　どちらも、慎しん重ちようそのものだった。きっと、おたがいの力量を知り尽つくしているがゆえの慎重さであるのだろう。

　太陽は、そんな両者の身体を容よう赦しやなく照りつけている。初夏のごとき気温であのような甲冑を纏っていれば、それだけで体力を消しよう耗もうさせられるに違いない。

（あんな兜をかぶっていたら、汗あせをぬぐうこともできないもんな。勝負が長引いたら、不利になるのはゲオル＝ザザのほうなんじゃないだろうか）

　俺は、そのように考えていた。

　すると、その思いに呼応するかのように、再びゲオル＝ザザが動いた。今度は長剣を振り上げて、袈け裟さ斬ぎりの格好でレイリスを襲おそう。

　それを回かい避ひしたレイリスは、片手に持ち替かえた剣を鋭く突き出した。ゲオル＝ザザは巨体をひねり、その攻撃をかわしてから、また剣を振り払う。今度は下側からすくいあげるような格好だ。

　フォームは滅め茶ちや苦く茶ちやだが、森辺の狩人の膂りよ力りよくである。一撃でも攻撃をくらわすことができれば、それで勝負を終わらせられるはずであった。しかしレイリスは巧たくみな足さばきでそれをかわし、反はん撃げきに転じる。その切っ先は、ゲオル＝ザザの纏った鎧よろいの脇わき腹ばらをかすめたようだった。

　腕力や反射神経というものに関しては、ゲオル＝ザザが圧あつ倒とうしているはずである。森辺の狩人というのは、ほとんど規格外の身体能力を有しているものであるのだ。

　しかしこの戦いでは、互角の勝負になってしまっている。その一番の要因は、やっぱり両者の剣技の違いにあったのだろう。かつてアイ＝ファやライエルファム＝スドラも言っていたが、狩人の剣技とはギバを狩かるために練りあげられた技術であるのだ。いっぽうのレイリスは、人間を斬るための剣けん術じゆつというものを身につけているのだった。

　有あり体ていに言って、ゲオル＝ザザはいちいちアクションが大きかった。それは、怪かい力りき自じ慢まんであるがゆえに力まかせになってしまっている面もあるのであろうが、それと同時に、自分よりも巨大であったり怪力であったりするギバを倒たおすのに必要な動きであるように思えた。

　ギバを倒すには、渾こん身しんの力で刀をふるう必要がある。だから、勢いをつけて、大ぶりに刀を振り回すのが常であるのだ。実際にギバが狩られるところなどはまともに見たこともない俺ですら、そのように見当をつけることはたやすかった。

　それに対して、レイリスはスピードに特化しており、なおかつ突き技を主体にしている。そんな剣技はギバを相手に通用しそうにないので、ゲオル＝ザザにはまったく馴染みがないものであるはずだった。

　大きく動くのが常になっているゲオル＝ザザと、最小限の動きで相手の隙すきを狙ねらうレイリス、という構図であるのだ。その戦法の相あい性しようが、レイリスにとっては有利に働いて、互角の勝負となってしまっているように見える。

　さらにゲオル＝ザザには、着慣れない甲冑を纏っているというハンデもある。あのようなものを纏えば全身の可動範はん囲いが制限されるし、面頬のおかげで視界も悪くなる。それに森辺の狩人は、嗅きゆう覚かくや聴ちよう覚かくや皮ひ膚ふ感覚をも頼りにして、ギバ狩りの仕事に励はげんでいるはずだ。たとえ甲冑の重量そのものは負担にならずとも、そういうさまざまな点からゲオル＝ザザは本来の力を削そがれているはずであった。

「……何をやっているのだ、ゲオル＝ザザ！」

　と、そこでいきなり何者かの怒ど号ごうが響ひびきわたった。激げき闘とうを繰り広げる両者が一いつ瞬しゆんびくりと身体を震わせて、思わず相手から距離を取るほどの、凄すさまじい声音である。

「そのようなことで、家族の心に安らぎをもたらせるのか？　次代の族長として、森辺の狩人として、恥ずかしくない姿を見せてみろ！」

　その咆ほう哮こうじみた声が余よ韻いんを引いて消失するや、今度は喚かん声せいが爆ばく発はつする。息を詰つめて見守っていた森辺の民たちが、ゲオル＝ザザを応おう援えんする声をあげ始めたのだ。歴戦の勇士と思おぼしき近衛兵団の衛兵たちも、これには首をすくめたり視線をさまよわせたりしていた。気の毒なポルアースなどは、頭を抱かかえてその場にへたり込んでしまいそうなぐらいであった。

　森辺の民の生命力というのは、凄まじいものなのである。一瞬にして、ルウ家の広場は熱気の坩堝るつぼと化した。早起きのギバがその辺りをうろついていても、慌あわてて逃にげだしていきそうな喚声であった。

「ひょっとして、さっきの声はディック＝ドムだったのかな。あんまり大声を出すようなやつとは思えなかったけどよ」

　俺のもとに、ルド＝ルウのそんなつぶやきが辛かろうじて聞こえてきた。

　その真相は、わからない。ただゲオル＝ザザとレイリスは広場に満ちた熱気と喚声に背中を押おされるようにして、再び剣をふるい始めていた。

　ゲオル＝ザザは、嵐あらしのような猛もう攻こうを見せる。レイリスはぎりぎりのところでそれを回避して、相手の胸むなもとや足もとに剣を繰くり出している。

　レイリスの剣技も大したものであるが、きっと反撃の手を休めていたら、一瞬でゲオル＝ザザの猛攻に呑のみ込まれていたことだろう。レイリスが反撃をして、それを回避するためにゲオル＝ザザが体勢を崩しているからこそ、何とか持ちこたえることができたのだ。

　しかし、それほど長い時間をかけることなく、両者の動きに変化が生じた。ゲオル＝ザザがいよいよ勢いを増していくのに対して、レイリスの足がもつれ始めたのだ。レイリスとて、重い甲冑を着き込こんでいるのである。いかに着慣れたものであっても、体力の消耗は避さけられないようだった。

　だんだんと、レイリスの動きも大きく、荒くなっていく。もういつその剣が弾かれて、強きよう烈れつな斬撃をくらってもおかしくはないように思えた。そうして、俺がほとんどゲオル＝ザザの勝利を確信しかけたとき――レイリスが、ひときわ大きな動きで後方に跳びすさった。

　攻撃をかわされたゲオル＝ザザは、たたらを踏んで体勢を整える。そのひと呼吸で、レイリスはぎゅっと剣の柄を握りなおし、凄まじい勢いで地面を蹴けった。

　これまでで最高の鋭さを持つ動きである。途と中ちゆうまで両手で握っていた柄から左手が離はなれて、身体はほとんど真横を向き、剣はそのまま真っ直ぐに突き出されていく。間合いは遠かったが、それならば十分に相手へと届く攻撃であった。

　ゲオル＝ザザは、ようやく体勢を整えたところだ。そのみぞおちの辺りに、レイリスの剣の切っ先がするすると吸すい込こまれていく。

　ゲオル＝ザザは獣けもののように吠ほえ、凄まじい勢いで身体をひねった。

　身体をひねりながら、足もとに垂らしていた剣けん先さきを下から撥ね上げる。

　硬こう質しつな音色が響き渡わたり、白銀のきらめきが宙に舞った。

　一本の長剣が弧こを描きながら虚こ空くうをかき乱し、場外線を守っていた衛兵の足もとに突き刺ささる。

　レイリスの手から、剣が失われていた。

　そして、その胸もとにゲオル＝ザザが剣を突きつけていた。

　レイリスが、ゆっくりと両手をあげる。「参った」と宣言したのかもしれないが、それは森辺の民の歓かん声せいにかき消されてしまっていた。

「勝負あり！　森辺の狩人、ゲオル＝ザザの勝利！」

　メルフリードの声が、歓声の向こうからわずかに聞こえてくる。

　ゲオル＝ザザは大きく肩かたを上下させながら、その手の剣を放り捨てて、地面に座すわり込んだ。レイリスも、それにつられたように片膝をつく。時間にすれば二、三分であったのだろうが、両者ともに精せい魂こん尽つき果てているようだった。

　メルフリードが合図をすると、衛兵たちがゲオル＝ザザに駆け寄って、彼の甲冑を外し始めた。そのタイミングで、三族長とスフィラ＝ザザも広場の中央に進み出ていく。

「見事な勝負だった。ゲオル＝ザザもレイリスも、まごうことなき勇者だろう」

　ダリ＝サウティが、大きめの声でそのように評した。それとともに、あたりの歓声もようやく静まっていく。

「そして、一滴てきの血も流されることなく勝負がついたことも、喜ばしく思っている。立派な立ち居振る舞いだったぞ、ゲオル＝ザザよ」

　衛兵たちに甲冑をひっぺがされながら、ゲオル＝ザザは「ふん」と鼻を鳴らした。

「それでもけっきょく、このように勝負が長引いてしまった。これでは、俺の未熟さとそやつの力量を知らしめることにしかならなかったかもしれん」

「……そのようなことは、決してありません」

　と――スフィラ＝ザザが、この場で初めて口を開いた。

　まだ多少の歓声をあげていた人々も、それでいよいよ静まっていく。

「この前の収獲祭のときよりも、あなたは力にあふれているように感じられました。あなたはザザ家が誇る勇者です。父グラフもそのように思っているはずです」

　グラフ＝ザザは、無言で子供たちを見下ろしている。ギバの毛皮をかぶっているために、その表情までは見て取れなかった。

「そしてあなたは、わたしの不始末をおさめるために、そうして死力を尽くしてくれました。本当に、心から感謝しています」

「よせ。お前にそんな殊しゆ勝しようなことを言われると、背中がかゆくなってくる」

　ゲオル＝ザザは篭こ手てから解放された指先で、がりがりと頭をかきむしる。彼のほうは狩人の衣ころもも脱ぬいでいたので、意外に若々しいその顔もむきだしにされていた。

　そんな弟に穏おだやかな面おも持もちでうなずきかけてから、スフィラ＝ザザはレイリスに向きなおった。レイリスは兜だけを外されて、まだぜいぜいと息をついている。いかにも貴族らしい風ふう貌ぼうをした、十七歳さいの若者だ。レイリスは立ち上がり、正面からスフィラ＝ザザと向かい合った。

「サトゥラス伯爵家のレイリス。……このたびは、わたしが心を乱してしまったばかりに、あなたにも多大な迷惑をかけてしまいました。族長筋たるザザ家の人間として、非常に恥ずかしく思っています。願わくは……この先も、森辺の民と正しく縁を紡いでいっていただきたいと思います」
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　スフィラ＝ザザは、深々と頭を下げた。レイリスは天を仰あおぎ、大きく息をついてから、あらためてスフィラ＝ザザを見つめる。

「頭を上げてください、スフィラ＝ザザ。わたしの父は、かつて森辺の民に許されざる悪業を働いてしまいました。それを思えば、このていどの労苦など何ほどのものではありません」

　スフィラ＝ザザは面を上げて、静かにレイリスを見つめ返す。褐かつ色しよくの髪かみを汗で額にはりつかせたレイリスは、その面にやわらかい微び笑しようを浮うかべた。

「それに……このような人々の面前で口にするのは、はばかられることですが……あなたのような方に想いをかけられて、それを苦にする人間などいようはずもありません」

「……それもこの日限りです。わたしがこの先、城下町に足を踏ふみ入れることはないでしょう。どうかわたしの存在を永久に忘れていただけたら、幸いです」

　スフィラ＝ザザが表情をいっさい動かさないままそのように言い放つと、レイリスはふっと切なげに目を伏せた。

「それは、いささか難しいかもしれません。でも、そうする他ないのでしょうね。わたしもあなたも、おたがいに自分の家や身分を捨て去ることなどはできないのですから」

「はい、その通りです」

「……わたしはサトゥラス伯爵家に生まれたこの身を、誇りに思っています。父はその名に相応ふさわしからぬ大罪を犯おかしてしまいましたが……その罪を償つぐなうためにも、わたしは心こころ正ただしく生きていこうと思います」

「はい。あなたなら、きっとそうすることができるでしょう」

「そうでしょうか。そのように決断するのに、わたしは相当な覚悟を固める必要があったのですが」

　スフィラ＝ザザは、いくぶんけげんそうに小首を傾かしげた。

　レイリスは微笑をたたえたまま、伏せていた目を上げる。

「わたしはどうして、もっと自由に生きていくことができないのか……この二ヶ月ばかりは、ずっとそのように思おもい悩なやむことになってしまいました」

「は……それはどういう……？」

「わたしもあなたと同じように、この身の不自由さを嘆くことになってしまったのです。……あなたという存在に出会ってしまったために」

　スフィラ＝ザザは、ぐらりとよろめいた。

　それを支えようと手をのばしかけたレイリスは、途中でぐっと拳を固める。

「だけどわたしは、家を守るという運命を選びました。父があのようなことになった以上、わたしが当主として、残された家族を守っていかなければならないのです。森辺に婿入りすることはもちろん、貴族ならぬ相手を伴侶として迎むかえることも許されません。……たとえ、どれほど心ひかれる女性と出会っていてもです」

「レイリス……それは……」

「だけど、あなたが同じ苦く悩のうを抱くことになったと知ることができて……まだしも、わたしの心は救われました。この喜びと悲しみを胸に、わたしはこの先を生きていこうと思います」

　スフィラ＝ザザの瞳ひとみから、こらえかねたように涙なみだがこぼれ始めた。

「そんな……そんなことは……レイリス、虚きよ言げんは罪なのですよ……？」

「はい。わたしは真実のみを口にしています」

「だけど……貴族が森辺の民を見み初そめるなんて、そんな馬鹿げた話は……」

「わたしの言葉を、信じていただけないのですか？」

　レイリスは、とても悲しそうな顔で微笑んだ。

「スフィラ＝ザザ、この先の運命を曲げることはできないとしても、どうかわたしの言葉が虚言であるとは思わないでください。従じゆう兄けい弟ていたるリーハイムのように、軽はずみな気持ちで述べているのではありません。わたしは本当に……本当に、運命さえ許せばあなたを伴侶に迎えたいと思うぐらい、心ひかれてしまっていたのです」

　スフィラ＝ザザは、無言のまま涙を流し続けている。するとレイリスは、何かを払はらいのけるように頭を振ると、また地面に片方の膝ひざをついた。そうしてしっかりと頭をもたげて、下からスフィラ＝ザザの顔を見つめる。

「それでは、ひとたびだけ……ひとたびだけ、すべての道理や制約から外れた言葉を口にすることをお許しください」

「レイリス、あなたは……」

「スフィラ＝ザザ、どうか森辺の民としての身分を捨てて、わたしの伴侶になっていただけないでしょうか？」

　レイリスが、篭手を外した手をスフィラ＝ザザのほうに差しだした。

　その広げた手の平に、スフィラ＝ザザの涙が落ちる。

「いえ……それだけは、どうしてもかなわないのです……わたしには、家族や故郷や同胞を捨てることはできません……」

「……そうですか」

　レイリスは、スフィラ＝ザザの涙ごと拳こぶしを握りしめた。

　そうして立ち上がったレイリスに、今度はスフィラ＝ザザが語りかける。

「レイリス、わたしからもお聞かせください……どうか今の身分を捨てて、森辺の家人となり、わたしの伴侶になってもらえないでしょうか……？」

「……いえ。それだけは、どうしてもかなわないのです」

　レイリスは、透すき通った表情で微笑んだ。

　その面を見つめ返しながら、スフィラ＝ザザも初めて微笑んだ。

「それでは……これまでですね」

「はい。これまでです」

　レイリスは何かをこらえるように拳を握りしめながら、ただその顔に透とう明めいな微笑をたたえていた。

「この生が終わったとき、わたしの魂たましいはセルヴァに召めされます。その後は、天界の住人として招かれるのか、再び下界に生を受けるのか――願わくは、どちらの運命を賜たまわるとしても、次の生ではあなたのかたわらにありたいと願います、スフィラ＝ザザ」

　スフィラ＝ザザは無言のまま、涙があふれる瞳でレイリスを見つめ続けた。そのかたわらに、怒おこった顔をしたゲオル＝ザザがずいっと進み出る。レイリスは、同じ眼まな差ざしでゲオル＝ザザを見た。

「ゲオル＝ザザ、あなたのおかげで、わたしは自分の選んだ道が正しいのだと確信することができました。わたしは、スフィラ＝ザザに相応しい人間ではありません。……どうかこの先も、スフィラ＝ザザが幸福な生を送れるように、お守りください」

「そのようなことは、お前に言われるまでもない」

　ゲオル＝ザザは、姉の頭を荒あらっぽく胸もとに抱え込んだ。

　スフィラ＝ザザは弟の分厚い胸に取りすがり、声もなく泣いている。

「だが、お前にはとても感謝している。……俺もお前が幸福な生を送れるように祈いのらせてもらおう」

「ありがとうございます。それでは、これにて」

　レイリスは優ゆう雅がに一礼して、ザザ家の姉し弟ていに背を向けた。

　森辺の人々も、ずっと無言でその姿を見守っていた。




　森辺と城下町で、ひとつの恋こいが実る前に終わった。これは、そういう話であったのだ。

　そして森辺の人々は、この出来事を呼び水として、また新たな騒そう動どうや変転を迎えることになったのだった。







第二章★★★遥かなる明日のために
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　朱しゆの月の十三日――ゲオル＝ザザとレイリスの試合が行われた日の翌日である。商売のために宿場町を目指していた俺たちがルウ家の集落に立ち寄ると、そこには時ならぬざわめきが満ちていた。

　何だ何だと思いながら広場の中に荷車を進めていくと、分家の女衆や老人などがのきなみ家の外に出て、あちこちで井い戸ど端ばた会議を繰り広げている。ピコの葉を乾かわかしたり毛皮をなめしたりと仕事に励んでいる人もいるにはいるが、そういった人々も誰かしらと顔を寄せ合って言葉を交かわしている様子であった。

「何だろうね？　まだ昨日の騒さわぎの余韻を引きずっているのかな？」

　ギルルの手た綱づなを引きながら、俺がそのように呼びかけると、ファファの手綱を握ったユン＝スドラは「どうなのでしょうね？」と首を傾げた。

　昨日の騒ぎの顛末は、いつもの連れん絡らく網もうによってすべての氏族に知らされている。どの家でもさぞかし大きな反はん響きようを呼び起こされたものと思われるが、自分たちの目で見届けたルウ家の人々がいつまでもそれを引きずっているのはあまり腑ふに落ちない話である。

　ともあれ本家の前まで辿たどり着いた俺たちは、そこにまたささやかなる異変を見み出いだすことになった。今日はファの家が二台の荷車を出す日取りであったのに、本家の前に二台の荷車が駐とめられていたのだ。

　昨日は急きゆう遽きよ休業することになったので、ルウ家の人々が日取りを勘かん違ちがいしてしまったのだろうか。そのように考えながら近づいていくと、荷車の陰かげから思わぬ人物が姿を現した。

「アスタ、おはようございます」

「あ、シュミラルじゃないですか！　今日はいったいどうしたんですか？」

「はい。実は、昨日の夕方、城下町から、連れん絡らくあったのです。ジャガルから、猟りよう犬けん、届いたとのことでした」

　シュミラルは革のフードを背中のほうにはねのけながら、そんな風に応じてきた。

「猟犬ですか！　まだ雨季が明けてから十日も経たっていないのに、ずいぶん早かったですね」

「はい。ジャガルからジェノス、半月からひと月かかるので、雨季、終わる頃ころ合あい、見計らって、出立したのでしょう」

「うん、きっとそういうことなのでしょうね。それで予定通り、シュミラルが品定めに出向くわけですか」

「はい。猟犬、善よし悪あし、わかる、私だけですので」

　かつてシュミラルは、セルヴァの王都で六頭の猟犬を購こう入にゆうした。その際に、ジャガルの商人とはひと悶もん着ちやくあったようなのだが、最終的にシュミラルが東方神から西方神に神を乗り換かえると、その商人も驚きよう愕がくしたあげく、深く感じ入り、猟犬の何たるかを親切に教示してくれたのだそうだ。

　猟犬にも、やはり訓練の度合いによるランクというものが存在するらしい。シュミラルが王都で買いつけたのはほぼ最高ランクに値する良質の猟犬であるので、それと同等のものを買いつけたいとドンダ＝ルウは願い出たが、こちらにそれを見定める目がなければ、お話にならない。それで、猟犬が届いた際にはシュミラルがその質を見み極きわめに行く、ということで話がついていたのだった。

「でも、わざわざ城下町にまで出向かないといけないのは大変ですね。シュミラルだって、狩人かりうどの仕事があるでしょうに」

「はい。ですが、猟犬の商人、ジェノス、訪おとずれる、初めてなのでしょう。ならば、ギバの料理、食べたことがなく、森辺の民、忌き避ひする気持ち、強いはずです。森辺の集落、入ること、避けたいのでしょう」

　それは、如い何かんともし難がたいところであった。ジャガルの民には、いまだに森辺の民を裏切りの一族として忌避する者が多いのである。ジェノスを初めて訪れる商人ならば、安全な場所で、信用のできる身分の人間に立ちあってもらわないことには、とうてい森辺の民と商売をする気持ちにもなれないはずであった。

「道中はお気をつけくださいね。……なんて、さんざん城下町に出入りしているシュミラルでしたら、そんな心配も不要なのでしょうが」

「はい。問題、ありません」

　そのように答えながら、シュミラルはちょっとけげんそうに首を傾げた。

「アスタ、猟犬、心待ちにしていたのですか？」

「はい？　ええ、それはもちろん！　うちの家長には是ぜ非ひとも猟犬を使ってもらいたいなと、かねがね考えていましたからね。……でも、どうしてですか？」

「いえ。あまりに、嬉うれしそうな顔でしたので」

　俺は「ああ」とうなずきながら、いっそう破顔してしまう。

「猟犬が届いたのはもちろん嬉しいですけれど、今は単にシュミラルと会えたことが嬉しいだけです。ついつい顔がゆるんでしまいましたね」

「……ですが、私たち、昨日も会いました」

「はい。二日連続で会えるなんて幸運だなと思ってしまって」

　すると、シュミラルもはにかむように微笑んでくれた。

「ありがとうございます。私も、アスタ、会えて、嬉しいです。昨日、あまり、言葉も交わせませんでしたので」

「そうですよね。まあ、あれだけの騒ぎだったんですから、それはしかたありません」

　というわけで、俺たちはにこにこと微笑みながら、おたがいの姿を見つめ合うことになった。すると、それを荷車の荷台からこっそり見やっている人物がいた。

「……相変わらず、あなたたちは仲がいいのねぇ……」

「あ、あれ？　ヴィナ＝ルウ？　そんなところで、何をやっているのですか？」

「何って、わたしは仕事に出向くだけよぉ……」

　ヴィナ＝ルウは肉感的な唇くちびるをとがらせながら、つんとそっぽを向いてしまった。すると、ヴィナ＝ルウのかたわらに小さな妹の姿もひょっこり現れる。

「あー、アスタだ！　そっちもお仕事、頑がん張ばってねー！」

「リミ＝ルウも一緒だったのか。そっちは何のお仕事なのかな？」

「リミとヴィナ姉は、シュミラルと一緒に城下町に行くの！　ジェノスの貴族がね、猟犬を売りに来た商人にギバの料理を食べさせてほしいんだってー！」

　よくわからないので詳しよう細さいを聞いてみると、どうやらそれはポルアースからの提案であったらしい。今後も森辺の民が猟犬を買い続ける予定であるならば、ジャガルの商人が抱いだく誤解やわだかまりを解消するべきなのではないか、と親切に申し出てくれたのだそうだ。

「ジェノスの貴族も一緒だったら、きっと食事を断ることもできないだろうからって！　それでリミたちが、かまどを預かることになったんだよー！」

「それは大役だね。どんな料理をお出しする予定なのかな？」

「あんまり時間がないから、家のかまどでトライプのくりーむしちゅーとかチャッチのおもちを作っておいたの！　あとは向こうで肉とポイタンを焼こうかなと思って！」

　それは急な話であったし、俺やレイナ＝ルウたちには宿場町での商売があったので、リミ＝ルウたちがその大役を担になうことになったのだろう。護衛役としては、だんだん定番化してきたバルシャとリャダ＝ルウがすでに荷台に乗り込んでいた。
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　何はともあれ、その仕事にヴィナ＝ルウも加わっているというのは、おめでたいことだ。と、俺はそのように思っているのに、ヴィナ＝ルウは荷台でむくれた顔をしたまま、俺たちのほうをちらちらと見やっている。俺ばっかりシュミラルと喋しやべってずるい！　ということなのかもしれないが、照れくさくて荷台に引きこもっているのは、おそらくヴィナ＝ルウ自身の意思によるものと思われる。乙おと女め心ごころとは複雑なのだなあと内心で溜ため息いきをつきつつ、俺はあらためてシュミラルを振ふり返った。

「それにしても、なんだか広場のみなさんがざわついていますね。やっぱり猟犬の到とう着ちやくが待ち遠しいのでしょうか？」

「いえ、それは、別の話です。私、昨日、ジドゥラの荷車、預かり、今日、やってきましたが、途中、ルティム家の人々、乗せてきたのです」

「ああ、宿場町で商売をするモルン＝ルティムとツヴァイですね。それがどうかしましたか？」

「はい。モルン＝ルティム、ツヴァイ、そして、ガズラン＝ルティム、ダン＝ルティム、オウラ、乗せてきました。オウラ、モルン＝ルティムの代わりです」

「オウラがモルン＝ルティムの代わり？　それじゃあ、モルン＝ルティムは……いや、そもそもガズラン＝ルティムとダン＝ルティムは何のためにやってきたのですか？」

「モルン＝ルティムたちは今、家でドンダ父さんと話してるわよぉ……それが、ずいぶんとややこしい話みたいなのよねぇ……」

　と、むくれたお顔でそっぽを向いていたヴィナ＝ルウが、切なげに溜息をつく。俺が首を傾げていると、リミ＝ルウがその答えを示してくれた。

「あのねー、モルン＝ルティムがドム家に嫁よめ入いりしたいんだって！　すごいよねー！　リミもびっくりしちゃった！」

　俺ももちろん、びっくりしてしまった。

　それは、スフィラ＝ザザがレイリスへの恋こい心ごころを打ち明けたときと同じぐらいの驚おどろきを、俺にもたらしてくれたのだった。




「どうやらモルン＝ルティムは、前々からドムの本家の家長に懸け想そうしていたようなのです」

　宿場町に向かう道中でそのように説明してくれたのは、レイナ＝ルウだった。俺たちに事情を説明するために、わざわざこちらの荷車に乗ってくれたのだ。ファファの荷車では、同じようにララ＝ルウが説明してくれているはずだった。

「サイクレウスという貴族ともめていた頃、ドムの家長も何度かルウの集落を訪れていたのですね。ザザの家長ほど頻ひん繁ぱんに訪れていたわけではありませんが、あの男衆は目立つ姿をしていたので、わたしもよく覚えています。その際に、モルン＝ルティムはドムの家長を見初めてしまい……それで以前、北の集落に女衆を貸し出す際も、自ら名乗りをあげたようなのですね」

　それは、料理の手ほどきをするために、ルウの眷けん族ぞくが北の集落に滞たい在ざいしたときの話であった。その代わりに、あちらからはスフィラ＝ザザとメイ・ジーン＝ザザがルウの集落を訪れていたのだ。それは俺たちがダバッグへの小旅行を計画していたのと同じぐらいの時期であったから、おそらくは藍あいの月の終わりあたり――今から五ヶ月以上も昔の話であるはずだった。

「言うまでもなく、ルティムとドムで婚こん儀ぎを挙げるというのは、とてつもない話です。ルティムはルウの眷族ですし、ドムはザザの眷族であるのですからね」

「うん。しかもルウとザザはおたがいに族長筋で、森辺で一番大きな氏族と二番目に大きな氏族なんだもんね。それがとてつもない話だということは、俺にもよくわかるよ」

「はい。ですからモルン＝ルティムも思し慕ぼの心をつのらせつつ、それを打ち明ける気持ちにはなれなかったそうです。そのような話は誰だれにも祝福されないし、また、許されるはずもない、ということで……」

「ああ、きっとスフィラ＝ザザと同じような心境だったんだろうね」

　より深刻であったのは、貴族に懸想してしまったスフィラ＝ザザのほうなのだろうと思う。しかし、気持ちを押し殺していた歳さい月げつの長さに関しては、モルン＝ルティムのほうが圧あつ倒とう的てきに長かったし――なおかつ、なまじ相手が森辺の民であるために、あきらめきれない気持ちもつのってしまったのではないだろうか。

「でも、昨日のスフィラ＝ザザたちの姿を見て、モルン＝ルティムは考えを変えたのだそうです。相手に想おもいを告げぬ内にすべてをあきらめてしまうのは間ま違ちがっているのではないか、と……それで昨晩、ついに家族に心情を打ち明けたのだそうです」

「なるほど。それで家長のガズラン＝ルティムとダン＝ルティムが、朝からドンダ＝ルウを訪れることになったわけか。……お二人は、どんな様子だったのかな？」

「ええ、それが……どうやらダン＝ルティムは、モルン＝ルティムの想いをかなえてやりたい、と考えているようなのです」

　ギルルの運転をしている俺にはレイナ＝ルウの表情を確かく認にんすることはできなかったが、彼かの女じよが困こん惑わくのきわみにあることは容易に想像できた。ルウの本家の人間としては、困惑して当然の状じよう況きようなのだろう。たぶん、真っ当な森辺の民の価値観でいうと――そのような想いは、打ち明ける前に捨て去るべき、と判断されてしまうのだ。

「でも、今の家長はガズラン＝ルティムなんだよね。ガズラン＝ルティムのご意見は？」

「そこまでは、わたしも耳にすることができませんでした。ただ、森辺の民や族長筋の今後に関して、ドンダ父さんと色々と話し合っていたようです」

「うーん、そうかあ……」

　聞けば聞くほど、難しい話であった。森辺において血の縁えんを結ぶというのは、大ごとであるのだ。血の縁を結ぶからには血族の全員を家族と同じぐらい重んじなければならないので、氏族が大きくなればなるほど難解さが増していくのである。

　現在、フォウとスドラは血の縁を結ぶべく交流を重ねているが、あちらはフォウ家と眷族のラン家をあわせて三十三名ていど、スドラ家に至っては分家も眷族もなく総勢で九名だ。それぐらいの人数であれば、まだおたがいの血族の全員と交流するのは難しくない。だが、ルウの血族は百名以上、ザザの血族もそれに匹ひつ敵てきするぐらいの人数のはずである。家が遠い上にこの人数では、血族の全員と交流をすることなど、ほぼ不可能であろう。というか、ザザ家などは眷族であるディンやリッドとも、家が遠いせいで満足に交流を深める機会がなかったため、現在は何とか絆きずなを深められるようにと、あれこれ模も索さくしているさなかであるはずだった。

　それに加えて、ルウ家とザザ家は森辺の族長筋だ。族長筋同士が血の縁を結んでしまうというのは、「異なる立場および視点から森辺を統すべる」というドンダ＝ルウの初期構想からも大きく外れる行いであるはずだった。

　だいたい、ルウとザザが血の縁を結んでしまったら、どちらが親筋になるのかという問題まで生じてしまう。ドンダ＝ルウもグラフ＝ザザも大勢の血族を率いる身であるのだから、やすやすと親筋の座を譲ゆずれるわけがなかった。

　しかも、森辺の集落には五百から六百名ていどの民しか存在しない。それでルウとザザが血族になったら、総勢二百名にも及およぼうかという巨大な氏族が誕生することになってしまうのだった。

（本当にこれは大ごとだなあ。ドンダ＝ルウやガズラン＝ルティムはどうするつもりなんだろう）

　俺が思い悩んでいる内に、宿場町に到着してしまった。荷車を停止させると、レイナ＝ルウが降りがけに微笑ほほえみかけてくる。

「とりあえず、今のわたしたちにできることはないように思います。わたしたちは、わたしたちの仕事に集中いたしましょう」

「うん、そうだね」

　レイナ＝ルウは一礼して、ルウルウの荷車へと戻もどっていった。

　ここからは、屋台を借りに行く班と、宿屋に料理を届けに行く班で、行動を別にするのだ。シュミラルが手綱をあやつるジドゥラの荷車はそこで別れを告げて、真まっ直すぐ城下町へと向かっていった。

　今日の俺おれは、《南の大たい樹じゆ亭てい》と《西風亭》に荷物を運ぶ役であった。トゥール＝ディンやリリ＝ラヴィッツを乗せた荷車を引いて、宿場町の大通りを進む。まずは手近な、《南の大樹亭》からだ。

「おお、ご苦労様ですな、アスタ。心待ちにしておりましたぞ」

　ナウディスは、にこやかな笑え顔がおで俺たちを出で迎むかえてくれた。そのひげもじゃの顔がいつも以上ににこやかに見えるのは、おそらく本日が『ギバの角かく煮に』の日であったからなのだろう。特別メニューの『ギバの角煮』は休業日明けの初日に届ける段取りになっているのだが、昨日臨時休業することになったため、数日ばかりローテーションが早まることになったのである。

「それではこちらが『ギバの角煮』で、こちらが生せい鮮せん肉にくとなります」

「はいはい。今すぐ移しますので、少々お待ちを」

　料理は厨ちゆう房ぼうの鉄てつ鍋なべに、肉は塩の壺つぼへと移される。その作業を手伝いつつ、俺はひとつの案件について確かめることにした。

「そういえば、オンダに関してはいかがですか？　そろそろ仕入れの量を確定させたいのですが」

「はいはい。伴はん侶りよと話しましたが、一日に白銅貨三枚分ていどならば、仕入れても問題はないかと思われます」

「そうですか。それは助かります。やっぱり俺とご縁のある宿屋の中では、こちらが一番の大口ですので」

「いえいえ。オンダももともとはジャガルの野菜でありますからな。南のお客様には喜ぶ方々も多いのです。雨季が終わってもオンダをお出しできるなら、こちらにとってもありがたいことです」

　これならば、ドーラの親おや父じさんと定期購入の契けい約やくを結ぶことも可能でありそうだった。こちらは料理の幅はばが広がり、ドーラ家はこれまで以上の稼かせぎを得られる。おたがいにとって損のない取り引きである。

「寄り合いなどで話を持ちかければ、他にもオンダを扱あつかいたいと申し出る宿屋は少なくないのではないでしょうかな。……次からは、アスタも宿屋の寄り合いに参加されるのでしょう？」

「あ、はい。雨季の間はバタバタしていて参加を見送ってしまいましたが、次回こそはお邪じや魔まさせてもらおうかと思っています」

「そうですか。実は、次回の寄り合いはこの《南の大樹亭》で行われる予定になっておるのです。よろしければ、アスタにかまどをお預けしましょうかな？」

「え？　寄り合いで集まる宿屋のご主人たちに、俺が料理をふるまうということですか？」

「はいはい。アスタがより多くのギバ肉をお売りになりたいと考えておられるなら、これほどの好機はなかろうと思いましてな」

　それはもちろん、俺にとってもありがたい申し出であった。

　ギバ肉を片付けたナウディスは、手についた塩を払いながら「ところで……」と上目づかいに視線を向けてくる。

「アスタがお売りになるのは、あくまでギバ肉だけなのですな？　これ以上、別の宿屋に料理を卸おろすつもりはないというお話でしたな？」

「ああ、はい。もともと俺は、ギバ肉の美お味いしさを知ってもらうために料理を売りに出していましたので。これ以上は手を広げる必要もないかなと考えた次し第だいです」

　俺が料理を卸しているのは、《南の大樹亭》と《玄げん翁おう亭てい》と《キミュスの尻しつ尾ぽ亭てい》のみである。《西風亭》などは生鮮肉を買いつけて自分たちの料理を売りに出すだけで成功を収めているのだから、今後はそれをモデルケースとして、生鮮肉のみを売りに出すつもりでいた。

「それはありがたい話です。あまりアスタがたくさんの仕事を抱えるのは心配ですし……やはり商売上も、こちらにとってはそのほうが望ましいですからな」

「真っ先に俺の料理を買いつけてくれたナウディスへのご恩は、決して忘れていませんよ」

　非常に面映いことに、俺の料理は「城下町の貴族をもうならせる料理」として、宿屋においても小さからぬ反響を呼び続けているようなのである。しかしまあ、俺としては自分の腕うでを出し惜おしみしているわけではなく、仕事の負担をあまり増やしすぎないように配はい慮りよしているばかりであった。

「それでは、また今日から五日間、よろしくお願いいたします」

「はいはい。今日もよき商売を」

　お次は《西風亭》である。こちらは生鮮肉を届けるばかりだが、俺の料理を買いつけていない分、生鮮肉の仕入れ量は《南の大樹亭》にも劣おとらないほどだった。

《西風亭》は、いわゆる貧ひん民みん窟くつに存在する。大通りから一歩、小こう路じに入るだけで、格段に人通りは少なくなってしまう。が、この地に多く住まうという無法者たちは中天が過ぎるまでは眠ねむりこけているため、朝方ならば護衛役がいなくとも行き来することが可能なのだった。

「やあ、今日の届け役はアスタだったんだね。お疲つかれ様さま！」

　こちらでも、ユーミが笑顔で出迎えてくれた。《西風亭》にはひとたびで三日分の生鮮肉を届けていたが、俺が毎回その役を担うわけでもない。なんだかんだで、俺がこの場所を訪れるのは十日にいっぺんぐらいの割合であるはずだった。

　ユーミとは屋台でちょくちょく顔をあわせているが、ご主人のサムスやシルとはこういう際にしか交流を深めることがかなわないのだ。そのように思って俺は視線を巡めぐらせてみたが、西部劇のカウンターのような造りをした受付台に陣じん取どっているのはユーミひとりであった。

「今日の店番は、ユーミひとりなのかな？」

「うん。父さんは裏で薪まき割わり、母さんは食材の買い出しだね。ちょっと今日は朝からもめちゃって、買い出しに行くのが遅おそくなっちゃったんだ」

「もめたって、何を？　まさか、無法者でもやってきたとか？」

「無法者なら、二階の寝しん所じよでぐーすか寝ねてるよ。そうじゃなくって……」

　と、そこでユーミは悪戯いたずら小こ僧ぞうのように、ぺろりと舌を出した。

「ま、アスタだったら、別にいいか。実は、父さんが婿むこを取れ婿を取れってうるさくてさー。年を越こして十七歳になったら、いよいよやかましくなってきちゃったんだよねー」

　こちらでも婚儀にまつわるもめごとかと、俺は少々複雑な気持ちになってしまった。が、当のユーミはあっけらかんと笑っている。

「前にも言った通り、あたしは森辺に嫁入りしたいって思ってるからさー。でも、そんな話、なかなか親には言えないでしょ？　だから、はぐらかすのが面めん倒どうなんだよねー」

「なるほど、それは大変そうだね」

「あーあ。だけど最近は、森辺の男衆とお近づきになる機会もないからなー。次に森辺の集落に行けるのはいつなんだろー」

「どうだろうね。いっそ雨季の間のほうが、宿屋の人たちは動きやすかったのかな？　ドーラの親父さんたちが忙いそがしそうだったんで、そういう話にはならなかったんだけど」

「うん、やっぱ口実がないとお邪魔しにくいよねー。この前は復活祭の盛り上がりに便乗した感じだもんなー。かといって、次の復活祭なんて待ってられないしさ」

　そこでユーミは、ぽんと手を打った。

「そういえば、ルウ家はそろそろお祭りじゃなかった？　それに呼んでもらえたりはしないのかなー？」

「いやあ、収しゆう獲かく祭っていうのは血族のためのお祭りだからね。血の縁を持たない俺とかがルウ家の収獲祭にお呼ばれしてるのも、かなり例外的な扱いなんだよ」

「そっかー。そいつは残念だなー」

　ユーミのこの件に関しては、俺も自分の明確な立ち位置をいまだに定められずにいた。外部の人間が森辺に嫁入りするということの難しさはシュミラルを通して体感できていたので、むやみに後あと押おしをすることもできなかったのである。

　それに、ユーミがどれぐらい本気であるのかも、俺にはよくわからない。ただ漠ばく然ぜんとした憧あこがれを抱いているだけであるのなら、苦労をする前にあきらめたほうがいいような気もするし――その反面、かつては森辺の民を毛け嫌ぎらいしていたユーミがここまでの思いを抱くことになったということが、とても得難いもののように感じられるのだった。

「まあいいや！　お祭りは無理でも、近い内にお邪魔させてもらえるかどうか、ルウ家の人たちにも相談してみるよ！　テリア＝マスやターラだって、森辺の集落には行きたがってたからさ！」

「うん。実現するよう、祈ってるよ」

　そうして俺たちは、《西風亭》を後にすることになった。屋台のメンバーと合流するべく道を進むと、荷台に乗ったリリ＝ラヴィッツが声をかけてくる。

「アスタ、あの娘むすめは森辺への嫁入りを望んでいるのですか？」

「あ、はい。どれぐらい本気なのかは、俺にもわからないのですが」

「そうですか。……生半可な気持ちならば、そのようなものは早さつ急きゆうに捨てるべきでしょうね」

　小さなお地蔵さまのような風貌をしている彼女であるが、ラヴィッツ家はファの家の行いに反対している立場である。よって、町の人々とむやみに交流を深めることに対しても、彼女たちは否定的な見解であるはずだった。

「昨日はジェノスの貴族たちとあのような騒ぎになり、このたびはルティムの娘が突とつ拍ぴよう子しもないことを言いだして……どうにも朱の月になったとたん、婚儀にまつわる話で騒がしくなってまいりましたね」

「そうですね。雨季が明けると恋の季節、ということなのでしょうか」

　俺はなるべく深刻にならないよう、そんな風に答えてみせた。

　モルン＝ルティムの一件がどのような形で落ち着くかは、まずはドンダ＝ルウらの判断を待つしかなかった。




２




　宿場町での商売を終えてルウの集落に帰りつくと、そこには朝方とは異なる騒ぎが待ちかまえていた。広場の真ん中に人ひと垣がきができて、そこから幼子や女衆のはしゃぐ声が響ひびきわたっている。俺はすでにその理由を知っていたが、胸が弾はずむのを抑おさえることは難しかった。

「あーっ！　アスタたちが帰ってきたよ！　レイナ姉、ララ、おかえりー！」

　目ざといリミ＝ルウがそのように声をあげると、人垣が割れてその向こう側の光景が見えた。その真ん中に立ちはだかっているのはシュミラルであり、そして彼かれの周囲にはたくさんの猟犬が群むれ集っていた。

「アスタ、お疲れ様でした。商売、いかがでしたか？」

「はい。今日も定時できっちり売り切ることができました。……いやあ、すごい数の猟犬ですねえ」

「はい。十二頭です」

　その数については、すでに聞いていた。中天を少し過ぎた頃ころ、城下町から戻ってきたシュミラルが屋台に立ち寄ってくれたのだ。

　そしてシュミラルは、このあとルウの集落に出向いて、猟犬の再調教なる仕事に励はげむ予定なのだと告げていた。どうせ今日はギバ狩がりの仕事に間に合いそうもないので、その時間を利用してこの仕事に取り組むことが、あらかじめ決められていたのだという話であった。

　再調教というのはよくわからなかったが、まあ要するにギバ狩りに必要な知識を猟犬に仕し込こむということなのだろう。シュミラルの足もとにはギバの生皮と狩人の衣が一枚ずつ広げられており、十二頭の猟犬たちはしきりにその匂においを嗅かいでいた。

「今は、これらの違ちがい、教おしえ込こんでいます。間違って、狩人、噛かんだら、大変ですので」

「ああ、なるほど。主人と獲え物ものが同じ毛皮を纏まとっているというのは、確かにまぎらわしいですよね」

「はい。ですが、匂い、まったく異なるので、問題ありません。毛皮、なめす際、樹液や香こう草そう、使われますし、また、人間の匂い、しみついているので、猟犬にとっては、嗅ぎ分ける、容易です」

　シュミラルがそのように述べている間も、猟犬たちはくんかくんかと毛皮の匂いを嗅いでいる。以前に見た猟犬たちと同じように、西洋風の外見をした犬たちだ。毛の色は褐色で、その濃のう淡たんが異なっていたり、中にはまだらの色合いのやつなどもまじっていたが、犬種は統一されているようである。

　顔は四角くて、耳は垂れている。頭は大きく、首は太く、体格はとてもがっしりとしている。それでいて、表情はとても穏やかであり、黒くてつぶらな瞳がたいそう可愛かわいらしかった。

　これらの猟犬は、絶対に人間やトトスを襲おそわないように厳しくしつけられている。狩かり場ばで主人のもとを離はなれた際、別の狩人に出くわしても危険がないように、そこは徹てつ底ていされているのである。その結果として、彼らは家に忍しのび込もうとする見知らぬ人間に対しても襲いかかることができないので、番犬としては役には立たないのだという話であった。

「もともとの六頭に加えて、これで十八頭ですか。一気に三倍増とは、すごいですね」

「はい。ジャガルの商人、十五頭の猟犬、連れていましたが、三頭、買いませんでした。その三頭、老犬であり、目や鼻、弱っているようでした。……おそらく、質のわかる客かどうか、試ためすため、連れてきたのでしょう」

　それは何とも、意地の悪い話である。しかしシュミラルは、猟犬にも劣らぬ穏おだやかな表情で微笑んでいた。

「客、試す、当然のことです。彼ら、自分の商売、誇ほこり、あるのでしょう。しかも、猟犬、生き物です。大事、育てた猟犬、おかしな客、売りたくないと思う、当然です」

「なるほど、そういうものですか。さすがは《銀の壺》の元団長ですね。……ジャガルの商人たちとは穏おん便びんに取り引きをすることができたのですか？」

「はい。私、セルヴァの民、誓ちかい、見せたので、信用、得ること、できたと思います」

　そう言って、シュミラルは片方の腕を広げて、もう片方の手で心臓をつかむようなポーズを取った。西の民が、自分は西方神の子であると宣せん誓せいするときに用いる仕草である。俺もかつて、カミュア＝ヨシュがその宣誓をする姿を目にしたことがあった。一見して西の民とわからない人々は、そうして自分の身を明かす必要に迫せまられることが多々あるようなのだった。

「それに、リミたちの料理も美味しそうに食べてくれてたよー！　夜もギバの肉を食べさせてくれーって、貴族たちにお願いしてたもん！」

「そっか。それならきっと、ギバの腸ちよう詰づめ肉やベーコンの料理を口にすることになるんだろうね」

　城下町で口にできるギバ肉は、その二種だけだ。不定期ながら、そこそこの量が城下町でも買いつけられるようになったので、宿屋か料理店のいずれかでそれを口にすることになるのだろう。

　そうして俺たちが楽しく会話を続けていると、本家のほうからミーア・レイ母さんが近づいてきた。

「やあ、アスタ。なかなか来ないんで、こっちから出向かせてもらったよ」

「あ、すみません。すぐに勉強会を始めますので」

「何も急ぐ必要はないさ。ただ、家長からアスタに言こと伝づてがあってね。ファの家は、この十二頭の内の一頭を自分の家のものにしたいんだろう？」

「はい。かねがねそのようにお願いしていました」

「それじゃあ、そいつは今日の内に引き取ってほしいっていう話だったよ。明日になったら、さっそく他の氏族のところに連れていくみたいだからさ」

　ドンダ＝ルウは、これを森辺中の氏族にお試しで使ってもらうために、ルウ家の資産で買いつけたのだった。もしもそれで「不要」と見なされたなら、今後はすべてルウの血族のみで扱っていくことになるのだ。

　しかしファの家においては、銅貨を出して一頭を引き取る話をすでに通させていただいていた。アイ＝ファの性格上、ひとたび行動をともにしたら情が移るに違いないと予測したのである。

「うーん、今日の内ですか。もしもアイ＝ファの帰りが遅かったら、明日の早朝とかでも大丈夫でしょうか？」

「そりゃまあ、一番遠い北の集落でも、荷車さえあればそれほどはかからないからね。いつもの商売に行く時間よりも早いぐらいだったら、十分に間に合うと思うよ」

「わかりました。アイ＝ファにはそのように伝えておきます」

「アイ＝ファには、猟犬の善し悪しなんてわからないだろう？　アスタが適当なのを連れて帰っちまえばいいんじゃないのかい？」

「いえ。猟犬と一いつ緒しよに仕事をするのはアイ＝ファですから、狩りの相棒に相応ふさわしいのはどの猟犬か、自分の目で見極めてもらおうと思っています」

「なるほどね」とミーア・レイ母さんは微笑んだ。ただ、目もとにいくぶん疲れの余よ韻いんみたいな陰がある。いつも朗ほがらかなミーア・レイ母さんには珍めずらしいことである。

「あの、身体の調子でも悪いのですか？　ちょっと元気がないように見えるのですけれど」

「え？　いや、身体は元気だよ。だけどほら、ルティムの一件があるからさ」

「ああ、その件ですか。……ガズラン＝ルティムたちとは、上う手まく折り合いがついたのでしょうか？」

「折り合いがついたっていうのかねえ。けっきょくダン＝ルティムの言い分が通っちまった格好だから、あたしはちょいと心配なんだよ」

「ええ？　それじゃあ、モルン＝ルティムをドム家に嫁入りさせることで、話がまとまったのですか？」

　俺の言葉に、ミーア・レイ母さんは「とんでもない！」と手を振った。

「そんなとんでもないことが決定されてたら、あたしだってこんな風に呑のん気きにはしていられないよ。ただ、ダン＝ルティムたちはいっこうにあきらめる気配がなくってさ。とにもかくにも、モルン＝ルティムの気持ちをもういっぺん確認させてほしいって言いだしたんだよ」

「気持ちの再確認ですか。それは確かに大事なことだと思いますが……でも、どうやって？」

「うん。この猟犬ってのは、狩人と一緒に貸し出すことになるだろう？　それで一緒に、モルン＝ルティムも北の集落に連れていこうっていう考えなんだよ」

　言うまでもなく、森辺の狩人がいきなり猟犬を使いこなせるわけではない。ルウ家においても、最初の内はシュミラルが同行して、どのように猟犬を活用するべきか入念に手ほどきしてくれたのである。それを眷族の末まつ端たんにまで伝えるには、かなりの時間を必要としたはずだった。

　よって、他の氏族に猟犬を貸し出す際も、ルウおよびその眷族の狩人が同行することになるのである。あの、ザザやサウティに調理や血ち抜ぬきなどの手ほどきをしたときと同じ要領で、数名ずつ狩人が各氏族に割わり振られる計画になっていた。

　ただ異なるのは、その規模の大きさだ。なにせ相手は、森辺の全氏族なのである。もちろん、実際に手ほどきするのは親筋の氏族に限られるが、それでも数は九氏族に及ぶ。ザザ、サウティ、フォウ、ベイム、ガズ、ラッツ、ダイ、ラヴィッツ、そしてスンの九氏族である。ファとスドラはそこから除外されていたが、ファでは一頭の猟犬を独自で買わせてもらう予定であるし、スドラはフォウないしスンの家と合流して、手ほどきを受ける予定になっていた。ともあれ、九氏族に手ほどきをする予定であるのだ。

　しかもルウ家は、休息の期間が目前に迫っている。それで、休息の期間ならば思うぞんぶん狩人を派は遣けんすることができる――とは考えず、休息の期間を迎むかえる前に、まとめて片付けてしまおうという方針を選んでいた。休息の期間中は家族との交流を大事にするべきであると、ドンダ＝ルウは考えたようだった。

　そういったわけで、明日からさっそくその手ほどきが始められるのだ。猟犬一頭につき、二名の狩人を同行させるらしい。そして、派遣した先からは同じ数の狩人をこちらに招き、その者たちにも手ほどきをするのである。そのあたりも、血抜きや調理の手ほどきをしたときと同様のやり口であった。

　ここ最近では、ファやフォウやスドラでも、同じような仕事に励んでいた。これまで交流の薄うすかったダイ、ラヴィッツ、スンなどの氏族に調理や血抜きの手ほどきをした際のことである。しかしあのときは狩人もかまど番も、午後の限られた時間にだけ、相手の集落を訪れていた。荷車の機動力を活いかして、人海戦術を取ったようなものだ。

　だが、九つもの氏族が相手では、荷車での送そう迎げいもおっつかない。それに、家の遠い氏族は荷車を使っても現地まで一時間以上はかかるのだから、日が沈しずむまで狩人の仕事に励んでいると、夜よる遅おそくの帰宅になってしまうのだ。

　よって今回、交こう換かんした狩人は相手方の家に宿しゆく泊はくすることになる。ルウの血族からは十八名の狩人が各氏族に散り、相手がたからは同じ数の狩人を受け入れることになるのである。ほとんど親交のない小さき氏族とも、ルウ家はそうして新たな縁を紡つむぐことになるのだ。森辺の族長となってから数々の英断を下してきたドンダ＝ルウであるが、このたびの行いもそのひとつに加えられるのは疑いようのないところであった。

「……で、こっちでその役を担うのは、ルウとルティムとレイとミン、それにリリンの五氏族なんだよね。リリンは狩人の数が少ないけど、やっぱりシュミラルのおかげで、猟犬の扱いには一番長たけているようだからさ。二人だけ狩人を出してもらうことになったらしいんだよ」

「なるほど。残りの十六名を、四氏族からまかなうわけですか。ひとつの氏族から四名ずつと考えれば、まあそれほど無理はないのかもしれませんね。で、北の集落にはルティムから狩人を派遣して、そこにモルン＝ルティムも同行させる、というわけですか」

　いったいどのような理由で同行させようというつもりなのかはわからないが、そうでもしないとモルン＝ルティムを北の集落に出向かせることはかなわないだろう。ずいぶんとまた、絶ぜつ妙みようなタイミングで猟犬が届いたものである。

「でも、それでもういっぺん本人の気持ちを確認させようっていうのは、正しい判断だと思いますよ。それでもしもあきらめるほうに気持ちが傾かたむいたら、何も騒ぎにはならないわけですしね」

「ああ。あたしもそこには反対しちゃいないんだよ。本当にドム家に嫁入りしたいのかどうか、頭が割れるぐらい、おもいっきり自分の気持ちと向き合ってほしいと思ってるさ」

　そのように述べてから、ミーア・レイ母さんは深々と溜息をついた。これまた、ミーア・レイ母さんには不似合いな所作である。

「どうしたのですか？　ミーア・レイ＝ルウが打ち沈んでいる理由が、いまひとつわからないのですが」

「打ち沈んでいるっていうかさ……ルティムでは、モルン＝ルティムと一緒にダン＝ルティムを北の集落に送りつけるつもりでいるんだよ」

「えっ」と言ったきり、俺も絶句してしまった。ミーア・レイ母さんは、力なく首を振っている。

「ね？　こいつはちょいとばっかり、頭の痛くなる話だろう？　ダン＝ルティムはルウの血族でもとびきり血の気の多い御ご仁じんだからさ。普ふ段だんは陽気だけど、いったん怒おこったら暴れるまで収まらないし……アスタだって、そこんところはよくわかってるよね？」

「は、はい。もちろんダン＝ルティムは大事な友ですし、大好きな相手ではありますが……」

「あたしだって、おんなじ気持ちさ。でも北の一族ってのは、スン家が潰つぶれるまではルウ家と角つの突つきあってた仲だからねえ。あたしは考えれば考えるほど心配になっちまうんだよ」

「そ、それでもドンダ＝ルウは了りよう承しようしたのですか？」

「うん。どうか信用してほしいって、ガズラン＝ルティムに言いきられちまってね。これがダン＝ルティムひとりの考えだったら、たぶん家長も許さなかったと思うんだけどさ」

　ガズラン＝ルティムも、その話を了承しているのか。そう考えると、俺は少しだけ気持ちを軽くすることができた。確かにダン＝ルティムは爆ばく薬やくのような破は壊かい力りよくをもった御仁であるが、ドンダ＝ルウとガズラン＝ルティムがそろって了承したというのなら――少なくとも、俺などが心配してもしょうがない、というぐらいの心情にはなれた。

「ま、今さらどうこう言ったって始まらないからね。どうかおかしなことにならないよう、森に祈いのるしかないだろうさ。……さ、リミ、そろそろ料理の勉強会なんじゃないのかい？」

「うん！　アイ＝ファはどの子を選ぶのかなー。楽しみだなー」

　おそらく話は耳に入っていたのだろうが、リミ＝ルウは無む邪じや気きそのものであったし、シュミラルも沈ちん着ちやくに猟りよう犬けんの様子を見守っている。

　俺も心を乱すことなく、自分の仕事に取り組むべきなのだろう。一番大変なのはモルン＝ルティム本人であるし、その次に大変なのは、ドンダ＝ルウやガズラン＝ルティムたちであるのだ。何かの弾みで俺の力を必要とされれば、そのときは全力で支し援えんすればいい。そのように心に定めて、俺は自分の仕事に取りかかることにした。




　その夜である。

　晩ばん餐さんを終えた俺たちは、新しい家族とともに穏やかな時間を過ごしていた。狩りの仕事から戻ったアイ＝ファは、その足でルウの集落へと駆かけつけて、無事に猟犬の一頭を引き取ってきたのである。

　今その猟犬は、広間に敷しかれた敷しき布ふの上で丸くなっている。晩餐としてギバ肉と骨ガラを与あたえたので、とても満足そうな面おも持もちだ。

　アイ＝ファが選んだのは、いくぶん赤みがかった毛色をした一頭であった。今はまぶたを閉ざしているが、とりわけ賢かしこそうな眼まな差ざしをした猟犬で、俺もひと目で気に入ることができた。その猟犬の背中ごしには土間で丸くなったギルルの巨きよ体たいも見えており、微笑ましい限りである。

「可愛い寝ね顔がおだな。これで狩りのときはギバを相手にできるぐらい勇ゆう敢かんだっていうんだから、驚きだよ」

「うむ」とうなずくアイ＝ファの目は、さっきから猟犬のほうに固定されてしまっている。愛いとおしくて愛おしてくてたまらない、といった眼差しである。やっぱり森辺の民というのは、トトスや犬に対して無条件に心ひかれてしまう一面があるようだった。

「狩りの仕事では、フォウの人たちと一緒に手ほどきを受けるんだって？」

「うむ。私ひとりのために狩人を借り受けるのは申し訳ないし、代わりに送りつける狩人もいないしな。数日ばかりは、フォウやルウの狩人とともに森に入ることになろう」

　そこでアイ＝ファは、ひさびさに俺のほうを振り返ってきた。

「どうやらフォウの家に出向いてくる狩人の片方は、ルド＝ルウであるらしい。あやつがフォウの家で眠るというのは、何やら奇き妙みような気分だな」

「あ、そうなのか。ルド＝ルウとアイム＝フォウが仲良くなったら楽しいな」

「うむ」

　とても穏やかな顔でうなずいてから、アイ＝ファはちょっと居住まいを正した。

「ところでアスタよ、この新たな家人の名前についてなのだが」

「ああ。買われた猟犬は新しい主人に名前をつけてもらうんだってな。何かいい名前は思いついたか？」
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「いや。その名は、お前につけてもらいたく思う」

　それは、ずいぶんと意外な申し出であった。

「どうしてだ？　その猟犬はアイ＝ファの相棒なんだし、そうでなくっても家長のアイ＝ファが名前をつけるべきだと思うけど」

「しかし、ギルルなどはお前の相棒といっていい存在であるのに、私が名づけることになった。ゆえに今回は、お前に名づけてほしいのだ」

　そのように述べてから、アイ＝ファはちょっともじもじした。すでに髪かみはほどいているので、金きん褐かつ色しよくの光が薄うす闇やみにきらめいている。

「それに……森辺で子供が生まれたときなども、やはり家長たる父が名づけることが一番多いのであろうが、母が名づけることもある。一いち概がいに、家長だけが名をつけると決まっているものでもない」

「うん、ああ、そうなのか」

　アイ＝ファがもじもじしているので、俺までちょっと恥はずかしくなってきてしまった。俺としては赤子を迎える擬ぎ似じ体験をしているような心ここ地ちであったのだが、アイ＝ファはどういった理由でもじもじしているのだろう。あまり深く考えるといよいよ落ち着かない心地になりそうであったので、俺は何とか気持ちを切り替かえるべく努力した。

「だけどそいつは責任重大だな。しかも俺は、森辺における名前のつけ方っていうのがよくわからないんだけど……」

「うむ。その点は私も考こう慮りよした。お前がいくつか候補をあげて、私がその中から選ぶというやり方ならばどうであろうか？　このギルルなども、私があげた二つの名前から、お前が選んだようなものであるしな」

「なるほど」と俺は納なつ得とくすることにした。いささかならずプレッシャーを感じないでもないが、ともあれアイ＝ファからの提案を無下にする気持ちにはなれない。ならば、頭をひねってこの新しい家族に相応しい名前を考案するしかないだろう。

「それじゃあ、どうしようかな……やっぱり森辺では、名前に意味とかを込めるものなのかな？」

「込めることもあれば、言葉の響きだけで決めることもある。私のアイという名前には、これといった意味合いなどは存在しないはずだ。大事なのは、その相手を思う心情なのであろう」

「ふむ」と俺は思案した。

　ギルルというのは、アイ＝ファの父親たるギル＝ファを偲しのんでつけられたものである。

　サリス・ラン＝フォウの子であるアイム＝フォウは、アイ＝ファのように立派な狩人になれるように、という思いが込められている。

　トトスのルウルウとファファなどは、言うまでもなく氏族の名前からつけられたものだ。

　同じくルウ家のトトスであるジドゥラは――たしか、シムの言葉で「赤」という意味だ。羽毛の色合いが赤みがかっているので、そのように名づけられたのだろう。

　ルティム家のトトスであるミム・チャーは、やはりシムの言葉で「明日」という意味であるらしい。恥ずかしながら、俺の名前を由来として、ダン＝ルティムがそのように命名したのである。

　あとはライエルファムというのも、森辺に伝わる古い言葉で「猛たけき猿さるの牙きば」とかそういう意味であったはずだ。かつて黒猿という獣けものを狩っていた頃の名な残ごりで、森辺にはそういう言葉が伝わっていたらしい。

　こうして考えてみると、やっぱり名前というものには、さまざまな意味や思いなどが込められているように思える。いよいよ俺の責任は重大であるようだった。

「あまり気負うな。いっそ、お前の故郷の流りゆう儀ぎでつけてしまうというのはどうだ？」

「え？　それでいいのかなあ？」

「かまうまい。お前はれっきとした森辺の民であるが、スン家のように罰ばつとして血の縁を絶たれたわけではないのだ。己おのれの故郷を誇りに思う気持ちを捨てる必要はない」

「そうか。なるほどな」

　アイ＝ファがそのように言ってくれるのならば、俺のほうにも異存はなかった。

「俺の故郷の流儀で、犬の名前をつけるとなると……まず思いつくのは、ポチかなあ」

「…………」

「あ、いや、見た目からしてポチって感じじゃないよな。今のは一例だから、忘れてくれ」

「……忘れてよいのなら、幸いだ」

　どうやらポチという名前の響きは、アイ＝ファのお気きに召めさなかったらしい。ただ、なんとなくプレッシャーの度合いが高まってきた感がある。

「えーと、それじゃあ……タロスケとか、ムサシとか？」

「…………」

「いや、和風の名前はピンと来ないな。うーん……それじゃあ、リッキーとか、ベンとか……」

「…………」

「いやいや、やっぱり言葉の響きだけでつけるのって難しいぞ。何かしらの意味を込めてあげたいな」

「何でもかまわんが、あまり珍ちん妙みようでないほうが嬉うれしく思うぞ」

「だから、どういう名前が珍妙に聞こえるのか、俺にはよくわからないんだよ。えーと……毛の色が赤みがかってるから、レッドとか……身体が大きいから、ビッグとか……」

　しかしそれは、身体的特とく徴ちようにすぎない。もうちょっと、こうあってほしい、という思いなどを込めるべきなのだろうか。

（俺の親父や母さんたちだって、きっと色々と頭を悩なやませたあげくに、明あ日す太たっていう名前をつけてくれたんだろうしな）

　俺は目を閉じて、熟考した。すると、ひとつの単語がぽっかりと頭に浮うかんできた。

「ブレイブ、とかはどうだろう？」

　アイ＝ファの眉まゆが、ぴくりと動いた。

「……それには何か、意味などがあるのか？」

「ああ。たしか、『勇者』とか『勇敢な』とか、そういう意味だったと思う」

　元ネタは、映画マニアのクラスメートに無理やり押おしつけられたＤＶＤのタイトルである。ずいぶん昔に観みた映画なので内容はうろ覚えであったが、たしかアメリカ先住民の登場する、なかなか陰いん惨さんな内容であったはずだ。

　その映画の内容はともかくとして、言葉の意味合いとしては猟犬にぴったりなのではないだろうか。そのように思ってアイ＝ファを振ふり返ると、とてもやわらかい笑顔に迎えられることになった。

「いい名だな。それに決めることにしよう」

「うん、アイ＝ファに気にいってもらえたなら何よりだよ」

　赤みがかった毛並みをした猟犬ブレイブは、いまだ自分が名づけられたことも知らずに眠りこけている。アイ＝ファと俺とギルルに続く、ファの家の四番目の家族だ。今後はアイ＝ファとともにブレイブも無事に帰ってこられるように、俺は毎日森に祈ることになるわけである。

（アイ＝ファをよろしく頼たのむな、ブレイブ）

　そうして大役を果たした俺は、急激な睡すい魔まに見み舞まわれることになった。

「それじゃあ、そろそろ休もうか。色々あったから、今日は頭が疲れちまったよ」

「うむ？　ブレイブを迎えた他にも、何かあったのか？」

「例の、モルン＝ルティムの一件さ。俺が悩んだってしかたないけど、やっぱり色々と考えさせられちゃってな」

「ああ、その件か。……ようやくスフィラ＝ザザの一件が片付いたところだというのに、せわしないことだな」

「うん。なんとか丸く収まってほしいもんだよ」

　俺たちは、寝しん具ぐの準備をすることにした。といっても、雨季による寒冷は去ったので、広間に敷布を広げるだけのことだ。俺はアイ＝ファの要よう請せいで、ブレイブのかたわらにそれを広げることになった。

「俺がこの位置でいいのか？　てっきりアイ＝ファはブレイブのそばで寝たがるかと思ってたのに」

「これでいいのだ。これならば、眠るまで全員の姿を目におさめることがかなう」

　そのように述べながら、アイ＝ファは敷布の上で寝ね釈しや迦かのような体勢を取った。その視線の先に、俺、ブレイブ、ギルルが順に並んでいる格好である。

　燭しよく台だいの火は消されて、目の頼たよりになるのは月明かりだけだ。アイ＝ファは新しい家族を迎えた喜びを噛みしめつつ、まだしばらくは眠る様子もなかった。

「……そういえば、アイ＝ファに聞きたいことがあったんだけどさ」

「うむ、何だ？」

「ずいぶん前の話だけど……ダレイム伯はく爵しやく家けの舞ぶ踏とう会かいで、アイ＝ファはちょっと心配そうにスフィラ＝ザザとレイリスの姿を見てたよな。ひょっとしたら、あのときにもう二人の気持ちに気づいてたのか？」

　しばらくの沈ちん黙もくの後、アイ＝ファは静かな声で言った。

「確証はなかったが、そんなような空気を感じてはいた。まさか、あそこまでの騒さわぎになろうとは予測できなかったがな」

「やっぱりそうだったのか。意外に鋭するどい眼力を持ってるんだな」

「意外とは何だ。私は狩人だぞ？」

「いや、色いろ恋こいに関しての眼力まで持っているとは思わなかったんだよ」

　アイ＝ファはわざわざ長い足をのばしてまで、俺の足を蹴けってきた。

　スフィラ＝ザザやモルン＝ルティムは、いったいどのような気持ちで眠りにつこうとしているのか。そんなことを考えるでもなしに考えながら、俺は睡魔に身をゆだねることにした。




３




　ルウの一族による猟犬の扱いの手ほどきは、さしあたって六日間と定められていた。それだけあれば、最低限の手ほどきはかなうだろうという判断だ。あとは猟犬だけを各氏族の家に残し、心ゆくまでその力を味わってもらおうという算段であった。

　アイ＝ファが言っていた通り、フォウ家においてその役割を担になったのは、ルド＝ルウと分家の少年のコンビである。その代わりに、フォウとランの狩人が一名ずつ、ルウの集落に逗とう留りゆうするのだという話であった。

　アイ＝ファとブレイブも、この期間は彼らとともに森に入ることになる。なおかつそこには、一日置きでスドラの狩人も加わることになった。フォウの家に来ない日は、スンの集落で手ほどきを受けるらしい。彼らはいまだに五日置きぐらいの頻ひん度どでスンの集落に出向いていたので、この時期だけは変則的な日程を組んだのだそうだ。

　なおかつ、スドラの狩人がスンの集落を訪おとずれる日には、北の一族であるジーンの狩人も日程を合わせるのが通例となっている。ルウ、スン、ジーン、スドラの四氏族で狩りを行うというのは、なかなかものすごい話であった。立場も気き性しようも異なる四氏族の狩人たちが、いったいどのような態度でこの仕事に取り組んでいるのか、ちょっと覗のぞき見したいぐらいである。

　なお、その他の氏族については、ザザとラヴィッツにルティム、サウティとダイにレイ、ガズとラッツにミン、ベイムにリリン、という組み合わせで狩人の交換が為なされていた。個人的に興味深かったのは、ガズとラッツにミン、という組み合わせであろうか。それらの氏族はいずれも屋台の商売に女衆を派遣していたので、間接的な繋つながりが先んじて生じていたのである。晩餐などではいったいどのような会話が為されるのか、こちらもなかなか想像をかきたてられるところであった。

　だけどやっぱり一番気にかかるのは、北の集落である。そちらに派遣されたのはダン＝ルティムとディム＝ルティムで、予定通りにモルン＝ルティムも同行させていた。なおかつ、本来は親筋であるザザ家に逗留するところを、ドムの本家に逗留させていただきたいと願い出たらしい。

「ザザ家をおざなりにするつもりはないが、このたびはドム家と縁えんを深めさせてもらいたいのだ！」

　森辺において、虚きよ言げんは罪である。よって、ダン＝ルティムは言葉を偽いつわることなく、そのように申し出たそうだ。もちろんモルン＝ルティムの心情というものは、いまだ北の集落では明かされていない。この六日間で、彼かの女じよは自分の心情を確かめて、今後の進むべき道を決めるのである。

　やはりディック＝ドムへの想おもいを捨てきれずに、ドム家への嫁よめ入いりを願い出るのか。あるいは森辺の平へい穏おんを保持するために、告白しないまま想いを打ち捨てるのか。俺おれとしても、たいそう落ち着かない気持ちで六日間を過ごすことになった。

　そしてその期間内に、レム＝ドムが一度だけファの家を訪れていた。

「まったくあのルティムの先代家長というのは、騒がしくてたまらないわね！　何だか家の中でギバを飼っているような心地よ！」

　レム＝ドムは、そんな風にぼやいていた。これまでは兄と二人きりであった静かな家に、三人の闖ちん入にゆう者しやと一頭の猟犬を迎え入れることになったのである。そこにダン＝ルティムが加わっていれば、人数以上の騒がしさが生じるのは必然であった。

「レム＝ドムは、多少なりともダン＝ルティムと交流があったよね。ディック＝ドムのほうは大だい丈じよう夫ぶかい？」

「何をもって大丈夫とするかだわね。……もっとも、ディックは誰だれが相手でも心を乱すことはないから、わたしほど困ってはいないだろうけどさ」

「レム＝ドムは、何か困っているのかな？」

「困るというか、落ち着かなくてたまらないわよ」

　そうしてレム＝ドムは、俺の顔をじっとりとねめつけてきた。

「ねえ、ルウ家の連中は何を企たくらんでいるの？　あなただったら、何か知っているんじゃない、アスタ？」

「た、企むって何の話さ？」

「とぼけないでよ。ザザではなくドムの家に逗留したいっていう理由もよくわからないままだし、おまけに狩人ばかりでなく女衆まで引き連れているし、おかしな話ずくめじゃない。いずれドンダ＝ルウから説明があるので詮せん索さくは不要とか言われてるけど、グラフ＝ザザなんかは相当うろんに思っているはずよ？」

「ああ、そうなのか。……でもまあこれはルウやルティムの問題だから、俺が余計な口を叩たたくわけにはいかないよ」

「意地悪ね！　腹いせに、アイ＝ファに余計な手ほどきをしちゃおうかしら」

「そ、そんな手ほどき、アイ＝ファだって拒きよ絶ぜつするはずだよ！」

「あら、そうとは限らないんじゃない？　それでアスタが喜ぶと考えたら、森辺の習わしなんて足あし蹴げにしそうだし」

　俺は、背筋の凍こおる思いであった。

「頼むから、馬鹿な真ま似ねはしないでおくれよ。いずれドンダ＝ルウから説明してもらえるっていうなら、それを信じて待っていてくれ。きっとドンダ＝ルウは族長に相応しい行動を取ってくれるはずさ」

「そのように願いたいところね。今さらルウ家ともめるのはごめんよ」

　レム＝ドムは深々と溜ため息いきをつく。俺だって、一番心配しているのはその点に他ならなかった。

「そういえば、肝かん心じんの猟犬はどうだったんだい？　ドム家の狩人も、一緒に手ほどきを受けているんだろう？」

「話をそらそうという魂こん胆たんね。……うん、あれは見事な働きを見せているわ。あんなに狩りの役に立つ獣は他にいないでしょうね」

「それはよかったよ。狩りの仕事の危険が減るなら、ディック＝ドムも喜ぶだろうね」

　ディック＝ドムの反対を押し切って狩人の仕事についたレム＝ドムは、仏ぶつ頂ちよう面づらで頭をかきむしる。

「だけどあれは、トトスより値が張るのでしょう？　どんなに便利でも、そう簡単に手に入りはしないのでしょうね」

「うん。だけど、もしも森辺のみんなが望むなら、城下町から受け取る褒ほう賞しよう金きんだけじゃなく、ルウ家が資産を切り崩くずしてでも買い求めるんじゃないかな。そのときは、ファの家も援えん助じよしようと考えているよ」

「稼かせいだ銅貨を、余よ所その氏族のために使おうというの？」

「何もおかしな話ではないだろう？　ファの家ではロクに銅貨の使い道もないんだからさ」

「……それがベイムやラヴィッツを味方に引き入れるための算段だとしたら、大したものね」

「そんなつもりはないよ。それに、銅貨を稼ぐだけがファの家の行いじゃないからね。外の人々と絆きずなを深めることが正しいって認められないことには、意味がないさ」

　そうしてレム＝ドムは、あんまり納得がいった様子もなく自分の家へと引き返していった。ドムからファまでは遠いのに、わざわざ愚ぐ痴ちをこぼしに出向いてきたわけである。これもルティム家のもたらした騒そう動どうの余波ともいうべき事こと柄がらであった。

　しかしとりあえず、余所の氏族に関しては、問題なく猟犬の扱あつかいを手ほどきされているようだった。特にアイ＝ファなどは、毎日ご機き嫌げんの様子だ。「ブレイブは賢いな」とか「ブレイブは立派だぞ」とか、朝も夜も口を開けばブレイブの話題ばかりである。子こ煩ぼん悩のうというか何というか、身内にはひたすら甘あまいアイ＝ファなのだった。

「そういえば、ブレイブには生の肉や骨しか与えていないのだな。アスタの料理を食べさせることはできぬのか？」

「うん。食べられないことはないみたいだけど、生の肉が一番なんだってさ。ピコの葉に漬つけた肉だったら、よーく洗ってからあげたほうがいいらしいぞ」

「そうか。ならば日に一頭はギバを狩って、新しん鮮せんな肉を食べさせてやりたいものだな」

　随ずい時じ、この調子である。アイ＝ファの関心を独どく占せんされたような心地でほんのちょっぴりさびしいこともなくはなかったが、そうしてアイ＝ファが幸福そうに振る舞まっている姿を見るのは、俺にとって一番の喜びであった。

　その他の氏族についても、俺は間接的にあれこれ耳にすることができた。宿場町での商売と、そのための下ごしらえ、さらにはルウ家で行われる勉強会などで、俺はさまざまな氏族の人々と顔をあわせる機会を有しているのである。それに最近ではダイの家からも商売用のギバ肉を買いつけられるようになっていたので、ほとんどすべての氏族と交流があると言いきってもいいぐらいであった。

　ざっと考えるに、接点がないのはザザ、サウティ、スンぐらいのものであったかもしれない。いまやファの家の商売に関わっていないのはその三氏族を親筋とする家のみであるのだから、当然といえば当然の話である。ただし、スン家についてはスドラ家から話を聞くことができたし、そこにはザザの眷けん族ぞくたるジーンも加わっていたので、完全に没ぼつ交こう渉しようと言えるのはサウティぐらいなのかもしれなかった。

　しかしまあ、ダリ＝サウティというのは中立的でありながら進歩的な考えのできる人物でもあったので、何も心配はいらないだろう。というか、ファの家の行いには反対しているラヴィッツやベイムなどは、猟犬たちの存在をきわめて好意的に受け入れているように感じられた。大きな変化を嫌きらったり、昔ながらのしきたりを重んじたりする彼らでも、やはり猟犬というものの得え難がたさはすぐに実感することができたのだ。少なくとも、フェイ＝ベイムやリリ＝ラヴィッツから聞く限りは、そのように思うことができた。

「俺たちは、いつになったら猟犬というものを扱えるのだ？　何かとんでもない貧びん乏ぼうくじを引かされたような心地だぞ！」

　とある日、そのように述べたてたのはラッド＝リッドであった。彼らは親筋でないために、猟犬を派遣されることもなかったのだ。なおかつ他の氏族においては、親筋とともに眷族たちも何名か猟犬をともなった狩りに同行しているはずだった。が、リッドとディンは親筋たるザザときわめて家が遠いために、そうすることがかなわないのである。

「もう何頭か猟犬を買えていれば、眷族の多いザザとサウティには二頭ずつ回す予定だったみたいですが、残念ながら数が足りなかったようですね」

「ううむ。それではこの六日が過ぎて、ザザ家が手ほどきに出向いてくれるのを待つしかないわけか。やっぱり、貧乏くじではないか！」

　どこかダン＝ルティムと通ずるところのあるラッド＝リッドは、そのように述べながらぷりぷりと怒っていた。しかし、肝心の猟犬の数が足りていなかったのだから、こればかりはしかたがない。総勢十八頭となった猟犬であるが、その内の二頭はシュミラルが所持しており、一頭はファの家で引き取ることになった。そうすると、リリンを除くルウの眷族で六頭、各氏族に分配した九頭で、綺き麗れいに使いきってしまうことになるのだ。

（本当だったら、ルウの血族ですべての猟犬を使いたかったぐらいだろうに、ほぼ無期限でそれを他の氏族に貸し出してるんだ。文句を言ったら、バチが当たるよ）

　猟犬の値段は、一頭で白銅貨六十五枚であると聞いていた。ちなみにトトスの値段は白銅貨五十枚、鉄てつ鍋なべの値段は二十四枚である。ちょっとひさびさにギバの角や牙で換かん算さんすると、それはおよそ五十四頭分に値する価格であるはずだった。

　また、食材の値段などを考えると、白銅貨というのは一枚で二千円ぐらいの価値があるのではないかと思われる。となると、俺の感覚的に、猟犬というのは一頭で十三万円ぐらいの価格になるのだ。それをいっぺんに十一頭も買い付けて、その内の九頭を血族ならぬ氏族に引き渡わたしたドンダ＝ルウの裁量には、感心するばかりであった。いかにジェノス城からの褒賞金を猟犬に費ついやすことになっても、これだけの猟犬をいちどきに準備することはできなかったはずだ。

　これまで銅貨の使い道のなかったルウ家は、ここで一気にそれを放出することに決めたのである。ならばファの家も、少しはそれに援助させてもらいたいところであった。各氏族の働きがなければ、ファの家もこれだけの資産を手にすることはできなかったのだから、それを森辺に還かん元げんすることこそが、俺たちには正しい道であると思えてならなかった。

　しかしまあ、これ以上の猟犬を導入するかどうかは、いま少し各氏族の動向を見守ってからだ。猟犬売りの商人にも、シュミラルはそのように言い置いて別れを告げたようだった。

　そんな感じで、その六日間は粛しゆく々しゆくと過ぎていった。

　もちろん猟犬以外の部分でも、さまざまな変化や出来事は生じている。たとえばレイナ＝ルウはこの期間内に生誕の日を迎えていたし、ディアルやアリシュナなどが屋台を訪れてくれたこともあったし、ファの家でもついに石いし窯がまを完成させることができたりもしていた。

　また、いまだに怪け我がが治りきらない衛兵のマルスがひそかに常連客となってくれていたり、トゥール＝ディンから届けられる菓か子しに喜んだオディフィア姫ひめからお礼の花束や飾かざり物ものが届いたり、フォウの女衆の間でルド＝ルウの可愛かわいらしさや頼もしさが話題になったりと、平穏な日々でも話題に事欠くことはない。

　だけどやっぱり、俺にとって一番気にかかっているのは、北の集落の動向であった。ごく早い段階でレム＝ドムが状じよう況きようを伝えてくれたりもしたが、そこからはぷっつりと情報が途と絶だえてしまったのだ。ツヴァイやオウラといったルティムの家人とは毎日のように顔をあわせていたものの、彼女たちとて北の集落の状況は知りようがない。また、ザザやドムの血族であるディンやリッドの人々も同様であった。

「でも、ダン＝ルティムが北の集落で騒ぎを起こしたりはしないと思いますよ」

　そのように語ってくれたのは、モルン＝ルティムの代わりに屋台を手伝うようになったオウラであった。俺にとってはひさびさに顔をあわせることになった、ツヴァイの母親――かつては族長ズーロ＝スンの伴はん侶りよであり、娘むすめのツヴァイともどもスンの氏を剥はく奪だつされてルティムの家人となった、三十歳さい手前ぐらいの穏やかな女衆だ。

「ダン＝ルティムと北の狩人たちは、相通ずる部分も多いように思うのです。以前はスン家のせいで反目しあっていましたが、そういう諍いさかいが終わった今ならば、意外に仲良くなれるのではないでしょうか」

「フン。賭かけてもいいけど、ダン＝ルティムは毎日のように北の連中と力比べをしてるだろうネ。せっかく離はなれて暮らしてるのに、ここまで高笑いが聞こえてきそうだヨ」

　そんな風に荒あら々あらしいながらも平和裡りにコミュニケーションが取れているなら、幸いである。確かにまあ、小こ理り屈くつを嫌うという意味では、ダン＝ルティムと北の狩人たちは似ているのかもしれない。ただ、気性の面ではずいぶん違ちがっているようにも感じられるので、俺としては心配が尽つきないのだった。

「そうでしょうか？　確かに北の狩人というのは張り詰つめた部分もありますが、自分の家では相応に気をゆるめているのではないかと思います。それに、狩人として比類なき力を持つダン＝ルティムであれば、ぞんざいに扱われることもないでしょう。北の集落では、狩人としての力量がひときわ重んじられているのですからね」

「フン。ディガやドッドなんかは、さぞかし肩かた身みのせまい思いをしてるんだろうネ」

　そういえば、その両名もドムの集落で暮らしているのだった。レム＝ドムの口ぶりからして本家に住まっているわけではないようだが、何にせよダン＝ルティムとともに森へと入っているのだろう。

（確かにまあ、それはそれで貴重な交流の機会なんだろうな）

　そのように考えつつ、俺は無用な騒そう乱らんが起きぬように、森に祈っておくことにした。




　そうして迎えた、朱しゆの月の二十日である。

　猟犬の手ほどきが始められて、七日目の朝のことだ。

　この朝に、狩人たちは各自の家に戻もどることになっていた。そして昨晩は、ドンダ＝ルウとガズラン＝ルティムが北の集落に向かったのだと聞いている。モルン＝ルティムの気持ちを確かめた上で、グラフ＝ザザやディック＝ドムたちに、今回のルティム家の行動について事情を打ち明けるのだそうだ。

　仮にモルン＝ルティムがあきらめる方向に気持ちを固めたとしても、包つつみ隠かくさずにすべてを打ち明けてしまうらしい。どうしてザザではなくドムの家を逗留の場所に選んだのか、どうしてモルン＝ルティムを同行させることになったのか、そこを隠したままにすることは許されないのだという話であった。

　いったいどのような形で決着がついたのか、俺は非常に落ち着かない気持ちで朝の仕事を進めることになったわけであるが――そこに回答がもたらされたのは、商売のための下ごしらえがあらかた終わった頃ころ合あいであった。たくさんの女衆が働いていたファの家のかまどの間に、ガズラン＝ルティムがやってきてくれたのである。

「アスタ、失礼します。少しお時間をいただいてもよろしいでしょうか？」

「ああ、ガズラン＝ルティム。北の集落からのお帰りですか？」

「はい。父ダンやドンダ＝ルウたちは、荷車で眠ねむっています。昨日は遅おそくまでグラフ＝ザザたちと語り合うことになりましたので」

　同じ環かん境きように身を置いていたはずのガズラン＝ルティムは、いつも通りの涼すずやかな表情で微笑ほほえんでいた。調理器具の片付けをトゥール＝ディンたちにお願いしつつ、俺はガズラン＝ルティムとともに外に出る。すると、ギルルとブレイブに見守られながら薪まき割わりをしていたアイ＝ファもこちらのほうに近づいてきた。

「アイ＝ファも一いつ緒しよに聞いていただけますか？　これはファの家にも多少なりとも関わりのある話でありますので」

「うむ？　ルティムとドムの一件が、ファの家に関わってくるのか？」

「直接的な関わりではありません。ただ、まったく関わりがないことはないように思います」

　そうしてガズラン＝ルティムは、静かな口調で語り始めた。

　それはある意味で、俺たちに非常な驚おどろきをもたらしてくれたのだった。




４




　私の妹モルンは、やはりディック＝ドムへの想いを断たち切ることはできない、という結論に至っていました。

　よって我々は晩餐を終えた後、ディック＝ドムとレム＝ドムをともなってザザの家に移動することになりました。我々の側は、ドンダ＝ルウと父ダン、モルン、ディム＝ルティム、私の五名です。ザザ家は、グラフ＝ザザとゲオル＝ザザ、それにスフィラ＝ザザにも同席してもらうことにしました。

「色々と隠しだてをして、申し訳なかった。こちらのやり口をうろんに思いながら、黙だまってそれを受け入れてくれたザザとドムの温情に、まずは感謝の言葉を述べさせてもらいたい」

　ドンダ＝ルウは、まずそのように言いました。父ダンはいつもの調子でにこにこと笑っており、モルンは言葉もなくうつむいています。

「夜も遅いので、余計な言葉を重ねるべきではないだろう。実はこのルティムの末妹が、ドムの家長たるディック＝ドムに懸け想そうしてしまったのだ」

　グラフ＝ザザとディック＝ドムは表情を動かすことなく、ドンダ＝ルウの言葉を聞いていました。その代わりに、ゲオル＝ザザやレム＝ドムたちは、たいそう驚いているようでした。我々の行動をいぶかしみつつ、まさかそのような話であるとは予想できていなかった様子です。

「ル、ルティムの家人がディック＝ドムに懸想だと？　いったい何を考えているのだ!?」

「ま、まさかドム家に嫁入りするつもり!?」

　ドンダ＝ルウは「いや」と首を振りました。

「ディック＝ドムに嫁入りを願う前に、まずはそのようなことが許されるかどうかを論じ合う必要があるだろう」

「そんなことが、許されてたまるか！　ドムとルティムが血の縁を結んでしまったら、ザザやルウはどうなるのだ!?　我々は、おたがいに族長筋であるのだぞ？」

「まさか、ルウがザザの子になるつもりではないわよね？」

　そこでグラフ＝ザザが、「やかましいぞ」と言い捨てました。

「ドンダ＝ルウが語っている最中だろうが。お前たちの考えつくようなことを、ドンダ＝ルウやルティムの家長が考えぬわけはあるまい」

「うむ！　俺が家長であった頃ころはともかく、ガズランは誰よりも頭を使うことを得手にしておるからな！」

　父ダンが大きな声でそのように述べたてると、ドンダ＝ルウが「貴様もやかましいぞ」と言い捨てました。

「貴様はいまや、ルティムの家人の一人に過ぎんのだ。大人しくできないのならば、外で待っていやがれ」

「可愛い娘の行く末が決せられるというのに、そのような真似ができるものか！　俺にはかまわず話を進めるがいい！」

「だったら大人しくしていやがれ。……とにかく、今後のことを話し合いたい。俺は眷族たるルティムの家長ガズラン＝ルティムの言葉を受け入れる気持ちになったので、まずはその言葉を貴様たちにも聞いていただこう」

　ようやく、私の番でした。私は数日前にドンダ＝ルウへと打ち明けた考えを、そのままグラフ＝ザザたちにも伝えることにしました。

「私は妹モルンの想いを、かなえてあげたいと思っています。ただし、それをかなえるのが非常に困難であることもわきまえているつもりです。それでもなお、モルンの申し出を吟ぎん味みすることで、私は私なりの気持ちや考えをまとめることができました」

「ふん。あくまで、その娘をディック＝ドムのもとに嫁入りさせたい、と？」

「はい。もしもディック＝ドムがモルンを伴侶と認められるようならば、ルティムの家長として嫁取りをお願いしたく思います」

　またゲオル＝ザザが何かわめこうとしましたが、それはグラフ＝ザザによって押し留とどめられました。

「お前が頭の回る人間であるということは、これまでの行いで嫌いやというほど思い知らされている。そのお前がどのような考えに至ったのか、余すことなく聞かせてもらおう」

「ありがとうございます。いささか長い話になるかと思いますが、どうか最後までお聞きください」

　ご存じの通り、城下町でメルフリードらと会談する際には私も毎回同行していますので、グラフ＝ザザからは多少なりとも信しん頼らいを得られている様子でした。

　さかのぼれば、サイクレウスが健在であった頃から私は族長たちに同行していましたので、ともに難敵を退けたという気持ちも残されていたことでしょう。少なくとも、私の側にはグラフ＝ザザをかけがえのない同どう胞ほうだと思う気持ちが芽生えています。そんな思いも込こめながら、私は語ることにしました。

「ドムとルティムが血族となることは難しいです。それはおたがいに、族長筋たるザザとルウを親筋にしているためです。言うまでもなく、ディック＝ドムとモルンが婚こん儀ぎをあげれば、ザザとルウまでもが血族であるということになってしまいます。……それが、森辺の習わしというものでありますからね」

「うむ。血の縁というのは何よりも重んじられるべきなのだから、それは当然であろう。その習わしを破ることは、決して許されまい」

「はい。ですが私は、あえてその習わしを破ってみたいと考えています」

　ずっと落ち着いていたグラフ＝ザザの目が、このときばかりは黒い火のように燃えあがりました。それでも声を荒あららげようとはせずに、「どういう意味だ？」と問うてきます。

「習わしを破るというのは、言葉が悪かったでしょうか。私は森辺の習わしを――森辺の掟おきてを変化させたいと考えています」

「言葉を言い換かえても意味はあるまい。その内容を話すがいい」

「はい。一番の問題は、ドムとルティムで婚儀をあげると、ザザとルウまでもが血族になってしまうことでしょう。それを丸く収めるには、モルンにルティムの氏を捨てさせるしかない、という結論に至ってしまいます」

「ああ。確かにその娘がルティムの氏を捨てて、ドムの家人となった上で嫁入りをしたいと願うのならば、それは森辺の掟を破ることにもならん。……ディック＝ドムが自らの家を捨てるような娘を伴侶と認めるかは、はなはだあやしいところだがな」

「うむ！　俺もモルンがルティムの氏を捨てることは許さんぞ！　だからこそ、頼もしき家長に頭をひねってもらったのだ！」

「はい。私もモルンと血の縁を絶つ気持ちにはなれませんでしたし、それで嫁入りがかなうとも思えませんでした。それならばディック＝ドムも、血族の中から伴侶を選んで絆を深めたいと考えることでしょう」

　ディック＝ドムはずっと無表情であり、頑かたくなに言葉を発しようともしません。また、モルンにしてもそれは同様です。

「ですが、お考えください。今の掟を守ることに、どれほどの意味があるのでしょうか？」

「どれほどの意味？　まさか、血の縁の重さそのものを否定する気か？」

「いえ。血の縁というのは、何よりも重んずるべきものです。森辺の民にとって、それは大いなる力です。我々は、家族や血族を想う気持ちを力としているのですから、それを否定することなどは決してできません」

「では、どうして掟を破ったり変えたりしなくてはならないのだ？」

「それは、この八十年ほどで氏族の有り様がずいぶん変わってきてしまったがゆえです」

　それが、私の考えでした。

　これはモルンに心情を打ち明けられる前から、ずっと私の胸にわだかまっていた考えでもあるのです。

「この八十年ほどで、千名ばかりもいたという森辺の民は五百から六百名ていどにまで減じました。それでいくつの氏が消えることになったのか――それを知るすべはありませんが、おそらく人数と同じように、半分ぐらいの氏が消えてしまったのではないかと思われます」

「それが、いったい何だというのだ？」

「はい。現在の森辺には、わずか三十七の氏族しかありません。その中で、眷族を統すべる親筋の氏族は、わずか十二です。しかもその中には、二名の家人しかないファの家と、九名の家人しかないスドラも含ふくまれます。なおかつ、スドラはもうじきフォウと血の縁を結ぶ予定であるらしいので、そうなると親筋の数はわずか十一となってしまいます」

「親筋の数が十一であろうと十二であろうと、民の数が減ずるわけではないのだから、どうでもよかろうが」

「そうでしょうか？　その内の三つが族長筋であることを考えると、私には由ゆ々ゆしきことに思えてしまいます」

　まだその場にいる誰にも、私の中の焦しよう燥そうや懸け念ねんが伝わっている様子はありませんでした。父ダンに至っては、そもそもそのような事柄には関心がない様子です。

「それではお尋たずねしますが、この先、族長筋はどうなっていくのでしょう？」

「……どうなっていくとは、どういう意味だ？」

「今後も血族を増やすべく、小さき氏族と血の縁を結んでいくのでしょうか？　それとも、今ある眷族とだけ絆を深めていくのでしょうか？　そのどちらの道を辿たどっても、私にはあまり明るい行く末が見えないのです」

　この数日間で、さんざん考えを突つき詰めた話です。それが上う手まく伝わるように、私はせいいっぱい頭を働かせました。

「三十七の氏族があって、その内の十九氏族は族長筋の血族であるのです。人数で言えば、二百五十名以上が族長筋の血族であるかと思われます。これは、いささかならず歪いびつつな数字であると思えないでしょうか？」

「だが、ザザとルウとサウティを族長筋にすると提案したのはドンダ＝ルウであるし、俺たちもその言葉を正しいと思ったから賛同した。今さらそれを曲げることはできまい」

「はい。ですが、民の半数ていどが族長筋の血族であるというのは、やはり真っ当な有り様ではないように思えます。これではいつの日か、民のすべてが族長筋の血族である、という状態に陥おちいってしまうのではないでしょうか？」

「それは心配の度が過ぎていよう。すでに我々も、近在の氏族とはあらかた血の縁を結んでいるのだ。今後はそうそう小さき氏族を眷族として迎むかえるような事態にもなるまい」

「ザザの家長たるグラフ＝ザザであるならば、確かにそう考えるのが当然でありましょう。しかもザザ家は、ディンやリッドといった家の遠い氏族とこれから絆を深めていこうとしているさなかです。まだしばらくは、眷族の扱いで困ることもないのでしょうね」

「……ルウやサウティは、何か困っているというのか？」

「現在ただちに、困っているわけではありません。しかし、ザザよりは早くに困ることになるでしょう。最初に手て詰づまりとなるのは、やはり六つの氏族で六十名ていどの人間しかいないサウティでありましょうか。このままでいくと、彼かれらの血族は近親者ばかりになり、婚儀をあげるにも不自由が生じてくるはずです」

　グラフ＝ザザは口もとに手をやって、「ふむ？」とうなりました。

「そういった際に、我々は余所の氏族と新たな血の縁を結ぶことによって、道を切り開いてきました。数年後か、数十年後はわかりませんが、サウティもいつかは余所の氏族と新たな血の縁を結ぶことになるはずです。候補としては、ルウとサウティの間に存在する小さき氏族――ダイを親筋とする氏族でしょうか」

「ふむ……」

「その次は、ルウ家の番です。ルウ家は二十年ほど前にムファを、数年前にリリンを新たな眷族として迎えましたが、それはどちらも小さな氏族でありました。残りの五つの氏族はそれより古くから婚儀を繰くり返し、きわめて絆を深めるのと同時に、いささか血が濃こくなりすぎている面もあります。やはり遠からず、新たな血を入れる必要に駆かられることでしょう。候補としては、ガズかラッツかベイムあたりでしょうか」

「うむ。まあ、近在の家から選ぶとすれば、そういうことになるのだろうな」

「はい。しかし、どの氏族であれ、親筋であることに強い誇ほこりを有しているはずです。家人の数も多いガズやラッツが、そうやすやすと親筋の座を捨てるとは思えません。……しかしまた、彼らのほうこそ、我々よりも早く近親者だらけとなり、婚儀の相手に困ることになるのでしょう。家人や眷族が多いと言っても、族長筋ほどの人数ではないのですから、それが当然です。そうなると、ルウ家が余所の氏族に血の縁を求めるときには、ガズとラッツとベイムがひとつの血族にまとめあげられているかもしれないのです」

　そうすれば、眷族も含めて氏族の数は七つとなり、ルウやザザにも負けない人数になることでしょう。ならば、親筋となった氏族の家長にはルウやザザにも負けない誇りや責任といったものが生じて、なおさらそれを捨て難にくくなる――というのが、私の考えです。たとえとしては極きよく端たんでしたが、グラフ＝ザザにはきちんとその奥おくにある私の懸念が伝わった様子でした。

「なるほどな……つまり、小さい順から親筋の氏族は消えていき、最後にはひとつの氏族に収束してしまいかねない、ということか」

「はい。それはそれで、正しい道なのかもしれません。ひとつの親筋がすべての氏族を子として従えて、民は血族のすべてを家族と同じ重さで愛し敬う……ある意味では、理想的とすら呼べるかもしれませんね」

「……五百から六百も存在する民のすべてを家族のように愛し敬う、か」

「はい。それができれば苦労はない、とも思えますが。……最終的にどの氏族が親筋となるのか、という問題もきっと浮ふ上じようするでしょうしね」

　私は少し息をついて、頭の中を整理しました。グラフ＝ザザたちにも、そうする時間が必要だと思ったのです。そうして頃合いを見計らって、また私は発言しました。

「もちろん、これまでに語ったのはすべて私の推測です。そこまで事態が差し迫せまるのは長きの歳さい月げつの後のことですし、実際にどうなるのかもわかりません。しかし、可能性のひとつとしては大いにありえますし、歯止めをかけるとしたら、氏族の数が急速に減りつつある今だと考えました」

「し、しかし、氏族というのは減るばかりではないだろうが？　ジーンとて、数十年前にザザから分かれた新しい氏族なのだぞ？」

　と、ゲオル＝ザザがひさびさに声をあげました。確かに森辺において、大きくなりすぎた氏族は新たな氏を作って家を分ける習わしがあるのです。

「しかしこの数十年で、ジーンの他に新しく生まれた氏族がいくつあるのでしょう？　そしてまた、氏が分かれても血族であることに変わりはありません。たとえばルウ家などは四十名近い家人がいるので、そろそろ家を分けてもいいぐらいの時期にさしかかっていますが、そうしたところで血族内の婚儀の相手が増えるわけではないでしょう？」

「ああ、そうか……だったら、どうせよと言うのだ!?」

「ですから、森辺の習わしを変える必要があるのではないか、と提案しているのです」

　ようやく話が、佳か境きように入りました。

「家人が一人でも血の縁を持ったら、すべての家人が氏族ぐるみで血族とならなくてはならない、というのが現在の森辺の掟です。その掟に、少しばかりの特例をもうけることはかなわないでしょうか？　そうした特例をもうければ、これまでよりは自由に新しい血を家にもたらすことがかないます」

「……特例とは、どのような？」

「はい。このたびの話を例にあげるなら、モルンがディック＝ドムと婚儀をあげても血族となるのはルティムとドムのみであり、親筋や眷族には関わりをもたせない、というものです」

　グラフ＝ザザは身じろぎをしながら、「むう？」とうなり声をあげました。

「よくわからんな。まさか、ドムとルティムが親筋や眷族を捨てて、おたがいだけを血族とする……という意味ではあるまいな？」

「はい。ドムはザザを、ルティムはルウを親筋としたまま、独立した血の絆を他に結ぶのです。ルウの血族たるレイ、ミン、マァム、ムファ、リリン……それに、ザザの血族たるジーン、ハヴィラ、ダナ、リッド、ディンといった氏族の者たちも、その婚儀や血の縁には関わりません。あくまで、ドムとルティムの間でのみ新たな絆が生まれるのです」

「しかし、それでは……ドム家に嫁入りするその娘は、二つの親筋を持つことになってしまうではないか？　その場合、ルウとザザのどちらを親と仰あおぐのだ？」

「それはもちろん嫁入りする身なのですから、ザザを親筋と仰ぐべきでしょう。それは通常の婚儀と何ら変わりません」

　たとえば私の伴侶アマ・ミンで言いますと、もっとも尊ぶべきは親筋の長たるルウの家長となるわけですね。その次に、嫁入り先のルティムの家長、最後にかつて自分の家であったミンの家長、という順番になるわけです。モルンの場合は、それがザザ、ドム、ルウ、ルティムの順番になります。

「むろん、これはあくまで特例です。氏族ぐるみで血族となるか、婚儀をあげる人間の家同士だけが血族となるか、それは親筋の家長もまじえて話し合うべきでしょう。そうして決定された話はトトスを使ってすべての氏族に伝えれば、混乱を招くことにもならないかと思います」

　グラフ＝ザザは、口を閉ざしました。他の者たちも、おのおの考え込んでいる様子です。

「そうして氏を捨てずに伴侶となることができるのならば、氏族の間に立ちはだかる壁かべを一枚だけ薄うすくすることができるはずです。そうすれば、おたがいに新しい血を入れることができるのですから、親筋の氏族の減少というものに歯止めをかけることができるようになると思います」

「うむ……」

「たとえ氏族は違えども、森辺の民はすべて同胞です。同胞として正しい交流を続けていけば、血族ならぬ相手に懸想する機会も生まれるでしょう。ですが、今のままですと、血族ならぬ相手と婚儀をあげることは非常に大ごとであるため、自ら気持ちを殺すことになってしまうのです。その結果、親筋の氏族が減っていってしまうというのは、誰にとっても望ましくないことでしょう」

「…………」

「我々はかつて、千名を超こえる一族でした。さらにジャガルの黒き森に住まっていた頃は、その倍の人数であったと聞いています。きっとその頃は、今の掟がうまく機能していたのでしょう。ですが、民と氏族の数がここまで減ってしまったために、その掟が我々を生きづらくさせてしまっているのだと思われます」

「…………」

「森辺の掟とは、一族そのものと民のひとりひとりに幸いをもたらすべきものであるはずです。それならば、時には掟を正しい形に変えていく覚かく悟ごも必要なのではないでしょうか」

　それが、私の得た結論です。

　やがてグラフ＝ザザは、私ではなくドンダ＝ルウに向かって言いました。

「ドンダ＝ルウは、ルティムの家長の言葉を正しいと認めたのだな？」

「ああ。認めなければ、それをこのような場で語らせはしなかった」

「なるほどな。……しかし、森辺の掟を我々だけの判断でねじ曲げるわけにはいくまい」

「もちろんです。私は今の話を、次の家長会議で議題にあげたいと考えています」

　私の言葉に、グラフ＝ザザは「なに？」と眉まゆをひそめました。

「私は森辺の行く末を思って、これらの考えに至りました。それが正しきことなのかどうか、すべての家長に意見を聞きたいと考えています。家長会議の青の月までは、残り三ヶ月ていど――それだけの時間があれば、家長たちも家族や血族と話し合い、考えや気持ちをまとめることもできるでしょう」

「すでにそこまで考えが及およんでいたのか。つくづく、食えない男だ」

　グラフ＝ザザは、ギバの毛皮に包まれた頭をゆっくりと振ふりました。

「ならば、この場でこれ以上の言葉を重ねる必要もあるまい。俺も家族や眷族たちと言葉を交かわし、正しき道を探すことにしよう」

「うむ！　それでは最後に、願いたき話があるのだが！」

　父ダンがそのように声をあげると、グラフ＝ザザは嫌そうに顔をしかめました。

「何だ？　これ以上、厄やつ介かい事を持ちかけてくれるなよ」

「厄介かどうかは知らん。その家長会議がやってくる日まで、モルンを北の集落に預けたいのだ」

「何だと？」と、グラフ＝ザザは身をのけぞらせました。

「三ヶ月もの間、娘を我らに預けようというのか？　いまだに嫁入りが許されたわけではないのだぞ？」

「しかしおぬしらも、モルンがディック＝ドムの伴侶に相応ふさわしい娘かどうか、そいつを見み極きわめねばならんだろう？　俺にとっては自じ慢まんの娘だが、余所の家でどう思われるかはわからんからな！」

　そのように言って、父ダンは大声で笑いました。

「なに、ドムの家長の伴侶には相応しからず、という結論が出たときは、家長会議を待たずに返してくれればよい。ガズランの小難しい話が他の家長たちに認められようと認められまいと、気持ちが通じ合わねば婚儀をあげることもかなわんのだからな！」

「……あらためて問うが、大事な娘をたった一人で、この北の集落に置いていこうというのか？」

「うむ！　モルン本人がそれを望んでおるからな！」

　モルンは、静かに頭を垂れました。この数日で、モルンはとても大人びた表情を見せるようになったと思います。

「わたしがそのような覚悟を固めることができるようになったのは、あなたのおかげなのです、スフィラ＝ザザ」

　モルンがそう言うと、スフィラ＝ザザは「え？」と不思議そうに首を傾かしげました。

「あなたはわたしよりも苦しい立場であったと思います。それでもあなたは自らの心情を打ち明けて……その上で、自分の想おもいを打ち捨てる覚悟をお固めになりました。あなたの苦しさや悲しさに比べれば、わたしの抱かかえた苦く悶もんなどは何ほどのことでもない……そう思って、わたしも気持ちを打ち明けることにしたのです」

　スフィラ＝ザザは、目もとだけでかすかに笑いました。

「わたしなど、大事な同胞に迷めい惑わくをかけただけの大馬鹿者にすぎません。でも……それがあなたに勇気を与あたえたというのなら、少しは迷惑をかけた甲か斐いもあったかもしれませんね」

「いえ、あなたは決して大馬鹿者などでは――」

「大馬鹿者ですよ。でも、おたがいの心情を確かめ合うことができたのですから、後こう悔かいはしていません。あなたもそれは、同じ気持ちなのでしょうね」

　そうしてスフィラ＝ザザは、ディック＝ドムのほうに視線を転じました。

　ディック＝ドムは、やはり岩でできた彫ちよう像ぞうのように内心が見えません。

「ディック＝ドム。わたしたちは、べつだん婚儀をあげる約束をした間あいだ柄がらでもありません。わたしはもうしばらく誰とも婚儀をあげる気持ちにはなれないでしょうから……あなたも自分の伴侶にふさわしい人間が誰だれであるのか、ゆっくりお考えください」

「…………」

「ややこしい話を抜ぬきにすれば、あなたとモルン＝ルティムはとてもお似合いだと思いますけれどね。あなたは彼かの女じよのように穏おだやかで心こころ優やさしい女衆がお好みなのでしょうから」

　モルンはうつむいて、顔を少し赤くしました。

　ディック＝ドムは無表情のまま、鼻の古傷をかいていました。

「さて、どうであろうかな？　モルンの逗とう留りゆうは許してもらえるのだろうか？」

　父ダンが性急に問い質ただすと、グラフ＝ザザがしかめ面つらで嘆たん息そくしました。

「そこまで言い張るのなら拒こばみはしないが、ドムの本家で寝ね泊とまりというのは避さけてもらおう」

「うむ！　婚儀の前に間ま違ちがいがあってはならんからな！　ただ、晩ばん餐さんぐらいはともにすることを許してもらいたい！　ちょうどドムの本家はレム＝ドムが狩人になってしまって、かまど番の手が足りないようだから、うってつけだ！」

　それから、父ダンは笑え顔がおでつけ加えました。

「あと、ルウの一族はもうまもなく収獲祭と最長老の生誕の祝いを迎えるのでな！　その日ばかりは、家に帰してもらうつもりだぞ！　今後、モルンの嫁よめ入いりが許されたとしても、そういった一族や家族の祝いには顔を出してもらおうと思っているのだ！」

「はい。ルティムがルウの血族のままドムに嫁入りするというのは、いったいどういう形の生活になるのか、その見本にもなるかと思います」

　私がそのように言葉を添そえると、モルンは面を上げて、ゆったりと微笑みました。

「どうぞよろしくお願いいたします。決してご迷惑をおかけしないように、励はげみます」




◇




「……そのような形で、昨晩の会見は終わりました」

　ガズラン＝ルティムの打ち明け話を聞き終えた俺おれは、深々と息をつくことになった。

「相変わらず、ガズラン＝ルティムの記き憶おく力りよくと再現力はすさまじいですね。その場の状況がまるで目に見えるかのようでした」

「はい、恐きよう縮しゆくです」

「それで、その話がどうファの家と関わってくるのだ？」

　アイ＝ファが問うと、ガズラン＝ルティムはやわらかく微笑んだ。

「直接の関わりはありません。ただ、家長会議においては、ファの行いとともにルティムの行いも審しん議ぎされることになったというだけのことです」

「ああ、そういうことか。……確かにそれは、我々と同じぐらい、森辺の習わしをくつがえす申し出であるのかもしれんな」

「はい。ですがどちらも、森辺の民の幸福を願ってのことです」

　そうしてガズラン＝ルティムは、優しげな眼まな差ざしを俺のほうに向けてきた。

「きっとアスタと出会っていなければ、私もここまで考えを巡めぐらせることはできなかったでしょう。アスタとの出会いには、あらためて深く感謝しています」

「そんなことはありませんよ。俺のほうこそ、ガズラン＝ルティムがいなかったら、ここまでの結果は出せなかったと思います」

　屋台の商売を始めようという第一歩から、俺はガズラン＝ルティムの力と見識を頼たよっていたのである。しかしまた、俺が色々と森辺の常識をくつがえしていなければ、ガズラン＝ルティムも今回のような提案を持ちかけることはできなかったに違いない。俺たちは、ともに手を携たずさえあって、正しき道を模も索さくしているさなかなのである。

「これで家長会議でも婚儀の特例というものが認められて、モルン＝ルティムの嫁入りが許されれば、もう言うことなしですね」

「はい。その前に、モルンが伴侶に相応しいとディック＝ドムに認められるかどうか、という問題も残っていますが」

「きっと大だい丈じよう夫ぶですよ。モルン＝ルティムは可愛いし、とっても魅み力りよく的てきな女の子ですからね」

　いわゆる美人というタイプではないものの、モルン＝ルティムが魅力的な女の子であるという事実に疑いはない。おひさまのように明るくて、朗ほがらかで、一緒にいるだけで元気な心ここ地ちになれる。モルン＝ルティムというのはそういう女の子であるのだ。怒おこったときだけダン＝ルティムさながらの迫はく力りよくが生じるというのも、愛すべきギャップといえよう。

　などとそんな風に考えていたら、アイ＝ファにじろりとにらまれてしまった。

「……未み婚こんの女衆を可愛らしいなどと軽々しく評するのは感心せんな、アスタよ」

「ああ、ごめん。森辺の習わしにそぐわない行いだったな。反省してます」

「…………」

「反省してますってば！　そんなに怒らないでくれよ」

　ガズラン＝ルティムがいなかったら、確実に足を蹴けられていたところであろう。そんな俺たちを見比べながら、ガズラン＝ルティムは同じ表情で微笑んでいた。

「モルンの嫁入りはまだ先の話となってしまいますが、ルウ家ではまもなく収獲祭です。雨季も明けたところですし、きっとまた新たな婚儀の話が持ち上がるのではないでしょうか。……アスタとアイ＝ファも、収獲祭には参加されるのでしょう？」

「ああ、はい。どちらかというと、ジバ＝ルウの生誕のお祝いに招いてもらえた形ですけれども」

「とても楽しみです。スフィラ＝ザザにモルンと、難しい話が続いてしまったので……他の同胞には、幸福な関係を結んでもらいたいものです」

　そのように述べながら、ガズラン＝ルティムは何かに思いを馳はせるように目を細めた。

　朱の月も下げ旬じゆんにさしかかり、ジバ婆ばあさんの誕生日はもはや目前に迫っていたのだった。







幕間★★★～追憶の宴～







　その日、ルウの集落においては婚儀の祝しゆく宴えんが行われていた。

　広場に設置されたやぐらの上で、勇ゆう壮そうなる狩人かりうどの衣ころもを纏まとった花はな婿むこと、玉虫色の織物に包まれた美しい花はな嫁よめが、この上もなく幸福そうに血族からの祝福の声をあびている。

　それを一人、薄うす暗くらがりから退たい屈くつそうににらみつけている若者がいた。年としの頃は二十歳はたちになるかどうかで、すらりと背が高く、野生の狼おおかみのように精せい悍かんな風ふう貌ぼうをした若者である。たてがみのごとき黒こつ褐かつ色しよくの蓬ほう髪はつに、光の強い青色の瞳ひとみ。鼻は高く、唇くちびるは薄く、顔立ち自体は非常に端たん整せいだが、きわめて不ふ機き嫌げんそうな表情を浮うかべている。そんな若者が大きな樹木の幹にもたれかかり、右手に果実酒の土ど瓶びんをさげながら、薄うす闇やみの中で黙もく然ぜんとたたずんでいるのだった。

「何だ。このようなところで何をしているのだ、お前さんは？」

　と、きわめて陽気な表情をした少年が、ギバの焼いた肉を山積みにした木皿を手に、その若者へと近づいていく。

　年ねん齢れいは、まだ十代の半ばであろう。手足が長く、まだまだ身長はのびそうな様子だが、若者よりは頭半分ほど小さい。それでも狩人らしく鍛きたえぬかれた身体つきをしており、胸むなもとにはたくさんの牙きばと角を揺ゆらしている。長めにのばした髪かみは褐色で、くりくりとした目は明るい茶色。気の強そうなくっきりとした眉に、愛あい嬌きようたっぷりの笑えみを浮かべた大きめの口。いささかならず子供っぽい容よう貌ぼうをした、笑顔の可愛らしい少年である。

「せっかくの祝宴なのだから、肉を食え肉を。果実酒ばかりでは、力がつかないぞ？」

「……うるせえな。貴様は祝宴じゃなくったって、毎日馬鹿みてえに食ってばっかりいるだろうが？」

　愛あい想そのかけらもない声で応じ、若者は乱暴に果実酒をあおった。そんな同胞の横顔を見つめながら、少年はけげんそうに首を傾げる。

「どうしてこんなめでたい席で、そのように不機嫌そうな顔つきをしているのだ？　お前さんにとっては、可愛い弟の婚儀だろう？」

「……不機嫌そうな顔なんてしてねえよ」

「しているではないか。まあ、お前さんはいつでも不機嫌そうだけどな」

　まったく物もの怖おじする様子もなく、少年はギバ肉にかじりつく。

「ああ、もしかしたら、弟に先を越こされて悔くやしいのか？　だからお前さんも、とっとと嫁よめを迎えておけば良かったのだ。本家の跡あと取とり息むす子こともあろうものが、十八にもなって独り身では格好がつくまい？」

「…………」

「ギバを狩かるだけが男衆の仕事ではないぞ。狩人としての強い血をのこすのも、立派な仕事だ。特に俺たちはいずれ一族を率いていく立場なのだから、その大事さもひとしおだろう？」

　そう言って、少年はやぐらの上の花婿にも負けぬ幸福そうな笑みを満面にひろげた。

「俺などはもう、息子のことが可愛かわいくて可愛くて仕方がない！　まだ生まれたてだから連れてくることはできなかったが、一晩その愛いとおしい姿が見られないと考えただけで悶もん死ししてしまいそうだ！」

「……だったらとっとと悶もだえ死ねよ。ムントにほじくり返されないよう、念入りに埋うめてやらあ」

　と、若者がいよいよ物ぶつ騒そうな感じで青い瞳を燃やしかけたとき――かがり火に照らされる人ひと垣がきのほうから、ほっそりとした人ひと影かげが近づいてきた。

「そのように暗い場所で、何をされているのですか？　あまり灯あかりから外れてしまうと、ギーズに足をかじられてしまいますよ？」

　赤せき褐かつ色しよくの髪をさらりと腰こしまでのばした、とても美しい娘むすめである。無む邪じや気きで幼げな面おも立だちをしているが、十五は超えているのだろう。玉虫色の織物や、金属や木工の瀟しよう洒しやな飾かざり物ものといった宴うた衣げい装しようが、この上なく似合っている。その姿を見て、少年は「へえ！」と感心したような声をあげた。

「美しいな！　我わが血族に、これほど美しい未婚の女衆がいただろうか？　お前さんは、どこの氏族の何という娘だ？」

　森辺において、異性の容姿をむやみに褒ほめそやすのは禁きん忌きとされている。しかし少年の無作法な振ふる舞まいに気分を害した様子もなく、その娘はいっそう魅力的な顔でにこりと微笑んだ。

「わたしはレイの分家の長ちよう姉しで、ミーア＝レイという者です。あなたはルティム本家の長ちよう兄けい、ダン＝ルティムですね？」

「なんと！　俺の名前を知っているのか？」

「それはもう。十六の若さでルティムにおいては比類なき狩人であると、レイの集落でも評判になっておりますので」

「それは言いすぎだな！　ルティムで一番の狩人は、間違いなく俺の父ラーだ！　俺などは、ルティムで二番目の狩人に過ぎぬよ！」

　少年――ダン＝ルティムは、愉ゆ快かいそうに笑い声をあげた。

「それにしても、お前さんのように美しい女衆がいたとは驚きだ！　未婚の女衆では、まず一番の美しさだろう！　未婚でない女衆では、俺の嫁が一番だがな！」

「まあ」と、娘――ミーア＝レイも楽しそうに笑う。

「いやあ、本当に美しい！　おい、お前さんもそう思うだろう？　……あ、こいつは、ルウの本家の長兄だ」

「もちろん、存じています。おひさしぶりですね、ドンダ＝ルウ？」

　ミーア＝レイは、にこりと微笑んだ。が、野生の狼のような若者――ドンダ＝ルウは、果実酒をあおるばかりで、そちらを振り返ろうともしない。

「何だ。お前さん方は、すでに見知った仲だったのか？」

「はい。先日はレイの本家の婚儀がありましたので。その折に少しだけ」

「ああ、あの夜はちょうどガズランが生まれるところであったので、俺は祝いに行くことができなかったのだ！　レイの家には悪いことをしてしまったな」

「いえ。我が子の誕生にまさる大事など、この世には存在しないでしょう。どうぞお気になさらないでください」

　ミーア＝レイが笑顔で応じる中、ドンダ＝ルウはもたれていた樹木の幹から背を離はなし、そのまま祝宴が繰り広げられている広場のほうへと歩き始めた。

「うん？　どこに行くのだ、ドンダ＝ルウよ？」

「果実酒がなくなったんだ。……貴様たちは、ついてくるなよ？　周りでぎゃあすか騒さわがれると、酒が不ま味ずくなる」

　そうしてドンダ＝ルウは、その場からさっさと立ち去ってしまった。

「何だ、愛想のないやつだな。これだから十八にもなって、嫁よめ取とりのあてもないのだろう」

「……いえ。きっとわたしが、何か無作法な真ま似ねをしてしまったのでしょう。親筋であるルウの本家の跡取りたるドンダ＝ルウには、もっと礼節をもって接するべきでした」

「うん？　無作法なのは、あちらのほう――」と言いかけて、ダン＝ルティムはきょとんと目を丸くした。ついさきほどまでにこにこと微笑んでいたミーア＝レイが、子供みたいにしょんぼりとうつむいてしまっていたのである。

「どうしたのだ？　腹が空すいたのなら、この肉をやろう」

「あ、いえ、大丈夫です。……すみません。せっかくお二人が楽しく語らっていたのに、わたしが水を差してしまいました」

「そんなことはない。ドンダ＝ルウは、もとからああいうやつなのだ。……まあ、今日はとりわけ不機嫌そうな顔をしていたがな」

「それもきっと、わたしのせいなのでしょう。わたしはドンダ＝ルウに嫌きらわれてしまっているのです」

　そう言って、ミーア＝レイは指先でそっと目もとをぬぐった。

「すみません。かまど番の仕事が残っていますので、失礼いたします」

「あ、おい、ちょっと……」

　ミーア＝レイの姿もまた、人垣の向こうに消えていく。その可か憐れんな後ろ姿が完全に見えなくなってから、ダン＝ルティムは誰にともなく「そうかなあ？」と、つぶやいた。




「俺が思うにな、ドンダ＝ルウには存外、子供じみたところが残っているのだ。狩人としての力は大したものであるし、いずれはルウの家長の器たりうる男だとも思っているが、こと色事に関しては妙みように頑ななところがあるだろう？」

「……はあ」

「頑なというか、うん、やっぱり子供じみているのだな。女衆の前では口が重くなるし、態度もやたらとよそよそしくなる。俺などはもう長いつきあいだから気にもならぬが、あれでは女衆も怯おびえてしまうわ。怯えなかったとしても、自分は嫌われているなどと思い込んでしまうことは、大いにありうると俺には思える」

「……そうですか」

「で、なまじ美しい女衆であると、余計にドンダ＝ルウも固くなってしまうのだから始末に負えない！　これでは好いた相手ができても、永遠に嫁に迎えることなど不可能であろう！　由々しき事態だぞ、これは」

「はい……」

「それにな！　俺の見み込こみに間違いがなければ、ミーア＝レイのほうもドンダ＝ルウを好いている様子なのだ！　あのように美しい女衆に好かれて邪じや険けんにするなど、狩人の風上にも置けん！　レイ家の女衆であればルウ本家の嫁としても不足はないのだから、何もためらう必要はあるまい？　ならばこそ――」

「いえ、あの、ダン＝ルティム、ちょっといいですか？」

「うん？　どうした？」

　ようやくダン＝ルティムの熱弁を止めることに成功した少年は、申し訳なさそうに居住まいを正した。

「あなたのお考えは、よくわかりました。しかし、どうして俺などにそのような話を聞かせるのでしょう？」

「どうしても何も、お前さんだってドンダ＝ルウの弟であろう？　ルウの本家の人間として、長兄のこの体ていたらくをどう思っているのだ、リャダ＝ルウよ？」

「だけど俺は、まだ十一歳さいです。そのような話を聞かされても、何と答えればよいのかわからないのです」

　兄と同じように黒褐色の髪をした切れ長の目の少年が、いささかならず困った様子で眉まゆ尻じりを下げる。そこに、まだ十歳にもなっていないような小さな女の子がちょこちょこと駆け寄ってきた。

「リャダ＝ルウ、さっきから何のお話をしているの？」

「ああ、タリ＝ルウ。何でもないんだよ」

「そら見ろ！　次じ兄けいは十五になったばかりの身で嫁を娶めとり、末まつ弟ていのお前さんはその若さでしっかり未来の嫁を手て懐なずけている。血族を導くべきルウ本家の血筋であるならば、それぐらいの周しゆう到とうさを備え持つべきなのだ！」

「やめてくださいよ、ダン＝ルティム」

　兄に似ず沈ちん着ちやくそうな面立ちをした少年は、気き恥はずかしそうに頬ほおを染めた。子供用の宴うたげ装しよう束ぞくを纏った少女は、何もわからぬまま、にこにこと笑っている。

「騒がしいねえ。何を騒いでいるんだい？」と、さらに壮そう年ねんの女衆までもが近づいてきた。恰かつ幅ぷくのいい、褐色の髪をした四よ十そ路じていどの女衆である。

「おお、ティト・ミン＝ルウか。ちょうどいい。あなたの無作法な息子について語っていたところだぞ、俺は」

「それがどの息子のことかはわからないけど、今は二番目の息子をお祝いしてあげてくれないかねえ？」

　ふくよかな面に満ち足りた微び笑しようをひろげつつ、ティト・ミン＝ルウは広場の中央へと目をやった。ダン＝ルティムが熱弁している間に、婚こん礼れいの宴も終しゆう焉えんを迎えつつあったのだ。

　やぐらの上から下りてきた花婿と花嫁が、もうもうと湯気をあげるかまどの前に立つ。そこで待ちかまえていた最長老ジバ＝ルウが、二人のかぶっていた草くさ冠かんむりをうやうやしい手つきで外し、香こう草そうの煙けむりで清めてから、花婿の冠を花嫁に、花嫁の冠を花婿へと交こう換かんさせる。そうして二人が祝いの肉を口に運ぶと、数十名の血族が一いつ斉せいに祝いの歓かん声せいをほとばしらせた。

「……我が息子とその嫁に幸いあれ」と、ティト・ミン＝ルウも指先を組み合わせ、森に祈いのった。

「いやあ、めでたいな。……めでたいにはめでたいが、あの無作法な長兄も早くこの幸福を手に入れるべきだとは思わないか、ティト・ミン＝ルウよ？」

　ひとしきり花婿らを祝ってから、ダン＝ルティムはまた性急に語り始めた。ティト・ミン＝ルウは楽しそうに目を細めながら、うんうんとうなずき返す。

「あんたがドンダの行く末を心配してくれるのはありがたいけどね、ダン＝ルティム。嫁取りなんて、縁えんしだいさ。あたしだって、嫁に入ったのは二十の頃ころで、ドンダを生んだのはその二年後ぐらいだったんだよ」

「いや、しかし――」

「縁なんてのは、無理に結ぶもんじゃない。すべては森が導いてくれるのさ。……ほら、祝いの舞まいが始まるよ？」

　婚こん儀ぎの祝宴も、いよいよ終焉である。その終わりを飾るのは、未婚の女衆による祝いの舞だった。

　男衆や年配の女衆が、ギバの足の骨を振り上げて、打ち鳴らす。何も持たない者たちは自分の足で地面をどん、どん、と踏ふみ、そこに草笛の旋せん律りつが重なる。それらの力強くもどこか物悲しい音色に合わせて――広場の中央に集まった宴装束の女衆が、思い思いに踊おどり始めた。

　ある者は優ゆう雅がに腕うでをさしのべて、ある者は激しく身体をのけぞらし、歓かん喜きの表情で地面を跳はねる。玉虫色の織物に、銀色の腕うで飾かざり、それに褐色の肢し体たいがかがり火の明かりに照らされて、あやしくきらめく。その中で、ひときわ激しく躍やく動どうする女衆の姿に、ダン＝ルティムは目を奪うばわれた。

「うわ……すごいな、あれは」

　それは、ミーア＝レイだった。

　しなやかな腕が宙にのび、足が力強く虚こ空くうを蹴る。

　赤褐色の長い髪が、玉虫色の織物とともに、軌き跡せきを描えがく。

　それはまるで、美しい娘の形をした炎ほのおそのもののように激しく、情熱的な舞だった。

「そうだ！　ドンダ＝ルウは――！」と、ダン＝ルティムは我に返り、視線をミーア＝レイからもぎ離す。ドンダ＝ルウはまた人の輪を外れた薄暗がりから、女衆の舞う姿をぼんやり眺ながめていた。

「馬鹿か、あいつは！　ミーア＝レイが、誰のために踊っていると思っているのだ？」

　ダン＝ルティムは褐色の髪を乱暴にかき回してから、人垣をかきわけてドンダ＝ルウのもとへと急いだ。

「おい、無作法者！　女衆のせっかくの晴れ舞ぶ台たいなのだぞ？　見るなら、もっときちんと見ろ！」

　ドンダ＝ルウは、返事をしない。ダン＝ルティムはいっそう怒って、さらなる大声を張りあげようとしたが――ドンダ＝ルウの青い瞳が赤い炎を映していることに気づき、口をつぐんだ。振り返ると、遠いには遠いが、見えないこともない。この距きよ離りでもミーア＝レイの姿は十分に激しく、鮮せん烈れつで、美しかった。

「……まあいいか」と息をついて、ダン＝ルティムもあらためて女衆の舞に見入る。やがて断だん末まつ魔まのように甲かん高だかい草笛の音色を合図にすべての音がやむと、それに代わって、歓声が夜よ闇やみを揺るがした。祝いの舞が終わり、すべての儀ぎ式しきが終わったのだ。後はあびるほどに酒を飲んで、眠ねむるばかりであった。

「うむ。素す晴ばらしい祝宴だったな」

　石像のように動かないドンダ＝ルウの手から果実酒の土瓶を強ごう奪だつして、ダン＝ルティムがそれをあおる。

　すると――広場のほうから、再びミーア＝レイがやってきた。

「ドンダ＝ルウ……」

　ダン＝ルティムのほうには目もくれず、ミーア＝レイはドンダ＝ルウの正面に駆け寄る。その小さな面はまだ上気しており、褐色の肌はだには汗あせが光っていた。そして両方の目が、熱っぽく潤うるんでいる。

「ドンダ＝ルウ……あなたのために、踊りました」

「…………」

「あなたのためだけに、踊りました」

　胸の前で指を組み合わせ、ミーア＝レイは頭ひとつ分も大きい若者の顔を見上げる。両目にたまったその涙なみだは、やがて透とう明めいのしずくとなって、娘の頬をすうっと流れた。

「おい。無作法者でも、返事ぐらいはするべきだろうが」

　ダン＝ルティムが、動かぬドンダ＝ルウの足を蹴け飛とばす。

　そんな古ふる馴な染じみの存在にも気づいているのかいないのか。やがてドンダ＝ルウは、普ふ段だん通りの不機嫌そうな声で、ぼそりと言った。

「……俺も、お前だけを見ていた」




◇




「とまあ、そのような感じでな。その翌朝にはあの無作法者もレイ家に嫁取りの申し入れをして、翌年にはさっそく最初の子を授さずかることになったのだ」

　そう言って、ダン＝ルティムはガハハと豪ごう快かいに笑った。

　アイ＝ファとともにその思い出話を拝はい聴ちようする羽目になった俺は、いくぶん辟へき易えきした気持ちを押おし隠かくしつつ「それはそれは……」と応じてみせた。

「人に歴史あり、というやつですねえ。……ところで、どうしてそのような話を俺たちに聞かせてくださったのですか？」

　現在はまだ日の出から一時間も経たっていない、まごうことなき早朝であった。北の集落でグラフ＝ザザたちと話し合い、大事なモルン＝ルティムを預けてきた日の翌日、ダン＝ルティムはこのような早朝にファの家を訪おとずれて、いきなり長々と語らい始めたのだった。

　俺たちは水場で洗い物を片付けて、お次は薪まきと香草の採取に出向こうと支し度たくをしていたさなかであったのだ。よって、俺もアイ＝ファも少なからずじりじりとしていたのだが――ダン＝ルティムはそんな俺たちの心情に気づいた様子もなく、元気いっぱいに「うむ！」とうなずいた。

「末の娘がついに恋こい心ごころを抱いたということで、このように古い話を思い出してしまったのやもしれんな！　そうして誰かに語らいたくてたまらん気持ちになったのだが、血族にはうかうかと語ることもできんので、こうして友たるファの家を訪れたというわけだ！」

「え？　どうして血族に語ることができないのです？」

「うむ。たしかジザ＝ルウが婚儀をあげたときにも、この話を思い出してな！　その折に、ジザ＝ルウやその弟たちにも聞かせてやったのだが……それを知ったドンダ＝ルウが、呆あきれ返るほどに怒いかり狂くるってしまったのだ！　怒りで髪が逆立つというのは、ああいうさまを言うのであろうなあ」

「で、でしたら、俺たちにも語るべきではないのでは？」

「だが、思い出したからには語りたくなるのが、人情であろうが？　べつだん、隠すような話ではあるまいしな！」

　そう言って、ダン＝ルティムはまた呵か々か大たい笑しようしたのだった。

「というわけで、この話を知っているのは本人たちと、三人の息子たちのみとなる。ドンダ＝ルウを怒らせたくはないので、アスタたちも口外無用に願いたく思うぞ！」

「ですから、そのような秘密を抱え込こむのは、大変に気が重いのですが……」

「案ずるな！　どれだけ怒り狂っても、ドンダ＝ルウが狩人ならぬアスタに手をあげることはあるまいよ！」

　いよいよ愉快そうに笑いながら、ダン＝ルティムは俺の背中をグローブのような手の平でばしばしと叩たたいてきた。息が止まりそうなほどの怪かい力りきで、アイ＝ファが思わず制止の声をあげようとしてくれたようだが、ダン＝ルティムはその前に手を引っ込めた。

「とにかくな、ルウ家の今日があるのも、すべては俺の働きによるものだということだ！　あの夜に俺が尽じん力りよくしていなければドンダ＝ルウとミーア・レイ＝ルウが結ばれることはなく、七人の子供が生まれることもなかったのだぞ？　まったく人の縁というのは、わからぬものだなあ！」

「……話を聞く限り、ダン＝ルティムは一人で騒ぎまくっていただけのように思えるのですけれども……」

「ん？　何か言ったかな、アスタよ？」

「いえ！　さすがはダン＝ルティムですね！　ルウの眷けん族ぞくとして素晴らしい働きをなさったのだなと感服しております！」

「そうだろうそうだろう。しかし、やはり血筋というものはあるのだな。七人もの子がいて、その内の五人はもう十五を超えているというのに、伴はん侶りよを授かったのが長兄だけとはどういうことなのだ！　そのようなところは、無作法な父に似る必要もなかろうに」

　ダン＝ルティムがしたり顔でそのようにつぶやくと、アイ＝ファがようよう「いいだろうか？」と口をはさんだ。

「アスタには商売の準備があるので、我々はその前に薪や香草を集めなければならないのだ。ダン＝ルティムの話が終わったのなら、これにて失礼させてもらいたく思う」

「なんだ、せっかくファの家まで出向いてきたのに、愛想のないことだな！　では、収しゆう獲かく祭で会えるのを楽しみにしておるぞ！」

　そんな言葉を残して、ダン＝ルティムはトトスのミム・チャーとともに駆かけ去っていった。

　俺はこらえていた溜ため息いきをこぼしつつ、アイ＝ファのほうを振り返る。

「なんだかダン＝ルティムは、普段以上に元気いっぱいだったなあ。そもそもこんな早起きをするようなお人じゃないだろうに……やっぱりモルン＝ルティムの一件で、気が昂たかぶっているのかな」

「うむ。最後に残された末妹の嫁入り話ともなれば、やはり感ずるものがあるのであろうな」

　そのように語るアイ＝ファは、意外に沈着な面おも持もちであった。ダン＝ルティムに朝の仕事を邪じや魔まされたことも、べつだん気にかけていないようだ。

「それにしても、ものすごい話を聞いちまったなあ。何だか両親の恋れん愛あい話でも聞かされたような気まずさだ」

　俺がそのような言葉をこぼすと、アイ＝ファは不思議そうに小首を傾げた。

「気まずいとは？　何がそのように気まずいのだ？」

「えー？　だって、ドンダ＝ルウとミーア・レイ母さんだぞ？　この後どんな顔をして二人に接すればいいのかもわからなくなっちまうよ」

「そうか」と、アイ＝ファは少し目を伏ふせた。

「……私は、素す敵てきな話だと思ったがな」

　俺がまじまじとその姿を見つめてしまうと、アイ＝ファはたちまち顔を赤くして俺の足を蹴ってきた。

「なんだ、その顔は！　文句があるなら、はっきりそう言うがいい！」

「あ、いや、文句なんてないけど……アイ＝ファの反応が、すごく新しん鮮せんだなと思って――」

「やかましい！　とっとと仕事を始めるぞ！」

　アイ＝ファはげしげしと俺の足に追つい撃げきをくらわせてから、香草を保管するための草くさ籠かごを取り上げた。

　そうしてその日も時ならぬ騒ぎに見み舞まわれつつ、ファの家の朝は楽しく開始されたのだった。







第三章★★★ユン＝スドラの憂鬱
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　朱しゆの月の二十一日――ガズラン＝ルティムから北の集落における会談の顛てん末まつを聞いた日の、翌日。ダン＝ルティムのいきなりの来訪に見舞われてからはおかしなアクシデントが生じることもなく、薪と香草の採取を終えたのちは、近在から手伝いの女衆を迎むかえつつ、ファの家のかまどの間で商売のための下ごしらえに励むことになった。

　だが、その日は何となく雰ふん囲い気きがおかしいな、と俺は感じていた。何というか、普段よりもみんなの口数が少ないように感じられるのである。そこまで極きよく端たんに静かなわけではないが、どことなく、ごく限られた人としか口をきいていないように思えてしまうのだった。

　だけどべつだん、仕事のほうに手て抜ぬかりがあるわけでもない。みんな真面目に一いつ生しよう懸けん命めい、仕事に取り組んでくれているのはよくわかる。だから俺も、あんまり気にしないようにして自分の仕事に取り組んでいたのだが――やがて、俺と同じ懸け念ねんにとらわれた女衆に、こっそり囁ささやきかけられることになった。

「アスタ、今日は何だかいつもと様子が違ちがうようですね。この近在で、何かあったのでしょうか？」

　それは、ガズの眷族であるマトゥアの女衆だった。ふた月半ほど前から屋台の商売にも参加するようになった、十三歳の少女である。

「いや、特に変わったことは起きていないはずだけどね。一昨日の夜には北の集落で重大な話し合いがあったけど、その影えい響きようってわけでもないんだろうしさ」

「ああ、ドムとルティムにまつわる一件ですか。あれは確かに、驚おどろくべき話でしたね。……でも、その話ならすべての氏族に伝えられていますから、この近在の女衆ばかりが静かになってしまう理由にはなりませんよね」

「この近在の女衆？」

「はい。妙に口数が少ないのは、この近在の女衆だけでしょう？」

　そのように指し摘てきされて、俺ももう少し注意深く観察してみた。それで判明したのは、彼女の指摘が完全に正しかったということだった。

　朝の下ごしらえには、さまざまな氏族の女衆が手伝いに駆けつけてくれている。だけどやっぱり朝方はせわしないので、徒歩で通える近在の女衆を中心に構成されているのだ。このまま屋台の商売にも参加するマトゥア、ベイム、ラヴィッツからも一名ずつ参加しており、それ以外はみんな近在の女衆であった。

　フォウ、ラン、ディンから二名ずつ、スドラとリッドから一名ずつ、というのがその内訳である。見たところ、その中で普ふ通つうにおしゃべりを楽しんでいるように見えるのは、ディンとリッドから来てくれた年配の女衆のみだった。

「フェイ＝ベイムとリリ＝ラヴィッツも静かといえば静かですが、彼女たちはもともと口数が多いほうではないですよね。だから、この近在の女衆が静かであるために、ちょっと空気が重苦しくなっているように感じられるのです」

「空気、重苦しいかな？」

「あ、いえ、別に気き詰づまりなほどではないですが……ただ、ちょっと心配になってしまいます。何か諍いさかいでもあったのかと思ってしまったので」

　こうしてよくよく観察してみると、静かになっているのはフォウ、ラン、スドラの女衆ということになる。その組み合わせに、俺はちょっと引っかかるものを感じた。

　スドラの女衆というのは、すなわちユン＝スドラのことだ。彼女はお見合いを兼かねた交流の晩ばん餐さん会かいを重ねるにつれて、いくぶん元気を失ってきているように思える。それでその交流を重ねている相手というのが、他ならぬフォウとランであるのだ。その三氏族がそろって静かになっているというのは、いささかならず気になるところであった。

「……ねえ、トゥール＝ディン。他のみんなに少し元気がないように思えるんだけど、君は何か知っているかな？」

　ディン家のもう一人の参加者たるトゥール＝ディンにそう呼びかけてみると、彼女はちょっと切なげな面持ちで「いえ」と首を横に振ふった。

「やっぱり、普通の様子ではないですよね。わたしもちょっと心配していました」

「うん。まさか、スドラとフォウで諍いがあったとは思えないけど……後で確かく認にんしてみようか」

「はい。そうしてもらえたら、ありがたく思います」

　ということで、その場ではあえて事を荒あら立だてずに仕事を片付けることにした。二時間ばかりをかけて下ごしらえを終えたら、いざルウの集落に出発だ。

「ユン＝スドラ、たまにはトトスの運転を他の人に任せて、こちらの荷車で一いつ緒しよに行かないか？」

　今日は、ファの家が二台の荷車を出す日取りであった。なおかつ、最近はユン＝スドラが率そつ先せんして手た綱づなを握にぎることが多かったので、俺はそのように呼びかけてみた。

　ユン＝スドラは、ちょっと困こん惑わくしたようにもじもじとしている。すると、察しのいいマトゥアの少女が元気に声をあげてくれた。

「それじゃあ、ファファの手綱はわたしがお預かりしますね！　最近は運転する機会がなかったので、ちょうどよかったです！」

　そうして彼女は、フェイ＝ベイムとリリ＝ラヴィッツに同乗するように声をかけていた。これでギルルの荷車は、俺とユン＝スドラとトゥール＝ディンという組み合わせになる。近在の人間とそうでない人間で綺き麗れいに分かれた格好だ。

「それじゃあ、ルウの集落で。運転、気をつけてね」

　マトゥアの少女に別れを告げて、俺はギルルを走らせた。これでルウ家に到とう着ちやくしたら、何名かのメンバーを同乗させることになる。よって、こみいった話ができるのは十五分ていどであった。

「ユン＝スドラ、今日はとりわけ元気がないようだけど、大丈夫かい？」

「……はい。仕事は過不足なくつとめられたと思います」

「それはわかっているけれど、フォウやランの人たちとあんまり口をきいていないように見えたのが、ちょっと気になっちゃったんだよね。……氏族同士の問題に立ち入るのはあまりよくないことかもしれないけれど、もしよかったら、何があったのか聞かせてもらえないかな？」

「……そうですね。やっぱりアスタには話しておくべきなのでしょう。わたしはアスタから代価をいただいて、働かせてもらっている身なのですから……」

　そうしてユン＝スドラは、深々と溜息をついたようだった。きっとトゥール＝ディンは、心配げな面持ちでそのかたわらに寄り添っているに違いない。

「実は……フォウとランとスドラの間で、嫁よめ入いりの話がついにまとまったのです」

「あ、そうだったんだ？　……もうけっこう長いこと、交流の晩餐会を続けていたもんね」

　俺が病びよう魔まを患わずらってしまったばかりに開始が遅おくれてしまった交流会であったが、それでもふた月ぐらいはすでに経過していることだろう。おたがいの家のことを知り尽つくすために、彼女たちはそれだけの時間をかけたのだ。

「さしあたっては、チム＝スドラがフォウから嫁を取ることになりました。それ以外にももう一人、ランから嫁に入りそうな女衆がいて……スドラからも、フォウとランに一名ずつ嫁入りをさせる話になっているのですが……」

「……うん。その中には、ユン＝スドラも含ふくまれてるって話だったよね」

「はい。そもそもスドラには、伴侶のない女衆は二人しかいませんので」

　そこでユン＝スドラは、もう一回溜息をついた。

「それでわたしは、ランに嫁入りすることになりそうなのですが……実はその……」

「うん。そのお相手と、何かあったのかな？」

「はい……わたしは昨晩、その男衆を……平手で、おもいきり叩いてしまったのです……」

「えっ！」と声をあげたのは、トゥール＝ディンであった。

「お、男衆を叩いてしまったのですか？　それも、伴侶になるかもしれない、余よ所その氏族の男衆を？」

「……はい」

　もはやユン＝スドラの声は、消え入りそうなぐらいであった。

「い、いったい何があったのかな？　余所の氏族の男衆を叩いてしまうなんて、よっぽどのことだよね？」

「理由は、どうか聞かないでください。……それに、いちおう和解はできているのです。その男衆が、全面的に自分の非を認めてくれましたので……」

「聞くなと言うなら聞かないけれど、フォウやランの人たちにはきちんと事情を打ち明けたのかな？」

　森辺の民というのは、礼れい儀ぎを重んじる一族である。余所の氏族の人間に暴力をふるうなど、よほどのことがない限りは許されないはずだった。俺おれが知る中でも、そんな乱暴な真似を平気でできるのは――まあ、せいぜいレイの家長たるラウ＝レイぐらいのものであろう。しかし、ユン＝スドラの返答は「いえ」であった。

「わたしもその相手も、理由に関しては話していません。だから、フォウやランの女衆も、いまひとつ得心がいかないのでしょう。ご迷めい惑わくをおかけして、本当に申し訳ありません」

「こっちは迷惑なんてかけられてないけれど、ユン＝スドラ自身は大だい丈じよう夫ぶなのかい？　だって、嫁入りを予定してたお相手なんだろう？」

「はい。わたしもスドラのためにと、覚かく悟ごを固めてはいました。でも、こんなことになってしまったら、嫁入りどころではないかもしれませんね。……というか、そもそも相手の男衆にも、わたしを嫁に迎えようという気持ちはなかったのでしょう」

「その男衆とは、いったい誰だれのことなのですか？」

　トゥール＝ディンが問いかけると、ユン＝スドラはまた溜息まじりに言葉を発した。

「ランの分家の家長の長兄である、ジョウ＝ランです。収獲祭で、棒引きの勇者になっていた男衆ですね」




　その後はすぐにルウ家の人々と合流したため、それ以上の話を聞くことはできなかった。が、俺の頭からその一件がなかなか離れなかったことは言うまでもない。ジョウ＝ランというのは、俺にとっても関わりがなくもない相手であったのだ。彼かれは収獲祭の夜、アイ＝ファをいずれ嫁に迎えたいと告白していたのである。もちろんその話はきっぱりと断られていたが、俺にとっても見過ごせることではなかった。

　しかもユン＝スドラは、俺に――よりにもよってこの俺などに懸け想そうしてしまい、自らその想おもいを封ふうじた立場なのである。そんなユン＝スドラがジョウ＝ランのもとに嫁入りする話が持ち上がり、しかも彼女は何かしらの理由で彼をひっぱたいてしまった。このような話を聞かされて、俺は知らんぷりできるはずがなかった。

（いったい何があったんだろう？　ジョウ＝ランってのは、ちょっとつかみどころのない部分はあったけど、とても気さくで礼れい儀ぎ正ただしい印象だったのに……でも、そのジョウ＝ランが、悪いのは自分だと全面的に認めているのか……いったい彼が、ユン＝スドラにどれほど失礼なことをしたって言うんだ？）

　そもそも、森辺の男衆が女衆に失礼なことをする、ということからしてわからない。何度でも言うが、森辺の民というのは礼儀を重んずる人々であるのだ。特に男女関係においては、むやみに相手の容姿をほめてはいけない、という奥おくゆかしい習わしが存在するぐらいなのである。

　そういえばそういう面でも、ラウ＝レイは規格に当てはまらない人ひと柄がらであった。彼は遠えん慮りよなくアイ＝ファやヤミル＝レイの容姿やたたずまいをほめちぎって、両人から煙けむたがられていたのである。だが、規格外はあくまで規格外であるし、ジョウ＝ランがラウ＝レイのように礼儀を軽かろんじる人間とも思えない。そして、ユン＝スドラだってそれは同様であるのだから、そんな二人の間でどうしてそんな不幸な事件が起きてしまったのか、俺にはさっぱり理解できなかったのだった。

（しかも、それでフォウやランの人たちとギクシャクしてしまっているなら、なおさら大ごとだ。フォウとスドラはこれから血の縁を交かわそうとしているところなのに……本当に大丈夫なのかなあ）

　そのように思い悩なやみながら、俺がひたすら屋台の商売に取り組んでいると、ドーラの親おや父じさんとターラが連れ立ってやってきてくれた。

「やあ、アスタ。今日はいったいどういう料理なのかな？」

「あ、いらっしゃいませ。今日は、タラパとティノとプラをふんだんに使った煮に込こみ料理ですよ」

　昨日から、ついにそれらの野菜がまた取り引きされるようになったのである。トマトのごときタラパ、キャベツのごときティノ、ピーマンのごときプラを使って、俺はイタリア風の煮込み料理を売りに出していた。

　ルウ家のほうでもタラパソースの『ギバ・バーガー』を復活させていたので、それとの差をつけるために、ミャームーとチットの実を多めに使ってピリ辛からに仕上げている。さらに、ズッキーニのごときチャンや、ジャガイモのごときチャッチも使い、肉は肩かた肉にくとバラ肉だ。

「いいねいいね。トライプやレギィの料理も美う味まかったけど、このタラパの香りをひさびさに嗅かがされると、思わずにんまりさせられちまうよ」

「美お味いしそうだね！　ターラはこれにするー！」

「あ、でも、他の屋台の料理もだいぶ様変わりしているので、よーくお考えくださいね」

　三種の野菜と同じように、ポイタンも予約なしで自由に買えるようになったので、トゥール＝ディンの屋台ではひさびさに『カルボナーラのパスタ』を再開させていた。

　そしてヤミル＝レイの屋台では、ついに『ミャームー焼き』の改良版が販はん売ばいされている。こちらも、つけあわせのティノの千切りが使える日を待ちかまえていたのだ。なおかつ、これを機に、俺はその料理の名めい称しようを『ケル焼き』と改めていた。ニンニクっぽい風味の強いミャームーよりも、ショウガっぽい風味のケルの根を多く使い、生しよう姜が焼きさながらの味を再現してみせたのである。もはやこれは、『ミャームー焼き』とも異なる料理であるはずだった。

　いっぽう、ルウ家ではネェノンソースからタラパソースに戻もどした『ギバ・バーガー』だ。今後は二種のソースを日ひ替がわりで出していく方針であるらしい。それで『ギバ・バーガー』が売り切れると、雨季の間に開発された『ギバの香こう味み焼き』が売りに出されることになる。調理に手間のかかる『ギバ・バーガー』は個数もやや控ひかえめであるので、中天を過ぎる前には売り切れるのが常であったのだった。

　そしてもういっぽうの汁しる物もの料理は、トライプが使えなくなったために、正規版の『クリームシチュー』である。今後はこれを『ギバのモツ鍋なべ』と『照り焼き肉のシチュー』と交代で売りに出していくのだそうだ。

　こうして見ると、いっさい変化がないのはマイムの屋台ばかりであった。が、マイムの屋台も相変わらず絶好調である。メニューが変わらなければ変わらないで、それを喜ぶお客さんも多いのだ。彼女の屋台も、かなり根強い常連客を確保しているように見受けられた。

「うーん、こいつは迷っちまうなあ！　アスタたちのおかげで、くりーむしちゅーは家でも食べられるようになったけど……でも、ギバとキミュスだとまた違う美味さがあるからなあ」

「ターラは、食べたことのない料理がいい！　アスタおにいちゃんの料理と、けるやきってやつにしよーっと！」

「それじゃあ俺は、くりーむしちゅーとぎばばーがーにするか……ああでも、ひさびさにぱすたを食べたい気もするなあ！」

「もー！　何でもいいから、早く決めてよー！　ターラ、おなかがぺこぺこだよー！」

　そんな風に悩んでもらえるのも、俺にとってはまたとない喜びであった。今日は朝から懸念の種を抱かかえ込むことになったので、心を癒いやされている気分である。

「よし！　それじゃあやっぱり、くりーむしちゅーとぎばばーがーにしよう！　アスタ、ターラの分だけそいつをお願いするよ」

「毎度ありがとうございます。少々お待ちくださいね」

『ケル焼き』のほうがちょうど新しい分を焼くところであったので、俺はその作業を待つことになった。その間に、親父さんが笑え顔がおで語りかけてくる。

「そういえば、オンダの件もありがとうな。あちこちの宿屋の話をまとめるのは大変だっただろう？」

「いえいえ。宿屋には、誰かしらが毎日のように通っていますから。宿屋のご主人たちも、オンダが使えることを喜んでいましたよ」

「こっちも、叔お父じ貴きが大喜びだよ。ま、見た目はむっつりしたままだけどさ。オンダを育てるのは叔父貴の仕事だから、これでしばらくは退たい屈くつせずに済むだろう」

　どうやら親父さんの叔父上にあたるご老人は、長年の農作業で腰こしや膝ひざを痛めてしまい、長い時間は畑に出られないのだそうだ。しかし、モヤシのごときオンダを育てたり収しゆう穫かくしたりするのにはそれほど力作業をともなわないので、フルに働くことができるらしい。もう七十近いご老ろう齢れいなのであろうが、家のために働けるというのは、ダレイムの人々にとっても大きな喜びであるようだった。

「月の頭には、宿屋の寄り合いというやつがあるのですよね。黄の月からは俺もその集まりに参加させてもらう予定ですので、そのときにオンダを使いたい宿屋が他にもあるかどうか確かめようかと考えているのですが、大丈夫ですか？」

「それで注文が増えるようなら、叔父貴もいっそう大喜びしちまうよ。こっちは雨季と同じ量でも準備することはできるから、注文が増えるならありがたい限りさ」

　ならば俺も、宿屋の寄り合いで料理を準備する際は、めいっぱいオンダを使わせていただこう。このように有能な野菜を雨季の間しか使わないというのは、実にもったいない話であるはずだった。

「そういえば、ユーミがまた森辺の集落に行きたがってるらしいね」

「あ、はい。親父さんのところにも話が行きましたか」

「うん。でも、大人連中はちょいと忙いそがしいんでね。もしもお許しが出るようだったら、ターラだけでも参加させてもらおうと思ってるよ。森辺の狩人かりうどが一緒だったら、何も危ないことはないだろうしな」

「父さんたちも、一緒に行けたらよかったのにねー？」

「ああ、本当にな。まあ俺たちは、また年が明けるのを楽しみに待つことにするさ」

　そうして仲良し親子は両手に料理を抱えて青空食堂のほうに向かっていった。

　それと入れ替かわりでやってきたのは、このひと月ばかりで常連客と化したマルスである。

「何だ、今日はまたずいぶんと様変わりしたようだな」

「はい。どの料理もおすすめですよ」

　護民兵団の小隊長であるマルスは、左ひだり腕うでを骨折したために休養中なのである。衛兵というのは荒あら事ごとまで受け持つ立場であるので、きちんと完治するまで復職できないのだ。その点は気の毒に思いつつ、こうして毎日のように料理を買いに来てくれるのはありがたい限りであった。

「……そっちの料理は、ずいぶん奇きっ怪かいな見た目をしているな。本当に食って大丈夫なものなのか？」

「はい。それはパスタといって、フワノとポイタンを混ぜ合わせた料理なのですよ。この、先の割れた匙さじを使って、くるくるっと巻き取って食べるのです」

「ふむ……見た目はともかく、香りはまずまずだな。カロンの乳を使っているのか」

「はい。あちらの『クリームシチュー』という料理もカロンの乳を使っています。あと、俺の料理と向こうの『ギバ・バーガー』という料理はタラパが主体ですので、よかったら組み合わせの参考にしてください」

　甲かつ冑ちゆうを纏まとっていなければ普通の西の民であるし、そもそもマルスは誠実かつ善良な人柄であった。いささか居い丈たけ高だかな面を見せることもなくはないが、それも宿場町を取り仕切る衛兵には必要な資質であるのだろう。

　そんなマルスが「うーん」と悩んでいる間にも、ぞくぞくと他のお客が押し寄せてきて、注文をしてくれる。雨季が明けて、はや半月。宿場町は、もう八割ぐらいは元の活気を取り戻していた。よって料理の数も、以前の八割ぐらいの分量に戻している。マイムの分まであわせれば、七百食を超こえる数だ。それが定時できっちり売り切れるぐらい、すでに客足は戻っているのだった。

　通りにも、人があふれかえっている。シムやジャガルやセルヴァの人々が、またこのジェノスに集まりつつあるのだ。広大なる西の王国でも王都に次ぐ豊かさを持つと言われる、ジェノスの賑にぎわいである。雨季ではなりをひそめていた熱気と活力が、また宿場町のすみずみにまで満ちあふれているかのようだった。

　と、そこに時ならぬざわめきが起きる。北の方角から、巨きよ大だいなトトス車が近づいてきたのだ。そのトトス車は町の入り口で停止して、荷台からはわらわらと身なりのいい人々が降りてくる。二名の年配の男性と、それを警護するジェノス侯こう爵しやく家の武官たちである。

　それらの人々が真まっ直すぐ俺たちのほうに近づいてくるのを見て、マルスは目を丸くしていた。しかし俺たちにとっては、もうこのひと月ばかりですっかり見慣れた光景であった。

「失礼いたします。トゥール＝ディン様、本日の品物を受け取りに参りました」

「は、はい。いつもお疲つかれ様さまです」

　トゥール＝ディンはフェイ＝ベイムに屋台を任せると、ギルルの荷車のほうへと駆け寄っていった。その荷台から、綺麗な布に包まれた箱を携たずさえて戻ってくる。そこに、オディフィア姫ひめに届けられる本日の菓か子しが収められているのだ。

「ありがとうございます。こちらが次回分の包みと、それに本日分の代価となります」

「は、はい。こちらこそ、ありがとうございます」

「それと……姫ひめ君ぎみから、こちらをお渡わたしするように仰おおせつかっております」

　年配の男性の片方が、小さな包みを差し出した。これまた瀟しよう洒しやな刺し繍しゆうが施された上等な絹である。それを開くと、中から現れたのは銀色の髪かみ飾かざりであった。

「あ、あの、このような贈おくり物ものを毎回届けられるのは……前回も、花束を受け取ってしまいましたし……」

「はい。ですが、姫君からどうしてもと仰せつかっておりますので」

「だ、代価はきちんと受け取っていますので、わたしにはそれで十分です。オディフィア姫に、くれぐれもお気き遣づかいないようにとお伝え願えませんか？」

「かしこまりました」と応じつつ、その人物は髪飾りを差し出したままだった。何にせよ、今日のところは受け取ってもらわないと困る、ということなのだろう。トゥール＝ディンはたいそう恐きよう縮しゆくしながら、その髪飾りを包みごと受け取った。

「ありがとうございます。それでは、また三日後に」

「あ、三日後は屋台が休みになりますので、四日後にお願いいたします」

「かしこまりました。朱の月の二十五日でございますね。……それでは、四日後に」

　武官に前後と左右を守られつつ、男性たちはトトス車に戻っていった。

　すると呆あつ気けに取られていたマルスが、「おい」と俺に顔を寄せてくる。

「あ、あれはジェノス侯爵家の家臣と騎き士し団だんではないか。いったいお前らは、侯爵家を相手に何をしているのだ？」

「はあ。いちおうご内密にお願いしますね。こちらのトゥール＝ディンは三日に一度、侯爵家のオディフィア姫に菓子を届けているのです」

「……オディフィア姫と言えば、侯爵家の第一子息の息女ではなかったか？」

「ええ、そのようですね」

　マルスは額に手をやって、深々と嘆たん息そくした。

「まったくお前たちは、やることがいちいちとてつもないな。侯爵家の姫君が、それを受け取るためにわざわざ家臣を出向かせているというのか？」

「はい。こちらから城下町に出向くのは、色々と手間なもので」

「手間の一言で、侯爵家の人間をこのような場所にまで呼びつけているのか。まったく呆れたものだ」

　そうは言われても、このような受け取りの形式を提示してきたのは、あちらの側なのである。トゥール＝ディンに面めん倒どうをかけまいという配はい慮りよと、あとはやっぱり森辺の民が頻ひん繁ぱんに城下町を訪れるのは体面が悪いという裏事情も存在するのではないだろうか。

　それにメルフリードたちは、いまだ森辺の民に通行証というものを発行しようとしていなかった。族長などが急な用事でメルフリードらに会見を申し込むときも、まずは城門で取り次いでもらい、車で迎えに来てくれるのを待たなければならないのだ。森辺において城下町を自由に行き来できるのは、《銀の壺つぼ》の団員というもうひとつの顔を持つシュミラルただ一人であるのだった。

（そのシュミラルだって、城下町で夜を明かすことは許されていないって話だもんな。ディアルみたいに長期の滞たい在ざいが許されるには、かなりの信用や格式ってものが必要になるんだろう）

　少なくとも、俺の知る貴族の人々に、森辺の民を蔑さげすんでいる気配は感じられない。そうでなければ、いちいち呼び出して料理の準備を申しつけたりもしないだろう。それでもやっぱり、彼らには守るべき格式や規律というものが存在するのだろうと思われた。

「まあ、今さらお前たちのやることに文句をつけても始まらん。せいぜい貴とうとき方々を怒おこらせないように気をつけることだな」

　そうしてマルスは俺の料理とクリームシチューを購こう入にゆうして、青空食堂に引っ込んでいった。

　商売のほうは、至し極ごく順調である。しかし、青空食堂で働いているユン＝スドラのほうはどうであろうか。スドラもフォウもランも等しく大事な友であると考えている俺には、なかなか心が重くなる話であった。そしてそれは、スフィラ＝ザザやモルン＝ルティムの一件よりも、ファの家に大きく関わってくるような気がしてならなかった。




２




　その夜である。

　その夜も、アイ＝ファはきわめてご機き嫌げんであった。

　ご機嫌な理由は言うまでもない。本日も猟りよう犬けんのブレイブと、満足のいく仕事を果たすことがかなったためである。

　ルウ家からの手ほどきは、二日前に終わっていた。昨日から、アイ＝ファはブレイブのみを相棒として森に入っているのだ。ルド＝ルウやフォウやスドラの人々と狩人の仕事に取り組んでいた期間も、ラヴィッツ家のときのようなストレスは生じていないようだったが、やっぱりアイ＝ファは身軽に動けることが一番であるらしい。そして、ブレイブがそこに加わっても、決してアイ＝ファの身軽さが損そこなわれることはないようだった。

「今日もブレイブのおかげで、二頭のギバを仕留めることができた。一頭は血ち抜ぬきに失敗してしまったが、まずは十分な収獲であろう」

　アイ＝ファはそのように語りながら、俺の準備した晩ばん餐さんをもりもり食べていた。ブレイブは土間で、ギバの巨大なすねの骨をかじっている。大皿に盛ってあげた肉は、すでに喰くらい尽くしてしまったのだ。その肉は血抜きに失敗した肉であったが、ブレイブが食するには何の不都合もないようだった。

「これではますます、腐ふ肉にくをあてにしているムントどもが飢うえることになりそうだな。森に捨てられるギバの肉というのは、この一年足らずで格段に減ってしまったはずだ」

「うん。生態系に影響がないか、ちょっと心配なところだよな」

「……せーたいけー？」

「アイ＝ファが言った通りのことだよ。飢えたムントが人を襲おそったりしたら大変だろう？」

「飢えたムントは、人里ではなく森の奥へと移動するのではないのかな。我々とて、半日で戻れる場所までしか足をのばすことはできないのだから、森の奥おく深ふかくではいくらでもギバの亡なき骸がらが転がっているはずだ」

　腐肉喰らいのムントには、自らギバを狩かる力もないのだ。そう考えると、八十年前に森辺の民が移り住んでくるまでは、自然死したギバや他の獣けものの亡骸をあさることしかできなかったのだろう。ならば、むしろこの八十年は森辺の民が不要な肉を大量に廃棄して、ムントたちに過か剰じような食料を提供していた、ということになるのかもしれなかった。

「それじゃあ、現在のほうがあるべき正しい姿とも考えられるのか……ううん、こういう話は難しいな。母なる森の思おぼし召めすままに、というのが一番正しいのかもしれない」

「その通りだ。森辺の民もギバもムントも、同じ森の子なのだからな」

　そうしてギバ・スープをすすったアイ＝ファは、いくぶんうろんげな顔で俺を見つめてきた。

「それにしても、浮うかぬ顔だな。まだユン＝スドラらの一件が気にかかっているのか？」

「うん、そりゃまあね。今回ばかりは、俺たちも他人事じゃないだろう？」

「そうであろうか？　ジョウ＝ランからの嫁よめ取とりの話など、私はその日に断っているし、お前はそもそもユン＝スドラから嫁入りの話を持ちかけられたわけでもあるまい。ユン＝スドラの心情を思えば、もちろん忸じく怩じたる気持ちであろうが……それでもやっぱり、これはランとスドラの問題であるように思うぞ」

　森辺の価値観や倫りん理り観かんと照らし合わせると、やっぱりそういうことになるのだろうか。しかしそれでも、俺はそこまで他人事と割り切ることはできそうになかった。

「まあ、事情がわからないから、余計にもやもやしちゃうんだよな。どうしてユン＝スドラは、ジョウ＝ランのことをひっぱたいたりしちゃったんだろう？」

「知らん。……ジョウ＝ランのほうが、何かろくでもないことをしでかしたのではないか？」

「そうなのかなあ。そんなことをする人間には見えなかったんだけど」

「わからぬぞ。何せ、私を嫁に迎えたいなどと言い出す変わり種なのだからな」

　これには、いささか異論を差しはさむ余地が生じるはずだった。

「まあ、俺のことは置いておくとしても、ダルム＝ルウとかラウ＝レイとか、それにガズやラッツの男衆とかもアイ＝ファを嫁にしたいって口にしていたんだからさ。それだけで変わり種扱あつかいすることはできないんじゃないかな？」

「……いちいちそのように古い話まで蒸むし返すな」

「でも、本当のことだろう？」

　アイ＝ファは床ゆかに手をつき、わざわざ身を乗り出してまで、俺の頭をぺしんと叩いてきた。ほんのちょっぴりだけ、頬ほおが赤くなってしまっている。

「とにかくあのジョウ＝ランというやつは、どこかとぼけたところのある男衆だった。あやつであれば、何か森辺の習わしにそぐわぬことを言いだして、ユン＝スドラを怒らせることもありえよう。……そもそも、あやつは自分が悪かったと認めておるのであろうが？」

「うん、そうらしいよ」

「ならばやっぱり、あやつが悪かったのだ。フォウやランの家人たちも、その言葉を信じてわだかまりを捨てる他あるまい」

　しかし、余所の氏族の男衆を叩いてしまったユン＝スドラがその事情を話そうとしないのも、やっぱり森辺の習わしにはそぐわない行いであろう。もしかしたら、ジョウ＝ランはユン＝スドラをかばっているだけなのかもしれない――と、ランやフォウの人々に思われてしまったら、わだかまりが生じるのも否いなめないように思えた。

（そういえば、ジョウ＝ランって収獲祭のときもたくさんの声せい援えんを受けてたもんな。狩人としての力量は申し分ないし、顔立ちだって整ってるほうだし、おまけに若くて未み婚こんだし……きっとフォウやランでは、もともと人気者だったんだろうな）

　そうすると、ユン＝スドラには余計に厳しい眼まな差ざしが向けられてしまうのかもしれない。そのように考えて、俺が溜息をつきかけたとき――玄げん関かんの戸板がノックされた。

「ランの家のジョウ＝ランです。家長のアイ＝ファはいらっしゃいますか？」

　俺は思わず、木皿を落としそうになってしまった。

　アイ＝ファは一気に不ふ機き嫌げんそうな顔になり、がしがしと頭をかきむしる。

「晩餐の最中に何だというのだ。礼儀を知らぬやつだな」

　アイ＝ファは大おお股またで戸板のほうに近づいていき、不思議そうに顔をあげるブレイブやギルルの頭を撫なでてから閂かんぬきを引き抜ぬいた。

「夜分に申し訳ありません。アイ＝ファにお話ししたいことがあるのですが、よろしいですか？」

「……こちらは、晩餐の最中であったのだがな」

「え、まだ晩餐の最中であったのですか。それは失礼しました」

　俺にとってはけっこうひさびさの、ジョウ＝ランの声であった。たとえ家が近在であっても、俺が余所の男衆と顔をあわせる機会はそんなに多くないのだ。

「では、晩餐が終わるのを待たせていただいてもいいでしょうか？　いったん家に戻ってしまうと、なおさら皆みながけげんに思いそうなので」

「……待つのはそちらの勝手だが、どこで待つ気だ？」

「どこでもかまいません。お邪魔であれば、外で待ちます」

　アイ＝ファはもう一度頭をかきむしってから、「入れ」と身を引いた。ジョウ＝ランは「ありがとうございます」と頭を下げてから、土間に上がりこんでくる。

「あ、猟犬も晩餐の最中ですか。これはまた見事なギバの骨ですね」

　サンダルの革かわ帯おびをほどきながら、ジョウ＝ランはブレイブに笑いかけたようだった。ブレイブはギバのすねをかじりながら、ぱたぱたと尻しつ尾ぽを振っている。

「それでは、お邪魔します。……あ、アスタ、おひさしぶりです」

「うん、ひさしぶりだね、ジョウ＝ラン」

　アイ＝ファに刀を預けたジョウ＝ランが、広間にまで歩を進めてくる。それなりに長身で、くせのない髪かみを肩かたまで垂らした、若い男衆である。年ねん齢れいはたしか十六歳さいで、なかなか整った眉び目もくをしている。森辺ではちょっと珍めずらしい、実に涼すずやかな雰囲気を持つ人物であった。

「では、こちらで待たせてもらいますね。俺にはかまわず、晩餐をお続けください」

「そのようなところに居い座すわられて、かまわずにおけるものか。いいから、とっとと用事を済ませるがいい。その間に、我々は食事を進めさせてもらう」

　露ろ骨こつに不機嫌そうな顔をしながら、アイ＝ファはもとの位置にどかりとあぐらをかいた。そして、宣言通りに中断されていた食事を再開させる。

　ジョウ＝ランは俺のななめ後ろに陣じん取どっていたので、俺は彼の姿が見えるように席を移動した。ジョウ＝ランもあぐらをかいていたが、背筋はぴしりとのびている。そうして彼は、微笑ほほえみを浮かべる寸前のように穏おだやかな面持ちで語り始めた。

「それでは申し訳ありませんが、話を始めさせていただきます。……ユン＝スドラと俺にまつわる話は、すでに聞いていますか？」

「うむ。お前が何か悪さをして、ユン＝スドラに叩たたかれたそうだな」

「はい。それで今日の朝は、フォウやランの女衆がユン＝スドラと口をきけないような状態になっていたのだと聞きました。……それは事実なのですか、アスタ？」

「うん。とりあえず、みんな気まずそうにしているようだったね」

「やはりそうですか。悪いのは俺なのに、事情を話さないものだから、皆もユン＝スドラとどのように接するべきか決めかねているのでしょう。……本当にユン＝スドラには、申し訳ないことをしてしまいました」

　そうしてジョウ＝ランは床に拳こぶしをつき、少しだけ身を乗り出してきた。

「アイ＝ファ。俺はその事情を、血族の皆に打ち明けたいと考えています。それを許してもらうことはできますか？」

「そのような話に、どうして私が許しを与あたえねばならんのだ？」

「それは、俺とアイ＝ファにまつわる話であるからです」

　いよいよ剣けん呑のんな話になってきたようだ。冷しゃぶサラダの肉を噛かんでいたアイ＝ファはそれを呑のみくだしてから、ジョウ＝ランの顔をじろりとねめつけた。

「おかしなことを聞くものだ。お前と私にまつわる話など、そう多くはないように思えるのだが」

「はい。本当に馬鹿な真ま似ねをしてしまいました。あれほどユン＝スドラを怒らせることになり、俺は心から自分の行いを悔くいています。だから、彼女には何の罪もないのだということを、皆に知らしめたいのです」

「前置きはもう十分であろう。お前はいったい、ユン＝スドラにどのような無礼を働いたのだ？」

「はい。……俺はかつてアイ＝ファに懸想しており、いまだにその気持ちを完全には捨てきれていないということを、ユン＝スドラに語ってみせたのです」

　それは、十分に予想できる範はん囲い内ないの話ではあった。だけどやっぱり、それで驚かずにいられるわけはない。特に、いまだに気持ちを捨てきれていないというのは――俺たちにとっても、笑い飛ばせる話ではなかった。

「……ユン＝スドラは、それでお前を殴なぐりつけるほどに気持ちを乱してしまったということか？」

　ものすごく嫌いやそうな顔をしながら、アイ＝ファはそう問うた。

　ジョウ＝ランは「いえ」と首を横に振る。

「俺が道を踏ふみ外はずしたのは、その後です。俺は……おたがいの気持ちを成じよう就じゆさせるために手を携えないかと、ユン＝スドラにそんな話を持ちかけてしまったのです」

「おたがいの気持ち？」

「はい。ユン＝スドラは、アスタに懸想しているのでしょう？」

　今度こそ、俺は木皿をひっくり返してしまいそうになった。

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　それはどこから出てきた話なんだ？　まさか、ユン＝スドラが自分でそんな話をしたわけではないだろう？」

「はい。以前に家人の女衆がそのように噂うわさしていたのを聞いたことがあったのです。きっとユン＝スドラは、アスタの迷惑にならないように自分の気持ちを押おし殺しているのだろう、と」

　俺は、目め眩まいを起こしてしまいそうだった。

　その間に、アイ＝ファが「おい」と怒ど気きをはらんだ声をあげる。

「それでお前は、おたがいの気持ちを成就させるために手を携えたい、などとユン＝スドラに告げたというのか？」

「はい」

「お前はランの家人として、ユン＝スドラを嫁に迎むかえるべきかどうかを見定める立場にあったのだろうが？　そのお前が、そのような話をユン＝スドラに持ちかけたのか？」

「はい。本当に馬鹿な真似をしてしまいました」

「馬鹿な真似で済むか！　お前は何を考えているのだ!?」

　アイ＝ファが拳でおもいきり床を打ち据すえると、木皿のスープがたぷんと揺ゆれた。

「そのような真似が、森辺で許されるか！　お前など、何度叩たたかれても当然だ！　許されるなら、私だってその顔を殴りつけたくなるわ！」

「反省しています。俺だって、あのときの自分を殴りつけてやりたいぐらいです」

　さっきまで背筋をのばしていたジョウ＝ランが、しょんぼりと肩を落としてしまっていた。

「ユン＝スドラが伴はん侶りよに相応ふさわしい女衆であるか、見定めるべし……と家長に言い渡されたとき、俺は間ま違ちがった道に足を踏み出してしまったのです。アイ＝ファに懸想する自分とアスタに懸想するユン＝スドラが見合いをさせられたというのは、ひょっとして森の導きだったのではないか、と……そんな馬鹿な考えに取り憑つかれてしまったわけですね」

「何が森の導きだ！　お前は母なる森をも汚けがすつもりか!?」

「すみません。ユン＝スドラに頬を叩かれて、俺は自分がどれほど愚おろかしい考えにとらわれていたかを知りました。今となっては、どうしてそのような考えが正しいと思えたのか、自分でもわけがわからぬほどです」

　俺よりも長身で立派な若わか衆しゆの姿をしたジョウ＝ランが、まるで雨に打たれる子犬のように悄しよう然ぜんとしてしまっていた。しかし、アイ＝ファの怒いかりは収まらない。

「お前のような人間が森辺の同どう胞ほうであるということすら、私には信じられなくなってきた！　ランの者たちには申し訳ないが、森辺の民にこれほどまでに怒りをかきたてられたのは、ディガやドッドらが悪党であったとき以来のことだ！」

「……はい。心から悔いています」

「私にそのような言葉を吐はいても意味はあるまい！　お前が詫わびるべきは、ユン＝スドラとスドラやランの家長たちだ！」

「ア、アイ＝ファ、気持ちはわかるけど、ちょっと落ち着こう」

　アイ＝ファは全身の毛を逆立てた猫ねこのごとく、怒りの激情をあらわにしていた。青い瞳ひとみが爛々と光って、今にもジョウ＝ランを殴りつけそうな迫はく力りよくである。

「それでジョウ＝ランは、みんなに事情を打ち明けたいって考えたわけだね。そうすると、自分がアイ＝ファに懸想していることまで知れ渡ってしまうから、アイ＝ファの許しが欲ほしかったっていうことなのかな？」

「はい。それに、ユン＝スドラがアスタに懸想しているということも打ち明けないと、話は正しく伝わらないように思えます」

　それは確かに、その通りなのかもしれない。だが、俺はともかく、ユン＝スドラにとってそれはどうなのだろうか？　彼女はフォウやランの人々と気まずくなってでも、頑かたくなに口をつぐんでいるのである。

「でも、ランの女衆もユン＝スドラの心情については気づいていたわけですから、それに関しては問題ないかと思います。それよりもやっぱり、アイ＝ファとアスタには許しをいただくべきだと思い――」

「ちょっと待った！　そこでユン＝スドラの気持ちを二の次にするのは、まずいよ！」

　アイ＝ファがまた何か怒ど鳴なりつけそうな気配であったので、俺が先に声をあげることにした。

「というか、俺たちに関しては許すも許さないもないだろう。俺たちはただ、懸想されてもその気持ちには応えられなかったっていうだけの立場なんだから、誰に何を知られたって、ちょっと気き恥はずかしいぐらいのことさ。でも、ユン＝スドラはそうじゃないだろう？」

「はい。でも、ランの女衆が気づいていたのですから、スドラやフォウの女衆だって気づいているのではないでしょうか？」

「確証もなしに想像するのと、それが真実であったんだと知らされるのとじゃあ、意味合いがまったく変わってくるだろう？　そもそも、どうして昨晩の内に事情を打ち明けなかったのさ？」

「それは……ユン＝スドラが、話すべきではないと言い張っていたためです」

「ほら、だったらその気持ちを尊重しないと！　君はユン＝スドラとしっかり話し合って、それでみんなに話すべきかどうかを決めるべきなんだよ」

「はあ……確かにその通りなのかもしれませんね」

　何とも頼たよりない返答であった。アイ＝ファはもはや、怒りの形相で中ちゆう腰ごしの体勢になっている。

「やはりこやつは、もう何発か殴りつけてやらないと目が覚めぬのではないか？　たとえ私が殴りつけても、事情を話せばランとの縁えんがこじれることはあるまい」

「ちょ、ちょっとは冷静になれってば。殴る必要があれば、ランの家長が殴ってくれるよ」

　ジョウ＝ランは、とても悲しそうな目でアイ＝ファを見た。

「……俺は、そこまでアイ＝ファを怒らせてしまったのですね」

「だから！　そういう態度が一番気に食わんのだ！　お前がまず案ずるべきはユン＝スドラの心情であって、私ではない！　私の顔色をうかがっているひまがあれば、ユン＝スドラに何度でも詫びるべきだろうが！」

「……そうですね。つくづく自分の未熟さに嫌いや気けがさします」

　ジョウ＝ランは固く目をつぶってから、意を決したようにアイ＝ファを見つめ返した。

「アイ＝ファ、ひとつだけあなたにお願いがあるのですが」

「やかましいわ！　お前の願いなど聞き届ける気はない！」

「それでも、どうかお願いします。俺はあなたへの想いを断たち切らねばなりませんが……そのために、ひとつだけ教えてほしいんです」

　アイ＝ファの怒気に耐たえながら、ジョウ＝ランは決然と言った。

「アイ＝ファ、あなたの想い人というのは、いったい何者なのですか？」

「……何だと？」

「俺が収しゆう獲かく祭の夜にアイ＝ファを嫁に迎えたいと言ったとき、あなたはすでに想い人があると答えていたではないですか？　仮にこの先、アイ＝ファが狩人としての力を失って、女衆として生きていくことになっても、伴侶とするべき相手はすでに決まっている、と……それが何者であるかを教えてもらいたいのです」

　俺は、座すわったままぶっ倒たおれそうになってしまった。アイ＝ファとジョウ＝ランがそこまで立ち入った話をしたということは、もちろん俺もその日の内に聞いている。が、それでも彼は、アイ＝ファの想い人の正体の見当をつけられなかったようだった。

「それはきっと、俺などとは比ひ較かくにもならぬほどの狩人であるのでしょう。アイ＝ファに認められるほどの男衆なのですから、それは当然です。それが誰であるかを知り、自分との差を思い知れば、俺もこの愚かな執しゆう着ちやくを完全に捨て去ることができるように思うのです」

「…………」

「やはりそれは、ルウ家の狩人なのでしょうか？　あるいは、北の一族の狩人なのでしょうか？　アイ＝ファであれば、さまざまな氏族と縁を結んでいるのですから――」

「やかましい！」と、アイ＝ファはジョウ＝ランの言葉を断ち切った。その肩が、怒りでぷるぷると震ふるえている。

「どうして私が、お前などの気持ちを安らげるために尽じん力りよくせねばならんのだ！　私に言えるのは、お前のような大うつけを伴侶に迎えることなど、決して、絶対に、未み来らい永えい劫ごうありえないということだけだ！　お前はお前の力で妄もう執しゆうを断ち切れ！　それができぬのなら、お前に森辺の民を名乗る資格はない！」

　ジョウ＝ランは、アイ＝ファの気き迫はくに気け圧おされたかのように身をのけぞらせた。そしてその反動を利用したかのように、やがて深々と頭を下げる。

「わかりました。自分の不明を恥はずかしく思います。今後は森辺の民に相応しい人間として振ふる舞まえるように、力を尽つくします」

「知ったことか！　気が済んだのなら、とっとと出ていけ！」

「はい。帰ります。ユン＝スドラとは、明日の朝一番に話したいと思います」

　ジョウ＝ランは立ち上がり、もう一度頭を下げた。

「それでは、失礼します。……刀を返していただけますか？」

　アイ＝ファはわしづかみにしたジョウ＝ランの刀を、力まかせに投げつけた。ジョウ＝ランは慌あわてる様子もなく、それを軽々とキャッチする。

「……最後にひとつだけ。大馬鹿なのは俺おれひとりなので、どうかランの人間とは今後も変わらぬつきあいをお願いします」

　そうしてジョウ＝ランは自ら閂を外して、ファの家を出ていった。

　アイ＝ファはずかずかと広間を横断し、閂を掛かけなおすと、しばらくはその場で肩を上下させていた。ブレイブとギルルは、やっぱりきょとんとした面おも持もちで、そんなアイ＝ファを見上げている。

「まったく、とんでもない話だったなあ。予想以上に、ジョウ＝ランというのは変わり種だったよ」

「そんな生易しい言葉で済むか！　あいつは本当に森辺で生まれた人間なのかと、疑わしくなるほどだ！」

　戸板の前に立ちはだかったまま、アイ＝ファは荒あらっぽい声をあげた。こちらに背中を向けているので、どのような表情をしているかはわからない。

「とにかく後は、ユン＝スドラと話し合ってもらうしかないだろう。それで決着がつかないようなら、俺もユン＝スドラと話をして、彼かの女じよにとって一番望ましい方向に話が進むように力を貸そうと思うよ」

「うむ。一番に重んずるべきは、ユン＝スドラの心情であるからな」

「うん。それと、スドラとランの関係をこじらせないことだよな」

　俺は疲ひ弊へいしきった頭を軽く小こ突づいてから、アイ＝ファの背中に声をかけてみせた。

「さあ、それじゃあ晩餐を片付けよう。すっかり冷めちゃったけど、残すわけにはいかないからな」

「うむ……」と低い声で応じながら、アイ＝ファはようやく広間に戻ってきた。そうして自分の席についたアイ＝ファの姿を見て、俺は「あれ？」と声をあげてしまう。

「どうしたんだ、アイ＝ファ。顔が真っ赤だぞ。さっきよりひどいぐらいじゃないか」

「…………」

「怒る気持ちはわかるけどさ。当人も姿を消したんだから、少しは落ち着けよ。血圧を上げるのは身体にもよくないぞ」

「……べつだん、怒っているわけではない」

　そのように述べながら、アイ＝ファは木皿に残っていた肉野菜炒いためを勢いよくかきこみ始めた。そうして木皿で半分顔を隠かくしつつ、俺のことをじっと見つめてくる。

「ただ……あのような心情を他者の口から語られてしまうと……妙みように心を乱されてしまうのだ」

　それはもしかして、いつか伴侶を迎えるとしても、その相手はすでに決めている――という言葉のことであるのだろうか。

　俺は、自分の血液もぐんぐん首の上にあがっていくことを止めることができなかった。

「で、でも、そんなの今さらの話じゃないか。そんなおたがいの心情は、前から打ち明けあっていたんだしさ」

「……などと言いながら、お前も顔を赤くしているではないか」

「そ、それはアイ＝ファにつられただけだよ」

「私に責任を負わせようというのか。なんと心ないやつだ」

　木皿をおろそうとはしないまま、アイ＝ファは恨うらめしげに俺をねめつけてくる。

「……それで、お前はどうなのだ？」

「え？　何がだよ？」

「最近は、そのような話をする機会もなかったが……お前も変わらぬ気持ちでいるのか？」

「あ、当たり前じゃないか。俺が心変わりしたようにでも見えるってのか？」

「……ならばよい」

　俺も木皿で顔を隠すべきなのだろうか。まさか、このような形でファの家に火の粉が飛んでくるとは予想できていなかった。

　だけどそれよりも、今はユン＝スドラとジョウ＝ランの一件だ。俺の予想よりも遥はるかにお騒さわがせな人間であったジョウ＝ランが、明朝にきちんとユン＝スドラと和解できるかどうか、まずはそれを祈いのるしかなかった。
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「本当に申し訳ありませんでした！」と、翌朝はいきなりユン＝スドラに謝あやまられることになった。

　屋台の料理の下ごしらえを始める直前のことである。他の女衆よりも先んじてファの家を訪おとずれたユン＝スドラは、俺とアイ＝ファの前で深々と頭を下げてきたのだった。

「か、顔を上げてくれよ、ユン＝スドラ。君が謝るような話じゃないだろう？」

「いえ！　まさかジョウ＝ランが、アスタたちに事情を打ち明けてしまうなんて……わたしはまたあの顔を叩いてしまわないように我が慢まんするのが大変でした！」

　そのように語りながら、ユン＝スドラは上目づかいで俺とアイ＝ファを見比べてきた。その顔は、昨晩の俺たちに負けないぐらい真っ赤になってしまっている。

「き、きっとアスタもアイ＝ファも、さぞかし不快な気持ちになってしまったことでしょう。本当に、心から申し訳なく思っています」

「不快と思うなら、それはあのうつけ者に対してだ。お前がそのように申し訳なく思う必要など、一いつ切さいないのだぞ」

「いえ、ですが……そもそもわたしがアスタに対してよからぬ気持ちを抱いだいてしまったことが、原因のひとつであるのでしょうから……」

　と、ユン＝スドラは灰はい褐かつ色しよくのサイドテールを揺らしながら、もじもじとした。

「でも、わたしはその気持ちを打ち捨てると自分で決めました。アイ＝ファもアスタから聞いていると思いますが、どうかその点だけは疑わないでください」

「その言葉を疑ったりはしていないし、それについても、我々が謝られる筋合いではあるまい」

「いえ。わたしはアスタともアイ＝ファとも正しい縁を紡つむいでいきたいと願っていますので……こんな騒ぎになってしまったことを、本当に申し訳なく思っています」

　そんな風に言いながら、ユン＝スドラはますます小さくなってしまう。アイ＝ファは何とも複雑そうな面持ちで、その姿を見つめていた。

「ともあれ、我々のことなど、どうでもよいのだ。スドラやランの者たちに事情を打ち明ける気持ちにはなれたのか？」

「はい。このような事情を打ち明けたら、アイ＝ファたちにも迷めい惑わくがかかってしまうのではないかと思い悩なやんでいたのですが……今日の朝、ジョウ＝ランと話をしていて気持ちが変わりました。それに、ジョウ＝ランが隠しだてのできない気き性しようであるということも、わたしは痛感させられてしまいました」

　とにかくユン＝スドラは、ジョウ＝ランが俺たちに事情を打ち明けてしまったことに憤ふん慨がいしている様子だった。だけどそれも当然の話なのだろう。彼かれはまずユン＝スドラと意思の統一をはかってから、ファの家を訪れるべきであったのだ。

「今日はこのまま宿場町の商売がありますので、夕刻に家長たちが森から帰ったら事情を打ち明けたいと思います。申し訳ありませんが、それまではどうかご内密にお願いします」

「相わかった。繰くり返すが、お前に罪のある話とは思えん。あのようなうつけ者と関わってしまったことが、お前の不運であったのだ」

「……わたしは自分にも罪があるという気持ちをぬぐえませんが、アイ＝ファにそう言ってもらえるのはとても嬉うれしく思います」

　まだちょっと頬に赤みを残したまま、ユン＝スドラはにこりと微笑んだ。

「それでは、仕事に取りかかります。余計な時間を取らせてしまい、申し訳ありませんでした」

　そうしてユン＝スドラがかまど小屋に消えていくと、アイ＝ファは小さく息をついた。

「ユン＝スドラは、本当に真っ直ぐな心を持っているな。あのような女衆と見合いをして、どうして私などへの執着を捨てきれぬのか、まったく理解することができん」

「……それはちょっと、俺も耳が痛いかな」

　俺が余計なことを言ってしまうと、アイ＝ファは瞬しゆん時じに顔を赤くして足を蹴けってきた。

「ともに暮らしているお前と、数えるほどしか顔をあわせていないジョウ＝ランでは、事情も異なるだろうが？　あまりたわけたことを抜かすな」

「そりゃまあ、アイ＝ファの魅み力りよくを一番理解してるのは自分だという自負はあるけれど……いてて、わかったってば！」

　足の筋を痛めない内に、俺もかまど小屋に避ひ難なんすることにした。が、そこで待ちかまえているのはユン＝スドラのみである。彼女は大おお鍋なべでカレーの具材を煮に込こむ準備をしながら、照れくさそうに笑いかけてきた。

「……アスタ、本当に申し訳ありませんでした」

「いや、アイ＝ファの言っていた通り、ユン＝スドラが謝る必要はまったくないよ。他のみんなだって、絶対にそう思ってくれるはずさ」

「どうでしょう。それでもやっぱり、ジョウ＝ランを叩いてしまったのは軽けい率そつだったと思います」

　そう言って、ユン＝スドラは深々と溜ため息いきをついた。

「以前にも語った通り、アスタはアイ＝ファと結ばれるべきだと思うのです。二人の間に、わたしなどが割わり込こむ隙すき間まはありません。そう思って、わたしは自分の気持ちを捨て去ることに決めたのに、ジョウ＝ランにあのような申し出をされてしまい……わたしは、我を失うほどの怒りにとらわれてしまったのです」

「うん。怒って当然の話だと思うよ。きっとそれは、ユン＝スドラの気持ちを土足で踏みにじるような行こう為いだったんだろうね」

　ジョウ＝ランにも同情すべき点は存在するのだろうと思うが、それでユン＝スドラに働いた無礼が帳消しになるわけではない。ジョウ＝ランがどのような想念にとらわれていたとしても、そこにユン＝スドラを巻き込んだのは絶対に間違いであったはずだ。

「ランやフォウの家長たちは、いったいどのように思うでしょうね。……もしもわたしの罪が許されたとしても、やはりジョウ＝ランとの関係は変わらないままなのでしょうか」

「え？　いや、さすがにそれでジョウ＝ランの伴侶になるべしとは言われないんじゃないかなあ？」

「どうでしょう？　罪を犯おかしても、報むくいを受ければそれは許されます。あらためて、おたがいが伴侶に相応しいか見定めるべし、と命じられるのではないでしょうか」

「それなら、伴侶に相応しくない相手だった、と告げればいいんじゃないのかな。何にせよ、意に沿わない相手と無理に婚こん儀ぎをあげるようなことにはならないはずだろう？」

「そうであることを、切に願います。……でも、わたしだけの心情で、フォウやランとの絆きずなを危あやうくするわけにはいきませんからね……」

　くつくつと音をたて始めた鍋なべの中身を見つめながら、ユン＝スドラはまた溜息をつく。彼女の苦く悩のうが晴らされるかどうか、まずは夕刻の訪れを待つしかないようだった。




　日中は、平へい穏おんに過ぎていった。客足もいつも通りで、料理は飛ぶように売れていく。日が経たつにつれて、宿場町の活気は見る見る取り戻もどされていっている様子である。

　そんな中、特筆するべき話がひとつだけあった。なんと、ユーミたちがルウ家の収獲祭に招待されることになったのだ。

「えー、ほんとに!?　そのお祭だけは無理だろうなって、こっちはあきらめてたのに！」

　勢いきおい込んでユーミが反問すると、レイナ＝ルウは笑え顔がおで「はい」と応じていた。

「最初はこちらでも、別の日にするべきだという話になっていたのです。ただ、今はルウの集落にミケルとマイムという客人を招いているので、そこに数名を加えるだけなら問題はないのではないか、という話に落ち着きました。そのほうが、ミケルたちの心も安らぐだろうという判断もあったようです」

「やったー！　こう言っちゃ何だけど、レイナ＝ルウたちの親おや父じさんって懐ふところが深いよね！　見た目はおっかないし、すっごく頑がん固こそうに見えるけど、うちの親父なんかとは大おお違ちがいだよー！」

「ええ。すごく怖こわくて、すごく頑固な一面もありますけれどね」

　そう言って、レイナ＝ルウはくすくすと笑った。

「それで、その日は収獲祭だけではなく、最長老ジバ＝ルウの生誕の日の祝しゆく宴えんも兼かねています。よかったら、客人にも一輪ずつ花を準備していただけますか？」

「花？　花って、そのへんに生えてるやつでいいの？」

「はい。毒さえなければ、種類は何でもかまいません。大事なのは、祝う気持ちですので」

「了りよう解かい！　テリア＝マスたちにも、伝えておくね！　……っと、それには何人ぐらい呼んでいいのかな？」

「そうですね。三、四名なら問題ないかと思いますが」

「それじゃあ、テリア＝マスとターラで決まりだね！　みんな喜ぶよ！　ほんとにありがとー！」

　ということで、ユーミはご機嫌な様子で青空食堂に引っ込んでいった。ひとつの屋台をはさんで聞き耳をたてていた俺は、「すごい喜びようだったね」と声をかけてみる。

「はい。もしもその日がジバ婆ばあの生誕の日でなかったら、ドンダ父さんも町の人間を招こうとは考えなかったかもしれません。でも、ユーミたちは復活祭でジバ婆と縁を結んでいたので、気持ちを変えたのではないでしょうか」

「うん。俺とアイ＝ファも招いてもらえて、本当に感謝しているよ」

　なおかつユーミに関しては、「森辺に嫁よめ入いりしたい」と願っていることもルウ家の人々には伝わっているはずだった。それがどれほど厄やつ介かいな話であるかは、シュミラルやスフィラ＝ザザの件で痛感させられているはずである。それでもなお、ドンダ＝ルウは客人を招くことを決断してみせたのだった。

　それはきっと、各人がシュミラルやスフィラ＝ザザのように正しく振る舞えば、間違った事態には陥おちいらないはずだ、という思いがあるのだろう。そのようなことを恐おそれて他者との交流を差しひかえたりはしない、という覚かく悟ごがあっての決断なのだと思われた。

（だったら、ユーミにもそういう覚悟を持ってもらわないとな）

　ユーミはまだ、スフィラ＝ザザとレイリスの一件を知らない。シュミラルやモルン＝ルティムの一件についても、そこまで深くは知らないだろう。森辺における婚儀というのがどれほどの重みを持つものなのか、収獲祭の日が訪れる前に、俺はそれをユーミに伝えるべきだと思った。あとでルウ家の人々とも相談して、了りよう承しようをもらうことにしようと思う。

（それでもなお、ユーミが森辺への嫁入りを望んでくれるっていうんなら……それは、俺にとっても嬉しい話だからな）

　そのように考えながら、俺はその日の商売を終えることになった。

　そうして、夜である。

　予想通りと言うべきかどうか――ちょうど晩餐を終えて、くつろぎの時間に入ろうかというタイミングで、ファの家の戸板はまたノックされることになった。

　現れたのは、ライエルファム＝スドラとバードゥ＝フォウ、そしてランの本家の家長である。刀を預けてファの家の広間に上がってきた彼らは、開口一番、謝罪の言葉を申し述べてきた。

「事情はすべて、ジョウ＝ランとユン＝スドラの両名から聞くことになった。まずは、我々の家人が無用な騒ぎを起こしてしまったことを詫びさせてもらいたい」

「ふむ。我々が詫びられる筋合いはないように思うのだが」

「いや。アスタとともに仕事をしている女衆は常と異なる態度であったというし、昨晩はジョウ＝ランがファの家を訪れたのだろう？　それだけで、十分に迷惑であったと我々は考えている」

　そのように述べたのは、バードゥ＝フォウであった。問題を起こしたのはスドラとランの家人であるが、スドラももうじきフォウの眷けん族ぞくとなる。ここは親筋の氏族の家長たるバードゥ＝フォウが取り仕切るべき場面であるのだろう。

「また、このたびの騒ぎは両名がファの人間に懸け想そうしてしまったことが原因であった。それを理由にして、我々がアイ＝ファとアスタに筋すじ違ちがいの恨みを向けることはない、ということも告げておきたかった」

「そのように言ってもらえれば、こちらとしてもありがたい。我々こそ、何か詫びるべきではないかと思いながら、何を詫びるべきかを見いだせずにいたところであるのだ」

「何も詫びる必要はない。懸想された側に、罪などはないのだからな」

　そう言って、ランの家長が頭を下げた。

「まず詫びるべきは、俺であろう。ジョウ＝ランめは、俺に断りもなくアイ＝ファに嫁取りの話などを持ちかけていたそうだな。それは森辺の習わしからも外れる行いであったはずだ」

「嫁取りを願われたと言っても、それは遠い先の話だった。ジョウ＝ランがいつか私よりも優すぐれた狩人になれたならば、嫁入りを考えてほしいと願われただけであるからな。それだけの話で、あやつを責めようとは思わない」

　他の家長らに負けない威い厳げんを保ちつつ、アイ＝ファは落ち着いた声でそう答えた。

「ただし、昨晩はいささか心を乱すことになってしまった。あやつがユン＝スドラに持ちかけた話こそ、森辺の民にあるまじき行いであろう。その点に関して、そちらの家長らはどのような判断を下したのだ？」

「まったく、許されざる行いだ。いささか心情の読めない部分はあったが、ジョウ＝ランがそこまで道を踏み外すとは想像していなかった。ランの家長として、心から恥ずかしく思う」

「うむ。あやつはユン＝スドラの心情や家長らの信しん頼らいを踏みにじったことになるだろう。私としては、スドラの家長が私のように憤慨していないか心配なところだ」

「憤慨はしていない。いささかならず、呆あきれることにはなったがな」

　小こ猿ざるのような風ふう貌ぼうをしたスドラの家長ライエルファム＝スドラは、額に皺しわを寄せながらそう言った。

「それに、いかに非礼な言葉を吐かれたと言っても、家人のユンはジョウ＝ランを叩いてしまった。それもまた森辺の習わしに背そむく行いなのだから、おたがいに痛み分けと思って気持ちを収める他ないだろう」

「スドラの家長の温情には感謝している」

　ランの家長がまた頭を下げると、ライエルファム＝スドラは「当然のことだ」と肩をゆすった。

「すでにフォウの女衆が、スドラに嫁入りすることが決まっているのだ。もうそれほどの日は待たず、我々は血の縁を結ぶことになる。ならば、多少の諍いさかいには目をつぶり、絆を深めていくべきであろう」

「……それで、ユン＝スドラとジョウ＝ランはどうなるのでしょう？」

　俺が口をはさむと、バードゥ＝フォウが「ふむ？」と首を傾かしげた。

「べつだん、どうもなりはしない。確かに両名は森辺の習わしに背いてしまったが、身を打つほどの罰ばつは必要ないだろう。今後、同じ過あやまちを繰り返すようなら、その限りではないがな」

「それではやっぱり、改めて嫁入りの話が進められるのでしょうか？」

「それはない」と、バードゥ＝フォウはきっぱり言った。

「両名も、それを望んではいなかったからな。ジョウ＝ランとユン＝スドラは、おたがいを伴侶に相応しい人間であると思うことができなかった。我々は、このたびの一件をそのように受け止めている」

「そうですか」

　俺はようやく、安あん堵どの息をつくことができた。お見合いの話は終結し、両名に罰が下されることはない。これでもう、問題はあらたか片付いたように思えた。

「それに、フォウの女衆が嫁入りすることはすでに決定されているし、ランからもスドラに、スドラからもフォウに嫁入りする話が進められている。これならば、ユン＝スドラを早さつ急きゆうに嫁入りさせる必要もないだろう。……あとは、家長会議の結果を待ちたいと思う」

「家長会議？　それはどういうお話ですか？」

「例の、ルティムとドムの一件だ。おたがいの親筋や眷族とは関わりのない血の縁を結ぶことを許すか否か、次の家長会議で決められるのだろう？　その結果が出るまでは、無理に婚儀の話を進めるべきではない、と考えたのだ」

　ランの家長も「うむ」と同意の声をあげた。

「それが許されるようになれば、我々もフォウを親筋としたまま、余よ所その氏族と血の縁を結べるようになる。そうすれば、これまでよりも強い力を得られるかもしれんからな」

「それでは、みなさんはガズラン＝ルティムの提案を前向きに受け止めているのですか？」

　答えは、イエスであった。

「我々は、今後もディンやリッドとともに収獲祭を行おうと考えている。そこで新たな情愛が育まれることもあろう」

「それに今では、荷車を使って余所の氏族とも交流を持つことができるようになっている。この前などは、ルウ家の狩人を家に招くことにもなったしな」

「また、女衆同士ではガズやラッツなどとも交流を深めている。ベイムやラヴィッツだって、ファの行いに賛同するようになれば、これまで以上に縁を深めることができるだろう」

　そのように述べてから、バードゥ＝フォウはライエルファム＝スドラを振り返った。

「そんな中、予定されている三組の婚儀が実現すれば、もはやスドラにはユン＝スドラしか未み婚こんの人間が残らぬのだ。ならば、なおさら家長会議を待つべきだろう。スドラにも、余所の氏族との絆を結ぶ余地を残しておくべきだと思う」

「うむ。今だから打ち明けるが、ユンは時間をかけて伴侶を選びたいと願っていたようだからな。もうしばらくの自由を得られれば、当人も喜ぶことだろう」

「ああ。森辺には大勢の男衆がいるのだから、いずれは理想的な相手と巡めぐりあうこともできよう」

　ずっと厳げん粛しゆくな面持ちをしていたバードゥ＝フォウが、そこでふっと頬ほおをゆるめた。

「まあ、これまで懸想していた相手がアスタとなると、どのような男衆を探せばよいのかも今ひとつ判然とはせぬがな」

「うむ。それはジョウ＝ランとて、同じことであろう。どれだけの女衆がいても、アイ＝ファに似た人間などというのはそうそうお目にかかれないだろうからな」

「……あまり我々をからかわないでほしいものだな、家長らよ」

　アイ＝ファが渋しぶい顔をすると、バードゥ＝フォウはいっそう穏やかに笑った。

「我々は友であるのだから、これぐらいの軽口は許されよう。それに、アイ＝ファやアスタに似た人間などなかなかいないというのは、まぎれもない事実であろう？」

「その通りだ」と、ランの家長も相あい槌づちを打つ。

「何せ、狩人として卓たく越えつした力を持つ女衆と、かまど番として卓越した力を持つ男衆であるからな。それに似た人間など、なかなかいるはずはないのだ」

「それでもユンは、アスタへの想おもいを断ち切った。これでジョウ＝ランとの婚儀の話が消えたとしても、ファの家に迷惑をかけることにはならないだろう」

　と、ライエルファム＝スドラが小さな目で俺とアイ＝ファをじっと見つめてくる。

「アイ＝ファにアスタよ、ファの家の友として、あえて聞かせてもらいたいのだが……二人は今後、誰だれとも婚儀をあげるつもりはないのであろうか？」

「ない。……どうしてライエルファム＝スドラが、そのようなことを気にかけるのだ？」

「それはもちろん、今後もアイ＝ファやアスタに懸想する人間は後を絶たないだろうと思うからだ」

　平たい下した顎あごを撫なでながら、ライエルファム＝スドラはそのように言いたてた。

「狩人であるアイ＝ファが伴侶を迎えられないというのは、しかたのないことだ。しかしアスタも、やはり余所の女衆を嫁よめに迎えるつもりはないのか？」

「は、はい。申し訳ありませんが、そのつもりです」

「ふむ。やはり、気持ちは変わっておらぬのか」

　かつてライエルファム＝スドラとだけは、そのような話を語り合ったことがあるのだ。それも、ユン＝スドラが俺に懸想していたがゆえの事態であった。

「それがアイ＝ファとアスタの決断であるなら、血族ならぬ我々に口を差しはさむことはできないが……こうして我々の道を切り開いてくれたファの家の血筋がまもなく絶えてしまうというのは、惜おしい話だな」

「しかたあるまい。それが、我々の選んだ道なのだ」

　アイ＝ファが静かな声でそう答えると、ランの家長は「ふむ」と思案顔で頭をかいた。

「そういえば、俺もひとつ問うておかねばならんことがあった。ジョウ＝ランめが、アイ＝ファの想い人は誰なのかと、しつこく問うてくるのだ。あれは、どうしたものであろうな？」

　家長として厳粛な表情を保ちながら、アイ＝ファはわずかに目の縁を赤くした。

「……私がそのような問いに答える筋合いはないと思うのだが？」

「アイ＝ファが答える必要はない。我々が答えてもいいのだろうかと、問うているのだ」

　今度こそ、アイ＝ファははっきりと顔を赤くした。

「ラ、ランの家長とて、その答えを正しく知っているわけではあるまい？」

「うむ。しかし、考える限り、そのような相手は一人しか思いつかんからなあ」

「…………」

「俺もこれで、ジョウ＝ランよりはアイ＝ファたちと親しくさせてもらっている。それに、あやつはアスタが病びよう魔まに侵おかされたときも、ファの家を訪れようとはしなかったであろう？　あのときのファの家の様子を見ていれば、何も知らなかった人間でも見当はつくはずだ」

　アイ＝ファは、がりがりと頭をかきむしった。そしてその手を頭にあてたままにして、何とか赤くなった顔を隠そうとしている。

　バードゥ＝フォウとライエルファム＝スドラはちょっときょとんとした面持ちで、アイ＝ファたちのやりとりを見守っていた。

「ジョウ＝ランはアイ＝ファに懸想していながら、そのようなことすら知らなかったのか。そのような話は、とっとと打ち明けてしまえばよかろう」

「うむ。むしろ、隠そうと思っても隠しきれはしないだろうしな」

　バードゥ＝フォウやライエルファム＝スドラまでそのように述べたてると、アイ＝ファは取り乱しきった様子で「ちょっと待たれよ！」と大きな声をあげた。

「わ、私はそのような話を誰にも告げた覚えはないぞ！　どうしてみんなして、私の心情を見み透すかしているかのような口ぶりで語っているのだ!?」

「どうしてと言われても……大半の人間は気づいているのではないのか？」

「うむ。俺たちでさえ気づいているぐらいなのだからな」

「気づかないジョウ＝ランのほうが、うつけであるということだ」

　アイ＝ファの隣となりに陣じん取どった俺も、一いつ緒しよになって公開処しよ刑けいされているような心ここ地ちであった。首から上が熱くなり、ちょっと汗あせまで出てきてしまう。

「俺たちは、アイ＝ファとアスタがおたがいをどれだけ思いやっているか、それを幾いく度ども目まの当あたりにしてきた。先日の病魔の際ばかりではなく、スン家での家長会議や、アスタが貴族の娘むすめにさらわれたときや……それに、普ふ段だんの行いからもな。ものすごく正直に言ってしまえば、いまだに婚儀をあげていないのが不思議に思えるぐらいだぞ」

「わ、わかった！　わかったからもう、この話は終わりにしていただきたい！」

「そのように心を乱す必要はあるまい。それに……俺はこれでファの家の血が絶えるとも考えてはいないぞ」

　そんな風に言いながら、バードゥ＝フォウはアイ＝ファと俺のことをとてもやわらかい眼まな差ざしで見つめてきた。

「アイ＝ファよ。お前は先月、十八歳さいになったそうだな」

「うむ。それが、何だというのだ？」

「これから十年の歳さい月げつが過ぎても、お前は二十八歳だ。その齢よわいでも子を生すことはできるだろうし……十年も狩人として働けば、お前の気持ちも満たされるかもしれん。そうすれば、誰にもはばかることなく、婚儀をあげることができるではないか」

「な、何を馬鹿な――！」

「人の心とは、移ろうものだ。十年ではなく、五年で満たされるかもしれん。一年で満たされるかもしれん。そのときの自分の気持ちなど、そのときになってみなければ誰にもわかるまい。すべては森の思おぼすままにだ、アイ＝ファよ」

「うむ。アイ＝ファは誰よりも優れた狩人だ。五年も経てば、普ふ通つうの狩人の一生分のギバを狩かることもできるのではないかな」

「アイ＝ファがどのような道を辿たどろうとも、俺たちはファの家の友だ。自分の信ずる道を進めばいい」

　アイ＝ファは片かた腕うでで頭を抱かかえ込んだまま、「もうよい！」とギブアップの声をあげた。

「わ、悪いが頭が痛くなってきた！　ユン＝スドラとジョウ＝ランについての話が終わったのならば、お帰り願おう！」

「うむ。このような夜よ更ふけにまで悪かったな。ユン＝スドラたちの話についてはすべての家人に伝えてあるので、明日には女衆もこれまで通りの姿を見せるはずだ」

　そのような言葉を残して、三名の家長は各自の家に帰っていった。

　アイ＝ファが動こうとしないので、俺が玄げん関かんの閂かんぬきを掛ける。そうして広間に向きなおってみると、アイ＝ファはすでに床とこをのべて横たわってしまっていた。

「す、すごい早はや業わざだな。まったく気配を感じなかったぞ」

「…………」

「……髪かみをほどかないと、窮きゆう屈くつじゃないか？」

「やかましい！」

　俺に背を向けて横たわったまま、アイ＝ファはがなり声をあげた。まあ、思いも寄らぬ波状攻こう撃げきを受けて、気持ちのほうがまいってしまったのだろう。俺としても、バードゥ＝フォウたちがあそこまで踏ふみ込んだ話をしてくるとは予想できていなかった。

（でもきっと、それはみんながファの家のことを大事に思ってくれている証なんだろうな）

　そんな風に考えながら、俺もすみやかに就しゆう寝しんの準備を進めることにした。

　敷しき布ふを敷しいて、燭しよく台だいの火を吹ふき消し、目が闇やみになれるのを待ってから、身を横たえる。この夜も空は晴れわたっているようで、窓からは青白い月の光が差し込んでいた。

「おやすみ、アイ＝ファ」

　小声でそのように呼びかけてみると、アイ＝ファが何かぼそぼそと囁ささやいた気がした。

「うん？　ごめん、聞き取れなかったよ」

「……五年後や十年後の自分の気持ちなど、私にはわからぬからな？」

　アイ＝ファのなめらかな背中を見つめながら、俺は思わず微笑ほほえんでしまった。

「すべては森の思すままに、だろ。俺はアイ＝ファと一緒にいられれば、それで幸福だよ」

　アイ＝ファは、何か抗こう議ぎするように身み悶もだえた。

　俺はゆるやかな幸福感にひたりつつ、もう一度「おやすみ」と告げておくことにした。




　いわゆる、後日談である。

　翌朝、また誰よりも早くファの家を訪れたユン＝スドラは、昨日とは打って変わって輝かがやかんばかりの笑えみを満面に浮うかべていた。

「おはようございます、アスタ！　昨晩は家長がお世話になりました！」

「う、うん、おはよう。すっかり元気になれたみたいだね、ユン＝スドラ」

「はい！　すべての苦悩から解き放たれた気持ちです！　何だか、世界が輝いて見えるぐらいなのです！」

　とても朗ほがらかな気性をしたユン＝スドラでも、ここまで浮かれた姿を見せるのは珍めずらしいことだった。それぐらい、彼女にとってはここ数日の出来事が重い負担になっていたのだろう。

「家長たちから、話を聞きましたか？　わたしは嫁入りをせっつかれるどころか、じっくりと時間をかけて相手を選ぶべしと申もうし渡わたされたのです！」

「うん、聞いているよ。でもそれは、家長会議の結果次し第だいなんだよね？」

「はい！　ルティム家の申し出がすべての氏族に認められるように、わたしは毎日森に祈ろうと思います！」

　ユン＝スドラはそんなに婚儀をあげたくなかったのかと、俺はいささかならず驚おどろかされることになった。するとユン＝スドラは、はにかむように笑いながら頬を染める。

「だってわたしは、アスタに懸想していたのですよ？　アスタより魅力のある男衆を見つけるなんて、大変に決まっているじゃないですか。ルウ家のように、二十歳はたちぐらいまで時間をもらいたいぐらいです」

「そ、そうか。でも、ユン＝スドラはまだ十五歳だよね？」

「五年もあれば、すべての氏族の男衆を見て回ることもできるのではないでしょうか」

　と、今度は悪戯いたずら小こ僧ぞうのように舌を出す。ここ数日ではなく、ここ数ヶ月の鬱うつ憤ぷんから解放されて、ユン＝スドラは浮かれきっている様子だった。

「実はわたしは、レイナ＝ルウのことを羨うらやましく思っていたのです。婚儀の話などには目もくれず、ひたすらかまど番の腕うでを磨みがこうとするレイナ＝ルウの姿が、とてもまぶしく見えてしまったのです」
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「なるほど。その気持ちはわからなくもないけど……きっと家人は心配するだろうねえ」

「それでもいつかは、伴はん侶りよを迎えます。わたしだって、愛する人間と婚儀をあげて、我わが子をこの腕に抱きたいと願っているのですから。……まあそれは、数年の後でもいっこうにかまいませんけどね！」

　そうしてユン＝スドラは、まぶしいものでも見るように目を細めながら、俺に微笑みかけてきた。

「いつか絶対、アスタよりも愛いとおしいと思える相手を見つけてみせます。だからこれからも友として、変わらぬつきあいをお願いいたします、アスタ」

「うん、ありがとう。こちらこそよろしくね」

　本当にユン＝スドラは、真まっ直すぐで強い人間であるのだ。それとジョウ＝ランを比べてしまうのは、あまりに気の毒であっただろう。森辺の習わしにはそぐわないので、俺は誰にも告げていなかったが――実は俺はジョウ＝ランのことを、ものすごく気の毒に思っていた。

　ジョウ＝ランは、手の届かない相手に懸想して、心を乱してしまい、突とつ拍ぴよう子しもない失敗を演じることになった。森辺において、それはジョウ＝ランひとりに罪があるとされてしまっていたが、俺の感想は少し違ちがった。少なくとも、俺の生まれ育った故郷においては、ジョウ＝ランみたいにしくじってしまう人もたくさんいたのではないかと思えてしまうのだ。

　なかなか思い通りに進まないのが、色いろ恋こい沙ざ汰たというやつである。胸中に燃えさかる情念をもてあまして、暴走することだってあるだろう。マナーやモラルを破ってしまうことだってあるだろう。人間とは、そこまで清せい廉れん潔けつ白ぱくの存在ではないのだ。

　だけどこの森辺では、堅かた苦くるしいまでに礼れい儀ぎが重んじられている。家族のため、氏族のため、同どう胞ほうのため、という責任も重くのしかかってくる。そんな中で、道を踏み外はずすことなく、強く清廉に生きていこうとしているユン＝スドラのような存在のほうこそが、俺には凄すごいと思えてしまうのだった。

　いや、ユン＝スドラばかりでなく、スフィラ＝ザザやモルン＝ルティムだってそうなのだ。特に、同胞のために自らの想いを断たち切ったスフィラ＝ザザの姿が、俺の胸には強く焼きつけられていた。

　そして俺もまた、そんな森辺の民に同胞と認めてもらうことができた身であるのだ。俺も彼女たちのように、強く正しく生きていくべきなのだろう。自分の幸福と同胞の幸福を、うまく重ねられるように、正しい道を探さねばならないのだ。

　だけど、それでも――やっぱり、俺の根っこにあるものは変わらなかった。それは、俺の幸福というものはアイ＝ファのかたわらにしかない、という思いだった。

（一年後か、五年後か、十年後か――いつかアイ＝ファが、狩人としての仕事を果たしたと思える日が来て、それで愛する人間と婚儀をあげることができるようになれば――それは、狩人としても女衆としても、幸福な人生を歩むことができた、ということになるんじゃないだろうか）

　アイ＝ファは俺と出会うまで、たった一人で生きていた。二年もの間、一人で狩かりをして、一人で食事を作り、一人ですべての仕事をこなしてきたのだ。それは言ってみれば、一人で男衆と女衆の仕事を果たしていたということになるのだから――そんなアイ＝ファならば、狩人としての幸福と女衆としての幸福をともに手にする資格があるのではないだろうか。

（それじゃあ、俺にできるのは――）

　狩人としてのアイ＝ファを家人として支え、そして――アイ＝ファの伴侶に相応ふさわしい人間になることだ。

　この半月ばかりのさまざまな出来事で、俺が新たに抱いたのはそんな痛切な思いだった。







第四章★★★収獲祭と生誕の祝い
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　朱しゆの月の二十九日――その日はジバ婆ばあさんの生誕の日であり、そしてルウ家はその日に収獲祭をも同時に開かい催さいすることを決定していた。

　ルウ家において、血族のすべての家人を集める大きな収獲祭は年に一度で、それ以外では七割ていどの家人のみが集められる。本来であれば、今回は小さなほうの収獲祭であったが、最長老の生誕の祝いを兼ねているということで、すべての家人が集められることになっていた。なおかつ今回は屋台の商売も休業にして、朝から祝宴の準備に励はげむという。それだけ今回の祝宴には、力が入っているということなのだろう。

　ただし、ファの家は屋台の商売を敢かん行こうしていた。俺もまた祝宴ではささやかながらいくつかの料理を供する予定になっていたものの、そちらの準備は商売の後でも十分に間に合う。ならば、ルウ家の人々の手が回らない分、宿場町での仕事を受け持とうと思った所存である。それにこれは偶ぐう然ぜんの産物であるが、翌日は俺たちも六日に一度の休業日であったので、なおのこと奮起するべしと思い至ったのだった。

　というわけで、その日は臨時で屋台もひとつ増やして、四種の料理を売りに出すことにした。その上で、ひと品ごとの数量を増やして、合計七百食分の料理を準備してみせた。参加メンバーは、これまでに経験を積んできたかまど番の全員である。屋台の責任者は、俺、トゥール＝ディン、ユン＝スドラ、フェイ＝ベイム。その補助および青空食堂の担当は、ガズ、ラッツ、マトゥア、ミーム、ダゴラの女衆、そしてリリ＝ラヴィッツで、総勢十名だ。

　下ごしらえの問題もあったので、『ギバまん』の販はん売ばいは差し控ひかえることにした。よってメニューは、『ギバ・カレー』『カルボナーラのパスタ』『ケル焼き』『タウ油仕立てのギバ・スープ』の四品となる。手間がかかるパスタは俺が受け持ち、『ケル焼き』はトゥール＝ディン、手間の少ない『ギバ・カレー』と『ギバ・スープ』はそれぞれユン＝スドラとフェイ＝ベイムが担当だ。ふた月半ぶりの参戦となるガズとラッツの女衆は、片方が青空食堂、もう片方に俺の助手をつとめてもらうことにして、カレーとシチューの助手はリリ＝ラヴィッツに兼けん任にんしてもらい、青空食堂には常時三名を置く格好と相成った。

「すごいですね。なんだか復活祭を思い出してしまいます」

　俺の仕事を手伝いながら、ラッツの女衆は笑顔でそのように述べていた。屋台が少ない分、集客が増しているのだ。今日はマイムも休んでいたので、普段は六つ出ている屋台が四つに減ったことになる。体感で、昨日よりも五割増しの慌あわただしさということになるのだろう。

「ところで、アスタ。マトゥアとミームの女衆は、もう一人前に育ちましたか？」

「はい。研修期間のほとんどが雨季でしたけど、もうすっかり一人前ですよ。賃金も他のみんなと同じ額に引き上げましたしね」

「それなら今後は、わたしたちも含ふくめて一日ごとに交代していきたいと思うのですが、いかがでしょう？」

「そうですね。それが公平だと思います」

　このふた月半は、ベイム、ダゴラ、ラヴィッツ、マトゥア、ミームの中から三名が出勤するローテーションであったのだ。その中で、ベイムとダゴラは血族であるのだから、マトゥアとミームの血族であるガズとラッツも同じ割合で出勤してもらうべきだと思えた。

「そうすると、七名の中から三名ということになりますから……ええと……？」

「まあ、二、三日に一回の割合で働いてもらうことになるのでしょうね。それほど大きな変化ではないと思います」

「そうですか。何にせよ、またこうしてアスタたちと働けるのは、とても嬉しいです」

　もちろん俺だって、それは同じ気持ちであった。それに、ルウ家なしで十名もの人間が屋台で働けるというのは、きわめて心強い話である。ちょっと気が早いかもしれないが、次の復活祭もこれでひと安心といった心地であった。

　そうして着々と料理の数は減っていき、太陽は西へと傾かたむいていく。この賑にぎわいなら、定時ですべての料理を売り切ることができるだろう――と、俺がそんな算段を立てた頃ころ合あいに、ユーミが屋台にやってきた。

「やあ、すっかり遅おそくなっちゃった！　まだ料理は残ってる？」

「うん、そろそろ『ギバ・カレー』が残りわずかだけど……って、ユーミはずいぶん気合が入ってるね！」

「え、そーお？　復活祭のときと変わらないと思うけど」

　確かに、もともとたくさんの飾かざり物ものを下げているユーミであるので、そこまでの変化ではないのかもしれない。が、普段は自然に垂らしている髪を片側だけ結ゆいあげて、半はん透とう明めいのショールを肩かたから掛かけたユーミは、とても豪ごう奢しやに見えた。

「あんまり気合を入れてると思われたら、恥はずかしいなー。髪の飾り物とか、少し外したほうがいいかなあ？」

「いや、よく似合ってると思うよ。それに、今日は森辺のみんなも宴うた衣げい装しようのはずだしね」

　普段の収獲祭では宴衣装を持ち出さないルウ家の女衆であるが、本日は最長老のお祝いも兼ねているため、婚儀の祝宴ばりに着き飾かざるのだと聞かされていた。

「それじゃあ、このままでいいや！　せっかくだから、少しは上等な姿を見てほしいしね！」

　ユーミは、無む邪じや気きに笑っている。森辺における婚儀の重さや難しさというものについては、すでに彼かの女じよにも告げていた。生半可な気持ちであれば自分自身が苦しむことになるはずだ、とユーミも知らされているのである。その上で、ユーミはにこにこと楽しげに微笑んでいた。

「食べ終わったら、そのままあっちで待ってるね！　あー、今から楽しみだなー！」

　そうして『ギバ・カレー』と『ケル焼き』を購こう入にゆうしたユーミが青空食堂のほうに引っ込んでいくと、ラッツの女衆がきょとんとした顔で俺を見やってきた。

「アスタ、ルウ家の祝宴に招かれたというのは、あの娘ですか？」

「ええ、そうです。復活祭で『お好み焼き』の屋台を出していたユーミですよ」

「はい、覚えています。確かにあの娘ならば、森辺に嫁入りしたいなどと言いだしても、おかしくはないかもしれませんね」

　そのように語る彼女の顔には、とりたてて心配そうな表情もなかった。ルウ家はすでにシュミラルという異郷の民を家人に迎むかえていたし、何があろうと族長たちに任せておけばいい、という信頼もあるのだろう。

（すべては森の思すままに、か）

　このたびは、いったいどのような祝宴になるのだろう。背中がむずむずするような期待感と昂こう揚よう感を味わわされながら、俺は最後のパスタを茹ゆであげることにした。




　そうして定刻の、下りの二の刻である。予定通りに料理を売り切った俺たちは、後片付けをして《キミュスの尻しつ尾ぽ亭てい》を目指すことになった。

　その道中でドーラの親父さんの露ろ店てんに立ち寄ると、待ちかまえていたターラがぴょこんと立ち上がる。

「アスタおにいちゃん、お疲つかれ様さま！　それじゃあ、ターラも行ってくるね！」

「ああ。森辺のみんなに迷めい惑わくをかけるんじゃないぞ。アスタ、ターラをよろしくな」

「はい、確かにお預かりします。明日の朝、俺が責任をもって送り届けますので」

　本日は俺とアイ＝ファもルウの集落に宿しゆく泊はくし、翌朝にターラたちを町まで送る手はずになっているのだ。普段通りのオレンジ色のワンピースっぽい装しよう束ぞくを纏まとったターラは、焦こげ茶ちや色いろの髪に花や金属の飾り物をつけており、たいそう可愛かわいらしかった。

「それでな、こいつをルウ家のみんなに渡してもらえるかい？」

「え？　これは何ですか？」

「もちろん、うちでとれた野菜だよ。毎回お世話になるばっかりじゃ申し訳ないからね」

　そんな風に言いながら親父さんが引っ張りだしたのは、ひとかかえもある袋ふくろであった。

「そんな、かえって申し訳ないですよ。こちらも親父さんの家には何度もお世話になってるんですから」

「そのときは、アスタたちも色んな食材を持参してくれてたじゃないか。何も遠えん慮りよすることはないよ」

　そう言って、親父さんは大らかに笑った。

「それにこれは、ルウ家への贈おくり物だからな。受け取るかどうかは、ドンダ＝ルウに決めてもらっておくれよ。あのお人なら、こいつを突つき返すような水みず臭くさい真ま似ねもしないだろうさ」

「そうですね。では、ルウ家の人たちにお渡ししてみます」

　俺は頭を下げてから、受け取った袋を荷車にしまい込んだ。

「それじゃあ、ターラも乗りなよ。こっちの荷車に、ユーミも乗ってるからさ」

「うん！」と元気よく答えるや、ターラはユン＝スドラの手を借りて荷台に乗り込こんだ。その姿を見守っていた親父さんは、目を細めて笑っている。
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「俺も一緒に行けないのは残念だけどさ。何ていうか、こういうのはいいもんだねえ」

「ええ、本当ですね」

　先月は、俺たちが親父さんの家を訪ねることになった。そして本日は、ターラたちがルウ家の収獲祭に招かれた。復活祭が終わっても、こうしておたがいの家を行き来できるというのは、本当に素す晴ばらしいことであった。

「それじゃあな。アスタたちも、祭を楽しんでおくれよ」

「はい。それでは、また明日」

　三台の荷車と四台の屋台を引いて、俺たちは《キミュスの尻尾亭》を目指す。そちらで合流するのは、テリア＝マスだ。テリア＝マスもターラと同じように普段通りの装束に前まえ掛かけを外しただけの姿であったが、ただその髪にささやかな花飾りをつけていた。

「なーんだ、テリア＝マスも普通の格好なの？　こんなときぐらい、とっておきの宴衣装を引っ張り出したら？」

「あ、いえ……そもそもわたしは、宴衣装を持っていないのですよ」

「あ、そーなの!?　言ってくれれば、あたしの衣装を貸してあげたのに！」

　ユーミや森辺の女衆が纏っているのは、町でシム風と呼ばれる露ろ出しゆつの多い衣装である。いっぽうテリア＝マスが着ているのは、半はん袖そでの上衣に膝ひざ下の長さのスカートの、いかにも町まち娘むすめといった感じの装束だ。首もとに丸い襟えりがついているので、分類としてはジャガル風なのかもしれない。たとえ宴衣装でなくとも、純じゆん朴ぼくそうな風貌をしたテリア＝マスが胸あてと腰こし巻まきだけの装束に身を包んだら、いったいどのような姿になるのか――ちょっと想像が難しいところであった。

「何だったら、森辺で衣装を借りちゃったら？　探せば、予備を持ってる人もいそうじゃない？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです。わたしがそんなに肌はだを出したら……その、みっともなくなるだけでしょうし……」

「そんなことないよー。絶対、似合うと思うけどなー」

　性格は違えど、年とし頃ごろは近くて仲もよいユーミとテリア＝マスだ。そんな二人のはしゃいだ声を聞きながら、無事に屋台を返へん却きやくした俺は、ミラノ＝マスに頭を下げてみせた。

「それでは、娘さんをお預かりします。明日の上りの四の刻にはお戻もどししますので」

「ふん。あまり浮かれすぎないようにな」

　いつも通りの仏ぶつ頂ちよう面づらで、ミラノ＝マスは俺たちを送り出してくれた。大通りから東の側に回り込み、森辺への道に差しかかったら、御ぎよ者しや台だいにのぼって、いざ出発だ。

　客人を含めると十三名の大所帯であるし、ギルルの荷車はルウ家に逗とう留りゆうすることになるので、今日は三台の荷車で町に下りていた。俺と同乗しているのは、客人三名とトゥール＝ディンである。勾こう配ばいのきつい森辺への道をのぼっていると、またユーミの陽気な声が御者台のほうまで聞こえてきた。

「さー、いよいよだね！　アスタ、ルウの集落ではもう準備が始まってるんでしょ？」

「うん。料理の準備と、あとはそろそろ力比べの予選も始まってる頃ころかもね」

「力比べかあ。なんか、すごそう！　アスタはもう何度もそのお祭りに参加してるんだよね？」

「ルウ家での収獲祭は、三度目だね。収獲祭っていうのは、だいたい四ヶ月に一度ぐらいの周期で行われてるんだよ」

　最初の収獲祭は、青の月の終わり。スン家における家長会議を終えて、ザッツ＝スンを巡る騒そう動どうが一段落した頃であった。あのときは、ルウとルティムの人たちと、あとはラウ＝レイぐらいしか気安く言葉を交かわせる相手もいなかった。そんな中で、俺は力比べで優勝した人間に祝いの料理を捧ささげるべしと、ドンダ＝ルウに依い頼らいを受けることになったのである。

　その力比べで優勝したのは、当のドンダ＝ルウであった。右みぎ肘ひじの怪我が治ったばかりのアイ＝ファはダン＝ルティムに惜せき敗はいしてしまい、そのダン＝ルティムを打ち負かしたドンダ＝ルウが優勝を飾ることになったのだ。

　また、あの頃はサウティに血ち抜ぬきの手ほどきをしていた時期で、ルティムの集落に逗留していたダリ＝サウティも祝しゆく宴えんに参加していたことを覚えている。あとは、アイ＝ファに負けたラウ＝レイが悔くやしそうにしていたり、同じく悔しそうにしていたシン＝ルウをララ＝ルウが励ましていたり――それに俺は、アイ＝ファに狩りの仕事をやめさせるつもりはないのかと、ダルム＝ルウに詰つめ寄られたりもした。

　その次の収獲祭は、紫むらさきの月の中ちゆう旬じゆん。ちょうど太陽神の復活祭が間近に迫せまった、慌ただしい時期であったのだが――その少し前に、ユーミたちは初めて森辺の集落に足を踏み入れたのである。復活祭が始まってしまうとドーラの親おや父じさんたちも収獲の仕事が忙いそがしくなってしまうため、その時期に交流の晩ばん餐さん会かいが開催されたのだった。

　後にも先にも、ファの家にあれほど多くの客人が招かれた日はなかっただろう。町からの客人だけでも六名、そこにリミ＝ルウとルド＝ルウまでもが加わったのだから、それはもう賑やかなことこの上なかった。そしてその数日後に、ルウ家の収獲祭が行われたのだった。

　あの頃は、ちょうどサウティで森の主ぬしを退治した直後であったので、多数の負傷者がいた。アイ＝ファ、ドンダ＝ルウ、ダルム＝ルウ、それに別件で負傷していたダン＝ルティムも含めて、四名もの狩人かりうどが力比べを辞退することになったのである。

　そんな中、優勝を果たしたのはジザ＝ルウであった。ここ十年は優勝の座を譲ゆずらなかったというドンダ＝ルウとダン＝ルティムが参加できなかった力比べにおいて、次代の族長たるジザ＝ルウが見事に勝ち抜ぬいてみせたのだ。あとは、それぐらいの時期からめきめきと力量をあげてきたシン＝ルウが、ラウ＝レイやジィ＝マァムやルティムの次じ兄けいなどを撃げき破はしたことも印象に残っている。それに、客分であるジーダや、これまでは陰かげに隠かくれていたギラン＝リリンなどが八名の勇者に選ばれることになり、なかなか大混戦の様相を呈ていしていたように思う。

　また、力比べ以外に関して言うと、その頃はスフィラ＝ザザを筆頭とする北の一族の女衆が収獲祭に参加していた。彼女たちはかまど番としての腕を磨くために、ルウの集落に逗留していたのだ。そして、ひと月ばかりも北の集落におもむいていたモルン＝ルティムたちが、収獲祭を機に帰き還かんしていた。あの頃に、モルン＝ルティムは思し慕ぼの情をいっそうつのらせることになったのだろう。

　あれから、およそ四ヶ月半――思えば、さまざまなことがあったものである。太陽神の復活祭において《ギャムレイの一座》という奇き妙みような人々と縁えんを結ぶことになったり、ドーラの親父さんたちと親しん睦ぼくの祝宴を開くことになったり、家出状態にあったレム＝ドムが見習い狩人として認められることになったり、ファの近在でも合同の収獲祭が行われるようになったり、ジェノスの闘とう技ぎ会やダレイム伯はく爵しやく家けの舞ぶ踏とう会かいに招かれることになったり、俺が病魔で生死の境をさまようことになったり――数えあげたら、キリがない。復活祭と雨季を含むこの四ヶ月半で、俺たちは幾いく多たもの変転や騒動を乗り越こえることになったのだった。

「……ねえ、アスタ。あたしの話、聞いてるー？」

　と、ふいにユーミの声が耳に届いてきた。

「あ、ごめん。ちょっとぼーっとしてた。何の話だい？」

「もー、やっぱり聞いてなかった！　今日はどんな料理を作るつもりなのかって聞いたんだよ！」

「今日の料理か。それはね……後でのお楽しみだよ」

「わー、もったいぶるね！　それじゃあ、あたしが当てちゃおっかなー」

「それは無理だね。だって、宿場町どころかルウ家でも初めてお披ひ露ろ目めする料理なんだからさ」

　ユーミは「そうなんだー？」とはしゃいだ声をあげた。

「そいつは一番のお楽しみだね！　ね、トゥール＝ディンはどんな料理だと思う？」

「あ、それはその……ごめんなさい。わたしはファの家でその修練を手伝っていたので、どのような料理であるかは知っているのです」

「あ、そーなの!?　そっかー、トゥール＝ディンはアスタとご近所さんなんだもんね！　……でも、トゥール＝ディンたちが帰っちゃうのは残念だなー。また一緒に眠ねむれるかと思って、楽しみにしてたのに！」

「は、はい。収獲祭というのは、もともと血族の祝いですので……理由もなく余所の氏族の人間が招かれることはないのです」

「ふーん。だけど、アスタとアイ＝ファはもう三回目なんでしょ？」

「うん。それでもやっぱり、今回の主題は最長老のお祝いだと思ってるよ」

　とはいえ、アイ＝ファは力比べのほうにも招かれてしまっていた。前回は負傷の身で参加することができなかったため、多数の狩人から出場を願われてしまったそうなのである。

（まあ、最初の収獲祭でアイ＝ファは準決勝まで勝ち抜いちゃったからな。森辺の狩人は強い相手とやりあうことが誇ほこりみたいだから、誘さそわれちゃうのが当然なのか）

　俺としては、若じやつ干かんの不安が残らないでもない。何というか、アイ＝ファがジザ＝ルウやガズラン＝ルティムなどとやりあう姿を、うまく想像することができないのだ。また、アイ＝ファが優勝でもしてしまったらどうしようという焦しよう燥そうと、アイ＝ファが負けてしまったら悔しいなという思いが、奇妙な風に混在してしまっている。斯か様ようにして、俺は「闘技」というものが、はなはだ肌にあわないのだった。

（俺たちの収獲祭みたいに色んな競技があって、勝ったり負けたりっていうほうが、まだ安心して見られる気がするな。まあ、闘技を重んじるのはルウ家の流りゆう儀ぎだから、しかたないけど）

　そんなことを考えている間に、三台の荷車は森辺の集落へと到とう着ちやくしていた。あとは道を北上して、ルウの集落を目指すばかりである。

「あー、懐なつかしいな、この感覚！　森辺って、なんだか空気が違うよね！」

「うん。草木が多いと、湿しつ度どや温度も変わってくるんだろうね」

「やっぱりあたし、ここが好きだよ！　ごみごみした貧ひん民みん窟くつで生まれ育ったせいなのかな。なんかこう、ぱーっと心が自由になるみたいな気分なんだよね！」

　俺もこの地に移り住んだ当初は、そのように感じていたのかもしれない。だけどもう一年近くも暮らし続けて、この地こそが自分の故郷であるという感覚がこの身体には満ちている。電気やガスといった文明の利器や、自動車の排はい気きガス、熱気のたちこめるアスファルト――そういったものの感かん触しよくを思い出すことのほうが、今の俺には困難なぐらいであるのだった。

「それでは、わたしたちはここで失礼します」

　ルウの集落の手前で荷車をとめて、俺たちは他の女衆と別れを告げることになった。ギルルの荷車から降りたトゥール＝ディンは、ユン＝スドラが手た綱づなを握にぎるファファの荷車に乗り込んでいく。

「ユン＝スドラもトゥール＝ディンも、またゆっくりおしゃべりしようね！　今度はそっちのほうにも遊びに行かせてもらうから！」

「はい、楽しみにしています」

　朗らかな笑え顔がおを残して、ユン＝スドラたちは去っていった。残されたのは、俺とユーミとターラとテリア＝マスの四名だ。ルウの集落を囲んだ樹木の向こうからは、すでに人々の歓かん声せいが聞こえてきている。男衆の力比べが行われているのだろう。

「それじゃあ、行こうか。熱気がすごいから、驚かないようにね」

　いずれも楽しげに微笑んでいる三名の客人を引き連れて、俺はルウの集落へと足を踏み出した。




２




　ルウの集落の広場は、やはり熱ねつ狂きようの坩堝るつぼと化していた。人ひと垣がきができて、そこから歓声があがっている。今まさに、闘技の力比べが行われている最中なのである。

「うわー、すごいね！　ジェノスの闘技場にも負けない盛り上がりじゃん！」

　ユーミが、弾はずんだ声をあげた。ターラは俺の胴どう衣いをぎゅっと握りしめつつ、きらきらと光る瞳ひとみで周囲を見回しており、テリア＝マスはほんの少しだけ不安そうな面おも持もちでユーミの腕に取りすがっている。同じような場面に遭そう遇ぐうしたポルアースなどはへたり込んでしまいそうなぐらいであったのだから、彼女たちが森辺の民の熱狂にいささか気け圧おされても不思議なことではなかった。

「あー、アスタだ！　それにターラも！　ようこそ、ルウの家に！」

　と、人垣の陰から、リミ＝ルウが飛び出してきた。ターラは俺の服から手を離はなし、正面衝しよう突とつのような勢いでリミ＝ルウに飛びついた。

「来たよ！　すごく盛り上がってるね！」

「うん！　ちょうど今、アイ＝ファとジィ＝マァムが力比べしてるところなの！　ジィ＝マァムもすごく頑がん張ばってるけど――」

　その声が、爆ばく発はつ的てきな歓声によってかき消された。どうやら、人垣の向こうで決着がつけられたらしい。

「あー、見み逃のがしちゃった！　アイ＝ファは勝てたかな？」

　俺も大いに気になったが、荷車を放り出して人垣をかき分けるわけにもいかず、ただ立ち尽つくす。すると、モーゼの十じつ戒かいのように人垣が割れて、そこから当のアイ＝ファが姿を現した。

「ようやく来たか、アスタよ」

「うん。ジィ＝マァムとの勝負はどうだった？」

「私の勝ちだ。しかしジィ＝マァムも、たいそう腕を上げていたな」

　アイ＝ファは最初の収獲祭でも、ジィ＝マァムと対戦していたのである。幸か不幸か、このたびはその肝きもの冷えるような光景を見逃すことになってしまった。

「ちょ、ちょっと待って！　ジィ＝マァムって、すっごく馬鹿でかいお人じゃなかった？」

　と、ユーミがいきなり声をあげたので、俺は驚かされた。

「うん。ジィ＝マァムは、ルウの血族でもとりわけ身体の大きな男衆だけど……どうしてユーミがその名前を知ってるのかな？」

「だって、前の宴うたげでちょっとだけ喋しやべったもん。太陽神の復活祭では、旅芸人の大男にも力比べで勝ってたお人でしょ？　そんなお人に、どうしてアイ＝ファが勝てるのさ？」

「どうしてと言われても、説明のしようがない。お前は相変わらず騒さわがしいのだな、ユーミよ」

　そのように述べてから、アイ＝ファは客人たちの姿を見回していった。

「しかし、元気であるならば何よりだ。無事に到着したのならば、ドンダ＝ルウに……いや、今はミーア・レイ＝ルウに挨あい拶さつをするべきか」

「うん、そうだね！　ドンダ父さんも、力比べで忙しいだろうから！」

　力比べはさきほど始まったばかりで、まだ予選を終えた者もいないのだという話であった。血族の多いルウ家では、まずこの予選を終えるのに相当な時間が費ついやされるのだ。三回勝利すれば予選通過で、二回負ければ予選落ち。それで八名の通過者が出で揃そろったところでタイムアップとなり、トーナメント形式の本選が始められる、という手はずになっていた。

　広場の中央ではまた新たな力比べが開始されていたが、俺たちは人垣を迂う回かいしてルウの本家を目指すことになった。その途と中ちゆうで、ユーミが「わっ」と声をあげる。

「何あれ？　前に来たときは、あんなのなかったよね？」

「あれは、やぐらだね。力比べで優勝した人が座すわる席だよ」

　木組みのやぐらは、いつも通り本家の前に建てられていた。なおかつ本日はその足もとに敷布が敷かれて、革かわ張ばりの屋根が張られている。そこにちょこんと座しているのは、ジバ婆さんと何名かの老人だった。

「こんなに早くからジバ＝ルウが姿を見せているのは、珍しいね。やっぱり生誕の日だからなのかな？」

「うん！　だけどジバ婆も昔より元気になったから、これからは普通の収獲祭でも明るい内から出てきてくれるかもね！」

　ターラと手をつないだリミ＝ルウが、元気いっぱいに答えてくれた。それは何よりの話であるが、ジバ婆さんにお祝いの花を贈るのは力比べが終わってからだ。俺たちは途中にあるシン＝ルウの家の前に荷車を停めて、後は真っ直ぐ本家を目指した。

　広場を囲む八戸の家からは、すでにかまどの白い煙けむりがあげられている。それに、広場の片かた隅すみには簡易型のかまどが組まれて、そこでギバの丸焼きが焼かれたりもしていた。女衆はまだ普段通りのいでたちであるが、すでにお祭り騒ぎである。広場の中央を向いて歓声をあげている人々や、ちょろちょろと駆かけ回っている子供たちとぶつからないように気をつけながら、俺たちはようよう本家の前まで辿りつくことができた。

「いらっしゃい、お客人。ようこそ、ルウの家に」

「ミーア・レイ＝ルウ、おひさしぶり！　今日は一日、お世話になります！」

　リミ＝ルウに負けないぐらい元気いっぱいに、ユーミが挨拶の声をあげた。ターラとテリア＝マスも、笑顔で頭を下げている。

「ミーア・レイ＝ルウ、こちらはドーラの親父さんから贈り物だそうです」

　抱えていた布の包みを差し出すと、ミーア・レイ母さんは「おやまあ」と目を細めた。

「野菜売りが、大事な野菜をただでくれたっていうのかい？　あたしらも、ギバの肉でもお返しするべきなのかねえ」

「どうでしょう？　また親父さんの家にお世話になる機会があれば、そのときに考えればいいんじゃないでしょうか」

「そうだね。家長とも相談してみるよ。ターラ、親父さんにありがとうって伝えておいてもらえるかい？」

「うん、わかったー！」

　笑顔のターラにうなずき返してから、ミーア・レイ母さんはユーミとテリア＝マスのほうにも目を向けた。

「あたしらはかまど番の仕事があるんであんまりお相手できないけど、好きなようにくつろいでおくれよ。家の中で休みたくなったら、近くの人間に声をかけておくれ」

「こんな日に家で休むなんて、もったいないよ！　適当にやってるから、おかまいなく！」

「うん。それじゃあ、よろしくね」

　女衆は順番にかまど番の仕事を進めつつ、その合間に力比べを観戦しているのである。なおかつ、力比べというのは男衆が狩人としての力をアピールする場であるので、未み婚こんの女衆はなるべく観戦に時間を割さけるように配はい慮りよされているはずであった。

「じゃあ、俺も仕事に取りかかるんで、ユーミたちはごゆっくり。……リミ＝ルウ、かまどはシン＝ルウの家のを借りていいんだよね？」

「うん、アスタも頑張ってね！」

　リミ＝ルウも今は自由時間のようであるので、客人たちをおまかせできそうだ。ということで、俺はアイ＝ファと二人でシン＝ルウの家を目指すことにした。

「えーと、アイ＝ファはそんな風にふらふらしてていいのかな？」

「うむ。血族ならぬ私が自分から勝負を挑いどむのは、筋すじ違ちがいであるように思えるからな。誰だれかが勝負を挑んできたら、それに応ずることにする」

「ああ、それにそもそも、八名の勇者に選ばれた狩人は、自分から勝負を挑んじゃいけない習わしなんだっけ？」

　たしか前回の力比べで、ラウ＝レイかルド＝ルウあたりがそのように言っていた気がする。八名の勇者は、他者から挑まれるのをひたすら待たなくてはならない、という話であったのだ。しかしアイ＝ファは「いや」と首を振ふっていた。

「私が八名の勇者となったのは、前々回の収獲祭だ。だから、その習わしは関係がないのだと聞いている」

「ああ、そうだったのか。……そういえば、前回の勇者って誰だったっけ？　ジザ＝ルウが優勝で、ガズラン＝ルティムが準優勝で、あとはシン＝ルウとギラン＝リリンと――」

「ルド＝ルウとラウ＝レイ、ミダとジーダであろう。さきほど、ルド＝ルウがルティムの次兄を負かしていたな」

「そっか。こうしてみると、すごい顔ぶれだなあ。そこにアイ＝ファとドンダ＝ルウとダン＝ルティムと、それにダルム＝ルウも加わるんだもんな」

　たしか、ダルム＝ルウもルウの血族では指折りの実力者であるのだと、ラウ＝レイあたりに聞いた覚えがある。しかしそのダルム＝ルウも、前々回はアイ＝ファとの試合で力ちから尽つき、前回は負傷欠場となっていた。このたびは、どのような結果を残すのだろう。

「あ、そういえば、ギラン＝リリンは毎回ドンダ＝ルウとダン＝ルティムに挑んでたから、これまで八名の勇者に選ばれる機会がなかったっていう話なんだよな。でも、ギラン＝リリンは前回の力比べで勇者に選ばれたから、今回は予選でドンダ＝ルウたちに挑むことができないわけか」

「うむ。ギラン＝リリンならば、このたびも間ま違ちがいなく勇者に選ばれることだろう」

　しかし、勇者同士がぶつからないとなると、予選通過はかなり早い者勝ちの様相を呈することになりそうだった。なおかつ、実績のある狩人ほど大勢の人間に挑まれるものであるらしいので、前回初めて勇者となったギラン＝リリンやシン＝ルウなどは後回しにされてしまう可能性もありそうだ。

（なるほどね。それも含めて、みんなに強者と認められている人間が勇者になりやすいシステムになってるんだ。もちろん、結果的にそういう仕組みになっただけなんだろうけど、なかなかうまくできてるな）

　それで今回、ギラン＝リリンやシン＝ルウが時間切れで勇者になれなかったとする。すると次回は、彼かれらもまた好きな相手に挑ちよう戦せんできる身になるのだ。それでまた勇者の座を獲かく得とくすることができれば、やがてそれが実績となっていき、挑んでくる人間もぞくぞく増えてくる、という塩あん梅ばいである。

（つまり、連続で勇者になっている人間が、周りから認められている真の強者ってことだな）

　ドンダ＝ルウ、ダン＝ルティム、ジザ＝ルウ、ガズラン＝ルティム。この四名は、もはや押おしも押されもせぬ、真なる勇者なのだろう。前々回の力比べでも、この四名は至し極ごくすみやかに予選を突とつ破ぱしていたはずだった。

　ルド＝ルウ、ラウ＝レイ、ミダの三名も、二回連続で勇者になっているが、それはひょっとしたら、前回ドンダ＝ルウたちが欠場したがゆえの結果なのかもしれない。特にミダなどは新参であったので、本来ならば後回しにされて然しかりの立場であるはずだった。

（だけど、経けい緯いはどうあれ、その三人も二回連続で勇者になったっていう実績を作ったんだ。きっと今回も、ルド＝ルウたちに挑もうとする人間は多いだろう。そうすると、それだけで七名分の枠わくがうまっちゃうことになるな）

　むろんそれは、彼らがすみやかに三名の挑戦者を返り討うちにするという前提のもとの計算だ。しかしまた、シン＝ルウやギラン＝リリンやジーダといった実力者が挑戦できない立場となると、その牙が城じようを脅おびやかすことのできる狩人はどれぐらい残されているのか。俺などには、ちょっと見当をつけることができなかった。

（そうすると、勇者に相応しい実力を持ちながら自由に動くことのできるダルム＝ルウあたりが、台風の目になるのかもしれないな）

　もしもダルム＝ルウがルド＝ルウたちに土をつければ、その隙すきに他の人間が先んじて予選を突破するかもしれない。早い者勝ちというシステムが、そういう運命の妙みようを生み出すわけだ。

（……って、そんな風にあれこれ考えながら力比べに挑んでいる狩人なんて、きっと一人もいないんだろうけどな）

　俺は、結果的に出来上がったシステムの外そと枠わくをなぞっているに過ぎなかった。狩人たちは、ただ純じゆん粋すいに強き相手と力を比べたいという気持ちで力比べに臨のぞんでいるのだろう。それで誰が勇者に選ばれるかは、まさしく森の思おぼし召めしであるのだった。

「私は勝負を終えたばかりなので、しばらくは声もかからぬはずだ。お前はシン＝ルウの家で仕事を果たすのか？」

「うん。だけど、あちこちの家の石いし窯がまを使わせてもらう予定なんで、行ったり来たりになると思うよ」

「ならば、しばらくはその仕事ぶりを拝見させてもらうか」

　不特定多数の人間と交流をするのが苦手なアイ＝ファは、そのように言いながら俺についてきた。荷車から解放しておいたギルルは、シン＝ルウの家の横でもそもそと木の葉を食している。その首をちょいと撫なでてから、俺たちは裏手のかまど小屋に回り込んだ。

「そういえば、ブレイブはどこに預けたんだ？」

「ブレイブは、幼子の集められた家に預けておいた。ルウ家の猟りよう犬けんたちも、そこに集められていたのでな」

「あ、眷けん族ぞくの家も空っぽになっちゃうから、そっちの猟犬も集められてるのか」

「うむ。ブレイブを含めて、九頭だ。ブレイブもむやみに騒ぎはしないが、とても嬉うれしそうな顔をしていた」

　ブレイブにとっては、森辺の家人となってから初めての休きゆう暇かとなるのだ。その場にたくさんの仲間が集まっているというのは、なかなか微笑ほほえましいことだった。

　そうしてかまど小屋に到着すると、そちらからは予想通りの熱気が伝わってきた。この場でももちろん、宴料理の調理が進められているのだ。

「失礼します。俺もお邪じや魔まして大丈夫でしょうか？」

　戸板は開け放しであったので、俺は入り口から声をかけてみる。すると、鍋なべを火にかけていた小こ柄がらな女衆が「おや」とやわらかく微笑みかけてきた。

「もうアスタが到着する時間かね。ようこそ、ルウの家に。どうぞ入っておくれ」

　それはこの家の家人、シン＝ルウやシーラ＝ルウの母たるタリ＝ルウであった。奥おくのほうで野菜を刻んでいたシーラ＝ルウも、笑顔で「お疲れ様です、アスタ」と声をかけてくれる。

「お疲れ様です。シーラ＝ルウも、こちらで働いていたのですね」

「はい。本家のかまどはレイナ＝ルウが取り仕切っていますので、わたしはこちらを受け持つことになりました」

　言うまでもなく、ルウ家のかまど番の中ちゆう核かくとなるのは、シーラ＝ルウとレイナ＝ルウである。その二人が別々の場所でリーダー役を担になうというのは、とても効率的であるように思えた。

　その場には、五、六名ていどの女衆の姿が見える。やはり大半は、すでに婚こん儀ぎを済ませている年配の女衆のようだ。その中で、未婚の装束を纏った数少ない女衆の一人が、しゃなりしゃなりと近づいてきた。

「いらっしゃい、アスタ……ミーア・レイ母さんに、あなたを手伝うように言われているわぁ……」

「あ、今日の手伝いはヴィナ＝ルウでしたか。どうぞよろしくお願いします」

　俺はそれなりの品数を出す予定であったので、あらかじめルウ家に人手を貸してもらえないかと打だ診しんしていたのだ。

「二人で手が足りないときは、あたしらにも声をかけておくれ。何も遠慮はいらないからね」

　タリ＝ルウがそのように言ってくれたので、俺は「ありがとうございます」と頭を下げてみせた。その間に近づいてきていたヴィナ＝ルウが、やや小さめの声で告げてくる。

「でも、つきっきりで手伝うのが、わたしなんかでよかったのかしらぁ……？　レイナやシーラ＝ルウたちは忙しいんだろうけど、もっと腕うでの立つかまど番はいくらでもいるでしょう……？」

「いえいえ、とんでもない。ヴィナ＝ルウだって、今では立派なかまど番じゃないですか。何の不都合もありませんよ」

「そう……」と、ヴィナ＝ルウはけだるげに息をついた。何かちょっと、元気がないように見えてしまう。

「それじゃあ、準備を始めましょうか。えーと、食材は昨日の内にお預けしておいたのですが……」

「ああ、アスタの分はそっちに置いておいたよ。その台を好きに使っておくれ」

「ありがとうございます」

　タリ＝ルウの言う通り、見覚えのある食材が台の上に置かれていた。俺とアイ＝ファは血族ならぬ身で参加させてもらうのだからと、必要な食材は自前で準備させてもらったのだ。言ってみれば、ご祝しゆう儀ぎのような感覚である。

「では、まずはフワノとポイタンから――」

　と、俺がヴィナ＝ルウに告げようとしたとき、アイ＝ファが機き敏びんな動作で入り口のほうを振り返った。それと同時に、タリ＝ルウが「おや」と声をあげる。

「どうしたんだい、ダルム＝ルウ？　腹でも空すいちまったのかね？」

「いや。アイ＝ファに用事があって来た」

　入り口に、長身の人ひと影かげが立ちはだかっている。勇ゆう猛もうな狼おおかみのごとき眼光を持つ、それはダルム＝ルウであった。シーラ＝ルウはびっくりしたようにそちらを振り返り、アイ＝ファはけげんそうに眉まゆをひそめる。

「私に用事とは、何であろうか？　勝負を挑まれるには、まだ早いように思うのだが」

「ああ。他の連中がひと通り勝負を終えるのを待たねばならんだろうな。……それまで、お前を見張らせてもらいたい」

「私を見張る？　どういうことだ？」

「知れたこと。他の連中よりも先んじて、お前に挑むためだ」

　アイ＝ファは、いっそういぶかしげな顔をした。

「ダルム＝ルウよ、いちおう聞いておきたいのだが……何か私に含むところでもあるのか？」

「含むところ？」と、今度はダルム＝ルウのほうが眉をひそめる。しかしすぐに「ああ」と言って、ダルム＝ルウは首を横に振った。

「そうか。俺おれとお前の間あいだ柄がらでは、そのように思われるのが当然か。……何も含むところなどはない。俺はただ、俺を負かした狩人と再び力を比べたいだけだ」

　ダルム＝ルウは、ごく自然体であるように思える。眼光が鋭するどいのはいつものことであるし、とりたてて激情にとらわれているようには見えない。むしろ彼は、普ふ段だん以上に落ち着き払はらっているように見えた。

　そんなダルム＝ルウの姿をしばらく無言で見返してから、アイ＝ファはあらためて口を開いた。

「ダルム＝ルウよ、もうひとつ問うておきたいことがあるのだが……お前はさきほど、ドンダ＝ルウに挑んでいたな」

「ああ。やはりまだ親父を倒たおすことはできなかった」

「それで今度は、私に挑もうというのか」

「ああ、そうだ」

「……ルウ家の力比べでは、二度負けたら勇者にはなれぬ習わしであったはずだな」

　ダルム＝ルウは、「ふん」と鼻を鳴らした。

「もう俺に勝ったつもりでいるのか。たいそうな自信だな、アイ＝ファよ」

「いや、そういうつもりではないのだが……」

「勇者の称しよう号ごうなど、後から勝手についてくるものだ。強い相手から逃にげる人間に、そのような称号は相応ふさわしくあるまい」

　アイ＝ファは小さく息をつき、穏おだやかさを取り戻した眼まな差ざしでダルム＝ルウを見返した。

「……お前は立派な狩人だな、ダルム＝ルウよ」

　ダルム＝ルウは、意表をつかれた様子で目を見開いた。が、すぐに眉み間けんに皺しわを寄せて、「何だそれは」とそっぽを向いてしまう。

「俺はここから、誰かが近づかぬように見張っているからな。窓から声をかけられても、他の連中の勝負は受けるなよ」

「うむ？　勝負を挑まれてしまったら、それを断ることはできぬのだろう？」

「やかましい！　今のは、もののたとえだ」

　ダルム＝ルウはそっぽを向いたまま、かまどの間を出ていった。すると、ティノを刻んでいたタリ＝ルウが笑顔でアイ＝ファを振り返る。

「ダルム＝ルウはね、いつもそうやって自分を負かした相手に挑もうとするんだよ。そのせいか、あれほどの力を持っているのに、まだ八名の勇者に選ばれたことがないんだよねえ」

「そうなのか。ダルム＝ルウであれば、勇者の名には決して恥じないだろうにな」

「うん、本当にねえ。ちょっと気難しいところはあるけど、本当に立派な狩人だと思うよ。……そういうところは、若い頃のドンダ＝ルウにそっくりさ」

　タリ＝ルウはもともとルウの分家の人間であり、そして、ドンダ＝ルウの弟であるリャダ＝ルウと婚儀をあげた身であるのだ。ちょっと想像はしにくいが、幼い頃からドンダ＝ルウやリャダ＝ルウたちと親交があったのだろう。

「シン＝ルウはルド＝ルウに、ギラン＝リリンはドンダ＝ルウとダン＝ルティムに、毎回挑んでるって話だったもんな。そういう志の高さが、ルウの血族の強さなんじゃないかな」

　俺がそのように言葉をはさむと、アイ＝ファは「そうだな」と静かに応じた。そこに、ヴィナ＝ルウの嘆たん息そくがかぶさってくる。

「本当に、みんな立派よねぇ……それに、楽しそうで何よりだわぁ……」

　その声はごく小さかったので、隣となりに立っている俺ぐらいにしか聞こえなかったようだった。ということで、俺も声をひそめてヴィナ＝ルウに問うてみる。

「あの、何だか元気がないみたいですね。シュミラルと何かあったんですか？」

「……何でもかんでも、あの人と結びつけるのはやめてくれるぅ……？」

「あ、すみません。何にせよ、元気がないので心配です」

　ヴィナ＝ルウは色っぽく身をよじってから、やがて俺の耳もとに口を寄せてきた。

「……眷族の未熟な狩人っていうのはねぇ、ルウの集落にやってくる前に、力比べに参加する資格があるか、事前に力を試ためされるものなのよぉ……だからあの人も、リリンの家で力を試されることになったのぉ……」

「あ、そういう習わしもあるのですか。……それで、シュミラルはどうだったのでしょう？」

「そんなの、無理に決まってるじゃなぁい……あの人は、数ヶ月前までただの商人だったのよぉ……？　トトスに乗って戦ったり、毒の武器を使ったりすることは得意みたいだけど、素す手での勝負で森辺の狩人にかなうわけがないのよぉ……」

　そうしてヴィナ＝ルウは、またけだるげに溜ため息いきをついた。耳におもいきり息を吹ふきかけられた格好になり、俺は背中がぞくぞくしてしまう。

「だから、リリンの一番若い狩人と勝負をして、手も足も出なかったから、力比べには参加できなくなっちゃったのぉ……まあ、そんなの最初からわかりきってたことだけどさぁ……」

「なるほど。それは確かに、残念な話ですね」

　ヴィナ＝ルウは身を引くと、肉感的な唇くちびるをとがらせながら目を伏ふせて、作業台の上にのの字を書き始めた。

「なんだか、つまんなぁい……もともとわたしは、男衆の力比べなんて興味はなかったんだけどぉ……今回は、いつも以上につまんないわぁ……」

「そ、そうですか。でもほら、猟犬を扱あつかわせたら、シュミラルの右に出る人はいないんですから。たとえ力比べで結果は残せなくても、立派な狩人だということは証明できるはずですよ」

「それはわかってるけどさぁ……」

　ヴィナ＝ルウは、たいそう不満げな様子である。しかしヴィナ＝ルウには悪かったが、俺としては喜ばしい話であった。ヴィナ＝ルウがそんな風にシュミラルのことを思いやっていることも、子供っぽくすねてしまっていることも――そして、そういう姿を包つつみ隠さず俺に見せてくれていることも、俺には喜ばしく感じられてしまったのだ。

　雨の中、森辺の民として正しく生きていきたいと語っていたヴィナ＝ルウの姿は、今でもしっかりと頭に焼きついている。ヴィナ＝ルウは真しん剣けんに、自分やシュミラルの気持ちに向き合おうとしているのだろう。このたびの収しゆう獲かく祭は、そんなヴィナ＝ルウとシュミラルが同どう胞ほうとしての絆きずなを深め合う場でもあるのだ。そこに立ちあえることもまた、俺にとっては大きな喜びであった。

「……シーラ、そっちの準備はどんな感じだい？」

　と、後ろのほうからタリ＝ルウの声が聞こえてきた。シーラ＝ルウは、「こっちのネェノンを片付けたら一段落だよ」と穏やかな声で応じている。

「そうかい。それじゃあその後は、しばらく力比べを見物しておいで」

「え？　だけど、わたしはさっき戻ってきたばかりだし……」

「いいんだよ。それがルウ家の習わしだろう？」

　この中では、シーラ＝ルウとヴィナ＝ルウだけが未婚の若い娘むすめであるのだ。タリ＝ルウはにこにこと微笑みながら、ヴィナ＝ルウのほうに視線を転じる。

「ヴィナ＝ルウも、もしも力比べを見物したいんなら、アスタの手伝いはこっちで代わろうか？」

「ううん、わたしは大丈夫よぉ……お気持ちだけいただいておくわぁ……」

　俺がこっそり横目でうかがってみると、シーラ＝ルウは変わらぬ表情で丁てい寧ねいにネェノンを刻んでいた。ダルム＝ルウにひそかな想おもいを抱いだくシーラ＝ルウが、現在はどういった心境であるのか――外見から、それを推おし量はかることはかなわなかった。
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　しばらくの後、アイ＝ファはかまど小屋を出ていった。シーラ＝ルウは、その少し前にかまど小屋を出ている。その際に外のダルム＝ルウとしばらく言葉を交わしている様子であったが、その内容を聞き取ることはできなかった。

　それから、さらに数分後――シーラ＝ルウが戻ってきて、「アイ＝ファが勝利しましたよ」と俺に告げてくれた。とても穏やかで、ほんのちょっぴりだけ切なげな面持ちである。

「やはりアイ＝ファというのは、とてつもない力を持った狩人ですね。今回も、八名の勇者に選ばれるのではないでしょうか」

「うん、まあ、どうなんでしょうね」

　俺としては、きわめて複雑な心ここ地ちであった。これでダルム＝ルウは二回の敗北を喫きつし、今日の力比べを終えることになったのだ。狩人たちはそれぞれの誇りを示すために力を比べ合っているのだから、かまど番たる俺にとやかく言う資格はないのだが――やっぱりどこか、やりきれない気持ちを抱かかえ込こむことになってしまった。

（まあ、シーラ＝ルウの気持ちを知らなければ、こんな風に思うことはなかったんだろうけどさ）

　そういえば、俺がシーラ＝ルウの気持ちを確かく認にんしたのも、前々回の収獲祭の折であったのだ。あのときは、俺とシーラ＝ルウだけがこの場に留とどまって火の番をしていた。そうしてダルム＝ルウについての話が進むにつれて、シーラ＝ルウは尋じん常じようでないぐらい顔を真っ赤にしてしまっていたのである。

（あの頃は、まだダルム＝ルウがアイ＝ファに執しゆう着ちやくしていたからな。それでアイ＝ファに挑んだダルム＝ルウが返り討ちにあって、その後の力比べも棄き権けんしちゃったんだっけ）

　あのとき、かまどの前でしゃがみこみ、真っ赤になった顔を必死に隠していたシーラ＝ルウが、今は俺の前で穏やかに微笑んでいる。あの日以来、俺はシーラ＝ルウとダルム＝ルウがひそやかに縁を紡つむいでいく姿を何度か目にすることになったのだ。あるときはサウティの集落で、あるときはルウ家の祝宴で、あるときは城下町で――見るたびに、二人の距きよ離りは縮まっているように感じられたものだった。

（でも、そんな風に思うのは……俺がそうあってほしいと願っているからなのかな）

　シーラ＝ルウとダルム＝ルウは、血族だ。それも、両親が兄弟である、従じゆう兄けい弟ていの関係だ。もちろん幼い頃から親交はあったのだろうし、ダルム＝ルウも身内には優やさしいのだろうと思う。少なくとも、妹のリミ＝ルウやララ＝ルウなどはたいそうダルム＝ルウを慕したっているように感じられた。

　そんなダルム＝ルウであれば、シーラ＝ルウをじゃけんに扱うことはないだろう。だから、ダルム＝ルウがシーラ＝ルウに対して気安く接しているのも、血族に対する自然な振ふる舞まいであるに過ぎないのかもしれないが――俺としては、それ以上の気持ちも加味されているのだと思いたいところであった。

（ダルム＝ルウは、もう十九歳さいなんだもんな。アイ＝ファへの執着を断たち切れたんなら、婚儀をあげてしかるべき年ねん齢れいに達しているわけだし……この先のことを、どんな風に考えているんだろう）

　俺がそのようなことを考えている間に、アイ＝ファもかまど小屋に帰還してきた。アイ＝ファもアイ＝ファでいくぶん気がかりがありそうな面持ちをしていたが、シーラ＝ルウはそちらに静かに微笑みかけてから、自分の仕事に戻もどってしまった。そのタイミングで、ヴィナ＝ルウが「終わったわよぉ……」と作業の終しゆう了りようを告げてくる。

「あ、どうもお疲つかれ様さまでした。それじゃあ今度は、バルシャたちの家に移りましょう」

　俺はアイ＝ファとヴィナ＝ルウをともなって、シン＝ルウ家のかまど小屋を出た。するとその道中で、ヴィナ＝ルウがけげんそうに問うてくる。

「ねぇ、アスタ。石窯を使うんじゃなかったのぉ……？」

「いえ。日が暮れるまでまだ時間があるので、石窯に火を入れるのはもっと後です。それまでに、すべての料理の下ごしらえを終わらせないといけないのですよ」

　現在は、ルウの集落のすべての家に石窯が作られている。しかし、ひとつの石窯で調理できる料理の数は限られているので、俺はあちこちの家で下ごしらえの仕事を果たさなければならなかったのだった。

　広場では、相変わらず熱気が渦うずを巻いている。何十名と存在するルウの血族の狩人が、次から次へと取っ組み合っているのである。誰がどれぐらい勝ち進んでいるのか、俺には知るすべもなかったが、とにかく人々は熱狂しており、しきりに歓声をあげていた。

「よー、アスタじゃん。ようやく会えたな」

　と、バルシャたちの家に向かう途中で、ルド＝ルウに呼び止められる。そちらを振り返った俺は挨拶をする前に、思わず笑ってしまった。

「やあ、ルド＝ルウ。何だか楽しいことになってるね」

「何にも楽しくねーよ。こいつら、ちょろちょろ動き回って、他の連中に踏ふみ潰つぶされそうだったからよ」

　ルド＝ルウは、右手をリミ＝ルウに、左手をターラに、それぞれ捕ほ獲かくされていたのである。二人の幼き少女は、きわめて幸福そうににこにこと微笑んでいた。

「俺も二回、勝ち抜ぬいたぜ。ま、強そうな連中はみんな挑んでこれねーんだから、当然だけどな」

「うん。今回はシン＝ルウも勇者だから、ルド＝ルウには挑めないんだね」

「ああ。シン＝ルウも、ずいぶん強くなったからよ。他の連中に先を越されなきゃ、また八人になるまで勝ち進むだろうな」

　そうしてルド＝ルウは、アイ＝ファのほうに視線を転じた。

「アイ＝ファもうかうかしてっと、他の連中に先を越されちまうぞ？　アイ＝ファは勇者じゃねーんだから、誰でも好きなやつに挑戦できるだろ？　とっととあと一人、誰でもいいから挑んでみりゃいいじゃん」

「いや。私こそ、他の狩人に順番を譲ゆずるべきであろう。くどいようだが、これはルウの血族の宴なのだからな」

「ふーん。ま、アイ＝ファに挑みたがってるやつは山ほどいるから、心配はいらねーか。俺もアイ＝ファとやりあえるように祈いのっておくよ」

　そんな言葉を残して、ルド＝ルウはまた人垣に戻っていった。そういえば、アイ＝ファはルド＝ルウともまだ対戦した経験はないのだ。なおかつ、本日対戦したジィ＝マァムとダルム＝ルウは、どちらも前々回の力比べでも対戦している。それを除くと、対戦の経験があるのは――レイの名も知れぬ狩人と、ラウ＝レイ、ダン＝ルティムの三名のみであるはずだった。

（この調子だと、アイ＝ファはまた八名の勇者に選ばれることになるのかな）

　こっそり横顔を盗ぬすみ見てみると、アイ＝ファは完かん璧ぺきなまでの無表情であった。前回の収獲祭では怪我で出場できないことを残念がっているようにも見えたものであったが、いざこうして出場できるようになってみると、今度はルウ家の収獲祭で目立ったことをしたくない、という気持ちが先に立ってしまうものらしい。

　ともあれ、俺は自分の仕事を果たさなければならない。バルシャたちの家のかまど小屋に到着すると、そこではマイムと数名の女衆が肉を煮込んだりポイタンを焼いたりしていた。

「あ、アスタ！　今日はお疲れ様でした！　宿場町のほうは、いかがでしたか？」

「うん。客足に変わりはなかったよ。料理もすべて売り切ることができたしね」

「そうですか。それなら何よりです」

　マイムは、笑顔で鍋の中身を攪かく拌はんしている。俺としては、そちらのほうも大いに気になってしまった。

「マイム、それはマイムの料理なんだよね？」

「はい！　レイナ＝ルウから、好きな料理を作ってほしいと言ってもらえましたので！」

「いつものカロン乳の煮込み料理じゃなく、今日は汁しる物もの料理なんだね。こいつは楽しみだ」

「えへへ。ルウ家が屋台で汁物料理を出していなかったら、たぶんわたしはこの料理を売ることになっていたと思います。そんなにたくさんの皿を準備することができればの話ですけれど」

　ということは、マイムにとっても自信のひと品であるということだ。これはますます宴の開始が楽しみなところであった。

「それじゃあ、こっちの作業台を使わせてもらうね。石窯を使わせてもらうのは、もうちょっと後になるからさ」

「はい！　こちらももうすぐ、すべてのポイタンを焼き終えると思いますので！」

　俺はヴィナ＝ルウとともに、第二のメニューに取りかかることにした。すると、またヴィナ＝ルウが溜息をついてくる。

「マイムはあんなに小さいのに、レイナが羨うらやむぐらい立派なかまど番なのよねぇ……ますます自分のお粗そ末まつさに嫌いや気けがさしてきちゃうわぁ……」

「そんなことないですってば。レイナ＝ルウとマイムとシーラ＝ルウは実力が飛びぬけてるんですから、あまり気にしないほうがいいですよ」

「でも、リミだってわたしなんかとは比べ物にならないほどだし……それに、ウル・レイ＝リリンだってさぁ……」

　それは俺にとって、ちょっと懐なつかしい名前であった。リリンの家長、ギラン＝リリンの伴はん侶りよの名前である。

「そういえば、ヴィナ＝ルウは何日かリリンの家に泊とまり込んでいたんですよね。ウル・レイ＝リリンって、そんなに料理がお上手なんですか？」

「うん……彼かの女じよはリリンの人間だから、アスタには直接手ほどきされてないはずよねぇ……？　それなのに、リミと同じぐらいの腕うで前まえだったと思うわぁ……」

　それは、なかなか以上の腕前である。リミ＝ルウがもっとも得意とするのは菓か子し作りであるが、普ふ通つうの料理においてもレイナ＝ルウたちに次ぐ腕前であるはずなのだ。

「それに、何があっても騒いだりしないし、それでいて、誰よりも気配りができる人だし……あんなに立派な女衆は、森辺でもそうそういないでしょうねぇ……」

「そうなんですか。ちょっと不思議な雰ふん囲い気きの女性でしたよね」

「うん……それに、とっても綺き麗れいだし……わたしみたいに、太くもないしねぇ……」

　と、ヴィナ＝ルウはまたすねた子供のような面持ちになってしまう。昔ほどではないにせよ、情じよう緒ちよ不安定なのは相変わらずのようだ。

「ヴィナ＝ルウは、別に太くありませんよ。むしろ、ウル・レイ＝リリンが森辺の民にしては細すぎるぐらいなんじゃないですか？」

「うん……それはそうかもしれないけどぉ……」

　シムにおいては細身であることが美しさの象しよう徴ちようとされている、という話がまだ引っかかっているのだろうか。俺がそのように考えていると、ふいにヴィナ＝ルウが頭をもたげた。

「こんな風にうじうじしちゃうのが、わたしの駄だ目めなところよねぇ……でも、それぐらいウル・レイ＝リリンっていうのは素す敵てきな女衆だったのよぉ……たぶんわたしは……ああいう人間が理想的だって考えてるんだと思うわぁ……」

「そうなんですか。俺は少ししか言葉を交かわしたことがないので、あまりウル・レイ＝リリンのことを知らないんですよね」

「……まあ、わたしはわたしなりに立派な人間を目指すしかないけれどねぇ……」

　そうしてヴィナ＝ルウは、真正面から俺の顔を見つめてきた。

「ねえ、アスタ……ずっとあなたに聞きたいことがあったんだけど……」

「はい、何でしょう？」

「前にも似たようなことを聞いたことがあると思うけど……わたしは、その……かまど番として、もっと上手に料理を作れるようになれるのかしらぁ……？」

　それは何とも、難しい問いかけである。だけど、答えはひとつであるように思えた。

「料理に限らず、修練を積めば技術は上がっていくはずですよ。現にヴィナ＝ルウだって、この数ヶ月で見み違ちがえるぐらい腕を上げることができたでしょう？」

「でも……わたしは昔から、かまど番の仕事が好きでも得意でもなかったし……いまだに家でも、一番の役立たずだって思えるぐらいだから……」

「それは、本家のみんなの実力が普通以上なせいですよ。レイナ＝ルウ、リミ＝ルウ、ミーア・レイ＝ルウの三人は、森辺でも指折りの力量だと思います。でも、ヴィナ＝ルウやララ＝ルウだって、今では余よ所その女衆に負けない腕前だと思いますよ」

　それは俺の本心であった。古くから俺の手ほどきを受けているというアドバンテージの甲か斐いあって、ヴィナ＝ルウたちも余所の氏族の女衆よりは確かな技量を身につけているはずだ。

「それに、もっと上達したいという気持ちがあるなら、きっと結果もついてくるはずです。レイナ＝ルウやシーラ＝ルウなんかは、その気持ちの強さが飛びぬけていたから、あれほどの技量を身につけることができたんでしょう」

「気持ちの強さ……そういうものなのねぇ……」

　ヴィナ＝ルウは作業台に手をついて、俺のほうに身を乗り出してきた。

「……考えてみれば、こういう日にアスタの手伝いができることだって、わたしにとっては修練になるはずよねぇ……？」

「はい。その通りだと思います」

「わかったわぁ……ちょっとレイナになったつもりで、頑がん張ばってみる……きっとレイナは、こういう機会にかまど番としての腕をあげているのでしょうからねぇ……」

　俺は、思わず微笑んでしまった。まさかヴィナ＝ルウから、そのような言葉を聞けるとは思わなかったのである。

「ヴィナ＝ルウ、それともうひとつ、大事なことがありました。一番重要なのは、美お味いしい料理を食べさせたいという気持ちですよ。レイナ＝ルウやシーラ＝ルウ、それにリミ＝ルウやトゥール＝ディンなんかは、そういう気持ちも人一倍、強いんだと思います」

「……わたしを冷やかしてるわけじゃないわよねぇ……？」

「もちろんです」と、俺は答えてみせた。特定の個人のために頑張りたいという気持ちがあるならば、それはそれで大きな力になるはずであるのだ。そんな思いを新たにしながら、俺はヴィナ＝ルウとともに調理の仕事に取りかかることにした。

　時刻はすでに、下りの四の刻に差しかかるぐらいであろう。残された時間は、二時間半ほどだ。ラストの一時間を焼きあげに費ついやすとなると、少しペースアップが必要かもしれない。俺はこの後にまた別の家に移り、合計で三種のメニューを供する予定でいたのだった。

「あ、そうだ。マイム、昨日預けておいた器はどこだろう？」

「はい。食料庫に置いてあります。外に出しておくと、何かの弾はずみで壊こわされてしまいそうでしたので」

　俺は石窯の高温にも耐たえうる器を、あらかじめ購こう入にゆうしておいたのである。ヤンに頼たのめば、そういった城下町の器具もすみやかに購入することがかなうのだった。

「今の内に、こっちに運んでおこうかな。アイ＝ファ、悪いけど手伝ってもらえるか？」

「うむ、かまわんぞ」

　ということで、俺はアイ＝ファとともに食料庫へと移動した。巨きよ大だいな木箱が、二段重ねになっている。一段でも、俺ひとりで運ぶには苦労する質量である。これには、アイ＝ファも目を丸くしてしまっていた。

「これがすべて、器なのか？」

「うん。百名以上の人に少しずつでも食べてもらうには、これぐらいの数が必要だったんだよ。中身は、六枚の大皿なんだけどな。割れないように藁わらみたいなものが詰つめ込まれているから、こんな大きさになっちゃったんだ」

「ふむ。ひとつの箱に三枚の皿で、これほどの大きさであるということか」

　そのように述べながら、アイ＝ファはひょいっと木箱を持ち上げた。

「なるほど。持ちにくくはあるが、大した重さではない」

「えーと、アイ＝ファ。できればこう、二人で協力して持っていきたかったんだけど……俺ひとりじゃ、途と中ちゆうで落としちゃいそうだからさ」

「ならば私が、二回行き来すればよかろう」

「うん。そういうことになってしまうな」

　そこはかとない寂せき寥りよう感を覚えながら、俺が手ぶらで食料庫を出ると――その眼前に、音もなく巨大な人影が立ちはだかった。木箱を抱えて俺の後から出てきたアイ＝ファは、「うむ？」とうろんげな声をあげる。

「今度はジザ＝ルウか。このようなところで、何をしているのだ？」

「折り入って、貴女あなたに話があるのだ、アイ＝ファよ」

　ジザ＝ルウは、普段通りのにこやかな表情で俺たちを見下ろしていた。が、こちらはダルム＝ルウ以上に内心がうかがえない。ジザ＝ルウは普通にしていても笑え顔がおに見えてしまう目つきであるため、感情が読みにくいのである。

「さきほどは、ダルム＝ルウに勝負を挑まれた。しかしジザ＝ルウは前回の力比べの勇者であるのだから、そのような真ま似ねもできぬはずだな？」

「ああ、その通りだ。だから俺は、貴女のほうから挑んでもらいたいと願っている。どうかこの願いを聞き届けてもらえるだろうか？」

　アイ＝ファは無言のまま木箱を足もとにおろすと、さきほどよりも鋭い眼光でジザ＝ルウをねめつけた。

「何な故ぜだ？　ジザ＝ルウがそうまでして、私との勝負を早さつ急きゆうに願う気持ちがわからない」

「理由は、さまざまだ。しかし、それを簡単にまとめると――余力のある内に貴女とやりあっておきたい、ということになるのかな」

　ジザ＝ルウがひそかに備え持っている、息の詰まるような迫はく力りよく――それは、発散されていない。ジザ＝ルウは、あくまでも穏やかに言葉を重ねた。

「貴女はダン＝ルティムとすら、互ご角かくにやりあえる力を持っている。俺でも貴女に勝てるという保証はないだろう。それならば、せめておたがいが元気な内に、正面から力を比べたいと思ったのだ」

「……それは、ただ純粋に力を比べたいという思いからの言葉なのか？」

　アイ＝ファの言葉に、ジザ＝ルウは少しだけ首を傾かしげた。

「ただ己おのれの誇ほこりのことだけを考えているのか、という意味ならば、それは違ちがうと答える他ないだろう。俺が考えているのは、ルウ家の誇りについてだからな」

「……ルウ家の誇り？」

「ああ。組み合わせの妙によっては、貴女が最後まで勝ち抜くこともあるだろう。たとえば、早い段階で家長ドンダとダン＝ルティムがやりあうことになれば、そこで相当に疲ひ弊へいすることになるだろうからな。そんな状態で貴女とやりあえば、家長ドンダでさえ敗北することはありうる。俺が懸け念ねんしているのは、そういうことだ」

「……なるほど」

「余所の氏族の狩人が収獲祭に加わるというのは、もともと森辺の習わしから外れた行いだ。それでなおかつ、余所の狩人が一番の勇者となってしまえば……たとえ負けたことは恥はじにならぬ力比べといえども、いささかならずルウ家の誇りが傷つけられることになるだろう。すべては母なる森の意思にゆだねるべきかとも思ったが、俺はひとまず自分の意思に従うことにしたのだ」

「わかった。ジザ＝ルウの考えは、私にも正しいように思える。それでジザ＝ルウの気が済むのならば、私はジザ＝ルウに挑いどませてもらうことにしよう」

　アイ＝ファは、静かにそう答えた。

　ジザ＝ルウは同じ表情のまま、小さくうなずく。

「そのように言ってもらえるのは、とてもありがたい。むろん、力比べで手を抜くことなど許されないので、貴女は憂うれいなく、すべての力を振ふり絞しぼってもらいたい」

「うむ。それこそ、森の思すままにであろう。……これらの木箱を運び終えるまで、しばし待っていてもらえるか？」

「ああ。俺もさきほど二度目の勝負を終えたばかりであるので、何も急ぐ必要はない。家の横で待っていよう」

　そうしてジザ＝ルウは、気配を感じさせない身のこなしで立ち去っていった。あらためて木箱を抱えたアイ＝ファに、俺は思わず顔を寄せてしまう。

「お、おい。アイ＝ファ、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「何がだ？　ジザ＝ルウの言い分は、真っ当であったであろう」

「それはそうかもしれないけど……ジザ＝ルウっていうのは、ちょっと内心が読めないところがあるし……」

「まさかジザ＝ルウが、私に手傷を負わせようとしているとでも？　そのような真似をしたら、ジザ＝ルウは敗者となるのだぞ。森辺の力比べで相手を傷つけるのは、大きな禁きん忌きであるからな」

　重い木箱を抱えたまま、アイ＝ファは肩かたをすくめた。

「それに、あれほど森辺の習わしを重んずるジザ＝ルウが、自らそれを破ることはあるまい。わざと相手を傷つけるなどというのは、森辺の力比べにおいて、決して許されはしないのだ」

「うん。俺もそこまで疑っているわけではないけどさ」

　俺も長い時間をかけて、ジザ＝ルウをかけがえのない同胞だと思えるようになっていた。しかし、向こうにも同じように思われているかどうかという部分までは、まだ確証が持てずにいるのだ。

　森辺の民として、ジザ＝ルウは非常に立派な人間だと思える。特に、サトゥラス伯はく爵しやく家けとの和わ睦ぼくの晩ばん餐さん会かいにおいて、俺はそういった思いを強く抱くことになった。ジザ＝ルウならば、ドンダ＝ルウの跡あと継つぎとして立派に同胞を率いていくことができるだろうと思うのだ。

　しかしまた、それとこれとは話が別だった。アイ＝ファが一番の勇者となることを何としてでも阻そ止ししたいという思いは、痛いほどによくわかる。よくわかるがゆえに、俺は不安がつのってしまうのである。

（言われてみれば、ジザ＝ルウの言う通りだ。ダン＝ルティムなんかはあっけらかんとしてるし、ドンダ＝ルウも黙だまってアイ＝ファの参加を受け入れているけれど……そこでアイ＝ファが優勝してしまったら、ルウの一族の誇りっていうのはどうなってしまうんだろう？）

　俺はきっと、たいそう不安げな面おも持もちになってしまっていたに違いない。二つの木箱を運び終えたアイ＝ファは、ひどく精せい悍かんな面持ちで俺の胸むなもとを軽く小こ突づいてきた。

「案ずるな。すべては森の思すままにだ」

「うん。……頑張ってくれ、アイ＝ファ。くれぐれも気をつけて」

「私を信じよ。そして、ジザ＝ルウのこともな。お前はお前の仕事をしっかりと果たすがいい」

　そうして、アイ＝ファもまた立ち去っていった。

　俺は内心の不安を何とかねじふせて、自分の仕事に取りかかる。

　しばらくすると、女衆の装しよう束ぞくを纏まとったバルシャがかまど小屋にやってきて、現在の戦せん況きようを教えてくれた。

「ドンダ＝ルウとダン＝ルティムが、ようやく三人負かしたよ。それでお次は、ガズラン＝ルティムとジィ＝マァムがやりあうみたいだね」

「アイ＝ファとジザ＝ルウは、これからですか？」

「うん。その後ろに並んでる姿が見えたね。まさかアイ＝ファがジザ＝ルウに挑むとは思わなかったよ」

「……バルシャ、また広場のほうに戻るんだったら、俺にもアイ＝ファたちの結果を教えてくれませんか？」

「ああ、いいとも。どっちみち、この勝負は見み逃のがせないからね！」

　と、バルシャは慌あわただしくかまど小屋を出ていく。自らもマサラの狩人であり、荒あらっぽい世界で生きてきたバルシャは、心からこの力比べを楽しんでいるようだった。

（ああ……俺はつくづく、荒っぽいことが苦手なんだな）

　仕し込こみの済んだ食材を器のほうに移していると、ヴィナ＝ルウがけげんそうに横から顔を覗のぞき込んできた。

「ねえ、どうしたのぉ……？　アイ＝ファが心配なら、様子を見にいけばぁ……？」

「いえ、ちょっと作業が遅おくれ気ぎ味みなので、やめておきます。料理が間に合わなかったら大変ですからね」

「ふぅん……？　まあ、狩人の力比べで怪け我がをする心配はないから、そんなに思い詰めることはないわよぉ……」

　それでもアイ＝ファは、かつて怪我をさせかねないような荒業でダルム＝ルウを下すことになった。狩人というのはなまじ頑がん丈じようである分、かなり遠えん慮りよのない戦いを繰くり広ひろげることになってしまうのだ。

（それにジザ＝ルウは、前回の優勝者だ。普通に考えれば、ドンダ＝ルウとダン＝ルティムに次ぐ実力者ってことになる。アイ＝ファとどっちが強いかなんて、俺には想像することもできないな）

　そういえば、アイ＝ファもジザ＝ルウの力量については、あまりはっきり口にしたことがないように思われた。ジザ＝ルウとメルフリードが互角であると感じていた頃ころは、少なくとも負けることはない、と考えていたようだが、それ以降は明言しないようにしていたのである。

（負けたら負けたでしかたがないし、負けたほうが丸く収まるって面もあるんだろう。だけどとにかく、怪我だけはしないでくれ、アイ＝ファ）

　祈るような気持ちで、俺は仕事に取り組んだ。そうしてこの場での下ごしらえも終了して、次の家に移ろうとしたとき、かまど小屋に再来したバルシャと鉢はち合あわせすることになったのだった。

「ああ、アスタ！　ちょいとまずいことになっちまったよ！　ジザ＝ルウが、怪我をしちまったんだ！」

「え!?　アイ＝ファではなく、ジザ＝ルウがですか!?」

「ああ。ジザ＝ルウが後ろに回り込んで、アイ＝ファにつかみかかろうとしたんだよね。アイ＝ファがそれを振り払おうとして腕を回したら、肘ひじが頭に当たっちまったのさ。けっこうな血が噴ふき出てたみたいだよ」

　俺は呆ぼう然ぜんと立ちすくみ、それから慌てて広場に向かうことになった。

　広場は騒そう然ぜんとしており、誰だれもがざわざわと声をあげている。そこに、ドンダ＝ルウの咆ほう哮こうじみた声が響ひびきわたった。

「案ずるな！　本家の長ちよう兄けいジザの傷は、生命に関わるようなものではなかった！　力比べを続けることはかなわないが、日が沈しずむ頃には元気な姿を見せることができるだろう！」

　人々は、水を打ったように静まりかえる。

　そんな中に、ドンダ＝ルウの声がまた響いた。

「また、ファの家のアイ＝ファが意図的にジザを傷つけたようには見えなかった！　よって、罪に問うことはないが、これ以降の力比べは差し控ひかえてもらう！　祝しゆく宴えんが始まるまで、身体を休めておくがいい！」

　人々の何割かは、安あん堵どの息をついたようだった。もちろん俺も、その中の一人である。それからさらに広場の中央へと足を進めようとすると、人ひと垣がきの中からアイ＝ファが出てきた。

「アイ＝ファ、気にするなよ」

「たまにはこういうことも起きるさ」

「夜は一いつ緒しよに楽しみましょうね」

　ルウの血族の人々は、そんな風に声をかけてくれていた。そちらにうなずき返しつつ、アイ＝ファは真まっ直すぐ俺のほうに向かってくる。

「アイ＝ファ、大丈夫か？」

　俺のほうからも駆かけ寄ってそのように声をかけると、アイ＝ファは厳しい面持ちで「うむ」とうなずいた。

「まさか、このような結果に終わるとは思わなかった。自分の迂う闊かつさを、恥はずかしく思う」

　見れば、アイ＝ファは汗あせだくであり、金きん褐かつ色しよくの前まえ髪がみが額や頬ほおに張りついていた。それほどの激戦の末の、不幸な事故であったのだ。

「しかたがないよ。たまたま肘が頭に当たってしまっただけなんだろう？」

「そうだとしても、迂闊であったのは私のほうだ。私が未熟でなければ、このようなことにはならなかった」

　アイ＝ファの瞳ひとみには、無念の炎ほのおが渦うず巻まいているようだった。

　そこに、ひたひたと近づいてくる者がある。火のような赤毛に、黄色い瞳、褐色ではなく黄おう褐かつ色しよくの肌はだをした、小こ柄がらな少年――ルウ家の客分たる、ジーダである。

「惜おしい勝負だったな。かなうことなら、取り決めの中で勝敗がつくところを見届けたかった」

　アイ＝ファは、ゆらりとそちらを振り返る。手負いの獣けものじみた、鬼き気き迫せまる雰囲気である。

「お前か。……私の未熟さを責めたてたいなら、好きにするがいい」

「お前が未熟なら、俺など雛ひな鳥どりだ。お前もジザ＝ルウも、ルウ家のみならずこの森辺で指折りの力量なのだろう」

　ジーダは腕うでを組み、下からすくいあげるようにアイ＝ファの顔をねめつけた。

「それに、お前も自分を責める必要はないように思える。……まあ、確かなことは言えんがな」

「なに？　お前は何を言っているのだ？」

「俺には、ジザ＝ルウがあえてお前の腕をよけなかったように見えたのだ。ちょうどお前たちは、最後のあたりで俺のすぐそばまで近づいていたからな」

　アイ＝ファは、険しく眉まゆをひそめた。

「ジザ＝ルウが私を敗北させるために、あえて傷を負ったとでもいうつもりか？　誇りをかけた収獲祭の力比べで、そのような真似が許されるはずはなかろうが？」

「許されようと許されまいと、俺にはそのように見えたというだけのことだ。まあ、見み間ま違ちがいだというなら、それでかまわん」

「待て。そのように不確かな言葉で、ジザ＝ルウの誇りを汚けがすことは許されんぞ？」

「ならば、本人に聞いてみろ。真実を知るのは、ジザ＝ルウのみなのだからな」

　ジーダはぷいっとそっぽを向くと、そのまま人垣にまぎれ込んでしまった。アイ＝ファは、火のような目でその背中を見送っている。

　ともあれ――力比べは、まだ予選のさなかである。俺たちがジザ＝ルウと言葉を交わすには、今しばらくの時間が必要であるようだった。




４




　太陽が西の果てに没ぼつしかけて、夕ゆう闇やみの帳とばりが下りてくると、広場のあちこちに準備された台座にかがり火が灯ともされることになった。

　時刻はまもなく、下りの六の刻。ルウ家の広場では、いよいよ祝宴の開始が告げられようとしている。未み婚こんの女衆もいったん自分の家に戻り、きらびやかな宴うたげ衣い装しように身を包んでいた。

　丸太で作られたやぐらの前では、巨大な儀ぎ式しきの火も灯されている。今その儀式の火の前には、ジバ婆ばあさんとそれに付き添そうヴィナ＝ルウ、そしてドンダ＝ルウの三名だけが立ち並んでいた。

「ルウの本家の家長にして、森辺の族長たるドンダ＝ルウ……ルウの血族で一番の勇者に選ばれたあんたに、祝福の冠かんむりを授さずけるよ……」

　ドンダ＝ルウは膝ひざを折り、最長老の前で深々と頭を垂れた。儀式の火に香こう草そうが投じられ、その薫くん煙えんでさっと炙あぶられた草冠が、獅し子しのたてがみを思わせるドンダ＝ルウの頭に載のせられる。その瞬しゆん間かん、静まりかえった広場に狂くるおしいほどの歓かん声せいが巻き起こった。

　けっきょく狩人の力比べは、ドンダ＝ルウの優勝で幕を下ろされることになったのだ。

　しかしそれも、大激戦と呼べるような戦いの末の結果であった。

　八名の勇者に選ばれたのは、ドンダ＝ルウ、ダン＝ルティム、ガズラン＝ルティム、ルド＝ルウ、ギラン＝リリン、ラウ＝レイ、シン＝ルウ、ミダである。ジーダも負けなしであったが二勝の状態でタイムアップとなり、勇者の座にのぼりつめることはかなわなかったのだった。

　そうして行われたトーナメントの第一試合で、ドンダ＝ルウはギラン＝リリンを打ち負かした。ダン＝ルティムは、シン＝ルウを打ち負かした。ルド＝ルウは、ラウ＝レイを打ち負かした。ガズラン＝ルティムは、ミダを打ち負かした。それはどれもが接戦であり、誰が勝っていてもおかしくはなかった――と、のちのちバルシャは語ってくれた。

　準決勝は、ドンダ＝ルウ対ルド＝ルウ、ダン＝ルティム対ガズラン＝ルティムである。その試合は、さらに大接戦であったのだという。どちらの試合も、かつてのアイ＝ファとダン＝ルティムのときのように、四半刻――およそ十五分ぐらいにも及およんだのだという話であった。

　それでもドンダ＝ルウとダン＝ルティムは、それぞれの息むす子こを打ち負かすことになった。そうして休きゆう憩けいの後に行われた決勝戦においては、ダン＝ルティムがものの数秒で敗北してしまったらしい。どれほどの熱戦が繰り広げられるものかと期待に燃えていた人々は、それでずいぶん肩かた透すかしを食わされてしまったようだった。

「うむ！　傷は完全に癒いえたはずであるのだが、まったく右足が言うことを聞いてくれなんだ！　どうやらガズランやシン＝ルウを打ち負かしたところで、俺は限界であったようだ！」

　地面に転がったまま、ダン＝ルティムはそのように語りながら呵か々か大たい笑しようしていたそうだ。

「しかしそれはお前さんも同じことであろう、ドンダ＝ルウよ？　お前さんは肩で、俺は足！　それが勝敗を分けたというだけのことだ！」

　ドンダ＝ルウもまた、森の主との死し闘とうにより、右肩を負傷した身であったのである。ドンダ＝ルウは寝ねっ転ころがったダン＝ルティムを見下ろしながら、「ふん」と鼻を鳴らしていたそうだ。

「確かに、右みぎ腕うでがろくに動かん。普ふ段だんの狩かりで、こうまで不自由になることはなかったんだがな」

「何も驚おどろくような話ではあるまい！　それこそ、ギバよりも森辺の狩人のほうが手ごわいという何よりの証であろうが？」

　ともあれ、優勝を果たしたのはドンダ＝ルウであり、ダン＝ルティムは準優勝だ。そこにアイ＝ファやジザ＝ルウが加わっていたら、いったいどのような結果になっていたのか――それは考えても詮せん無なきことであった。

「どの勝負も、みんな見事だったよ……母なる森も、ルウの血族の力をしっかりと見届けてくれただろうさ……」

　儀式の火の前でジバ婆さんがそのように告げると、人々は一いつ瞬しゆん静まってから、また歓声をあげた。それが落ち着くのを待ってから、ドンダ＝ルウが地鳴りのような声を響かせる。

「そして今日は、最長老ジバ＝ルウの八十六度目の生誕の日だ。祝宴を始める前に、まず祝いの言葉を贈りたく思う」

　ドンダ＝ルウの合図を受けて、ヴィナ＝ルウはジバ婆さんをやぐらの上に導いていった。その後に続いたドンダ＝ルウがやぐらの天てつ辺ぺんで膝を折り、ジバ婆さんに大きな赤い花を差し出す。

「最長老にして祖母なるジバが健すこやかに一年を過ごせたことを祝い、新たな一年をまた健やかに過ごせることを願う」

「ありがとうねえ、ドンダ……あんたたちと、一日でも長く過ごしたいと願っているよ……」

　ジバ婆さんは赤い花を胸もとに押おし抱きながら、ちょこんと腰こしを下ろした。ドンダ＝ルウも、少し離はなれた場所にどかりとあぐらをかく。それが合図であったようで、百名からの人々が我先にとやぐらの下に押しかけた。血族の全員が、最長老たるジバ婆さんに手て渡わたしで花を届けるのである。

「アスタ、あたしらは最後でいいんだよね？」

　俺のすぐそばに控えていたユーミが笑顔で呼びかけてきたので、俺は「うん」とうなずき返してみせた。

「血の縁えんのない客人は最後に回るのが、森辺の習わしだね。もうちょっと人がひいたら並ぼうか」

「うん！　喜んでくれるといいなー」

　俺のもとにいるのは、三名の客人とアイ＝ファのみだった。マイムやミケル、それにジーダやバルシャなどは、また別の場所で順番を待ちかまえているのだろう。

「すごいですね。百人以上も親族がいるって、いったいどんな気持ちなんでしょう」

　テリア＝マスがそのようにつぶやくと、ユーミは「どうだろねー？」と首をひねった。

「でも森辺だと、一人でも婚こん儀ぎをあげたら氏族ぐるみで親族ってことになっちゃうんだもんね。それならまあ、こんな大人数になるのも当然なのかな？」

「森辺でも、これほど血族が多い氏族はなかなか見当たらないよ。それにジバ＝ルウに関して言えば、名ばかりの親族って相手はほとんどいないかもしれないしね」

　俺がそのように口をはさむと、ユーミは「そうなの？」と疑わしげな顔をした。

「うん。だって、ルウ家で一番新しい世代がジザ＝ルウの子であるコタ＝ルウだとすると、ジバ＝ルウはその五代前の世代ってことになるんだよ。で、ルウ家ってのは子供をたくさん作るから、ジバ＝ルウの兄弟や子供たちの血が、その代から眷けん族ぞくにまで枝分かれしてるはずなんだよね」

「五代前かー！　それはさすがに、想像がつかないなあ！」

「そうだろう？　たとえばルティム家のダン＝ルティムだって、ジバ＝ルウにとっては孫の一人なんだよ。ジバ＝ルウの娘むすめさんがルティムの本家に嫁よめ入いりして、それで血の縁が結ばれたっていう話なんだからさ。そのダン＝ルティムの兄弟やお子さんが他の血族と血の縁を結んでいたら、そこにはジバ＝ルウの血脈も受け継つがれてることになるんだよね」

「うわー、何だか頭がクラクラしてきたよ！　ものすごい話だね、それは！」

　そのように騒さわいでから、ユーミはふいに口もとをほころばせた。

「でも、それなら最長老さんは幸せでいっぱいだろうね。こんなにたくさんの子供や孫や曾そう孫そんたちに、お祝いされてるんだからさ」

　本当にそれは、若じやく輩はいの俺たちなどには想像もつかない幸福なのかもしれなかった。

　もっとも眷族となったリリンにも、レイ家のウル・レイ＝リリンが嫁入りしている。そしてレイというのは、ルティムと並んで古くからルウと血の縁を結んでいた氏族なのだ。ならば、ウル・レイ＝リリンとギラン＝リリンの間に生まれた子供たちにも、ジバ婆さん本人か、あるいは近親者の血が受け継がれているのだろうと思われた。

（血の縁だけを頑かたくなに重んじようとすれば、ガズラン＝ルティムが言っていたように、いつか破は綻たんが訪おとずれてしまう。でも、だからこそ、血の縁の大事さは守ったまま、他の氏族とも血の縁を交わせるように掟おきてを変えていくべきなんだ）

　俺は、そのように信ずることができた。ドンダ＝ルウもそのように思ったからこそ、ガズラン＝ルティムの提案を受け入れる気になれたのではないだろうか。

　俺がそのようなことを考えている間に、やぐらの下の人波はだいぶんまばらになってきていた。

「そろそろ行こうか。……アイ＝ファ、大丈夫か？」

「うむ」と応じつつ、アイ＝ファはやはり張り詰めた顔をしたままだった。ジザ＝ルウとの力比べを終えて、ジーダと言葉を交わしてから、アイ＝ファはずっとこんな面持ちであったのだ。

「アイ＝ファ。気持ちはわかるけど、そんな顔をしていたら、ジバ婆さんを心配させちゃうんじゃないのかな」

「わかっている」と言い捨てると、アイ＝ファはおもむろに両方の手の平を自分の頬にあてがって、もにゅもにゅと顔中をもみほぐし始めた。

「……少しは強こわ張ばりが取れたであろうか？」

「うん、まあ、それなりには」

　しかし、アイ＝ファの気持ちを完全に晴らすには、ジザ＝ルウとの対話が必要であるのだろう。治ち療りようのために家に戻ったジザ＝ルウは、この時点でもまだ姿を現していなかったのだった。

（ジザ＝ルウがわざと攻こう撃げきをくらったわけではないって言いきってくれれば、きっとアイ＝ファも少しは心が安らぐだろう）

　そんな風に考えながら、俺はアイ＝ファたちとともにやぐらの階段に足をかけた。やぐらの上は、もう花でいっぱいである。ジバ婆さんの髪かみや胸もとにもたくさんの花が飾かざりつけられていたが、そこにつけられなかった花はヴィナ＝ルウの手によって綺麗に足もとに並べられていた。

「最長老さん、八十六歳さい、おめでとう！　これからも長生きしてね！」

「おめでとうございます。祝福の花を捧ささげさせてください」

「ジバ＝ルウおばあちゃん、おめでとー！　またターラの家にも遊びに来てね！」

　ユーミ、テリア＝マス、ターラの順番で、また新たな花が手渡されていく。ジバ婆さんは、しわくちゃの小さな顔で笑っていた。

「ありがとうねえ……まさか、町の人間に生誕の日を祝ってもらえるなんて、これまでは想像もできなかったよ……どうかこれからも、森辺の民と正しい縁を紡つむいでいっておくれ、ターラ、ユーミ、テリア＝マス……」

　やぐらの四よ隅すみにも、かがり火が焚たかれている。その明かりに照らし出されるジバ婆さんの笑顔は、本当に幸福そうだ。俺は温かい気持ちを抱いだきながら、ユーミたちと入れ替かわりでジバ婆さんの前にひざまずいた。

「ジバ＝ルウ、おめでとうございます。こんなおめでたい日に招いていただきまして、とても嬉うれしく思っています」

「ありがとうねえ、アスタ……これもアスタが、あたしに生きる幸せを思い出させてくれたおかげだよ……」

　垂れさがったまぶたに半ば隠かくされたジバ婆さんの目が、アイ＝ファを見る。

「それに、アイ＝ファもね……あんなに小さかったアイ＝ファが、こんなに立派な狩人になって……たとえ血の縁はなくとも、あたしは我わが子のことのように嬉しいよ……」

「……小さかったと言っても、初めて出会った頃から、私のほうが背は高かったように思うぞ」

　アイ＝ファも、このときばかりは自然に微笑ほほえんでいた。

「しかし何にせよ、こうしてジバ婆の生誕の日を祝うことができて、私も心から嬉しく思っている。これからも長生きをして、ルウ家のみならずすべての森辺の民を正しい道に導いてほしい」

「正しい道に導かれているのは、あたしのほうさ……これからも家族やアイ＝ファたちと一緒に同じ道を歩めるのが、あたしにとっては一番の喜びだよ……」

「うむ。私も同じ気持ちだ」

　アイ＝ファはジバ婆さんの手に、大きくて赤いミゾラの花を手渡した。

　ジバ婆さんは、とても大事そうにその花を押し抱く。

「今日もルウの家に泊まってくれるんだろう……？　また夜にはたくさん話を聞かせておくれ……」

「うむ。私も楽しみにしている」

　アイ＝ファは身を引いて、立ち上がった。ターラたちは、すでに階段に足をかけている。が、アイ＝ファはそちらには向かわずに、ドンダ＝ルウへと向きなおった。

「ドンダ＝ルウよ。ひと言、言っておきたいのだが――」

「ジザのことなら、詫わびの言葉など不要だ。同じていどの力を持つ狩人同士であれば、時には血が流れることもある。貴様の胸に満ちている無念の気持ちが、罰ばつと知れ」

「いや、しかし――」

「しかしもへったくれもない。それにあれは、よけきれなかったジザのほうが未熟なのだと、俺はそのように考えている」

　そのように述べてから、ドンダ＝ルウはのそりと身を起こした。

「花を捧げるのは、貴様たちで最後だな。では、祝宴を開始する。……百名からの血族が腹を空すかして待ちかまえているのだから、これ以上うだうだと抜ぬかすな」

　アイ＝ファは目礼だけして、引き下がった。そうして俺たちが地面に降り立つなり、ドンダ＝ルウの声が響きわたる。

「それでは、収しゆう獲かくの宴うたげを開始する！　ルウの血族よ、森に感謝の念を捧げ、その恵めぐみを己の血肉にするがいい！」

　歓かん呼この声が、再び広場を埋うめ尽つくした。俺は、慌てて自分の仕事場を目指す。最初の内は、俺も配はい膳ぜん係がかりを受け持たなければならないのだ。

　本日も広場には、あちこちに簡易型のかまどと台が設置されて、その周囲には敷しき物ものが敷しかれている。食べ歩くのもよし、腰を落ち着けて料理を楽しむもよしという、ここ最近のルウ家の祝宴のスタイルだ。

　俺が現場に辿たどり着くと、そこではすでにララ＝ルウを始めとする何名かの女衆が配はい膳ぜんの仕事を始めてくれていた。

「あ、アスタ。こっちの二つは、もう始めちゃってるからね」

「うん、ありがとう。火傷やけどしないように気をつけてね」

　木箱や板で組みあげられた台の上には、三種の内の二種の料理がすでに広げられていた。石いし窯がまで焼いたピザ、およびギバ肉の窯かま焼きである。

　ピザの生き地じは、フワノとポイタン、少量の塩とレテンの油、およびギーゴをブレンドさせてこしらえたものだった。パスタのときと同じように、ピザに相応ふさわしい生地を完成させるために、またフワノとポイタンをあわせて使うことになったのだ。そこにギーゴまで加えたのは、イースト菌きんの見当たらないこの世界の食材だけでは膨ふくらみ具合が足りないように感じたためであった。それらの分量の比率を決めるには試し行こう錯さく誤ごが必要となったが、その甲斐あって、かなり俺の知るピザに近い食感を追求できたように思う。

　そしてトッピングはシンプルに、カロンの乾かん酪らくと熟したタラパ、および腸ちよう詰づめ肉のスライスとプラの細切りである。ピザの中でも、マルゲリータと呼ばれる種類を意識したチョイスだった。

　カロンの乾酪はまろやかで、モッツァレラチーズのようにクセが少ない。城下町から取り寄せた完熟のタラパを使ったのは、普段のタラパだと酸味が強すぎたためだ。もともとこれもダレイムで作られたタラパであり、いったん城下町に売られたものをヤンのルートで購入させていただいたのだった。

　なおかつ、本来のマルゲリータであれば肉も不要であるのだが、ギバ肉をこよなく愛する森辺の民のために、今回は腸詰肉を使うことにした。輪切りにした腸詰肉を惜しみなく敷きつめているので、食べごたえも十分であろう。石窯でじっくり焼かれた腸詰肉は、端はしの部分だけわずかにこんがりとしており、あとは肉にく汁じゆうを浮うかせて照り輝かがやいていた。

　ピーマンに似たプラは、あくまで彩いろどりだ。それでも俺は、ピーマンが使われているピザが好きだった。本格的にピザを焼く機会などは少なかったが、ピザトーストなどをこしらえるときにも、手間を惜しまずピーマンを刻んだものである。

「プラもこれぐらいの量だったら、ララ＝ルウでも気にならないだろ？」

「ん、まーね。別にプラがなくってもいいかなとは思うけどさ」

　そのように答えながら、ララ＝ルウはピザを切り分けている。俺の予想通り、すでに味見は済ませていたようだ。もちろんララ＝ルウも宴衣装であるので、普段とは別人のように可愛かわいらしい。普段も可愛いことは可愛いが、ポニーテールを解いて真っ赤な髪を自然に垂らしているだけで、ララ＝ルウは格段に女の子らしさが増すのだった。

「とにかくこれ、すっごく美味しかったよ。早くサティ・レイにも食べさせてあげたいなー」

「サティ・レイ＝ルウ？　……ああそうか、彼かの女じよはポイタン好きだったもんね」

「うん。これなら、おこのみやきと同じぐらい喜ぶと思うよ」

　台の前にはすでに大勢の人が詰めかけて、ララ＝ルウが切り分けるそばからピザをかっさらっていた。やがてその中に、別れたばかりのユーミたちもやってくる。

「わー、こんなにたっぷり乾酪を使って、豪ごう華かだね！　こんなの、美味しいに決まってるじゃん！」

「ほんとだねー、すごく美味しそう！」

　おや、と思って視線を下げると、ターラのかたわらにはまたリミ＝ルウの姿があった。いつの間にやら、合流したらしい。

「ララ、早くちょうだいよー！　リミ、おなかがぺこぺこー！」

「うっさいなー。けっこう難しいんだよ、これ」

　そのように言いながらも、ララ＝ルウは鉄てつ串ぐしと調理刀を使って、なかなか上う手まい感じにピザを切り分けている。

「お腹なかが空いてるなら、そっちの料理でも先に食べてな。そっちは皿に盛るだけだから」

「んー？　こっちは、ギバのお肉？」

「うん。だけど何だか、むやみに美味しかったよ」

　それは、ギバ肉の窯焼きである。ギバ肉のあらゆる部位を、果実酒とニャッタの蒸留酒、タウ油、ケルの根、ミャームー、チットの実などの漬つけ汁じるに漬け込こんで、じっくりとローストしたものだ。一緒に放り込んでおいたチャッチやネェノンなどもほくほくに仕上がっており、大皿にどっさりと盛りつけられている。以前に作った『ロースト・ギバ』にも負けない仕上がりであろう。石窯の恩おん恵けいはあらたかである。

　一番のおすすめは、なるべく大ぶりに切り分けたロースの塊かたまりと、あとは骨つきのあばら肉であった。あばら肉、いわゆるスペアリブは、石窯でじっくりと焼きあげられて、中までやわらかく仕上げられている。煮に込こんだ肉と同じぐらいのやわらかさで、するりと簡単に骨から外れるほどである。固めの肉を好む森辺の狩人でも、この食感には文句をつけないのではないかと思われた。

「うん、美味しい！　こいつはお酒が進んじゃうね！」

「ユ、ユーミ、あまり飲みすぎないでくださいね？」

「だーいじょうぶ！　あたし、お酒は強いんだよ？　絶対にみっともない姿は見せないから！」

　はしゃいだ声をあげながら、ユーミたちは舌した鼓つづみを打っている。そこでようやく、彼女たちの分のピザが切り分けられた。

「はい、お待ちどう。もうそんなに熱くないと思うけど、いちおう気をつけてね」

「ありがとう、ララ＝ルウ！　わー、ほんとに美お味いしそう！」

　ユーミがぱくりとピザにかじりつくと、まだ十分に温かそうな乾酪がとろりと糸を引いた。リミ＝ルウたちも、同じようにピザを頬ほお張ばっている。その顔にぱあっと笑えみが広がるのに、それほどの時間はかからなかった。

「おいしー！　普ふ通つうに焼いたポイタンとは、全然違うね！」

「うん！　ターラも、これ大好き！」

　ギバ肉の窯焼きも乾酪＆完熟タラパのピザも、のきなみ好評なようである。それを見届けてから、俺は背後にひっそりと控えていたアイ＝ファを振り返った。

「それじゃあ、最後の料理も運んでこよう。アイ＝ファ、手伝ってもらえるかな？」

「うむ」

　最後の料理は、火を消した石窯の中で保温されたままであったのだ。俺とアイ＝ファが協力してそれを運うん搬ぱんしてくると、まだ居残っていたリミ＝ルウたちが「うわあ」と声をあげた。

「おっきなお皿だね！　ファの家から持ってきたの？」

「うん。これは石窯で一緒に焼いても壊れない皿なんだよ」

　それは、直径が六十センチもありそうな大皿であった。あの、木箱に詰められていた中身である。それが合計で六皿あったのだが、今はその内の三皿だけを板に載せて運んできていた。

　その皿の上でほかほかと湯気をたてているのは、いわゆるグラタンであった。カロン乳と乾酪の濃のう厚こうな香りに、リミ＝ルウのみならず多くの人が歓声をあげていた。

「すごいね、こいつは！　こっちでも乾酪を使ってるの？」

「うん。こっちのはギャマの乾酪だね」

　ギャマの乾酪は、カマンベールチーズに近い味わいである。それをカロン乳と一緒に溶とかしたものを、ホワイトソースの上にかぶせて、それを石窯で焼きあげたのだ。

　しっかりと火をいれたので、表面を覆おおった乾酪は焦こげ目めがつくぐらいパリパリに焼けていた。その下に眠ねむっている食材は、アリア、チャッチ、ナナール、ギバのベーコン、ブナシメジモドキとマッシュルームモドキ、そして特製のパスタであった。このパスタも、普段使っているスパゲッティタイプのものではなく、新たに開発したニョッキタイプである。

　親指サイズの平たい団子状で、表面にはギザギザのくぼみがつけられている。ソースがよくからむように、平たく潰つぶす際にフォーク状の食器をもちいたのだ。なおかつ普段のパスタにはフワノとポイタンの他に卵を使用していたが、こちらにはチャッチを使用していた。ジャガイモに似たチャッチを使うことで、独特のもちもちとした食感が得られるのである。

「これはとても熱いので、注意して食べてくださいね。火傷なんてしたら、他の料理を楽しめなくなってしまいますから」

　そのように説明しながら、俺は大皿のグラタンを小さな木皿に取り分けていった。気づけば、目の前に行列ができてしまっている。もちろん他の場所でも同じような有り様になっているのだろうが、二、三十名の人が集まるだけで、たいそうな騒ぎに感じられてしまった。

「あっちっち！　こいつはほんとに熱いや！　……でも、すっごく美味しいよ、アスタ！」

「ありがとう。テリア＝マスはいかがですか？」

「はい、美味しいです！　石窯というものを使うと、こんなに美味しい料理が作れるのですね！」

　ユーミに比べれば清せい楚そで落ち着いているテリア＝マスも、頬を火ほ照てらせて喜びの声をあげてくれていた。

「すごいなあ。見る見る減ってくね！　あたしの分も残しておいてよ、アスタ？」

　ララ＝ルウがちょっと心配げな眼まな差ざしを向けてきたので、俺は「大丈夫だよ」と笑いかけてみせた。

「そのために、半分だけ石窯から出してきたんだ。残りの三皿は、半刻ぐらい経たってから出すことにするよ」

「うん、了りよう解かい！　リミ、自分ばっかり食べてないで、ジバ婆やドンダ父さんにも持っていってあげなよ？」

「わかったー！　ぐらたんとあばら肉だったら、ジバ婆でも食べられそうだもんね！」

　ひと通りの味見を終えたリミ＝ルウは、ジバ婆さんたちのための皿を確保し始めた。その間に、グラタンの大皿は二皿も空いてしまう。誰にとっても未知であった石窯の料理は、非常な好評を博することができたようだった。

　そこに、「アスタよ」というアイ＝ファの声が響く。俺が「え？」と振り返ると、小さめにちぎられたピザが口の中に押し込められてきた。

「毎回毎回言っているが、お前自身もきちんと料理を口にしろ」

　ちょっとお行ぎよう儀ぎは悪かったが、俺は口内のピザを食しながら配膳の仕事を続けることになった。ピザは人ひと肌はだぐらいの温ぬくもりに落ち着いていたが、十分に美味である。カロンの乾酪の芳ほう醇じゆんな風味と、完熟タラパのほどよい酸味、それに腸詰肉の旨うまみとプラの苦みが渾こん然ぜん一いつ体たいとなって舌を楽しませてくれる。表面はパリパリで中はしっとりとした生地の食感も、とても心ここ地ち好よかった。

　ルウの血族の人々も、笑え顔がおで俺の料理を食べてくれている。俺にとっては自分たちの収獲祭以来の、大きな祝宴だ。俺の胸には、またとない充じゆう足そく感が満ちることになった。

（やっぱりお祭りってのは、いいもんだ）

　そんな風に考えている間に、グラタンはなくなってしまった。ピザと窯焼きの肉も、残りわずかである。

「アスタ、こっちの料理もまだ残ってるんだっけ？」

「うん。でもまだ口にしてない人も多いだろうから、あとでグラタンと一緒に出そうか」

「よーし！　それじゃあこいつを片付けたら、あたしらも料理を楽しめるね！」

　数分後には、すべての料理が綺き麗れいになくなっていた。リミ＝ルウやターラたちも、すでに姿を消してしまっている。きっと他の料理を求めて広場を回っているのだろう。俺とアイ＝ファも、これでしばらくは自由に動くことができた。

「さて、それじゃあ他のみんなの料理を楽しませていただこうか。それとも、もういっぺんジバ婆さんのところに行くか？」

「いや。あちらには血族が集っていることであろう。私は祝宴の後でも言葉を交かわすことができるので、気にする必要はない」

「そうか。それじゃあ――」

　と、俺が言いかけたところで、アイ＝ファはハッとしたように横合いを振ふり返った。そちらの暗がりから、頭に灰色の包帯を巻いたジザ＝ルウが近づいてきたのだ。

「ジザ＝ルウ……動けるようになったのか」

「うむ。ロムの葉で眠らされていたのだが、ようやく目が覚めた」

　ジザ＝ルウは俺たちと一メートルほどの距きよ離りを置いて、立ち止まった。糸のように細い目が、静かにアイ＝ファを見つめている。

「力比べは、家長ドンダが勝ち抜いたそうだな。できれば他の勇者たちの戦いも見届けたかったものだ」

「……傷の具合はどうなのだ？　案ずる必要はない、とは言われているのだが……」

「ああ。何も案ずる必要はない。頭というのは、わずかな傷でも多くの血が流れるものだからな。休息の期間を終える頃には、以前と変わらぬ力で働くことができるだろう」

「そうか」と、アイ＝ファは頭をもたげた。

「母なる森に、感謝の言葉を捧げよう。そしてジザ＝ルウには、詫びの言葉を――」

「いや、詫びの言葉は必要ない。……詫びるとしたら、それは俺のほうだろうからな」

　ジザ＝ルウの言葉に、アイ＝ファはかすかに肩かたを揺ゆらした。

「どういう意味だ？　手傷を負わされたジザ＝ルウが私に詫びる必要など、一いつ切さいなかろう。それとも、まさか――」

「うむ？」

「……私を敗北させるために、あえて手傷を負ったとでも言うつもりか？」

　ジザ＝ルウはにこやかな面持ちのまま、首を横に振った。

「そのように卑いやしい行こう為いが、森辺の力比べで許されるはずもない。だが――そういった考えが一瞬、頭をよぎってしまった。それが、俺の未熟さであったのだ」

「ジザ＝ルウの未熟さ……？」

「ああ。俺は本気で、貴女あなたを倒たおすつもりでいた。貴女が腕を振り払はらう姿も、目の端でとらえていた。そのとき、その浅ましい考えが、ほんの一瞬だけ頭をよぎってしまったのだ。このままよけなければ、俺はきっと手傷を負い、貴女は力比べを続けることも許されなくなるだろう、と」

「…………」

「一瞬の迷いだ。本気でそのような真ま似ねに及ぶつもりはなかった。しかし、互ご角かくの力量を有する狩人と手合わせしているさなかに一瞬でも気を抜けば、それが命取りとなる。気づいたときには、俺は血を流しながら天を仰あおいでいた」

　そうして、ジザ＝ルウは――あのジザ＝ルウが、アイ＝ファに向かって、頭を下げた。

「結果として、俺は狩人の勝負を汚してしまったのだろう。そして、貴女に無念の思いを抱かせることになった。すべては俺の心の未熟さが招いたことだ。本当に、申し訳なく思っている」

「いや、ジザ＝ルウが頭を下げる必要はない。ジザ＝ルウをそのような気持ちにまで追い込んでしまったのは、私が軽はずみに力比べに加わってしまったためなのだ」

　アイ＝ファは苦しげに眉をひそめながら、そう言った。

「正直に言おう。私はかつての力比べで、ダン＝ルティムに敗れたことが口くち惜おしかった。そして、ドンダ＝ルウやジザ＝ルウやガズラン＝ルティムといった立派な狩人たちに、自分の力がどれほど通用するのか、確かめたいと願うようになっていた。それが――そもそもの間ま違ちがいであったのだろう」

「しかし、貴女の参加を許したのは、血族の長たる父ドンダだ」

「そのドンダ＝ルウの心意気に甘あまえてしまった私が、愚おろかであった。たとえドンダ＝ルウが許そうとも、私の側が自重するべきだったのだ」

　アイ＝ファはいったんまぶたを閉ざし、それからあらためてジザ＝ルウの姿を見み据すえる。その瞳には、決然とした光が灯っていた。

「私も近在の氏族の者たちと、ともに収獲祭を行うようになった。そこに余よ所その氏族の人間がまぎれこんで、すべての力比べで勝利をもぎ取っていったら、いったいどのような気持ちに陥おちいるか――きっと、無念の炎で心を炙られることであろう。同どう胞ほうとの絆きずなを深め合う収獲祭で、そのような気持ちを抱かかえ込むことが正しいとは思えない。だから、私は――今後、ルウ家の収獲祭には加わるべきではない、と考える」

「力比べではなく、収獲祭そのものに？」

「うむ。狩人の身で収獲祭に参加しながら、力比べには参加しないというのは筋が通るまい。やはり血族の祝い事に、余所の氏族の人間がうかうかとまぎれこむべきではなかったのだ」

　ジザ＝ルウは、とても静かな面おも持もちでアイ＝ファの言葉を聞いていた。

「俺は以前から、同じように考えていた。家長ドンダはファの家を友と認めているが、収獲祭の力比べにまで参加させるのは、その絆を危あやうくしてしまう行いにもなりかねないのではないか、とな」

「……今なら、私もその言葉を正しいと感ずることができる。そういえば、かつてルティムの若い狩人が、ダン＝ルティムと互角に近い勝負をした私に対して、敵対心に近い気持ちを抱いていたこともあったのだ。もしも私がルウ家の力比べで一番の勇者などに選ばれてしまったら――同じように考える狩人は、少なくないのだろうと思う」

「ああ。森辺の民は、全員が同胞だ。どの氏族の人間とも、憎にくみ合うことなく、絆を深めるのが正しい行いだろう。そのさまたげとなるような行いは、つつしむべきなのだろうと思う」

　ジザ＝ルウの表情は変わらない。しかしその大きな身体からは、何か不可思議な空気が感じられた。

　あの、息の詰つまるような圧あつ迫ぱく感と同じ質量を持ちながら、まったく異なる空気――大樹のようにどっしりとしたガズラン＝ルティムともまた似て異なる、それはゆるやかで力強い風格であった。

「貴女とアスタの目指す道が、俺の目指す道と重なることはあるのか、それはいまだにわからない。だが……今この瞬間は、同じ思いを抱いているということが、はっきりわかる」

「うむ」

「貴女と同じ思いを抱くことができて、俺はとても嬉しく思っている」

　そうしてジザ＝ルウはきびすを返して、俺たちに横顔を見せた。

　その横顔には、微び笑しようをたたえているような表情が浮かべられており――そして、それは見た通りの感情を表しているのではないかと、たぶん俺は初めてそのように思うことができた。

「それでは俺は、最長老ジバに祝福の花を届けてこようと思う。……その前に、いちおう伝えておきたいのだが」

「うむ？」

「今後、力比べにも収獲祭にも参加しない、という貴女の気持ちはありがたいし、正しいとも思える。だが、それ以外の部分では、あえて身を引く必要はあるまい。ルウの血族の祝宴に貴女たちが加わることは、多くの人間が望んでいるのだからな」

　明るい広場の中央に足を向けながら、ジザ＝ルウはそう言った。

「さしあたって、黄の月にはリミの生誕の日が控ひかえている。その日に貴女たちがやってきてくれることをリミは心待ちにしているので、どうか悲しませないでやってほしい」

「……ドンダ＝ルウとジザ＝ルウが許すのなら、如い何か様ようにも」

「家長ドンダが、リミを悲しませるわけがない。俺も、同じ気持ちだ」

　そうしてジザ＝ルウは、俺たちの前から立ち去っていった。

　その背中を見送っていたアイ＝ファが、ちらりと俺のほうを見る。

「……今後のことを勝手に決めてしまって悪かったな、アスタよ」

「アイ＝ファは家長なんだから、何も気にする必要はないさ。俺にだって、異論はないよ」

　俺は、にこりと笑ってみせる。

「それじゃあ、ルウ家の人たちの料理を楽しませていただこう。アイ＝ファだって、お腹がぺこぺこだろう？」

「うむ」とアイ＝ファは微笑んだ。夕刻からずっと厳しい表情をしていたアイ＝ファの、それはひさびさに見せる屈くつ託たくのない笑顔であった。
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「おお、アスタではないか！　今までいったい、どこに引っ込んでおったのだ？」

　ジザ＝ルウと別れて、手近な人だかりのほうに近づいていくと、かまどのそばの敷物に座していた人物から大声で呼びかけられることになった。その豪ごう放ほうなる笑いを含ふくんだ声を聞き間違えるわけがない。それはルティム本家の家長の父たる、ダン＝ルティムであった。

「ああ、ダン＝ルティム。俺はあちらのかまどで、自分の料理を配っていました。石窯を使った料理は、もう口にされましたか？」

「うむ！　分家の女衆が運んできてくれたぞ！　あのあばら肉は、たまらない美う味まさであった！　まさか、もうなくなってしまったわけではあるまいな？」

「はい。時間を置いてから、もう半分をお出しする予定ですよ」

「そうかそうか！　あのように美味いあばら肉を食わされたからには、ルティムの家でも石窯というやつを造らせてもらうしかなかろうな！」

　ガハハと大たい笑しようするダン＝ルティムにつられて、俺も思わず笑ってしまう。

「足が動かなくなったと聞いて心配していたのですが、お元気そうなので安心しましたよ、ダン＝ルティム」

「うむ？　足は動かんぞ！　まあまた数日は、杖つえが必要になるであろうな！　休息の期間であったのが幸いだ！」

　そのように述べてから、ダン＝ルティムは「むふう」と満足そうな吐と息いきをついた。

「ガズランは、本当に強くなっていた。ギバを相手にしてもビクともしなかった俺の足がこの有り様なのだから、本当に大したものだ！　いよいよ次の収獲祭では、俺もガズランに敗れることになるやもしれん！」

「……かなうことなら、父ダンが足に傷を負う前に勝ってみせたかったものです」

　と、ダン＝ルティムの陰かげからガズラン＝ルティムの声も聞こえてきた。そちらに目をやった俺は、思わず「あっ」と声をあげてしまう。

「アマ・ミン＝ルティム、おひさしぶりです！　身体の具合はいかがですか？」

「はい。おひさしぶりですね、アスタ。お元気そうで何よりです」

　ガズラン＝ルティムのかたわらで横よこ座ずわりになったアマ・ミン＝ルティムが、穏おだやかに微笑みかけてくる。彼女と顔をあわせるのは、ずいぶんひさびさであるはずだ。そしてその間に、アマ・ミン＝ルティムの姿は明らかに変化していた。伴はん侶りよのいる証である一枚布の装しよう束ぞくに包まれたそのお腹が、ぽこんと大きくなっていたのだ。

「わたしも腹の子も、とても元気です。少し前までは、肉や脂あぶらの香りがつらくてしかたがなかったのですが、そういった不調もようやくおさまりました」

　彼女が妊にん娠しんを告げてきたのは、去年の紫むらさきの月のことだ。それからおそらく、丸五ヶ月は経過していることだろう。お産についてはあまり知識のない俺であるが、そろそろ安定期というものに差しかかる頃ころ合あいなのではないだろうか。

　アマ・ミン＝ルティムはお腹が大きくなっただけで、それ以外に変化は見られない。ただ、もともと穏やかであったその眼差しには、これまで以上に温かくて慈じ愛あいに満ちた光が灯されているように感じられてならなかった。

「わたしもアスタの料理をいただきましたよ。先月であれば、乾酪の料理などは香りが強くて口にできなかったかもしれませんが……本当に、どの料理も美味でした」

「それらの料理が、私たちの子の血肉となるのです」

　静かに言いながら、ガズラン＝ルティムは伴侶の肩にそっと手を回した。幸せそうに微笑んだアマ・ミン＝ルティムが、「あら」と目を見開く。

「アスタ、どうされたのですか？　どこか身体のお具合でも？」

「ああ、いえ、違ちがいます。ちょっと感かん極きわまってしまって」

　俺は頬ほおのあたりにまで伝ってきた涙なみだを、慌あわてて手の甲こうでぬぐってみせた。するとアイ＝ファもおもいきり眉まゆをひそめながら、俺のほうに顔を近づけてくる。

「感極まったからといって、たやすく涙など流すものではない。いったい何事かと思ったではないか」

「うん、ごめん。お二人の幸せそうな姿を見ていたら、なんだか胸が詰まっちゃって。何せ、俺は婚儀の祝しゆく宴えんをきっかけにガズラン＝ルティムたちとお近づきになれた立場だったから、なおさらにさ」

「アスタは本当に、お優やさしい気き性しようなのですね」

　アマ・ミン＝ルティムはゆったりと微笑みながら、そう言ってくれた。

「まだ子供が生まれてくるのに数ヶ月はかかるでしょうが、そのときはどうかアスタも抱いてあげてください」

「はい。赤ちゃんに涙をこぼしてしまわないように気をつけます」

　すると、ダン＝ルティムもまた大きな笑い声をあげた。

「子供が娘であったときは、是ぜ非ひともアスタにかまど番の手ほどきをしてもらいたいものだ！　生まれる前からアスタの料理を血肉にしていたのだから、さぞかし立派なかまど番になることであろうよ！」

　大声で笑いながら、ダン＝ルティムもうっすらと涙を浮かべているのを、俺は見み逃のがさなかった。直情的なダン＝ルティムは、婚儀の際にもひそかに涙を浮かべていたのである。

　さらにそこには、ラー＝ルティムやルティムの次じ兄けいの姿もあった。ルティムの人々は、祝宴でもわりあいに近親者で集うことが多かったのだ。ただその中に、本家の家人である最後の一人が見当たらなかった。

「モルン＝ルティムは一いつ緒しよではなかったのですね。調理中、何回か姿は見かけたのですが」

「はい。モルンはレイナ＝ルウたちを手伝っていると思います。あちらの『ギバの丸焼き』が仕上がったようですので」

「そうですか。……けっきょくドムの人たちはやってこなかったのですね」

「うむ！　家長会議でどのような結果になろうとも、ドムがルウの祝宴に顔を出すいわれはないはずだと言っておった！　どうにもあやつらは、頑がん固こでいかん！」
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　そのように述べながらも、ダン＝ルティムは愉ゆ快かいげであった。

「まあ確かに、ルティムとドムが血族になろうとも、眷族や親筋は関係ないという話ではあったがな！　それにしたって、祝宴に顔を出すぐらいは何の問題もなかろうになあ」

「北の一族は、誰だれよりも森辺の習わしを重んじますからね。モルンを北の集落に置くことを許してくれただけ、幸いなことでしょう」

　モルン＝ルティムの件でグラフ＝ザザたちと会談をしてから、まだ十日ぐらいしか経過していない。モルン＝ルティムは、ずいぶん早々に里帰りすることになったわけであった。

「モルン＝ルティムは、明日にはもう北の集落に戻もどってしまうのですか？」

「うむ！　まあ、収獲祭と婚儀の祝宴と、あとは家族の生誕の日にでも戻らせるようにすれば、年に十回ていどは顔を見ることもできるであろう！　もっと顔をあわせたくなったら、こちらから出向いてやればいいだけのことだ！」

　モルン＝ルティムの一件は、ルティムの人々に暗い影かげを落としたりはしていない様子だった。ダン＝ルティムやガズラン＝ルティムはもちろん、他の人々も笑顔でその言葉を聞いている。

「家長会議では、ガズラン＝ルティムの提案が受け入れられるといいですね。とりあえず、ファの近在ではすでに賛同の声があがっていますよ」

「はい。婚儀の話と、猟りよう犬けんの話と、宿場町での商売の話と、次の家長会議ではなかなか話が尽きないことでしょう」

　ガズラン＝ルティムも、悠ゆう揚ようせまらず微笑んでいる。そのとき、次兄の伴侶が二つの木皿を手にかまどのほうから戻ってきた。

「アイ＝ファにアスタ、お腹が空いているでしょう？　こちらの料理をどうぞ」

「あ、どうも。ありがとうございます」

　それは、煮に付つけであった。タウ油が使われているらしく、ギバ肉やチャッチやネェノンやオンダが、やわらかい茶色に仕上げられている。最近のルウ家の祝宴にしては素そ朴ぼくな料理であったが、実に美味しそうだった。

　そうしてその料理を口にした俺は、ちょっと驚おどろかされてしまう。素朴は素朴であるのだが、なんとも深みのある味であったのだ。タウ油と砂糖と果実酒と、あとはミャームーもわずかに使われているのだろう。さらに、ギーゴのすりおろしでも加えているのだろうか。煮に汁じるが、わずかにねっとりとしている。

「これは美味しいですね。それに、なんというか……今までになかった工く夫ふうが感じられます」

　レイナ＝ルウやシーラ＝ルウであれば、新たな試みに挑いどむときは、たいてい俺に味見を頼たのんできていた。しかしこれは、あんまり俺には覚えのない仕上がりであったのだった。

「それは、レイとルティムの女衆でこしらえた料理です。……あ、それに、リリンの女衆もその場にいて、あれこれ指示を出していたように思います」

「リリンの女衆？　ひょっとして、ウル・レイ＝リリンですか？」

「はい、ご存じでしたか。あの女衆は、ずいぶんかまど仕事が巧たくみであるようですね」

　これならば、ヴィナ＝ルウが羨せん望ぼうするのも無理からぬ話なのかもしれなかった。ウル・レイ＝リリンは、自分なりの感性で料理をアレンジできるぐらいの腕うで前まえであったのだ。

「ここに座すわっておれば、あちこちから料理が届けられるぞ！　アスタとアイ＝ファも腰こしを落ち着けたらどうだ？」

「あ、いえ。半刻もしたら、また仕事がありますので。しばらくは、自分の足でそれぞれのかまどを巡めぐろうかと思います」

「では、宴が終わる前にまた顔を出してくれ！　最近は、なかなかアスタたちともじっくり語らう機会がなかったからな！」

　俺は非常な喜びを胸に、次のかまどを目指すことになった。広場には等とう間かん隔かくで簡易型のかまどが設置されており、そこでさまざまな料理が供されているため、屋台巡りをしているような楽しさを味わうことができるのだった。

　それで次のかまどで待ち受けていたのは、『ギバの丸焼き』であった。しかし、すでに肉の切り分けは終しゆう了りようしており、頭ず蓋がい骨こつまでほじられた骨ガラが瓶びんの中で山積みになっている。これを猟犬たちにおやつとして与あたえたら、さぞかし喜ぶことだろう

　そして『ギバの丸焼き』のための架か台だいも除去されたかまどでは、新たに運び込まれたらしい『クリームシチュー』がぐつぐつと煮にえている。それを配膳しているのは、リミ＝ルウたちの祖母であるティト・ミン＝ルウであった。

「おや、アスタにアイ＝ファ。ようやくそちらも仕事が終わったのかい？」

「はい。今は小休止です。……レイナ＝ルウやモルン＝ルティムたちは、こちらではなかったですか？」

「レイナたちが『ギバの丸焼き』の仕事を終えたから、今度はあたしの番が回ってきたんだよ。レイナたちはあっちの暗がりに引っ込んで、何かぼそぼそ喋しやべってるみたいだね」

　俺は迷ったが、クリームシチューを木皿に半分だけいただいてから、ティト・ミン＝ルウの指し示すほうに足を向けてみた。モルン＝ルティムが明日すぐに帰ってしまうなら、今の内に挨あい拶さつをしておきたかったのだ。

　モルン＝ルティムらは、広場の外の家屋の前で身を寄せ合っていた。レイナ＝ルウと、それにシーラ＝ルウの姿も見える。

「みなさん、お疲つかれ様さまです。……えーと、お邪じや魔までしたか？」

「ああ、アスタにアイ＝ファ。いえ、何も邪魔なことはありません」

　振り返ったレイナ＝ルウが、にこりと微笑みかけてくる。どうやら深刻な話題ではなかったらしく、俺はほっとした。

「モルン＝ルティムとひさびさに会えたので、言葉を交わしていただけです。よかったら、アスタたちもご一緒にどうぞ」

「それはありがとう。でも、どうしてこんな暗がりで語らっているのかな？」

「それは、モルン＝ルティムが深刻そうな顔をしていたからですね」

　レイナ＝ルウが笑顔でそちらを振り返ると、モルン＝ルティムも気き恥はずかしそうに微笑んだ。

「はい。わたしはいきなり屋台の仕事を続けられなくなってしまったので、そのことを改めて詫びようと思ったのです」

「何も気にする必要はありません。もちろんモルン＝ルティムは屋台の仕事も手て馴なれていましたし、一緒に働けなくなったのは残念ですけれど……でもこれは、モルン＝ルティムの行く末に大きく関わってくることなのですからね」

　モルン＝ルティムが北の集落に出立したのは、半月ほど前のことである。それ以降は、ツヴァイの母であるオウラが仕事を引き継つぐことになったのだ。それでも他の女衆が熟練であったために、宿場町での商売もつつがなく回されているはずだった。

「モルン＝ルティムはモルン＝ルティムにしか果たせないことに取り組んでいるのですから、こちらのことは気にせずに頑がん張ばってください。ね、シーラ＝ルウ？」

「ええ、もちろん。……それでドム家に嫁よめ入いりすることが許されるようになっても、わたしたちの関係は何ら変わりません」

　シーラ＝ルウとはシン＝ルウ家のかまど小屋で別れてから顔をあわせていなかったので、俺は少し心配していたのだが、彼女も普ふ段だん通りの優しげな微笑を浮かべていた。

　そして言うまでもなく、未み婚こんである彼女たちも美々しい宴うたげ装しよう束ぞくに身を包んでいる。もともと容姿の整っているレイナ＝ルウはこれ以上もなく華はなやかで、シーラ＝ルウは月の精せい霊れいのように可か憐れんであり――そしてモルン＝ルティムは、たいそう可愛らしかった。金属よりも花や木の実をもちいた飾かざり物ものを多くつけており、先せん端たんだけくるんと丸まった褐かつ色しよくの髪かみを背中に垂らしている。この中では最年少なので、とても初うい々ういしい姿であるようにも感じられた。

　だけどやっぱり、最後に見たときよりはいくぶん大人びて見えるだろうか。平均よりはふくよかで、手足やお腹もきわめて健康的な丸みをおびたモルン＝ルティムである。お顔も赤あかん坊ぼうのようにふくふくとしており、年ねん齢れいよりもなお幼く見えるぐらいかもしれない。それでいて、モルン＝ルティムにはかつてない落ち着きのようなものが芽生えているように感じられた。

　おひさまのように明朗で、見る者の気持ちをなごませる愛あい嬌きようなどはそのままに、ゆるぎない沈ちん着ちやくさまで加えられたような感じなのだ。俺の印象として一番似ているように思えるのは、ルウ家の女衆の束ね役であるミーア・レイ母さんかもしれなかった。

「モルン＝ルティムが北の集落に移り住んでしまうというのは、とても寂さびしいことですが……でも、それがモルン＝ルティムにとっての幸福であるのなら、わたしは心からの祝福を捧ささげます」

　シーラ＝ルウがそのように言葉を重ねると、モルン＝ルティムはわずかに頬を染めた。

「でも、家長会議まではまだふた月以上もありますし、それでガズラン兄さんの提案が受け入れられたとしても、ディック＝ドムが嫁入りを了りよう承しようしてくれるかはわかりません」

「モルン＝ルティムの嫁入りを断る男衆なんて、そうそういないと思います。何も心配はいりませんよ」

　レイナ＝ルウがそのように応じると、シーラ＝ルウも「その通りです」と賛同の声をあげた。

「それにわたしは、モルン＝ルティムの勇気にも感服しています。たった一人で北の集落に住まうなんて、なかなかできることではありませんし……そもそも、北の集落の男衆に懸け想そうしたことを打ち明けるのだって、相当な勇気が必要であったでしょう？」

「はい。わたしよりも困難な相手に懸想してしまったスフィラ＝ザザの行いが、わたしに勇気を与えてくれたのです」

　とても大人びた眼差しになりながら、モルン＝ルティムはそう言った。

　シーラ＝ルウは、月の精霊のようにひっそりと微笑ほほえむ。

「確かにその通りですね。スフィラ＝ザザもモルン＝ルティムも、わたしにはとてもまぶしく感じられます。……わたしなんて、お二人とは比べようもないぐらい臆おく病びような人間なのですから」

　レイナ＝ルウが、気がかりそうに眉を曇くもらせた。しかしその口が開かれるより早く、シーラ＝ルウが別の言葉を口にする。

「それでは、そろそろ広場に戻りましょうか。他のみんなもモルン＝ルティムと話したがっていることでしょう」

「ええ、そうですね」

　そうして俺たちが明るい広場に舞まい戻ると、やぐらのほうからまたドンダ＝ルウの声が聞こえてきた。

「宴のさなかであるが、俺とガズラン＝ルティムから伝えたい言葉がある！　食事を続けながらでかまわないので、俺たちの話を聞くがいい！」

　見ると、ついさきほどまでくつろいでいたガズラン＝ルティムも、やぐらの上に引っ張り出されていた。いったい何事かと思い、俺はアイ＝ファをうながしてやぐらのほうに近づいてみる。

「今日は、最長老の生誕の日だ！　このような話をするのにも、相応ふさわしい日であるように思える！　眷けん族ぞくの長たちは、この場に集まってもらいたい！」

　その声に呼ばれて、五名の男衆が進み出た。ラウ＝レイ、ギラン＝リリン、そして、ミン、マァム、ムファの家長たちである。

「いったい何事だ？　堅かた苦くるしい話であれば、別の日にしてほしかったものだが」

　恐おそれを知らないラウ＝レイがそのように言いたてると、ドンダ＝ルウはやぐらの上で「ふん」と鼻を鳴らした。

「俺とガズラン＝ルティムは、貴様と違って道理や習わしというものを重んじているのだ。本来であれば、貴様もこちらの側に立っている立場であったのだぞ、ラウ＝レイよ」

「まったく意味がわからんな。まあとりあえず、話を聞かせていただこうか」

　ドンダ＝ルウは、青く光る目をガズラン＝ルティムのほうに突つきつけた。ガズラン＝ルティムはうなずいて、太くてのびのある声を広場に響ひびかせる。

「私はルティムの家長となってまだ日が浅いが、ひとつの決断を下すことにした。それをこの場にいるすべての血族に聞き届けていただきたい。……ツヴァイ、オウラ、家長たちの前に」

　人々がどよめく中、やがて二つのほっそりとした人ひと影かげが儀ぎ式しきの火の前に進み出た。オウラとツヴァイの母娘である。

「いったい何だってのサ？　アタシたちは、こんな風に晒さらし者ものにされる覚えはないヨ？」

　オウラの腕うでをぎゅっと抱だきすくめたツヴァイが、やぐらの上のガズラン＝ルティムをにらみあげる。ガズラン＝ルティムは、そちらに向かって静かに微笑みかけた。

「オウラ、ツヴァイ。ルティム本家の家長ガズラン＝ルティムの名において、あなたたち両名にルティムの氏を授さずけようと思います」

　オウラが、雷かみなりに打たれたように立ちすくんだ。

　何かわめこうとしたツヴァイも、ぱくぱくと口を開閉させて、言葉を失ってしまう。

　すると、ざわめきを増した広場に、ドンダ＝ルウも蛮ばん声せいを響かせた。

「ルウの家人ミダよ、オウラたちの横に進み出るがいい！」

　遠くのほうから、巨きよ大だいな人影がのそのそと近づいてくる。両手に料理の木皿を持ったまま、ミダはきょとんとドンダ＝ルウを見上げた。

「ルウ本家の家長ドンダ＝ルウの名において、貴様にはルウの氏を授けよう」

「え……」とミダは、きょときょとと視線を巡らせた。その巨きよ体たいを横目に、ラウ＝レイが「なるほどな」と言い捨てる。

「そういうことか。ずいぶん勿もつ体たいぶったではないか、ドンダ＝ルウにガズラン＝ルティムよ」

「抜ぬかすな。家人と迎むかえたその日に氏を授けてしまった、貴様のほうが粗そ忽こつなのだ」

　言うまでもなく、それはヤミル＝レイのことである。ラウ＝レイは悪びれた様子もなく肩をすくめ、ドンダ＝ルウはまた声を張り上げた。
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「ミダはこの日で、三たびも勇者の座を勝ち取ることになった！　ツヴァイとオウラは、ルティムの集落で心こころ正ただしく生きていると聞いている！　これらの者たちを家人に迎えて、およそ三百と三十日――その心のありようを見定めるのに十分な月日が過ぎたと、俺とガズラン＝ルティムは考えた！　血族たる貴様たちにも、どうか賛同してもらいたい！」

　その瞬しゆん間かん、祝宴の開始を告げたときにも劣おとらない歓かん声せいが広場に爆ばく発はつした。

　俺とアイ＝ファの周囲でも、多くの人が果実酒の土ど瓶びんを掲げている。それで我に返った俺は、心からの拍はく手しゆを贈おくることにした。

「ただひとつ、これにヤミル＝レイを加えた四名は、いまだにおたがいを血族として慈いつくしんでいるように見えなくもないが――しかしまた、ルウ、ルティム、レイの家人である四名は、まぎれもなく血の縁えんを持つ血族でもある！　スンの家との悪い縁は完全に断たち切れたものとして、貴様たちには氏を授けよう！」

　広場の歓声を圧するような勢いで、ドンダ＝ルウはそう述べた。

「今日から貴様たちは、ミダ＝ルウ、オウラ＝ルティム、ツヴァイ＝ルティムだ！　この場に上がり、まずはルウの最長老たるジバから祝福を授かるがいい！」

　三人は、おずおずとやぐらの上に上がっていった。ミダの手の木皿はガズラン＝ルティムに取り上げられて、それぞれジバ婆ばあさんの前にひざまずく。ジバ婆さんが祝福の言葉を捧げているようだったが、俺のもとまでその声は聞こえてこなかった。周囲の人々が、いまだに歓声をあげているためである。

　そんな中、アイ＝ファが俺の耳もとに口を寄せてきた。

「アスタよ。うかうかと涙を流すなと言っているであろうが？」

「ああ、ごめん……でも、こればっかりはしかたないだろう？」

「何がしかたないものか」

　アイ＝ファはしばし迷うような素そ振ぶりを見せてから、指の腹でそっと俺の頬をぬぐってきた。一気に照れくさくなってしまった俺は、逆側の頬を自分の手の甲でぬぐってみせる。

　だけど、視界はまだぼやけていた。そのぼやけた視界の中で、ミダたちがこちらに向きなおっている。その胸中には、いったいどのような感情が芽生えているのか――それを知るすべはなかったが、彼かれらが俺以上に気持ちを揺さぶられていることに間違いはないはずだった。
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　それからしばらくの後、俺たちは再び石いし窯がまの料理を供してみせた。最初と変わらぬ勢いで、料理は次から次へと減っていく。さきほど食べそこなった人々が、評判を聞きつけて押おし寄せることになったのである。

「ほんとに凄すごい騒さわぎだなあ。アスタ、この料理の作り方も、いつかあたしたちに教えてよ？」

　そのように呼びかけてくるララ＝ルウに、俺は「もちろん」と応じてみせた。そうしてものの十分ていどで仕事を終えてしまった俺たちは、かまど巡りを再開させる。その途と中ちゆうで、やいやい言い争いをしている一団と出くわすことになった。

「あれ？　いったいどうしたんですか？」

　言い争っているのは、ヴィナ＝ルウとユーミであった。そして、その狭はざ間まに立たされていたシュミラルが、安あん堵どの面持ちで俺を振り返ってくる。

「アスタ、いいところ、来てくれました。私、とても困っています」

「ええ、そのようですね。ユーミ、いったいどうしたんだい？」

「んー、別に大したことじゃないんだけどさ。ヴィナ＝ルウがムキになって、あたしの話を聞いてくれないんだよ」

「誰もムキになんてなってないわよぉ……あなたが勝手に騒いでいるだけでしょう……？」

　この両名はもうずいぶん長いつきあいであり、なおかつなかなかの仲良しであったはずなのだ。そんな彼かの女じよたちが言い争いをしてしまっているのは、少しばかり不ふ穏おんであった。

「あたし、このシュミラルってお人と語らってただけなんだよね。そしたらヴィナ＝ルウが誤解しちゃったみたいだから、何も心配する必要はないよって説明してただけなの」

「だから、誤解も心配もしてないわよぉ……憶おく測そくで、勝手なことを言わないでもらえるぅ……？」

「だって、恨うらみがましい目つきでじとーっと見てたじゃん。あたしがヴィナ＝ルウのいい人にちょっかい出すわけないのにさー」

「だから、わたしとこの人はそんなんじゃないって言ってるでしょう……？」

　気の毒なヴィナ＝ルウは、顔から首もとまで赤くしてしまっていた。何となく状じよう況きようがつかめてきた俺は、ユーミだけを招き寄せる。

「えーとね、ユーミ。森辺の人たちってのは色いろ恋こい沙ざ汰たに対してとても奥おくゆかしい向き合い方をしているから、あまり明あけ透すけに語ってしまうと波風が立ってしまうんだよ」

「えー？　あたし、何もおかしいことは言ってないつもりだけどなあ」

「うん。だけど、二人はまだ婚こん儀ぎの約束をしたわけでもないから、『いい人』呼ばわりするだけでも照れくさくなっちゃうんだと思うよ」

「何それ！　初心な小こ娘むすめでもあるまいし！」

　ユーミが大声をあげてしまったので、またヴィナ＝ルウがじとーっとにらみつけてきた。シュミラルは、すがるような目つきで俺を見つめている。

「とにかくさ、二人のことはそっとしておきなよ。そもそも、シュミラルと何を話していたんだい？」

「そりゃあもちろん、あのお人の心意気ってやつを聞かせてもらってたのさ。神を捨ててまで森辺に婿むこ入いりしたいだなんて、今のあたしにとっては一番興味のひかれる相手だからね。……でもまあ、ここはアスタに従っておくよ」

　そのように述べてから、ユーミはヴィナ＝ルウたちのほうをくるりと振り返った。

「お邪魔しちゃって悪かったね！　悪気はなかったから許しておくれよ！　二人は、とってもお似合いだと思ってるからさ！」

　本当に俺の言葉を理解できたのかどうか、ユーミはそんな言葉を残して足早に立ち去っていった。気の毒なヴィナ＝ルウは赤い顔でわなわなと震ふるえており、シュミラルはまだ俺のことを見つめている。こんな二人を残していくのは、ちょっと心配なところであった。

「ユーミは、町の人間ですからね。まだあんまり森辺の流りゆう儀ぎがわかっていないんですよ。ヴィナ＝ルウも、あまり気にしないほうがいいです」

「…………」

「シュミラルも、宴うたげを楽しんでいますか？　こんなに大きな森辺の祝宴は初めてでしょう？」

「はい。ミンとムファ、婚儀の祝宴、同行、許してもらえましたが、これほど大きな宴、初めてです」

　朱しゆの月に入ってすぐに、ミンとムファで婚儀があげられた。そのときはミンの集落で祝宴が行われて、血族からは数名ずつ招かれたそうなのだ。ルウの広場で大々的な祝宴が催もよおされるのは、ガズラン＝ルティムぐらい立場のある人物のときのみなのである。

「皆みな、幸せそうです。私、新参者ですが、やはり、幸せです。ルウの血族、家人、なれたこと、幸福、思います」

「ええ、本当に。収しゆう獲かく祭というのは、婚儀と並んで一番のお祝いですからね。しかも最長老の生誕の祝いまで兼かねているのですから、誰もがこれ以上もなく幸福な気持ちでいることでしょう」

　シュミラルは、「はい」とうなずいた。革かわの長マントは纏まとっていない、身軽な格好である。他の男衆と異なるのは、腕や胸むなもとにたくさんの飾り物を下げていることと、角と牙きばの首くび飾かざりをしていないことだった。

　角と牙の首飾りは、自分の手でギバを仕留めた狩人に贈られるものであるらしい。そして、二頭の猟犬を使って大いに貢こう献けんしているシュミラルであるが、まだその手の刀でギバを斬きり伏ふせた経験はないのだ。狩かりの際に纏うギバの毛皮のマントも、家人の予備分を借りているという話であったのだった。

　かがり火に照らされて、白銀の長い髪がきらきらと輝かがやいている。そのきらめきの向こう側から俺のことを見返しつつ、シュミラルはさらに言いつのった。

「それに、ミダ＝ルウ、オウラ＝ルティム、ツヴァイ＝ルティム、氏を授かる日、立ちあえて、嬉うれしかったです。私、氏をもらえるよう、いっそう励はげみたい、思います」

「きっとシュミラルなら、すぐに認めてもらえますよ。なんといっても、猟犬を森辺にもたらした功労者なんですからね」

　シュミラルとは、話が尽つきることもない。が、あんまりつらつらと言葉を重ねてしまうと俺まで反感をくらってしまいそうなので、ヴィナ＝ルウのほうにも水を向けることにした。

「ヴィナ＝ルウも、最長老の付き添そい、お疲れ様でした。もう料理は口にしましたか？」

「ううん……ついさっき、ようやく動けるようになったところだから……」

「それなら、一緒にかまどを巡りましょうよ。俺もまだ、半分ぐらいしか回っていないんです。シュミラルも、よかったら一緒にどうです？」

「ありがとうございます。是非、お願いしたいです」

　そうして俺たちは、四人で広場を巡ることになった。シュミラルとヴィナ＝ルウは、未婚の男女として適切な距きよ離りを取りつつ、並んで歩いている。長身で知られるシム生まれのシュミラルであるので、身長差は二十センチにも及およぶだろう。玉虫色のヴェールで彩いろどられたヴィナ＝ルウの頭は、シュミラルの肩ぐらいにしか届いていない。

（こうしてあらためて見ると、ずいぶんお似合いの二人じゃないか）

　俺は内心で、こっそりそんな風に考えていた。

　ヴィナ＝ルウが容姿に恵めぐまれているというのは万ばん人にんの認めるところであるし、すらりとしたシュミラルも見み栄ばえはかなりいいほうだと思う。切れ長の目に高い鼻、薄うすい唇くちびるに引き締しまった頬というのも、俺の美的感覚と照らしあわせると、まあ男前の部類であった。

　それにシュミラルは沈着で、周囲の人までをも落ち着かせてくれる独特の空気を有している。なおかつ、若い身で商団を率いてきたという経験からか、風格もたっぷりであるのだ。凄すさまじいまでの生命力を発散させる森辺の狩人に囲まれても、見み劣おとりしない確かな存在感があった。

（ミダたちが氏をもらえるようになるまで、だいたい十一ヶ月かかったのか。罪人だったミダたちと、異郷生まれのシュミラルだと、どっちが時間のかかるものなんだろう）

　しかし、それを決めるのはリリンの家長ギラン＝リリンだ。なおかつ、ヴィナ＝ルウと婚儀をあげるには、ドンダ＝ルウの了承も必要となる。シュミラルが森辺の家人となって、三ヶ月と少し――まだまだ焦あせるような時期ではないはずだった。

「あ、アスタ！　ようやくお会いできましたね！」

　と、手近なかまどに寄っていくと、そこにはマイムが待ち受けていた。そのそばの敷しき物ものには、ミケルとバルシャとジーダが顔をそろえている。その他にも、たくさんの人がマイムの料理に舌した鼓つづみを打っていた。

「石窯の料理、わたしも口にすることができました！　何というかもう、言葉にならないぐらい美お味いしかったです！」

「マイムにそう言ってもらえたら、光栄だよ。三つの料理で、どれがお気きに召めしたかな？」

「えー！　どれかひとつなんて選べません！　……それでも無理に選ぶとしたら、やっぱり帽ぼう子し焼きでしょうか」

「帽子焼き？　……ああ、グラタンのことか。そういえば、ジェノスにもああいう料理が存在するんだったね」

「はい！　乾酪は高いので、わたしは口にしたことがありませんけれど」

　俺が帽子焼きなる料理を口にしたのは、城下町においてだ。調理したのは、城下町の料理人ティマロである。たしかポルアースあたりが好物であると言っていたような覚えがあった。

「しかし、あの料理には香こう草そうが使われていなかったな。城下町における帽子焼きというのは、カロンの乳に香草で強い香りをつけ、フワノの団子を投じて、乾酪で蓋ふたをする、という料理であるはずだ」

　敷物に座したミケルが、むっつりとした顔でそのように告げてきた。

「確かに俺が口にした帽子焼きも、そういう料理でした。でもさっきのは、俺の故郷のグラタンという料理なのですよ」

「ふん。まあ、そんなことだろうと思っていた。あれは城下町でも、たいそうな評判を呼ぶだろうな」

　機会があれば、ポルアースに食べていただきたいところである。しかし今は、それよりもマイムの料理であった。

「マイム、俺たちにもそいつをいただけるかな？」

「はい！　アスタに感想をいただけたら、嬉しいです！」

　マイムは鉄てつ鍋なべで煮に込こまれていた料理を木皿で一杯ぱいずつ、俺たちに取り分けてくれた。昼下がりからずっと煮込み続けていた、汁しる物もの料理である。透き通った黄こ金がね色いろで、表面にはうっすらと油ゆ膜まくが張っている。とても芳かぐわしい、テールスープのような香りであった。

　そのスープの底には、さまざまな野菜とギバ肉が沈しずめられている。マイムは高価な食材になかなか手を出そうとしないので、チャッチやネェノンやプラといった、誰にとっても馴な染じみの深い野菜ばかりが使われているようだった。

　それをひと口すすったシュミラルが、静かに「美味です」と感想を述べる。木匙さじで具材を食したヴィナ＝ルウは、「本当だわぁ……」と感じ入ったように声をあげた。

　俺も意を決してスープからいただいてみると、とたんに芳ほう醇じゆんな味が口の中に広がった。おそらく、カロンの足の骨で出だ汁しをとっているのだろう。香りも風味も豊かであり、それでいて後味はすっきりとしている。とても上品な味わいである。

　調味料は、最低限におさえられているようだ。塩と砂糖とタウ油ぐらいは使っているのかもしれないが、まさしく味を調ととのえるぐらいにしか使われていないに違いない。その代わりに、ミャームーの香りがほのかに漂ただよっていた。

　具材は入念に煮込まれており、とてもやわらかい。初見では気づかなかったが、ヤマイモのようなギーゴやダイコンのようなシィマも使われているようだ。俺としては、この芳醇なスープをふんだんに吸すい込こんだシィマがとてつもなく美味に感じられた。

　そして肉は、ギバのバラ肉である。ギバ肉もまた煮込めば煮込むほどやわらかくなる性質であるので、野菜と同じぐらい容易たやすく噛かむことができた。脂の部分などは、ほとんどゼラチン質に変化してぷるぷるの食感だ。

　やはり食材の旨うまみを引き出すという手練に関して、マイムの腕前はずば抜けている。調味料も、肉も、野菜も、カロンの骨の出汁の中で見事に調和して、おたがいの旨みを引き立てあっているかのようだった。

「ああ、これは美味しいね……森辺の民の作るギバのスープとは、また違う美味しさだと思うよ」

「はい。カロンの骨の出汁とギバ肉の風味が調和するように、なんべんも試作を繰くり返したんです」

　笑え顔がおでそのように応じてから、マイムはちょっと心配げにジーダのほうを振ふり返った。

「あの、お味はいかがですか？」

「美味い。……というか、俺は家でも何回か食べさせられているが」

「でも、その頃ころとは煮込む時間や味付けも少し変えているのです」

「俺にそんな小さな変化はわからない。前からこの汁物料理は、格別に美味いと感じていた」

「そうですか」と、マイムは顔を輝かせた。その頬にうっすらと赤みがさしているのに気づいて、俺はあれれと首を傾かしげる。

（そういえば、マイムとジーダが会話してるところってそんなに見たことがなかったけど……もうけっこう長いこと、同じ家で暮らしてるんだよな）

　それでジーダは十五歳さいであり、マイムは十一歳である。マイムのほうはまだ婚儀がどうのという年齢ではなかったが、何というか、彼女がこんな風に異性を意識するような仕草を見せるのは初めてであるように感じられた。

（でも、マイムって精神年齢が高そうだもんな。無む邪じや気きは無邪気だけど、ララ＝ルウより大人っぽく感じられるときがあるぐらいだし）

　まあ何にせよ、森辺の客分という特とく殊しゆな立場にある二人が順当に親交を深められているのならば幸いであった。

　黙もく々もくと食事を続けるジーダのかたわらでは、陽気に笑うバルシャと仏ぶつ頂ちよう面づらのミケルが静かに言葉を交かわしている。こちらはこちらでひと回りほどの年ねん齢れい差さがあったが、おたがいに伴侶をなくした者同士であるのだった。

（出自は狩人で盗とう賊ぞく団に身を投じたバルシャと、城下町で高名な料理人だったミケルか。普ふ通つうに暮らしていたら、絶対に顔をあわせる機会もなかったんだろうな）

　それが、森辺の集落でひそやかに交流を重ねている。思えばこれも、不可思議な縁であった。

「おお、シュミラル。このようなところにいたのか。捜したぞ」

　と、朗ほがらかな男性の声で呼びかけられる。振り返ると、そこに立っているのはリリン家の家長夫妻であった。

「美味そうなものを食べているな。俺たちにももらえるか？」

「はい、どうぞ！　熱いのでお気をつけください」

　にこにこと笑うギラン＝リリンのかたわらで、ウル・レイ＝リリンもひっそりと微笑んでいた。相変わらず、妖よう精せいのように不思議な雰ふん囲い気きを纏った女性である。ものすごく細くて、美人で、森辺では珍めずらしい金きん褐かつ色しよくの髪をしている。未婚ではないので、飾り物は申し訳ていどだ。

「実はな、シュミラルを連れて血族のもとを巡ろうと思っていたのだ。何せルウの血族は百人以上もいるのだから、こういう機会に絆きずなを深めねばなるまい」

「はい。お気き遣づかい、ありがとうございます」

　そのように述べてから、シュミラルが俺のほうを見た。

「どうぞ俺のことはお気になさらず。シュミラルを独ひとり占じめするわけにはいきませんからね」

「はい。申し訳ありません、アスタ」

　そうしてシュミラルは、ヴィナ＝ルウのほうを見た。ヴィナ＝ルウは、空っぽになった木皿で顔の下半分を隠かくしている。

「わたしのことだって、気にする必要はないでしょう……？　今のあなたには、血族と絆を深めることが一番大事なんでしょうからぁ……」

　すると、ウル・レイ＝リリンが「あら」と声をあげた。

「よかったら、ヴィナ＝ルウもご一緒しましょう。せっかくお会いできたのですから」

「ええ……？　リリンの話に、わたしは関係ないでしょう……？」

「家のことは関係ありません。わたし自身が、ヴィナ＝ルウとご一緒したいのです」

　ウル・レイ＝リリンは伴侶のもとを離はなれると、ヴィナ＝ルウの腕をふわりと空気のように包つつみ込んだ。淡あわい水色の瞳ひとみが、一種幻げん想そう的てきな光をたたえて、ヴィナ＝ルウを見つめる。

「ねえ、いいでしょう？　わたしはもっと、あなたとも縁を深めたいのです、ヴィナ＝ルウ」

　ひょっとしたらウル・レイ＝リリンは、ヴィナ＝ルウとシュミラルを引き離さないようにと、そんな風に振る舞っているのだろうか。その真意ははかれなかったが、ヴィナ＝ルウとしても頑かたくなに固辞することはできないようだった。

「では、かまどを巡りながら挨拶を済ませるか。アイ＝ファにアスタ、後でまたゆっくりとな」

「はい。またのちほど」

　ということで、俺たちは早々にシュミラルたちと行動を別にすることになった。木皿を台に戻しながら、俺はアイ＝ファを振り返る。

「それじゃあ、俺たちもかまど巡りを再開させようか」

「うむ」

　何だか今日は、他の人々も慌ただしく広場の内部を行き来しているように感じられる。収獲祭と、最長老のお祝いと、それに氏の授じゆ与よというおめでたい話が重なったので、普段以上の盛り上がりを見せることになったのかもしれなかった。

　途中で、ミダたちが――いや、ミダ＝ルウたちがさまざまな人々に囲まれている場面を目もく撃げきした。ジィ＝マァムや名も知れぬ狩人たちは果実酒の土瓶を掲げて、女衆や幼子たちは楽しげな笑い声をあげている。人ひと垣がきに埋うもれてしまっているが、ツヴァイ＝ルティムとオウラ＝ルティムはどのような面おも持もちをしているのだろう。

　また、少し離れたところではヤミル＝レイが若い娘たちと語らっていた。珍しく、ラウ＝レイとは別行動のようだ。めったに笑顔を見せないヤミル＝レイであるが、遠目にも、彼女が心からくつろいでいるのが感じられた。

（他のみんなも氏を授かることができて、さぞかしほっとしてるんだろうな。ディガやドッドも、早くドムの氏を授かることができればいいけれど）

　そういえば、彼らがドムの家人であると正式に認められ、なおかつ家長会議でガズラン＝ルティムの提案が受け入れられれば、ツヴァイ＝ルティムやオウラ＝ルティムとはまた血族になることができるかもしれないのだ。それも何だか、不思議な巡りあわせであった。

（北の一族とルウの血族が血の縁を結ぶだなんて、当時は考えられなかったもんな）

　その後は、ジザ＝ルウやルド＝ルウたちともすれ違った。ジザ＝ルウのかたわらには伴はん侶りよであるサティ・レイ＝ルウが控ひかえており、ルド＝ルウのかたわらにはリミ＝ルウとターラの姿があった。サティ・レイ＝ルウとターラが笑顔で語り合っているのが、俺にはたいそう新しん鮮せんに感じられた。

　シン＝ルウとララ＝ルウは、あまり騒がしくない場所で肩かたを寄せ合いながら、何か料理を食べていた。宴の場では、これもよく見る光景である。ララ＝ルウの婚儀が許されるまで、あと一年と三ヶ月ほどだ。婚儀の遅おそさで知られるルウの本家であるが、きっとララ＝ルウはそんな定説をくつがえしてくれることだろう。

　百名以上にも及ぶ人が、幸福そうな面持ちで、それぞれの絆を深め合っている。時にはその輪に加わって、時には外から眺ながめながら、俺も同じぐらい幸福な気持ちを得ることができた。

　そうしてひと通りの料理を食べ終わり、そろそろどこかに腰を落ち着けようかなという頃ころ合あいに、「おーい」と声をかけられた。やぐらとは反対側、集落の出口に近い薄うす暗くらがりで、並んで腰をおろした人影の片方が大きく手を振っている。その声とシルエットから、それはユーミであることが知れた。

「やあ。ずいぶん静かなところに引っ込んでいたんだね」

　俺はアイ＝ファとともにそちらに近づいていく。が、途中でいささか驚くことになった。ユーミの隣となりに座していたのは、テリア＝マスではなくダルム＝ルウであったのである。

「ダ、ダルム＝ルウ、こんなところで何をしているのですか？」

「……そのようなことは、そっちの娘に聞け」

　俺が視線を向けると、ユーミは握にぎっていた果実酒の土瓶を振り上げた。

「このお人が一人で退たい屈くつそうにしてたから、話し相手になってあげてたんだよ。いっぺんぐらい笑わせてやろうと思ったんだけど、なかなか難しいねー」

「ふ、ふーん。そうなのか」

　ダルム＝ルウはとても面めん倒どうくさそうな面持ちで、「ふん」とそっぽを向いてしまった。

「少し静かな場所で休もうと思ったら、このざまだ。広場の真ん中にいるのと同じぐらいやかましいわ」

「そいつは失礼しちゃったね！　ま、宴なんだから、楽しくやろうよ！」

　俺はいささかならず心配になってきてしまったので、ユーミの隣に腰をおろすことにした。

「あのさあ、ユーミ、前にも言ったと思うけど――」

　俺がそのように囁ささやきかけようとすると、ユーミが笑いながら顔を寄せてきた。

「わかってるって。ダルム＝ルウも誰かのお手つきなんでしょ？　森辺の女衆ともめる気はないから、心配はいらないって」

　しかし、二人きりで人の輪から外れて親密に語り合っていれば、余計な誤解を生むこともありえるだろう。とりあえず、俺もこの場から動くことができなくなってしまった。

　事情を察したのか、アイ＝ファも隣に腰をおろしてくる。ダルム＝ルウ、ユーミ、俺、アイ＝ファの順番で横並びになった格好である。なかなか普段ではありえないようなカルテットであった。

「アイ＝ファも飲んでる？　乾かん杯ぱいしようか？」

「いや。礼を失してしまわないよう、ルウ家の祝しゆく宴えんでは酒を口にしないようにしている」

「何だ、そうなのー？　森辺の狩人って、みんながぶがぶ飲むもんだと思ってたよ！　ドンダ＝ルウとかダン＝ルティムはすごい飲みっぷりだったのに！」

　そういえば、ダルム＝ルウの手もとには果実酒の土瓶が見当たらなかった。――などと考えていたら、狼おおかみのような眼光でじろりとにらまれてしまう。

「俺が酒を飲もうが飲むまいが、お前には関係なかろうが？」

「あ、いえ。別に、そのようなことを詮せん索さくしたいわけでは――」

　もしかしたら、ダルム＝ルウは以前の祝宴において酒で記き憶おくをなくしたという一件を気にしているのだろうか。ダレイム伯はく爵しやく家けの舞ぶ踏とう会かいで、ダルム＝ルウがその一件をムキになって否定していたことは記憶に強く残されていた。

（あれはたしか、ユーミたちを森辺に招いた歓かん迎げい会かいだったよな。あのときはシーラ＝ルウと一いつ緒しよに行動してたのに、今日は違ちがうのか）

　シーラ＝ルウは、どこで誰だれと語らっているのだろうか。俺がそのように考えて広場のほうに目をやったとき、草笛の旋せん律りつが高らかに響きわたった。

　そこに、カンコンと軽けい妙みような打楽器の音色も重ねられてくる。儀式の火を取り囲んだ人々が、木の棒やギバの骨などを持ち出して、リズミカルに叩たたき始めたのだ。

　その音色に誘さそわれるようにして、女衆が広場の中央に進み出た。いずれもきらびやかな宴衣装に身を包んだ、未婚の女衆だ。やはり今こ宵よいも、彼女たちの舞まいが披ひ露ろうされるらしい。

「わー、すごいね！　これが求きゆう婚こんの舞ってやつ？」

「うん。ユーミも踊おどりは好きだったよね」

「まあね」と応じつつ、ユーミは動こうとしなかった。すると、ダルム＝ルウがうろんげな視線を突きつける。

「ユーミとかいったな。お前は森辺に嫁入りしたいと願っているのではなかったか？」

「うん。だけど、これは血族のお祭りでしょ？　そこであたしがでしゃばるのは、なんか違うと思うんだよね」

　広場で踊り始めた女衆の姿を見やりながら、ユーミは穏おだやかに微笑んだ。

「ましてやこれは、森辺の女衆が男衆に見み初そめてもらうための舞なんでしょ？　それなら、なおさら邪魔はできないよ」

「……思ったよりも、道理はわきまえているようだな」

「当たり前じゃん。あたしは森辺のみんなと仲良くなりたいんだもん。引くべきときには、引かなくっちゃね！」

　ダルム＝ルウは小さく肩をすくめてから、広場のほうに向きなおった。

　キャンプファイヤーのように焚たかれた儀式の火の周囲を、たくさんの女衆が取り囲んでいる。ギバの骨を打ち鳴らす音と、草笛のノスタルジックな旋律にあわせて、彼女たちはゆるやかに、かつ懸けん命めいに踊っていた。

　玉虫色のヴェールや金属の飾り物がオレンジ色の炎ほのおを反射して、幻想的なきらめきを生み出している。生命力にあふれているのは、狩人ばかりではない。彼女たちもまた、森の恵みによって輝かんばかりの生命力を授かっているのだ。じょじょに打楽器がテンポをあげていくと、そこには乱らん舞ぶする炎のごとき舞が現出した。

　見慣れた顔は、それほど多くない。この舞に参加できるのは、十五歳以上の未婚の女衆のみであり、なおかつ、条件を満たしていても加わらない娘たちも存在したのだ。俺が見る限り、レイナ＝ルウとヤミル＝レイはその舞に加わっていなかったし、モルン＝ルティムの姿も見えなかった。彼女たちはそれぞれの理由から、求婚の舞を踊る必要はない、と考えているのだろう。

　そんな中で、俺は一人の見知った顔を見いだした。

　シーラ＝ルウである。

　シーラ＝ルウが、踊っていた。

　他の女衆よりも動きがなめらかで、ゆったりとしている。それでいて、その腕は誰よりも大きく弧こを描えがいており、指の先端にまで力が満ちているように感じられた。

　ひっそりとした月の下の花のようなシーラ＝ルウでも、このように踊ることができるのだ。俺は何だか、胸の詰つまるような思いであった。

　ともすれば、今にも力ちから尽つきて倒たおれてしまいそうな危あやうさがある。しかしシーラ＝ルウは、懸命に踊っていた。わたしを見てほしい、わたしを愛してほしい、と――まるで、全身でうったえかけているかのようだった。

「すごいね……」と、ユーミがうっとりしたような声でつぶやく。もしかして、ユーミもシーラ＝ルウの姿に目を奪うばわれているのだろうか。ダルム＝ルウやアイ＝ファは、どうなのだろう？　特にダルム＝ルウの様子は気になったが、俺はシーラ＝ルウから目を離すことができなかった。

　やがて、打楽器のテンポは落とされていく。それにつれて、草笛の旋律もより哀あい愁しゆうの響きをおびた。それらの音色にあわせて、シーラ＝ルウたちの動きも静かに、たおやかなものに変化していく。そうして最後に、ピイイィッ――と余よ韻いんを引きながら草笛が吹ふき鳴らされると、すべての女衆が地面に片かた膝ひざをついた。

　静せい寂じやくが訪おとずれて、それがすぐ人々の歓声によって粉ふん砕さいされる。

　女衆は立ち上がり、儀式の火に向かって一礼した。

　女衆がしずしずと引き下がると、今度は弾はずむようなリズムでギバの骨が打ち鳴らされる。すると、小さな幼子や年配の女衆、それに老ろう若にやくの男衆までもが好きなように踊り始めた。

「お、これは誰でも騒いでいいのかな？」

「うん。どうやら、そうみたいだね。以前は未婚の女衆しか踊ってなかったように思うけど……ひょっとしたら、ユーミたちを招いた歓かん迎げいの祝宴が楽しかったから、こういう時間を作るようになったのかな」

「それじゃあ、あたしも行ってこよーっと！　テリア＝マスも引っ張り出さないと！」

　ユーミは駆かけ足あしで、その場から立ち去っていった。それと入れ替かわりで、ほっそりとした人影が音もなく近づいてくる。

　それは、シーラ＝ルウだった。

　シーラ＝ルウは小さく肩を上下させながら、俺たちの前に――いや、ダルム＝ルウの前に立った。

　顔や首もとに、汗あせが伝っている。シーラ＝ルウは胸もとで両手を組み合わせながら、ダルム＝ルウの前にひざまずいた。

　やわらかい――とてもやわらかい光をたたえた瞳が、真まっ直すぐにダルム＝ルウを見つめている。その顔は、穏やかに微笑んでいるようにも見えたし、また、必死に泣くのをこらえているようにも見えた。

「ダルム＝ルウ、わたしは――」

　囁くような声で、シーラ＝ルウはそう言った。

　ダルム＝ルウは、無言でシーラ＝ルウを見つめ返している。

　シーラ＝ルウは、いったんまぶたを閉ざし――それを再び開いてから、もう少し大きな声で、また言った。

「ダルム＝ルウ、わたしは、あなたのためだけに踊りました」

　ダルム＝ルウは、愕がく然ぜんとした様子で肩を震わせた。

　その青い瞳が、食い入るようにシーラ＝ルウを見み据すえる。

「シーラ＝ルウ、お前は――家長ドンダやミーア・レイの話を知っていたのか？」
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「……え？」

　シーラ＝ルウは、いくぶん困こん惑わくしたように小首を傾げる。

　ダルム＝ルウは額に手をあてて、固く口を引き結んだ。

　右の頬ほおの古傷が、いつしかはっきりと血の色を浮うきあがらせている。そうして、数秒の沈ちん黙もくの後――ダルム＝ルウは、ほんの少しだけ震える声で答えた。

「……俺も、お前だけを見ていた」
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「シーラ＝ルウは……やっぱりドンダ＝ルウたちの馴なれ初そめを知っていたわけではないのかな？」

　俺がそのように呼びかけてみると、アイ＝ファは「そうであろうな」と静かな声で答えた。

「ダン＝ルティムはジザ＝ルウたちにしかその話を語っていないようであったし……仮にシーラ＝ルウがその話を聞き及んでいたとしても、それを真ま似ねるようなことはするまい」

「うん。やっぱり、そうだよな」

　俺たちは、さきほどと同じ場所で静かに語らっていた。シーラ＝ルウたちの姿は、すでにない。ダルム＝ルウがシーラ＝ルウの腕をひっつかみ、広場のほうに戻もどっていってしまったのである。

　広場では、まだたくさんの人が陽気に踊っていた。ユーミやテリア＝マス、リミ＝ルウやターラ、ルド＝ルウやラウ＝レイ――それに、ミダ＝ルウの姿まで見える。誰もが幸福そうであり、生の喜びをこれでもかとばかりに発散させているかのようだった。

「まだまだ宴は終わりそうにないな」

「うむ」

「収獲祭とジバ婆さんの誕生日と、ミダ＝ルウたちが氏を授かったお祝いだもんな。どれだけ騒いだって足りなそうだ」

「うむ」

　俺たちがこれ以上この場所に留とどまっている理由はなかったが、どちらも立ち上がろうとはしなかった。俺としては、人混みが苦手なアイ＝ファのために、しばし休息しているつもりだった。

「リミ＝ルウの誕生日は、ララ＝ルウのときみたいにルウの本家でひっそり行われるんだろうな。それで、今後は収獲祭に参加するのを自じ粛しゆくするとして――それ以外の、婚儀の祝宴とかにも招いてもらうことができたら、嬉しいな」

「うむ」

「俺たちも近在の人たちと一緒に収獲祭を行うようになったけど、俺はやっぱりルウ家の祝宴も大好きだよ」

「当然のことだ。この場には、私たちにとって大事な者がたくさんいるのだからな」

　そのように述べてから、アイ＝ファはくいくいと俺の袖そでを引っ張ってきた。アイ＝ファのほうに視線を巡めぐらせた俺は、思わず「あっ」と声をあげてしまう。

「アイ＝ファ、それ……いったいどこに隠してたんだよ？」

「別に隠してはいない。力比べを終えた後、刀と一緒に預けていたのを返してもらい、腰こしの物入れに入れておいたのだ」

　アイ＝ファの右のこめかみに、七色に輝く透とう明めいの花が咲さいていた。俺が生誕の日にプレゼントした髪かみ飾かざりだ。ガラスのように透き通った石でできたバラのごとき大輪が、かがり火に照らされて美しく輝いている。

「……このような日にしか、身につける機会はないからな」

　アイ＝ファは横目で俺をにらみつけつつ、そう言った。その唇は可愛かわいらしくとがらされており、頬にはうっすらと赤みがさしている。

「綺き麗れいだよ。すごく似合ってる」

「ふん」と鼻を鳴らしてから、アイ＝ファは肘ひじで俺の腕を小こ突づいてきた。

「いや、本当だよ。俺たちの収獲祭でも、是ぜ非ひつけてほしいな」

「……狩人である私が身を飾かざっても、滑こつ稽けいなだけであろう」

「そんなことはないよ。それならいっそ、力比べの後に宴衣い装しように着き替がえたらどうだ？」

「……力比べで勇者となれば、しばらくは勇者の席に座し、祝福の言葉を届けられるのだぞ？　もしも再び勇者の称しよう号ごうを得られるのであれば、着替えているひまなどあるものか」

「それじゃあ、フォウとスドラの婚儀の祝宴とかは？　近在の人間は何名かずつ招いてもらえるって話だっただろう？」

　アイ＝ファは意表をつかれた様子で、目をぱちくりとさせた。

「しかし私は、そもそも宴衣装など持ってはおらん」

「町で買えばいいじゃないか。本来、婚儀の祝宴では宴衣装を纏うのが森辺の習わしなんだろ？」

「……しかし私は、狩人だ」

　アイ＝ファは、静かにそう答えた。

　俺は内側から突つき上げてくる感情に従って、微笑ほほえんでみせる。

「アイ＝ファは狩人だけど、女衆でもあるだろう？　アイ＝ファみたいに立派な人間は、狩人としても女衆としても幸福になるべきだと思うんだよ」

「…………」

「それでアイ＝ファが宴衣装を纏って、他の男衆にまた嫁よめ入いりを願われることになっても――俺も一緒に、断るのを手伝うからさ」

「なに？」

「アイ＝ファを他の男衆に嫁入りさせるわけにはいかないって、誠心誠意、俺も説得してみせるよ。そうすれば――」

　すべての言葉を言い終える前に、俺はものすごい力で頭を引っかき回されることになった。俺の髪かみをぐしゃぐしゃにしながら、アイ＝ファは真っ赤になってしまっている。

「フォウやスドラの家長らを家に招いた夜のことを、もう忘れたのか？　あのような思いをするのは、二度とごめんだ！」

「い、いや、だけど……」

「嫁よめ取とりの話が来れば、私が断る！　お前がのこのこと顔を出す必要はない！　もともと婚儀の申し入れなどは、家長同士で話をつけるものなのだ！」

　最後にぐいんと俺の頭を押しやってから、アイ＝ファは自分の両りよう膝ひざを抱かかえ込んでしまった。頭の中身まで軽くシェイクされてしまった俺は、目め眩まいをこらえながらアイ＝ファに笑いかけてみせる。

「わかったよ。まあ、ジョウ＝ランたちの一件があったから、もう近在の氏族からはそういう話もそうそう持ち上がらなそうだよな」

「……いつまでこのような話を続けるつもりだ、アスタよ」

「ごめんごめん。そこまで取り乱すとは思わなくて」

　そのとき、広場のほうから、わあっという歓かん声せいが聞こえてきた。気づけば、ダンスタイムも終しゆう了りようしている様子である。そして。やぐらの上ではまたドンダ＝ルウが何かを告げているようだった。

　俺たちはそこから一番遠い場所に陣じん取どっているので、その言葉を聞き取ることもできない。ただ、やぐらの上にはドンダ＝ルウの他にシン＝ルウの姿も見えていた。

　アイ＝ファが言っていた通り、森辺で婚儀をあげるには、おたがいの家の家長の承しよう認にんが必要となるのである。だからきっと、ドンダ＝ルウとシン＝ルウの間で協議が為なされて、ひとつの婚儀が認められることになったのだろう。おそらくは、その内容が血族のみんなに発表されたのだ。

　俺は立ち上がり、アイ＝ファのほうに手を差しのべた。

「行こう。シーラ＝ルウとダルム＝ルウにお祝いの言葉を届けないと」

　アイ＝ファはまだ少し赤い顔をしていたが、黙だまって俺の手をつかんできた。

　今日の祝宴はまもなく終わるが、ルウ家ではきっと休息の期間の内に、さらなる祝宴をあげることになるはずだ。願わくは、その祝宴にも是非、招いていただきたいものであった。それぐらい、俺にとってシーラ＝ルウというのはかけがえのない存在であったのだ。

　そのようなことを考えながら、俺は希望と喜びにあふれかえった空間に参じるべく、アイ＝ファとともに足を踏ふみ出したのだった。







箸休め　～ルティムの末妹の決意～







　たくさんの人の尽じん力りよくによって、モルン＝ルティムはドムの集落で過ごすことが許されるようになった。

　しかしまた、それはモルン＝ルティムの望む通りの結果であり、この上なく喜ばしい話であったのだが――いざその望みがかなってみると、モルン＝ルティムの胸にはさまざまな不安や煩はん悶もんがわき上がってしまっていた。

（ガズラン兄さんやダン父さんは、何も気にする必要はないって言ってくれたけど……そんなわけにはいかないよね）

　何せルティムの家は、森辺の習わしを大きくくつがえそうとしているのである。森辺においては何よりも重んじられている血の縁えんの掟おきてを変容させようというのだから、モルン＝ルティムが恐おそれ入らないわけにはいかなかった。

（しかもその発ほつ端たんが、あたしの恋こい心ごころなんていう取るに足らない話なんだから……いったいどれだけの人間が呆あきれ返ることだろう）

　このような大ごとになってしまったため、モルン＝ルティムの気持ちは森辺のすべての人間の知るところとなったのだ。それだけでも、モルン＝ルティムにとっては総身の燃えたつような羞しゆう恥ちであった。

　モルン＝ルティムがディック＝ドムを見初めたのは、もう九ヶ月ばかりも前のこととなる。ルティムとドムは家が遠いため、それまでは顔をあわせる機会も得られなかったのだが、族長たちがジェノスの悪あく辣らつなる貴族サイクレウスと決着をつけるために城下町へとおもむいた際、その護衛役を果たしたディック＝ドムも帰りがけにルウの集落に立ち寄ることになったのだ。

　最初はただ、ディック＝ドムの際きわ立だった体格と、ドムに伝わる不思議な見てくれに目をひかれただけのことであった。彼かれはルウの血族でもなかなか見られないほど大きな身体をしており、そしてギバの頭骨などを頭にかぶっていたのである。恐ろしいとまでは思わないものの、それほど好意的な印象というわけでもなかった。

　その気持ちが一転したのは、父たるダン＝ルティムとディック＝ドムが語らっている場に挨あい拶さつに出向いて、彼の姿を間近に見たときのことであった。

　城下町では大変な騒そう動どうであったため、狩人かりうどの多くは集落に戻ってもなお昂こう揚ようしていた。そんな中、ディック＝ドムは巨きよ大だいな岩のようにたたずみながら、ただ黒い瞳だけを火のように燃やしていた。

　モルン＝ルティムは小こ柄がらであるために、ディック＝ドムとは頭ひとつ半も背せ丈たけが違っている。それで彼がギバの頭骨の陰かげでどれだけ激しい目つきをしていたかも、下から盗ぬすみ見ることができた。

　それは本当に、ルウの血族でもなかなか見られないような気き迫はくであり――それでいて、彼は岩のように重々しく、決して荒あらぶる姿を見せようとはしなかった。族長ドンダ＝ルウに負けないほどの気迫と力感をみなぎらせながら、鋼のごとき自制心でそれを内側に封ふうじ込めていたのだ。

　その厳格さに、モルン＝ルティムは心をひかれたのだろうか？

　最初の内は、モルン＝ルティムも自分の気持ちを正しく把は握あくできていなかった。ただ、ディック＝ドムの熾し烈れつな眼光と静かなたたずまいが忘れられず、ひとりでひそかに胸を高鳴らせていたばかりである。

　そうして悪辣なる貴族との諍いさかいは終わりを告げ、森辺には平和が舞まい戻った。そして、それと同時にモルン＝ルティムはディック＝ドムと再会する機会を失った。それで、モルン＝ルティムはいっそう胸を焦こがすことになり――ついに、それが恋れん情じようであることを知ってしまったのだった。

（あのときは、ルド＝ルウに大変な世話をかけちゃったっけ）

　その頃にモルン＝ルティムが本心を打ち明けたのはただひとり、ルウの末まつ弟ていたるルド＝ルウのみであった。彼はモルン＝ルティムと同い年で、幼い頃から仲良くさせてもらっていたのだ。ルド＝ルウはあまり身体も大きくないが、狩人としては卓たく越えつした力を持っており、それでいて、笑うと女の子のように可愛らしかった。正直者で、ずけずけと物を言い、森辺の習わしよりも自分の気持ちを重んずることも多々あったため、家族には叱しかられることも多いようであったが、モルン＝ルティムはルド＝ルウのことが大好きで、家族のように信しん頼らいしていた。だから、父や兄にも言えないような本心をさらすことがかなったのだ。

　そうしてモルン＝ルティムの気持ちを知ったルド＝ルウは、次の日にはもうドムの集落に向かっていた。何か適当な理由をこじつけて、ディック＝ドムがどのような人間であるかを見定めようと思いたったのだ。ルド＝ルウとは、それほどに破は天てん荒こうな人ひと柄がらでもあったのだった。

「ま、俺の見る限り、ディック＝ドムは立派な男衆だよ。ちっとばっかり頭は堅かたそうだけど、北の一族としては堅すぎるほどでもなさそうだしさ。あとは自分の目で見み極きわめな」

　そんな言葉を聞かされたモルン＝ルティムは、ひたすら羞恥と困惑に身み悶もだえるばかりであったが――のちのちは、大きく勇気づけられることになった。それで、ドムとルティムで家人を預け合うという話があがったときには、迷うことなく志願することになったのである。

　そうしてひと月ばかりもドムの集落に滞たい在ざいしたことで、モルン＝ルティムは自分の気持ちを見定めることができた。やはり自分は、ディック＝ドムに確かな恋情を抱いだいてしまっている。それはもう、誤ご魔ま化かしようのない本心であった。

　ただ、彼の厳格さだけに心をひかれたわけではなかった。もちろんそれは彼のまぎれもない美点であったが、彼がただ厳格なだけの人間であったなら、きっとモルン＝ルティムも心をひかれたりはしていなかったのだろう。彼は十七歳という若さで家長の座を担になっており、それゆえに厳格たらんと自らを戒いましめており――それが、いささかならず苦しそうに見えてしまったのだった。

　彼の内には、誰よりも熱い情念があふれかえっている。しかし彼はモルン＝ルティムの父や友のようにそれを余人に見せることをつつしみ、岩のごとき重々しさを保っているのだ。それは族長ドンダ＝ルウにも通ずるところのある強きよう靭じんさであったが――ディック＝ドムはまだ、ドンダ＝ルウの半分も生きてはいない。その若さが、彼を苦しめているように思えてならなかった。

　それでも頑なに心を律して、家長としての役目を果たしているのは、立派なことである。その志にも、モルン＝ルティムは大きく心を揺ゆさぶられた。

　ただ、それ以上に――モルン＝ルティムは、彼を楽にしてあげたかった。外に出せない情念を、自分にだけはさらしてほしかった。彼の気持ちを余すところなく受け止めて、すべての喜びと苦しみを分かち合いたい、と――モルン＝ルティムは、そんな痛切な思いを抱くことに相成ったのだった。

（でも、どうしても最後の一歩を踏み出すことができなくて……）

　それからモルン＝ルティムは、五ヶ月ほども自分の気持ちを持て余すことになった。ディック＝ドムにどれだけ恋こい焦こがれようとも、やっぱり大事な家族たちに迷めい惑わくをかけたくなかったのだ。

　ルティムはルウの子であり、ドムはザザの子である。おたがいに森辺の族長筋となったルウとザザが血の縁を結ぶことなどありえない。なおかつ、兄のガズラン＝ルティムは族長たちからの信頼も厚く、貴族との会合にも必ず参席するほどの立場であったため、妹である自分が余計な話で煩わずらわせたくはなかった。

　それでモルン＝ルティムは、なんとか自分の気持ちを封ふう殺さつしようと苦く悩のうの日々を送っていたのだが――スフィラ＝ザザの勇気ある行いによって、気持ちが決けつ壊かいしてしまったのだった。

　そうしてモルン＝ルティムは家族にすべての真情を打ち明けて、現在に至るわけである。




◇




　ザザの家における会合を終えて、兄や父やドンダ＝ルウは翌朝に自分たちの家に戻っていった。

　それを見送ったモルン＝ルティムは、あらためてドムの本家に招かれる。そこに集まっていたのはドム本家の家長たるディック＝ドムと、家人のレム＝ドム、それにドム分家の家長たちであった。

「では、そちらの客人モルン＝ルティムは、俺たちの家に順番で寝ね泊とまりさせればよいということだな？」

　分家の家長のひとりがそのように問い質ただすと、ディック＝ドムは重々しい調子で「うむ」と応じた。

「もとより本家においてはかまど仕事を果たす人間がいなくなってしまったため、晩ばん餐さんの支し度たくにも分家の力を借りていた。今後はそこに、客人の手も借りたく思う」

「それで客人は本家で晩餐を食し、そののちに俺たちの家へと移動する、ということか」

「うむ。ただし、それでは分家の男衆と縁を紡つむぐ時間がなかろうから、日によっては晩餐もそちらで食してもらおうかと考えている。家長会議までにはまだ日があるため、それまでにはすべての家人がモルン＝ルティムの人柄を見定めるべきであろう」

「うむ。それがディック＝ドムと族長らの決断であるのなら、従おう」

　分家の家長らは厳しい表情を保ちながら、そのように応じた。

　彼らは古くからの習わしを重んずる、北の一族の狩人であるのだ。本来であれば、血の縁の習わしを変えるべきなどという提言には真っ先に異を唱えているところであろう。

　しかしまた、族長や本家の家長の決定に逆らわないというのも、森辺の大事な習わしなのである。それで彼らは、内に渦うず巻まく憤ふん懣まんをようようねじ伏ふせているのだろうと思われた。

「まったく、誰も彼もが悩なやましげな顔をしているわね。これでドムの女衆はまたかまど番として腕うでをあげられるのだから、ありがたい話じゃない」

　と、これまで黙って話を聞いていたレム＝ドムが、ふいに陽気な声を張り上げた。

「このモルン＝ルティムは、ルウの血族でも屈くつ指しのかまど番であるという話なのよ？　その力量は、以前に滞在させた際にも思い知らされているでしょう？　ややこしい話は脇わきに置いておいて、素す直なおに喜べばいいのじゃないかしらね」

「……これはそのように気安い話ではあるまい。我々は森辺の民として、もっとも正しい道を見定めなければならんのだからな」

　分家の家長のひとりがそのように声をあげると、レム＝ドムは「ははん」と鼻を鳴らした。

「それは、他の血族に関わりを持たせない婚こん儀ぎという話についてよね？　そちらに関しては、好きなだけ頭を悩ませればいいでしょうよ。でも、モルン＝ルティムを客人として迎むかえ入れる話とは、別問題でしょう？」

「何が別問題であるというのだ。お前の話は、さっぱりわからんぞ」

「だって、モルン＝ルティムがディックの伴侶に相応ふさわしかろうと相応しくなかろうと、ややこしい婚儀の話は家長会議で是非が問われるのでしょう？　あの賢かしこいルティムの家長は、それこそが森辺の正しい在りようだって主張してるんだからさ」

　人を食ったような笑え顔がおで、レム＝ドムはそのように言葉を重ねた。

「モルン＝ルティムがディックの伴侶に相応しい人間だと認められたとしても、新しい婚儀の形が家長会議で認められなければ、婚儀をあげることはできないのよ。だったらそんな、思い詰めることはないじゃない。血族の人間を見定めるときと同じように、モルン＝ルティムの人柄を見定めてあげればいいだけよ。……わたしは何か、間ま違ちがったことを言っているかしら？」

「いや」と応じたのは、ディック＝ドムであった。

「確かにレムの言う通り、モルン＝ルティムの話と新たな婚儀の話は、分けて考えるべきであろう。それを混同してしまっては、正しき判断を下すことも難しかろうからな」

「うむ……そういうことになるのか」

　分家の家長らは、いくぶん困惑して顔を見合わせている。それを愉ゆ快かいそうに見回してから、レム＝ドムは「さて」と腰を上げた。

「それじゃあ、モルン＝ルティムについての話は終わりよね？　よければ、わたしがモルン＝ルティムを女衆のところに案内しましょうか？」

「うむ。我々は、このまま新たな婚儀についての是非を語らうことにしよう」

　ディック＝ドムがそのように答えたため、モルン＝ルティムはレム＝ドムとともに家を出ることになった。

「あーあ。まったく頭の固い連中よね。こういう目新しい話には、めっぽう弱いんだから」

「いえ。わたしのせいでお騒さわがせしてしまい、本当に申し訳ない限りです。……分家の家長らはみんな年長であるため、それを束ねるディック＝ドムは本当に大変なお立場なのでしょうね」

　モルン＝ルティムがそのように応じると、レム＝ドムはにやにやと笑いながら顔を寄せてきた。

「あなたは本当に、ディックに惚ほれ込こんでいるのねぇ。まあ、そうじゃなきゃ家族に気持ちを打ち明けようなんて思わないんだろうけどさ」

　モルン＝ルティムが思わず赤面して言いよどんでしまうと、レム＝ドムはいっそう愉快そうに笑った。

「あなたの気持ちを打ち明けられてから、ディックは一度もあなたと目を合わせようとしないわよね。十七歳さいにもなって、まったく子供じみてるんだから。……あんな初心な人間を口説き落とすのは、さぞかし大変だろうと思うわよ」

「あ、いえ、でも……ディック＝ドムは、とても立派なお人ですので……」

「とても立派で、とても初心なのよ。妹のわたしが言ってるんだから、間違いないわね」

　そんな風に言いたててから、レム＝ドムは鋭するどく視線を巡らせた。

「で、あんたたちは何の用なのよ？　客人に無礼があったら、わたしが承知しないわよ？」

「な、なんだよお。俺たちが、そんな悪さなんてするわけねえだろお？」

　と、大小の影かげが木こ陰かげから現れる。それはドムに預けられた、かつてのスンの大罪人たち――ディガとドッドに他ならなかった。

「あんたたちも、大たい概がいしつこいわね。ここ何日かで、かつての家族たちの話はさんざん聞きほじったんでしょ？」

「そ、そんなことねえよ。俺たちはもう、あいつらとは血の縁を断たたれた身なんだから……そんなおおっぴらに聞きほじることはできねえし……」

　彼らが語っているのは、ルティムの家人となったツヴァイとオウラのことである。彼らにとって、ツヴァイは腹はら違ちがいの妹であり、オウラは義理の母親であったのだった。

「ツヴァイとオウラは、とても健すこやかに過ごしています。ツヴァイはもはや、屋台の商売に欠かせない存在ですし……オウラの優やさしい人柄は、ルティムのすべての家人に愛されているはずです」

　モルン＝ルティムがそのような言葉を届けると、ディガとドッドは子供のように目を輝かがやかせた。

「そ、そうか。ツヴァイのことは、トゥール＝ディンからも聞かせてもらったけど……オウラのことは、よくわからなかったんだよな」

「ああ。ルティムとディンも、それほど家が近いわけじゃないみたいだもんな。まあ、ドムとルティムほどじゃないんだろうけどよ」

「ふん。そんな話で喜ぶのは、血の縁を断たれた人間として不相応なのじゃないかしら？」

　レム＝ドムがそのように言いたてると、ディガたちはしゅんと小さくなってしまう。見かけは立派な狩人であるのに、彼らはどこか幼げな部分が強く残されていたのだった。

　しかしまた、ツヴァイやオウラやヤミル＝レイと同じように、かつての大罪人であったという陰りはまったく感じられない。それは彼らがこのドムの集落で、正しき人間として育てられているという何よりの証であった。

　それを嬉うれしく思いながら、モルン＝ルティムは言葉を重ねてみせる。

「でも、もしもわたしとディック＝ドムの婚儀が許されたら……あなたたちは、再びツヴァイたちと血族になるのですよね。それも何だか、不思議な巡りあわせであるように思います」

「そ、そうなんだよ！　だから俺たちも、居ても立っても居られなくなっちまってさ！」

「あ、あんたは本当に、ディック＝ドムと婚儀をあげられそうなのかい？」

「それはまだわかりません。ただ、そのためにすべての力を尽つくしたいと願っています」

　モルン＝ルティムが羞しゆう恥ち心しんをこらえてそのように答えてみせると、ディガたちはいっそう表情を輝かせた。

　そんな彼らの姿を見比べながら、レム＝ドムはまた肩をすくめる。

「まったく、子供じみた連中ね。さ、納なつ得とくしたなら消えてちょうだい。わたしはモルン＝ルティムを女衆のところに連れていかないといけないのだからね」

「え？　もう行っちまうのかよ？　まだまだ聞きたいことがあるんだけど……」

「モルン＝ルティムは家長会議の日までドムの集落に留まることになったんだから、これからいくらでも語らえるでしょうよ。いい加減にしないと、家長たちに言いつけるわよ」

　レム＝ドムに厳しくたしなめられて、ディガとドッドはすごすごと引き下がっていく。その悄しよう然ぜんとした後ろ姿を見やりながら、レム＝ドムは苦く笑しようした。

「あんな連中にまで情けをかけるだなんて、お優しいことね。あいつらは、あなたの友でもあるアスタやアイ＝ファをひどい目にあわせようとしたのよ？」

「でも、その罪を許されたからこそ、彼らはドムの家人として生き直そうとしているのでしょう？　彼らがツヴァイやオウラと同じように健やかに過ごせていることを、心から喜ばしく思っています」

「本当に、お優しいこと。……さ、女衆はこっちよ。この時間は、あちらのかまど小屋で仕事を果たしているでしょうからね」

　レム＝ドムの言う通り、ドムの女衆はとある分家のかまど小屋の前に集まっていた。ドムは家人が多くないために、すべての仕事をすべての家の人間で果たしているのだ。まだ日が出て間もない現在は、薪まき割わりやピコの葉を干す仕事などに取り組んでいたようであった。

　ドムにおいては、女衆までもが強い力にあふれている。狩人を志しているレム＝ドムは別格としても、誰もが体格に恵めぐまれており、男衆のように厳しい気配を漂ただよわせているのだ。モルン＝ルティムは、自然と背筋がのびる思いであった。

「昨晩の話は、おおよそ家長たちから聞いているわよね？　少なくとも家長会議まではモルン＝ルティムがこちらに滞在することになったから、引き続き面倒を見てあげてちょうだい」

「ど、どうぞ、よろしくお願いいたします」

　モルン＝ルティムが一礼すると、ひときわがっしりとした体たい躯くをした年配の女衆が進み出てきた。分家の家長の伴はん侶りよであり、ドムの女衆の束ね役を担っている人物である。

「こちらこそ、よろしくお願いいたします。……この期間、またあなたに美味なる料理の作り方を手ほどきしてもらえると聞いているのですが、それで間違いはありませんか？」

「は、はい。わたしに手ほどきできることでしたら、いくらでも……」

「それは、得難く思います」

　と――その女衆は、穏やかに微笑んだ。

　他の女衆も、一様に静かな眼まな差ざしでモルン＝ルティムを見つめている。そのゆったりとした空気こそが、モルン＝ルティムを困惑させてやまなかった。

「それじゃあ、モルン＝ルティムのことはよろしく頼たのむわね。わたしは狩かりの仕事に出る前に、もうひと眠ねむりさせていただくわ」

　そうしてレム＝ドムがさっさときびすを返してしまったため、モルン＝ルティムは慌あわててそちらに追いすがることになった。

「お、お待ちください、レム＝ドム。分家の方々は、本当に昨晩の話をきちんと伝えられているのでしょうか？」

「はい？　どうしてそのようなことを気にしているのかしら？」

「そ、それはその……まがりなりにも本家の家長に、余よ所その氏族の女衆などが嫁入りを願っていると聞かされたら……普ふ通つうは快く思わないのではないでしょうか？」

　レム＝ドムは引き締しまった腰に手を当てながら、「ああ」と微笑んだ。

「なるほどね。頭の固さで知られるドムの人間があなたを歓迎するはずがないと、つまりはそういうことを言いたいわけね」

「い、いえ。決してそういうつもりでは……」

「安心なさいな。確かにドムの人間は頑がん迷めいだけれど、それ以上に、強い人間を好ましく思っているのよ。だからきっと、あなたを忌き避ひすることはないでしょう」

「つ、強い人間？　わたしはこのように小柄ですので、ドムの方々とは比べるべくもないように思うのですが……」

「確かにあなたは小柄だけれど、あの騒がしい父親から大層な怪かい力りきを受け継ついでいるわよね。でも、そういう話じゃなくって……心の強さに関してよ。たったひとりで三ヶ月ばかりもドムの集落に留まろうだなんて、普通の女衆には及およびもつかない話でしょう？　だからみんな、あなたの勇気と心の頑がん丈じようさに敬服しているということよ」

　そう言って、レム＝ドムはにっと白い歯をこぼした。

　なんだか、それは――モルン＝ルティムの大切な幼おさな馴な染じみを思い出させる笑い方であった。

「わたしも女衆の身で狩人になりたいなんて言い出した身だから、あなたがどれだけの勇気を振ふり絞しぼったかは理解しているつもりよ。それに、ディックには……きっとあなたのような人間が相応しいのでしょう。大事な兄の幸福な行く末のためにも、あなたの想おもいが報むくわれることを願っているわ」

　そんな言葉を残して、レム＝ドムは立ち去っていった。

　モルン＝ルティムが背後を振り返ると、かまど小屋の前にたたずんだ女衆は変わらぬ眼差しでこちらを見つめている。

　モルン＝ルティムは大きく息を吸すい込み、高鳴る胸を押さえながら、そちらに足を踏み出すことにした。

（家長会議まで、あと三ヶ月……どうなるかはわからないけれど、悔くいの残らないようにすべての力を尽くそう）

　そんな思いを胸に、モルン＝ルティムはドムの集落における生活を開始することに相成った。

　青の月に行われる家長会議において、新たな婚儀の形は認められることになるのかどうか――そんな行く末は誰だれにもわからなかったが、モルン＝ルティムは不安や煩悶を上回る希望と喜びを胸にすることがかなったのだった。







あとがき







　このたびは本作『異世界料理道』の第二十七巻を手に取っていただき、まことにありがとうございます。今巻は少々期間が空いてしまいましたが、無事に刊行できて心よりありがたく思っております。皆様にもお楽しみいただけたら何よりでございます。

　今巻は「恋」がテーマということで、表紙は女子会のイメージで描いていただきました。ウェブ版における「朱の月は恋の季節」という章タイトルは、お気に入りのひとつであります。

　また、今巻の「幕間～追憶の宴～」はかなり昔にしたためたエピソードであったのですが、これまで収録の機会がなかったため、取り急ぎ今巻に差し込むことになりました。本来であれば第八巻あたりに収録されていてもおかしくはなかったのですが、それではあまりに期間が空きすぎて読者様の記憶も薄れてしまっていたでしょうから、結果オーライかなと思っております。

　ではでは。本作の出版に関わって下さったすべての皆様と、そしてこの本を手に取って下さったすべての皆様に、重ねて厚く御礼を申し述べさせていただきます。

　また次巻でお会いできたら幸いでございます。

二○二二年四月　ＥＤＡ　　
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電子書籍限定特典ショートストーリー　　　喜びの一夜







「ルウ本家の次兄ダルム＝ルウとルウ分家の長姉シーラ＝ルウは、婚姻の約定を交わすことと相成った！　近日中に婚儀の祝宴を開くことになるので、その際にはまた両名を祝福してもらいたい！」

　ドンダ＝ルウがそのように宣言すると、広場には怒号のような歓声が巻き起こった。

　今日はルウの血族の収穫祭であり、最長老ジバ＝ルウの生誕の日でもあったのだ。なおかつ、かつてスン家であった三名に氏が与えられると宣言されたばかりであったため、ただでさえ昂揚のきわみにあった血族らはいっそうの喜びに胸を震わせることになったのだろう。ドンダ＝ルウとともにやぐらの上からそのさまを見守っていたシン＝ルウもまた、大きな喜びを噛みしめることになった。

　シン＝ルウの姉たるシーラ＝ルウが、ついに婚儀をあげることになったのだ。しかもその相手が血族でも屈指の力を持つダルム＝ルウであるのだから、シン＝ルウの喜びもひとしおであった。

（シーラには、苦労ばかりかけさせてしまったからな）

　シン＝ルウの家には、六名の家人がいる。シン＝ルウとシーラ＝ルウ、父親のリャダ＝ルウ、母親のタリ＝ルウ、そして二人の弟たちだ。女の家人が二人きりでは家の仕事も苦労がつのろうし、しかもシーラ＝ルウは一番最初の子であったため、三人もの弟の面倒を見る立場であったのだ。その次に年長であったシン＝ルウは、姉がどれだけ懸命に家を支えてくれていたかを、ずっと身近に見守っていたつもりであった。

　なおかつ昨年にはリャダ＝ルウが深手を負って狩人の仕事から退き、まだ若年のシン＝ルウが家長を継ぐことになったのだ。そんな中、シーラ＝ルウは屋台の商売の取り仕切り役まで任されていたのだから、余所の家よりもよほど苦労は多かったはずであった。

（でもきっと……屋台の商売というやつが、シーラに新たな力を与えてくれたのだろう）

　もともとシーラ＝ルウは、内気な女衆であった。幼い頃からあまり身体も強くなかったため、それが余計に引け目となってしまったのだろう。力強い人間の多いルウの血族の中で、シーラ＝ルウはずっと小さな花のようにつつましく生きていたのだった。

　しかし昨年、アスタの商売を手伝うようになってから、シーラ＝ルウは少しずつ変わっていった。きっとアスタにかまど番としての腕を見込まれたという事実が、シーラ＝ルウに自信を与えてくれたのだろう。その後もめきめきと力をつけて、ついにルウ家が独自に商売をするという時期に至ったとき、シーラ＝ルウはレイナ＝ルウとともに取り仕切り役を任されることになったのだった。

　今でもシーラ＝ルウは、他の女衆よりも力が弱い。昔のように病魔で寝込むことこそなくなったものの、重いものを運んだり薪を割ったりするのは不得手であるのだ。

　しかし、それを補って余りあるほど、シーラ＝ルウはかまど仕事の手際が巧みであった。アスタいわく、シーラ＝ルウとレイナ＝ルウは森辺の女衆の中でもその技量が飛びぬけているのだそうだ。こと菓子に関してはリミ＝ルウやトゥール＝ディンが一番であるそうだが、料理に関してはまだまだシーラ＝ルウたちに及ばないという話であった。

（しかしアスタが現れるまでは、かまど仕事の手際が取り沙汰されることなどなかったからな）

　アスタが現れるまで、森辺の民は食事の味などに頓着していなかった。ギバ肉などは野菜と一緒に鉄鍋で煮込むか、あるいは火で炙るかのどちらかであったため、特別な技量など必要なかったのである。

　森辺の民は、それで十分に満足していた。飢餓に苦しむことさえなければ幸福であると、そのように信じていたのだ。また、ルウの血族は他の氏族よりも多くの収獲をあげており、さまざまな野菜を買うことができていたので、いっそう強い力をつけられているのだという自負を抱いていた。

　だがそれは、美味なる料理からもたらされる喜びを知らなかったがゆえの幸福感であったのだろう。たとえどのような食材を買い足したとしても、すべてはギバ肉の強い風味に覆われてしまうため、それ以外の味というものを想像することができていなかったのだ。

　しかしそれは血抜きをしていないがゆえの臭みであるのだと、アスタはそのように主張していた。それでアスタの教える通りに血抜きや正しい解体という手間をかけてみると――ギバ肉の味わいが一変してしまったのだった。

　さらにアスタは、ギバ肉の美味なる食べ方というものを次々に考案した。それを手掛けるには、かまど番としての技量というものが必要になり――そこでシーラ＝ルウは、自らにその力が宿されていたことを知ることになったのである。

（だからきっと、シーラもアスタに出会っていなかったら、自分の想いを遂げることもできなかったのだろう）

　やぐらの上に立たされたシーラ＝ルウの横顔を見守りながら、シン＝ルウはそのように考えた。

　宴衣装を纏ったシーラ＝ルウは、幸福そうに微笑んでいる。その目もとは涙に濡れていたものの、決して気後れすることなく、羞恥に身悶えることもなく、百名からの血族たちの前でその内の幸福感をあらわにしているのだ。それこそが、以前のシーラ＝ルウには存在し得なかった強さであった。

　シーラ＝ルウは、強くなった。だからきっと、アイ＝ファに執心していたダルム＝ルウを振り向かせることがかなったのだ。シン＝ルウは、そのように信じていた。

「シーラ。祝いの言葉をかけるには、まだ早いのだろうが……でも、シーラの想いが報われたことを、心から嬉しく思っている」

　シン＝ルウがそのように告げてみせると、シーラ＝ルウは透き通った微笑みをたたえたまま「ありがとう」と言ってくれた。

　いっぽうダルム＝ルウは、まるで怒っているような顔つきで眼下の血族たちと相対している。ダルム＝ルウはとても立派な男衆であるのに、シーラ＝ルウよりもずっと気を張ってしまっているようだ。そんなダルム＝ルウの姿を目にすると、シン＝ルウはいっそう胸が温かくなってやまなかった。

「まったく、収まりがつかねえな。あとは貴様たちで、なんとかしろ」

　ドンダ＝ルウにうながされて、シーラ＝ルウとダルム＝ルウはやぐらを下りていった。

　とたんに、たくさんの血族たちが両名を取り囲む。婚儀の祝宴はまだ先であるのに、喜びの気持ちが抑えられないのだろう。それはシーラ＝ルウが多くの血族に愛されているという証であったため、シン＝ルウも深い喜びを抱くことができた。

（これもまた、シーラがかまど番として卓越した力を身につけたがゆえなのだ）

　これまでのシーラ＝ルウは、誰にも注目されることのない存在であった。しかし現在は眷族の女衆に調理を手ほどきする立場であったため、血族の中に名前を知らない人間はいないぐらいであったのだ。

　シーラ＝ルウたちが広場の中央に進んでいくと、人の輪もその後をついていく。しばらくそのさまを見守っていたシン＝ルウは、広場の隅にぽつんとたたずむララ＝ルウの姿を発見した。

（ララ＝ルウは、どうしてシーラたちに祝いの言葉をかけないのだろう）

　ララ＝ルウはダルム＝ルウの妹であるし、シーラ＝ルウとだってずいぶん仲良くしているはずだ。このような際には、真っ先に飛んでいきそうなところであるのに――ララ＝ルウは、たったひとりで薄暗がりにたたずんでいる。シン＝ルウはたちまち不安の虜となって、やぐらを駆け降りることになった。

「ララ＝ルウ、どうしたのだ？」

　そうしてシン＝ルウがララ＝ルウのもとに駆けつけると――ララ＝ルウは、子供のように泣いてしまっていた。

　宴衣装を纏って長い髪をおろしたララ＝ルウは、普段よりもずっと大人びていて、とても美しい。そんなララ＝ルウがぽろぽろと涙をこぼしているものだから、シン＝ルウはひどく胸をかき乱されてしまった。

「ど、どうしてララ＝ルウは泣いているのだ？　まさか……シーラとダルム＝ルウの婚儀を望んでいなかったのか？」

「そんなわけないじゃん！」と、ララ＝ルウは涙声でわめきたてた。

「そうじゃなくって……あたしは、嬉しいんだよ。シーラ＝ルウの想いが、やっと報われたから……」

　それだけ言って、ララ＝ルウは顔をくしゃくしゃにしてしまった。

　本当に、幼子に戻ってしまったかのようだ。

　そして、そんなララ＝ルウの泣き顔が、シン＝ルウをいっそう幸福な心地にしてくれたのだった。

「シーラのことをそこまで気にかけてくれて、ありがとう。でも、めでたい話なのだから、どうか泣きやんでくれ」

　シン＝ルウがそのように告げてみせると、ララ＝ルウは涙をこぼしながら口もとをほころばせた。

「シン＝ルウがありがとうって言うの、ひさしぶりに聞いた……最近のシン＝ルウだったら、ありがたく思う、とか言うもんね」

「うむ。ララ＝ルウが子供のようであったので、俺も子供に戻ってしまったのかもしれないな」

　ララ＝ルウは泣き笑いの表情で「もう！」とシン＝ルウの胸もとを小突き――そしてそのまま、装束の生地をつかんできた。

　血族なれども同じ家に住む家族でない限り、男女はむやみに触れるべきではない。それが、森辺の習わしである。

　よってシン＝ルウは、心の中で母なる森に許しを乞いながら、ララ＝ルウの手をそっとつかみ取ってみせた。

　ララ＝ルウもまた装束の生地から指を離して、シン＝ルウの手を握り返してくる。

　そうして二人はおたがいの手を握りしめながら、かがり火に照らされる大事な家族たちの幸福そうな姿へと目を移したのだった。
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